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ま え が き

この 報 告 書 は ,横 浜 市 エb日本 都 市 計 画 学 会 に委 託 さ れ た､港 北 - ユ- タ ウ

ン建 設 総 合 基 本 計 画 案 策 定 に 関 す る研 究 報 告 苦 の うち株 式 会 社 E]本 リサ ー チ セ

ン タ ー が担 当 した港 北 ニ ュー タ ウンに お け る商 業 ･業 務 施 設 の 成 立 条 件 の 検 討

の 研 兜成 果 を収 録 した もの で あ る｡

全 体 の 報 告 書 は 次 の エ うな構 成 で ま と め られ て い るO

第 1部 総 括 編

本 研 究 全 体 の 総 括 お よび 今 後 横 浜 市 が 港 北 ニ ュー タ ウ ン建 設 に つ い て検

討 しな け れ ば な ら な V'重 要 な項 E]と提 言

第 2部 総 論 編

本 年 度 作 業 の 前 提 ,広 域 的 条 件 の 検 討 ,計 画条 件 の 検 討 (人 口 ,土 地 利

用 ) ,交 通 計 画 ,施 設 計 画 ,造 成 計 画 の 賓 旨 ,行 倣 上 ,事 業 実 施 上 の 問

題 点 等 の 概 要

第 3部 各 論 柄

交 通 輸 送 計 画 (鉄 道 ,道 路 ) ,施 設 計 画 (公 共 施 設 ,社 会 施 設 ) ,商 業

業 務 魔 設 ,工 業 立 地 ,特 定 地 区 開 発 計 画 ,造 成 計 画 ,総 合 建 設 費 の 検 討

の 7項 目の 研 究成 果 の収 録

以 上 の i:うに 3郡 作 で構 成 さ れ て Vlる｡ この研 究 を進 め て い っ た 過 程 で 多 くの

助 言 や 示 唆 を 下 さ っ た方 々 に 深 く感 謝 の 意 を表 す る と と もに ,この よ うな研 究

機 会 を与 え て 下 さ っ た横 浜 市 当 局 に 深 く感 謝 す る 次 第 で す O
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は し が き

この 調査 報 告 書 吐 ,日本 都 市 計 画学 会 の 作 美 メ ソJ(- と して ,横 浜 市 港 北 ニ

ュー タ ウ ンに お け る商 業 業 務 施 設 の成 立 条 件 に関 す る調 査 研 究 の結 果 で あ る｡

単 な る ベ ッ ドク ウ ンで な く ,乱 開 発 を防 止 しつ つ 計 画 的 に都 市 建 設 を行 な Vl,

母 都 市 横 浜 市 に対 して LIJ都 心 と して の機 能 を持 た せ る とい うマ ス タ ー プ ラ ンの

構 想 に 基 き ,昭 和 60年 vEお け る 日本 経 済 の フ レ - ム と この地 域 に か け る経 済

的 ,社 会 的 構 造 の変 化 をお D とみ ,商 業 業 務 施 設 の成 立 条 件 と必 要 ス ペ ース に

つ い て ,主 と して 実 証 的 な立 場 か ら調 査 研 究 を行 な った｡ 当寺か予 定 され て い た

と ころ の 商 業 業 務 施 設 の 地 区 円 分配 シス テ ムお よび人 口 流入 に対 処 した施 設 構

成 の シ ス テ ムの 検 討 に つ い て は ,別 途 検 討 す る こ と と在 った の で ,これ は この

報 告 書 に含 まれ て い なho

調 査 研 究 を す す め る忙 当 っては ,と くに 日本 都 市 計 画学 会 の横 浜 都 市 問題 企

画委 員 会 事 務 局 長 ,二 宮 公 雄 氏 に お 世 話 に な った｡ また ,こ こに列 記 で き な い

が .い ろい ろ な方 か ら有 益 な助 言 や 協 力 を い た だ い た｡ 記 して感 謝 の 意 を表 し

た レ､O

を お ,報 告 書 は ,主 と して 富 永 正 文 , 小 林 功 ,山 口貴 久 男 ,中川俊 彦 が そ れ

ぞ れ 分趣 執 車 した｡

日本 リサ ー チ セ ン ター

常務取締役 安 永 武 巳
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序 章 調査の基本的立場 と分析の方法

0-1 調査の基本的立場

0-1-1 調査のE]的
港北 ニュータウンにおける商業,業務施設の成立条件を調査 し地区円での必賃スペースの各

種試算 を行な うことを目的 とする｡すなわち,首都圏, お よび横浜市にかける商業,業務施設

のあbかたとその推移の動向を把握することにエD,港北ニュータウン地域における一般的な

方向を明 らかにする一方,港北ニュークウ/の南勢圏によって規定 されるであろ う商業施設の

必賓 スペースを試算 し,あわせて,業務施設のスペース試算を行なう0

0-1-2 商業.業務施設の範囲

この調査においては,商業,業務施設の範臥 ない し調査対象 として,ほほ次の ように定め

た. これは,一つには港北ニュークワンの調査を行 な う他 グルーブとの分担領域 をきめたこと,

一つには,商業施設の成立については,質的水準 と集積度 を捨象すれば,一応,人口の大 きさ

とその分布に対応する商業慮設が形成 されること比確実であるれ 業務施設.とくにオ7イス

ビルの成立 VCつVlては,ほ とん ど成立の見込みが7ih こと,の二つの理由か らである｡

〔商業魔設の範囲 〕

卸売業 ･･ ････主 として生鮮食料品 ,原材料 ,一次加工品お よび消費財 (工場製品 )

小売業‥-････=･･すべての′J＼売業 (とくVCショ yビングセンター ,スーパ- ,百貨店 ,

専門店 とい う区分に したが って )

サー ビス業 ･ ･･･..対個人サービス業お よび レノヤー産業

〔業務施設の範Bi日

金融 ･保険･･-･主 として銀行店舗

電力 ガス････=･主 として営某所

ビ ル-I-.･主 として貸事務所

すなわち ,業務施設については ,商業活動や消費生活 と非常に関連のつ 上い もの ,ない し ,

商業活動に付随 して成立するものに限定 した0

0-1-3 マスク-ブランとの関係

港北ニュークク/の基本舶想を貫 く思想払 計画的75:都市開発に よる乱開発の防止 と,母都

市横浜の副都心的機能を持つ新 らしい都市. しかも都市虚業 を内包 した都市の鐘設 とL̂ うこと

であるo この 上うな基本耕想 を背景 とするマスクープランと.それによって当然決定される韓

北ニュータウンの性格 にあわせて商業,業務施設の成立条件 と必要スペースを試算す る｡

ー1-



0-2 調査の手順

(1) 昭和 60年を目標年次とする｡

港北ニュータウンの完成を昭和 60年 と想定 し ,昭和60年の時点における港北ニュータウ

ンの人口 ,その所得水準 ,生活意識および ,港北ニュータウンを取 bまく諸環境を予測する｡

(2) 今後の商業施設の動向を明 らかにする｡

商業の大型化､集中化の傾向 ,都市化の進行によってもた らされる立地条件の変化の方向を

明 らかにし ,総合的消費施設としてのショッピングセンターの成立 に関す る基本方向を見出す｡

さ らに ,消費生活の高度化に対応 して ,対個人サービス業 ,飲食業 ,娯楽業 ,教養施設などの

動向を明 らかにするO

なお ,業務施設の動向については ,前述の範既に限定 した関係上 とくに分析は行なってい7Eh｡

(3) 以上の結果を総合 し ,別途 ,統計的に算定された家計消費支出 ,商業販売額 ,単位売場面

積当 b売上高 等 を計 算の要素とし ,E]標年次における南勢圏の推定 ,消壁支出の域外流出率 ,

域外か らの流入率等を算定 した｡

なお ,昭和 60年の必賃スペースの試算であるので ,その途中経過については ,計算を行な

っていなho

0-3 分析の方法

(1) 家計消費支出の推計

主 として総理府 ｢家計調査｣に基 き,消費支出の うち,この調査対象 とする商業施設で支出

される消費金銀の割合を,人 口5万以上の都市の全世帯について,時系列的に測定 した｡

(2) 単位面積当 り版売額の推計

昭和 41年通産省 ｢商業統計｣に基 き,東京都区部にある法人の事業所,もしくは常時従業

者を使用 している事業所の数値を算定 した｡

(3) 事例研先

商業核の成立条件を実証的に明 らかにするため,盛b場や立川を事例の研究対象 として採b

上げ,数量的な分析を行なって,郊外商業核成立条件を明らかにした｡

(4) 街頭調査

横浜市の繁華街に来た人びとについて購買行動に関する街頭調査奇行72い,買物行動のノくク

ー/,繁華街の頑合ない し補完関係お よび近隣消費率の推計に当っての資料 としたo

実施年月日 昭和 44年 6月 1日 (日) 天候 摘

昭和 44年 6月2日(月 ) 天候 晴

対 象 時 間 9時～19時

調 査 地 点 伊勢佐木町

横浜.駅西口 (ダイヤモン ド地下街入口 )

対 象者 数 1,245人

-2-



(5) その他

以上 のほか,すでに発 表 さ れ て い る研 兜や 調 査 の結 果 .お 上び各 種 統 計 資 料 に?

い て検 討 し,その結果の一部と ,日本 リサ-チセンターで行なった調査 .研究の成果をおり

こんで ,分析と推計を行なった｡

なお ,商業施設の成立に非常に関連のふかい交通体系や人口については ,マスタープラン作

成担当者か らの資料提供によるものを採用 したo

-3-



1章 昭和60年における社会的 ･経済的諸環境の分析

1-1 首都圏の動向と横浜市

1-1-1 首都圏計画と南西部の開発

(1) 新全国総合開発計画 と首都圏南西部の開発計画

新全国総合開発計由においては,首都圏にひきつづきわが国の政治,経済,文化の中核 とし

ての役割 を期待 し.あわせて,今後 ますます拡大する国際交流の門戸としての役割 を想定 して

いるo この限bにおいて,東京を中心 とする現在の首都圏のいっそ うの拡大強化 とい う方向が

強 く打 ち出されているわけである｡一方.首都圏中央部における過衝の弊害を除去するため,

地域の再編成を行 ない,中心部は中枢管理機能の強化 と防災の観点か ら積極的な都市再開発が

行なわれ,円陸地域お よび周辺部は,それぞれの地域の特性 に応 じた開発が行なわれるO神奈

川嬢は, このような構想の下で開発が進め られることとなろ うが,その主賓夜点を列記すれば,

ほぼ次のようなものであろ うO

横浜市 とその周辺 :

横浜市の再開発 と港北ニュータウンの慮設を含む ,大規模住宅都市の開発がすす み ,=業

生産は次第にこの地域か ら排除され ,その地域経済における比重は相対的に低下 し上う0

枚浜市吐 ,とくに東京に集中する管理 中枢機能の適切な分散をはかる対象地域 として ,ほ

とん ど ,圏円唯一の地位を もつところか ら ,新 しい ビジネス ･センター ,盈際的女様合教

育 センターなどがつ くられることとなろ う｡

東海道線の沿線地域 :

すでに見 られるようVC首都圏の ビジネス ･センターに対応する住宅地域 としての性格 をつ

よめつつ港北ニュ-タウン級の住宅都市建設が .高速通勤鉄道 の沿感に建設 されることと

75:ろ うo これ らの住宅都市は ,在来の ベ ッドタウンの範 ち ゆうをこえたものとを 17,機能

的には ,住宅地 としての性格 をもちつつも ,一つの都市 としての機能をも持つ ものとなろ

う0

円陸山間部地域 :

近郊曲集 ,新たな円陸工業基地 ,レク リェー シ ョ/ ･/- ンとしての開発 と整備がすすめ

られようo

(2) 首都圏の道路 ,鉄道 ,港湾 ,空港

o道 路 幽門の中核都市 と東京 とを結ぶ高速 自動車道路の建設お よび ,東京 を中心 とす

る大場状道路の娃設がその中心計歯である｡ とくに東京外部環状 ,湾岸道路 ,関東環状道路 な

どは ,放射状の道路体系 とのネ ットを形成す ることとなD ,千葉 ,神奈川の距錐は東京湾 口の

柴橋 によって 著 しく短 縮 されることと在ろ うo

o鉄 道 束北新幹線 ,成EEl新幹線 ,通勤高速鉄道のほか ,主要在来線の強化 ,武威野線 ,
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鹿島感 ,京葉線の建設がすすめられることとなろ うO また ,大都市地域円においては ,地下鉄

網の整備拡充 と各線の相互乗b入れにエD ,都市内交通は一段 と高速化されよう｡

o港 湾 東京湾は広域港湾 として整備され .横浜港 ,東京港の重要性比依然として変 ら

ないが ,新たな=業基地の建設に対応 して ,鹿島 ,水戸 ,日立をどに拠点港湾が整備され ,東

京湾円港湾への過度集中がかなb緩和されようo

o空 港 盈際交流の増大に対応すべ く,成田 ,東京の両国際空港の整備が行なわれ ,あ

わせて地方空港が整備されるであろう｡

(3) 首都幽各地域の機能分担関係

o東京は管理中枢機能の中心であれ その一部が横浜に配置されるであろ うO都市の再開発は ,

東京 上bも横浜が先行する形 となD ,横浜市吐 ,新 らしく生 まれ変 bつつ ,ビジネス ･センタ

ーをもつ｡ また ,情報化社会に対応 して ,中枢管理機能を連当するす ぐれた人材を育成 ･再訓

廠する必要がたかせるところか ら ,その目的を果 しうる教育機閑 ,研兜機関が必要 とをD ,ま

た研究開発情報の幽際交流を吐かるために ,横浜市には ,国際的な総合教育センターが建設さ

れるo

o水戸 ,宇都宮 ,前橋 ,甲府は ,中核都市 として機能させるため ,工業機能とあわせて地方
的管理中楢機能を強化する方向で都市整備が計庇的に行なわれ ようo

o筑波地区 神奈川県南地区には大規模な研兜学園都市がつ くられる｡

o九十九里 ,伊豆 ･大島 ,富士 ･箱根 ,上信越 ,日光は圏円の主賓な観光 t/ク リエーシ ョ ン･

ゾ ーンとして整備保全が行なわれる｡

o鹿島 ,水戸 ･日立 ,宇都宮 ,前橋 .高崎 ,甲府には幽円の主要を工業基地が整備 ,再配置

され ,東京湾円の主賓を=美基地は五井地区のみとなろうo

oその他の地域においては ,都市的整備の行なわれる東京近郊住宅地区の環境度備の性か ,

とくに立地の有利性をいか して ,周辺地区などに生鮮食料品の主産地形成を主眼とする出兵整

価 ,野菜出荷施設の整備が強化されるであろう｡また ,八 ヶ岳 ,奥 日光などには畜産基地がつ

くられようo

o東京か ら30-40Kmの主要幹線交通の結節点においては ,大規模な流通センター ,中央

卸売市場 ,食品流通センター等が計画的に配置され ,水産物供給基地 として三崎 ,銚子の漁港

整備 と流通鹿設の整備がすすめられ よう｡

(4) 首都tg]の人口配置 とその推移

首都圏人口の推移予測は表1-1のとおDである｡今後の20年間に首都圏外か ら流入超過 人 口

は約420万人と見込 まれているれ そのほ とんどが都市に住むであろ うし,今後一層進展する

であろうし,今後一周進展すると思われる人口の都市集中を考えると市街地人口の増加率吐きわめ

て高くなると予想される○

地域別に見ると,南関東におLOては,昭和 40年代の増加が苦 るしく,北関東では,増加の

速鹿 丑,ともに大きく,人口の配分比依然 として,南関東に高いが,その構成比は.昭 和 50

-5-



年か ら昭和 60年 にかけて ,80%か ら79%へ とやや減少す るであろ う｡

表 1- 1 首 都 圏 人 口 の 予 測

地 竣 別 S.40 S.50 S.60 増加率 飾 市街地人口率 多
千人 千人 千人 59'40 6040 S.40 S.SOS.60

首 都 圏 26,963 33.12-3 37.874 228 143 6a5 751 8QO

北 側 東 5,947 6.711 7,961 128 186 24.8 4L9 559

南 関 東 21,016 26.412 29.913 257 136 74.4 835 865

資料 : 首者脚 塵備委員会車検局 ｢首都観塵偏の長柄展望｣ (S4a 10)

北 脱 東 - 茨城.栃大,a.蘇,山梨

南 関 東 - 埼玉,千束,東京,神奈川

また ,東京区部-の通勤通学者は ,昭和 40年に比 し ,昭和 60年 には 24倍強に達 し ,そ

の方面別割合 も大 き く変化 し埼 玉方面が全体の 31% を占め ,三多摩方面は 18% で ,もっと

も少 な くなると予測されている｡ (表 1-2参照 )

表 1-2 東京区部への通勤通学者表

方 面 別 S.40 S.50 S.60 60/40
人 員 比 人 員 也 人 .良 也

神 奈 川 腺 3gil{ 2aP 千人657 %246 7打 22才 L9.4倍
三 多 摩 .山 梨 県 344 248 531 199 611 180 178

埼 玉 .砺大,群馬 368 265 819 3Q6 1.047 3n9 285

千 集, 茨 城 284 2n4 664 249 970 2&6 ま42

吾十 1.389 10α0 2.671 10(10 3391 10(10 244

資料 : 首都幽塵備委員会串政局 ｢首都幽整備の長期展望J てS43 10)

111-2 横浜市の都市機能 と港北 ニュータウンの位置づけ

1) 横浜市 と港北地区の果 たすべ き機能

交通 ･通信の飛躍的発達 と,行政面にかける効率化 の重視は,必然的に広域行政の実現 を迫

ることとなろ うo少 な くとも1都 3県 をブロックとす る首都圏が現在の府県制 を越 えた行政単

位 と75:ろ うo横浜市はそのなかで.昭和 60年 には人口 300万を擁 し,情報 と物流の両面呼

かLnて港湾 の機能 を飛躍的に高めるであろ うo また.北臥 西部の地域は.横浜市に就業す る
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人びととともに,東京で就業する人びよの住宅地 一 中級の住宅地を提供することとなろう0

2I 就英紙達と職種構造

一高学歴塑3次産業比率 ,ホワイ トカラー比率の増大-

その地域に集る人びとがどんを生活意識をもち ,どんな消費態度ない し購買行動を示すかは ,

そこに住む人びとの 凝菓ないし職種や年令構成などと大 きを関連をもつOまたそこに集る人び

との職業構成や ,年令構成は都市の機能 と関連をもっ ことはあきらかであるo

わが国の産業別就業者の構成比は黄 1-3にみる通 930年か ら40年にかけて大 きく変化

した｡第 1次産業比率は41.1%か ら24.6%-実に165%ポイントの減少であD .第 2次産

業比率は23.8%か ら32.3%へ8.5%ボインT･の上昇 ,第3次産業比率も35.1%か ら43.1

%へ約 8%ボイン小の上昇をみた｡

この 10年間に東京都や横浜市において起 った産業構造の変化吐もう少 し複雑である.すな

わち,横浜市に おいて蛙第 2次産業比率は30年か ら40年にかけて着実に上昇したが ,そのふ

え方は30年代の後半には極めて鈍化 した｡一方 ,東京都においては ,第 2次産業比率は 35

年をピークに減少傾向に向った｡第 3次産業比率は逆に ,横浜市 ,東京都 ともに35年にかけ

て減少 しその後上昇 している｡

以上の事実は ,東京都ではすでに重化学工業化の過程は終 9,工業の72かでは都市型の工業

に特化 し ,また同 じ製造工業のなかでも直接 ,物的生産に従車する磯種 上Dも研究 ,開発 ,調

査といった高学歴型のホワイ トカラーが相対的にウエイトを増 しつつあることを物語っている｡

侠浜市も若干の遅れで東京塾に変化 しつつあるとみ られる｡また第 3次産菜内部VCかいても ,

情報 ,知識 ,教育といった第 4次産業的職種の増大 ,低学歴型 ,低質労働的職種に従事する者

の相対的減少といった傾向があることを示す ものと思われる｡

職種別の就業者の構成でみると(表 1-4)上の推論は一層明確に示されるであろ う｡全国

では ,盤林漁業者の構成比の減少 ,ブルーカラーの著増 ,ホワイ トカラ-の漸増がみ られるが ,

東京都においてはあまb大 きな変化は認められない｡横浜市においてはホワイ トカラ- ,ブル

ーカラーの構成比の増大 ,農林漁業 ,版売サービス業の就業者構成比の狭少がみられる0

20年後に吐 ,技術革新 ,知識産業 ない し情報産業の発達 を反映 し ,全包平均でホワイ トカ

ラーは32.7%に大幅増 ,逆にブルーカラー比34.4%へ とや 滅ゝ少することとなろ うo横浜

市において吐 ,東京の管理中枢機能 ,情報機能を補完 し ,新規開発住宅地においては ,これ ら

の機能に関連ある ,高学歴型のホワイ トカラ-が多 く居住することとなろうo したがって港北

区域においても ,のち忙みるようを現在の逗子市に近い職種別就業構成 となD ,ホワイ トカラ

ー比率は46%程度 と在ろ う｡また戯林漁業の就業者 も ,施設園芸 ,ホビーファ-ム ,植木 ,

造園などごく少数に限 られることとなb ,1%程度 と75:ろう｡

3日 族浜市と港北地域住民の生活

-全鼠平均エbl/ベル高 く ,東京人意識をもつ-
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表 1-3 産 業 別 就 業 構 造

単 位 :多

地 域 別 l 第 1 次 建 築 l 第 2 次 産 菜 第 3 次 産 業

岳30年 35年 40年 60年 30年 35年 40年 60年 30年 35年 40年 60年

港 北 区 1a3 89 395 458 4L2 453

横 浜 市 &7 52 29 3LL6 43.5 44.2 566 51,3 5之9

神 奈 川 県 155 1ul G1 316 422 44.7 529 47_7 491

東 京 都 3.8 22 lr5 382 429 41r5 5&0 548 57_0

資料 :30,35.40年は国勢調査から組直し060年は日本 リサーチセンターの推計に上るO

表 1-4 職 種 別 就 業 構 造

ホ ワイ トカ ラ- ブル ー カ ラー 農 林 漁菜 就業 者 販売サービス業就業者

I30年 35年 40年 60年 30年 35年 40年 60年 30* 35* 40* 6C# 30年 35年 40年 60年

捲 北 区 3Q4 332 460 356 41.7 19.3 &9 14.8 162

扱 浜 市 258 28.2 298 424 461 47r5 &6 51 28 2a2 2u6 2(10

神 奈 川 県 383 446 480 154 1QO aO 226 2n2 189

東 京 都 299 3Q1 31.5 384 422 4L7 ユ8 22 L4

資料 ,表 1- 3とrilJじ○

･h L･ ･勺 淋 ;A J己 .Tt 仙 汝 tq ド pFp 一 汁 E u=7 淡 庄 こ鼓 IiL ＼ LLK 禅 道



10年後 ,20年後の国民生活の構造ないし,消費/,'ターンは所得水準の_上昇 ,自由時間の

増大によって苦るしく変貌を遂げ よう｡将来 ,地域間の所得格差は夜か存在するであろ う｡ し

たがって ,地域の職業ない し職種構成の差による所得格差は残ることとなる｡

こうした要因を考慮に入れて ,昭和 60年の横浜市の 1人当 b市民所得を推定すると ,1人

当b国民所得 77万 6千円を25%程度上回るほほ 100万円と走ろう｡

横浜市民の消費構造は表 1-5にみる通 D ,都市世帯 と比べて ,エンゲル係数が 1-2ポイ

ント低い (勤労者世帯で1.1ポイン ト,全世帯で2.3ポイント)こと ,雑費の比率が4- 5ポ

イントも高い点に特色がみ られる｡サンプル数が少ないのでこうした点を横浜市の特徴として

特に強調することは差 し控えたいが ,ある程度はいえるであろう｡＼

昭和 50年 の横 浜 市 の

世 帯 当 b 平均 1カ月の消費

支出は 9万円 (40年価格 ,

以下同 じ)を越え ,60年に

は14万円を越えるものと思

われる｡横浜市の世帯数は

100万に近 く,港北区だけ

をみても25万世帯を上回るo

したがって ,これらの人びと

の購買態度が横浜および港北

地域の商業のあ9万を大 きく

左右することとなる｡耐久的

な商品や高額商品あるい吐曹

噂商品の買物は足の俊が よく

なるにつれて東京の都心 ,副

都心のショッピングセンター

のヒキが大 きくなる可能性が

みられるo

表 1-5 消 費構 造 の 比 較

昭和 42年 単位 :多

椀 喪 市 人口5万以上都市

全 世 帯 勤労者世帯 全 世 帯 勤労者世帯

消 費 支 出 1080 (9 緋 70m 10aO (8緋 8円)

食 料 難 343 3a4 366 345

主 食 60 5_8 71 67

その他の食 料 費 2&3 27.5 295 279

住 居 史 &8 &6 1(15 113

家具什器 a9 40 54 58

光 熱 受 41 4iO 45 43

被 服 史 1C3 102 110 189

雑 穀 425 438 374 390

交通通信 31 a1 28 29

資料 ｢家計調査｣総理府統言十局

41 港北区域 と東京の関係

一拡大する東京圏 ,港北地域は東京 ,横浜の両勢力圏に-

都市圏の範囲は生活行動圏を基準にして決定することが妥当であろうo

生活行動歯 としてとらえる場合 ,当該地域に居住する就業通学者の うち .母都市に就業通学

する者の比率をとD ,この就業通学依存率 と通勤時間による時間距雛との関係か ら都市の圏域

をある程度かさえることができる｡核 (母都市 )が複数の場合には ,依存率の高低に上って2

つの都市雌の影響力をみることができる｡ こうした観点か ら神奈川県における ,横浜市 と東京
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都の圏域 (影響威 )を地図に落 したのが図1-1と図 1-2である｡両図を比軟すれば ,東京

都の圏域が横浜市を越えて ,東海道 ,横須賀線の沿線に大 きく伸びてかb ,横浜市の圏域 よb

遠 く拡がっていること ,東京 と枝浜の影響を力関係でみると ,横浜の影響の強い神奈川県下の

地域はわずかに横浜市域全体 と横須賀市と他の2,3町に過 ぎない.

しか も注目すべ きは ,県下各市の職種構成 と上の就業通学依存率 との関係をみると ,ホワイ

トカラー比率の高い地域 ほど東京-甲就業通学依存率が高 く,横浜市-の依存率が低い点であ

るoたとえば ,逗子市 (41.1% ).飯倉市 (40.3% ).藤沢市 (34.3% ),茅 ヶ崎市 (32.5%)

はホワイ トカラー比率がいずれも30%を越える｡ これ らの市の東京-の就業通学依存率は20

%を越えているが ,横浜-のそれは10%台75:hL10% 以下 となっている｡

さらに ,各市か らの東京都心 3区と横浜都心4区-の就業通学者の比率をみると ,川崎(8:2)

鎌倉 ,藤沢 ,茅ヶ崎 ,相模原 (以上 7:3)とほとん どの市で東京都心-の割合が高 く75:つて

か D ,横浜都心への就業通学者数が多い地域は ,横須賀 ,大利の2市だけである｡

こうした傾向は此奴的生活に余裕のある中流特級 ,ホワイ トカラー屑が良好な生活環境を求

めて ,あるいはよb広い住いを求めて ,湘南方面をは じめ ,横浜の西部に住宅地をもとめた結

果であるo近年 ,民間業者あるいは公団などによる大量の 住 宅 供 給が この地域において行75:

われて卦D ,こうした住宅地に居住する人々の多 くは東京都に就業する人々となろう｡

横浜市においては ,鶴見区は例外 としても(横浜都心 4.東京都心 6の割合).港北.戸塚,保土

ヶ谷75:ど新興住宅地域はいずれも東京都心への就業者の割合が高 く,今後新たに居住する人び

とは一層東京-の就業通学者が増大することが予想される｡ しか も ,東京都心か らの通勤新幹

線がこの地域を通 ることも計画されてか b ,通勤新幹線の乗車駅が作 られる地域におL̂ては一

層東京-の依存率は増すに違いない｡

横浜市の人口

近 年 の地 域 別 の 転 出入 超 過 人 口 の 推移 を グ ラフに示 す と, 図 1- 4の通 Dで

あ る｡ 境近では転出入超過人口全体の40%が東京地区にi:って占められているが ,このこ

とからも東京からオ-バ ー7 ロ ー して横浜市に流入する人口の大 きさを推 しはかることができ

よう｡それとともに ,横浜市が75:お ,人口の収容余力を大 きく残 していることを知ることもで

きる｡のちに述べるよう75:就業通学依存率の点からもわかるように ,東京都 と横浜市あるいは

神奈川県はすでに市域 ,県域を越えて一体化 した生活感を構成 しつつあるといえよう.
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図 1- 1神掛 目県の横浜市-の就業 ･通学依存率図
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図1-2神掛 目県の東京都への就業 ･通学依存率図
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図1-4 横浜市-の転出入超過人口の推移

転
出
入
超
過
人
口

区 別 25年-30年 - 30年-35年 35年-40年 40年-42年 傾 向
自然 社 会 自然 社会 自然 社会 自然 社 会 自然 社会
増 加 増 加 増加 増 加 増加 増 加 増加 増 加 増 加 増 加

横 浜 市 7r3 129 647r164 139 &5 2⊥62561 a2 55 淑少

秘 見 区 &6 91 75 &5 a3 △.之2

神 奈 川 区 &1 253 141 &0576676 30 ∠ゝ06 渡少西 区 a8 1Q9 51 ∠ゝ141157_7 ∠ゝ57 18 一ごゝ48 減少

中 区 57 122 52 41 22 △10 萩少急 増急増

雨 一区 67795.6 1ユ4 58 2uO 29 52

保 土 ヶ 谷 区 227 84 4止1 lu8 443 a8 855117

歳 子 匝 3561116 47 48 7_3 212 28

金 釈 区 &0 53 64 7.3 134 28

港 北 区 73 7.2 257 99 493 3741 142

資料 .横浜市

駐 ) ∠ゝ印はマイナスを粟わす
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区別にみた人口増加

表 1-6は自然増,社会増に分けて,これまでの人口の増加傾向を示 したものであるが,つ

ぎのような特色がみ られる｡

① 40年以降,臨海4区において社会増がマイナスに転 じたこと(酋区のみは 30-35年

ですでにマイナス)()
◎ 北部および西部の港北,保土 ヶ谷,戸倭の3区に おいて,近年のスプロール現象を反映 し

て社会増が苦るしいことo

③ 横浜市の各区の 自然増加率は,近年 1･5-2･0%と全風平均の 1,0%と比べて著るしく高

いこと(青年層,中年層の流入が多いことの結果 )0

横浜市自体が東京の ドーナツ現象の影響をうけつつ,横浜市においても類似の現象がかこb

つつある○

今後の人口の推移については,いろいろな角度か ら検討すべきであるが, ここでは,2つの

面か ら検討 してみることとする｡第 1は,過去の傾向 と今後に予想される要因 とを考えて,人

口増加率を想定 して想定人口を導き出す法,第2は,横浜市の土地利用,ないし人口収容力的観

点か らするものである｡

第 1.横浜市の人口増は35-40年を頂点として,やや増加率は鈍化の傾向をみせているO

また,東京23区の市筒地再開発による土地の立体的利用によD,束京か らの流入人口も今後

減少傾向に向か うものと思われるoさらに公害問題,地価上昇など,横浜市に工場の立地する

外部経済条件が次東に渡少すること,それに伴なう若年労働力人口の流入の減少なども考え ら

れる｡ これ らの条件を考え合わせ,今後の人口増加率を42-50年,年率3%, 50-55

年,年率2%,55-60年年率15帝と一応想定してみると表 1-7の ように,横浜市の人口は, 50

年 246万 5千人,60年VCQj:293万 1千人 と7Eる0

第 2･土地の人口収容能力といった観点から横浜市の将来人口を検討してみよう0人口帯皮

ない し人口の土地収容力は土地面横の絶対水準に よって決 まるので壮72く,そこに穀下される

住宅関連投資の大 きさによって決定されるという意見に反対するものではないが,それにも白

から限度があるo しかも自然の燐光,植物の緑に対する欲求,さらには生活水準の上昇にとも

を うエb大 きな住宅に対する欲求をも考え合わせると, (反面,都心部再開発による高層住宅

化は,都心部への人口のUターン現象をともなうが )ここ15-20年程度の各区の人口密度

紘,表 1-8の(4)欄 に示される程度を想定するととは大 きく的を失 した ものとはいえないだろ

う○その場合の各区の人Ejは(5)欄に示す通 bとをb,横浜市の人口は,323万 8千人 となD,

42年の人口を66%上回ることとなるO今後大 きく人 口増の見込まれる地域は, 港 北 区

(3倍強 )),戸塚 (2-6倍 弱 )の2区である. これをさきに示 した想定人口増加峯に上る,

総人口293万1千人 と比べると約30万人の差があるが,20年後の横浜市の人口は大 よそ

300万人前後 となるだろ うo ここでは地域別の人口も貸出されてV,るので便宜上,土地収容

力的観点か らするものを60年の人口と想定することとする｡
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表 1-7 横 浜 市 の 将 来 人 口

5
麦

一b

lつ

5

hJ

変

る

白

も

毛

蟹

ろ

少

る

そ

容

想 人 42 - 50* 3 %

定 口年 増 SO Y- 55年 2 車

平 加均 率 55 - 60* 1.5 %

参 25 - 30* 3.75%

莱損 30 - 35* 3.75%
考 ､ノ 35 - 40年 5.4 啓

40 - 42年 4.25%

42年 50年 60年 50/42 60/42

人 口 千人 千人 千人 -,%' 丁車

黄 1-8 横 浜 市の人 口, 人 口否慶 (収容 力的 観点 か らみ た )

面 横 人口(42年)人 口密 度 想定人口密 想定人qED (5)/ (2)市 推 計

Km2 u) 千人 (2) 人/Ⅰも好 く3】庶人/Kナナ式4)年)千人 (5) ヰ 60年 千̂

横 浜 市 41n90 1,945.3 4,711 10,000 3238 166 3,512鶴 見 区 2804 258.7 9213 280 108 302

神 奈 川 区 2232 201.0 8.532 10.000 223 111 247

西 区 625 101.2 16.100 15,000 94 93 105

中 区 1259 138.5 10,404 12,000 151 109 149

両 区 32_59 268,4 8,236 10,000 326361127 121 403

保土 ヶ 谷 区 51.54 250.4 4β59 7,000 144 505

庸 子 .区 1815 103.2 5.856 7,000 123 159

金 釈 区 2288 91.8 4.013 7,000 160 174 144

港 北 区 122.27 277.1 2,264 7,000 85t; 309 843

鉦1 面鎖は ｢横浜市町区域要覧｣ (昭41年 )に上った｡

2 人ロnl0月1日現在,国勢調査ベース ○

-15-



1-2 社会的,経済的要因の分析

1-2-1 脱=業化社会-の歩み

- すでに脱工業化の萌 しもみ られる一

戦後 20年,わが国は技術革新を中核 とする重化学=美化によって,大 きな経済成長を遂げ

た｡昭和 30年以降 13年間の経済成長は年率 10%にお よび, 43年の 1人あたb国民所得

も1,000ドル水準に連 した｡

すでに,わが鳳においては,①東海道 ベル ト地帯を中心 とす る巨帯 都 市 革 命-そ こに生れ

ている高密度社会,⑧国民の 9割が抱 く中間層意識,③5人に1人吐大学生 とい うほ どの高等

教育の鯵透,④消費における2次的消費か ら3次的消費への相対的 ウエイ トの移行,⑤純粋 3

次的職種 (高学歴塑第 3次職種 )の増大傾向など,脱工業化の特徴を示すい くつかの 重 要 な

傾向が現われ始めてい る｡ノ､-マン ･カーン75:ど忙上れば,脱工業化社会比ほほ 1人あたbESJ

民所祷 4,000ドル水準にかいて実現するといわれているが,わがESJでは,すでに, 1,000

ドル水準において,先 ど9したかたちで脱工業化へ進みつつあるとみるととができよう.

1-2-2 通信革命,交通革命

一 通信 交通等命は広域行政を必然化する-

コンピューターの-ー ドウエアならびに ノ7 トウエアの発達は,オンライ/ ･1)アルタイム

ンステムや タイムシェア リング ンステムのような,通信回線と結んだ コンビニ-メ-の高度を

利用形態を大幅に増大させ ることとなるo これ らコンビニ-クーの高庇を利用が,国お よび地

方公共tj]体の行政面や,企業の経営形憩やさらに吐家庭にかける消費者の行動にまで及ぼす影

沓止別b知れないほ ど大 きなものがある｡

一方,新幹頗網の拡充,あるt,1は高速道路網の塵備, モータ 1)ゼー ションの進展,航空網の

発達 など交通面における革命的な変革 も予想されるO

例えば,国鉄の ビジョンに よれば,昭和60年に吐,東京一仙台 1時間 50分,東京一博多

5時間40分,東京一新潟 1時間 30分など現在の時間距離は2分の 17乞い し3分の 1に嬉縮

されることとそる｡空の鼠円交通 もェアバスの就航 などによって,気腫に利用でき,人 々の意

識距錐を大幅に短縮することとなろうO

さ らに, 目を国外に転 じた場合に吐,SST,ジャンボジェット機の就航にエb,海外諸国

との時軌 意軌 経済各面にかける距離の短縮が実現するo これが通信手段の発達, ならびに

貿易お よび資本の 自由化 と相 まって,国際社会の一員 としての日本 を人 々に益 々意識させるこ

とと在ろ う0

1-2-3 巨帯都市革命

一 束海道 ベル ト地帯への｢人 ｣,情報,資本の集積-

すでにわが国は世界的にみて,最 も高衝慶な社会 を形成 しているO単位面積あたDの所得密

度でみた場合 ,おそ らく世界第 1級の地位 にランクされ よう｡ しか もその うちでも密度の高V1
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地域は.東海道 ベル ト地帯に集中 しているo

進学率の上昇, とりわけ大学進学率の上昇にともを う高等教育革命 と交通革命 とは今後 も人

口の都市鮭中,なかんず く東海道ベル ト地帯-の人口集中をお し進めることであろう｡

重要 な ことは, この巨帯都市の地域に,とくにそのセンターである首都圏に,高等教育 を受

けた人材が集積するとと,海外か上びBJ内の行政,経済,文化各面にわたる高次の情報が集る

こと(行政,経済,文化などの諸管理機能の集坊の結果 として )である｡人材の集札 富の集

札 情報の集横がこの地域の性格 をよb高度 なものに塗 b変え,そこに実現する消費生活 もま

た,常に平均的な国民の生活 を一歩進んだ もの となるであろ う｡

横浜地区に属する港北区域は, こうした巨帯都市の 七 ンクーに近 く, しか も関西に向か うベ

ル トのやや円陸部に位置するOそこに居住する人 々の生活意識,生活感度は,東京人あるいは

首都圏人 としてのそれであろ う｡

1-2-4 価値観の変化 と将来の生活

イ)国民生活を規定する諸条件

一所碍水準の上昇,労働時間の減少一

消敢構造あるいは生活構造 を第一義的に規定す るものは所得 であb,所得は経済成長の度合

いに依存 して決 まる0

-万,生活時間の うち,生活必需時臥 労働時間,家事時間などを差引いた自由な時間の量

が人々の生宿の態様を大 きく左右するO

これら以外にも生活構造,生活/(メ-/に影礎を与 える社会的,経済的賓因はいろいろあろ

うO しか し, これ ら経済的社会的要因が直接に生活構造 ない し生活バク-ンを決定するのでは

なく,その間に人びとの欲望を通 じて形成 される価値観 (あるいは社会的価値 )が媒介項とし

て存在することと75:るO

価値の変化について比,次の項 で述べ ることとして, こ こで吐, 10年後,20年後に実現

するであろ う計量可能な指標 (基礎的諸元 )について 1表VCとbまとめてかこう｡

表 1-9がそれであるo

まず,われわれの推計に 上ると,全国人口は,昭和 50年には 1億 900万人,60年 に比

1鯨 2,160万人 と,ほぼ年率 1%ない し111%の増加が見込 まれる0-万,労鋤力人口は,

新規加入の生産年令人 口の増加率の減少傾向,お よび進学率の上昇傾向を反映 して,今後伸び

率は大 きく減少することとなろ う｡女性の職場進出の傾向と老令人口の労働力化の傾向如何が

1つの鍵 となるが,労働力人 口は 50年には 5,260万人,60年には 5,420万人程度 とな

ろう｡

経済成長の見通 しについては,次の ように考え られ るO労働力人口の伸び率,さらには絶対

数の減少,海外か らの移入 による革新的生産技術の減少傾向,限界資本係数の増大傾向など,

生産額素ない し生産技術面か らする成長の制約要因がまず考慮 されねば75るまい｡一方ある程
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弄 1-9 主 賓 指 標 の 将 来 値

昭和 40年 昭和 50年 昭和 60年

人 口(万人 ) 9.828 10,90() 12,160

労 働 人 口(万人) 4.764 5,260 5,420

G N P(請 ) 31.345 66,120 125,890

1人当b国民所得(千円) 255 448 776

1世帯当り消致支出伸円 51.820 78.600 128.000

産菜別労働者数構成比吻 1次 2次 3次 1次 2次 3次 1次 2次 3次14.0 86

1週間当b労働時間(時) 48 45 40

週休2日制の実施(帝) 総事業所数の3多で実施 総串発所数の60% 一 般 化

1週間当9自由時旺時ー 28.5 36 46

進学率 (芸 養豚 1567.8 2590 3895

註1 金徹nすべて40年表示の夷ff価格

証 2 将来値はすべて日本リサーチセンターの推計による｡

度の経済水準に達 したのちに も日本人がバイタ リティーを失夜わず,経済の高度成長を目指 し

て努力す るだろうか とい う〝勤労意識 〝 と係 わる成長の原動力についても考慮 されねばなるま

い｡ こうした点を考え合わせて,経済成長率を50年 まで,年率 8%弱, 51- 55年 を7%,

56-60年 を 63%, 60年 までの適期で 72% と仮定すれば,国民総生産は, 40年の31

兆 3,450倍円が 50年には 66兆 1,200億円, 60年 には 125兆 8,900億円に達する

こととなるo

これか ら, 1人あた b国民所得を推計す ると, 50年に比,44万8千円,60年には 77万

6千 円と,60年には 40年の25万 5千円のほほ 3倍 (実質で )に逮するo

産業棉迄を,産業別就業者数の構成比でみると, 1次産業比率は 40年の 24.6%が 50年

には 14%, 60年には& 6%へ と大幅に低下 して, 60年には現在の最 も先進的な諸鼠の水

準 に近づ く｡一万, 3次産業比峯は40年の 4a1%が 60年には 5a7%へと 10%ポイント

かた上昇 し,産業構造は指標 でみて も大 き く高度化することとなる｡

労働生産性の向上は,一方で労働者の所得の上昇をもた らすが, またある程度の所得水準に

到達 したの ちは,余暇を選好する誘因 竜一増大するであろ う｡ こうして,労働者の週平均労働時

間は, 40年の48時間程度か ら50年には 45時間に, 60年 に仕 40時間- と大幅に滅少

することとなろ うO同時に,現在では,週休 2日制を実施 してV,る事業所は,全体の 3%程度

であるが, 50年には 60%, 60年には,ほ とん どの事業所において何ん らかのかたちで週

休 2日制が実施されることとなろう｡

労働時間の減少 と,家事労働の合理化などは,当然人 々の 自由選択的な時間一 自由時間の増
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大をもた らす｡たとえば,30才代男女の平均でみると､昭和 40年の週平均 28.5時間が50

年には36時間に,60年 には46時間- と増大するであろ う｡生活時間の円容の変化は,所

得水準の上昇と相 まって,生活の態様に大 きな変化 をもた らす ことはい うまでもあるまい｡一

口に言えば生活の高度化 であb,生活におけるレジャー,教育関係をどの重要度が大 きく増す

ことであるo

(ロ) 価値観の変化

一消費者選択の基準 としての価値観にも大 きな変化がみ られる-

戦後新たに生れた価値意識を整理すると,つ ぎの 9つの ものに価値がおかれているといえ よ

う○

(lI Average Life への欲求

(2) 物質生活充足への意欲

(3) 粂 しみ-の棟極的志向

(4) 安定-の欲求

(5) 家庭生活の尊重

(6) 女性の役割の増大

(7) 教育の重視

L8) 簡便 さの尊重

L9) 個性化

たとえば,戦前｢分を知 る ｣とい う考え方が広 く行 なわれ,社会的階級や,職業に 上って,

生活様式や持物や,そ して,言葉遣い も異75:つていたO伝統的秩序 と価値体系の崩廉,帽屑帰

属意識の平準化は,大量消幾 と画一化 としてマスコミ効果 とい う裏づけに よって,他人志向型

の人間を生みだ し｢人並み意識 ｣を植えつけた030年代にみ られた三種の神器を中核 とする

消費革命は, average llfe -の欲求 一 つTib,人が もつなら自分 も,あるい吐お隣 bで

只ったか ら家でもといった意識が,物質生活充足への意欲や簡使さの尊重 といった価値意識 と

ともに強 く定着 した ことは否めないだろ う｡

また,有名校-の進学熱は,少な く生んだ子を大事に育てたvlとい う親の愛情 と,少数の著

しか入学できない有名校に子供をやってい るとい う親の ミエとが複雑に入 b混 じった姿であb,

(もちろん学校制藍その ものお よび有名校卒業者に与え られる社会的特権 とい った長年にわた

る社会の慣習がその根本原因であるが.)こうした行動を支える価値意識は,慈膏の重視,個性

化への欲求 とみることができ上うo

ところで, こうした価値観は今後 どの ように変化するであろ うか｡所得 水準の上昇,進学率

の上昇,自由時間の増大など社会的,経済的要因の変化 にともない,たとえ衣,餐,住, レジ

ャーそれぞれの生活の側面に 上って価値意識の表現形態に強弱があっても,全体的傾向として

はつぎのような方向が注 目されることとなろ う0
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(11 私的消費の充実か ら公的消髭の充実-の変化

(2) フローの重視か らス トックの重視

(3) 画一化の傾向か ら個性化-の欲求

(4) 物質生活偏重か ら精神生活を重視する傾向 も, とくに 10年後以降k:壮現われ ようo

すでににある程度の私的消費の水準に到達 したのちには, 自分の住んでいる生活環境の よく

なることを鞍 く望む ようになるo

道路腰順,都市公園の充実,公的施設の充実などを欲求す ると同時に,河川の汚濁や大気の

汚染などに対する改善の欲求が強 く出 よう｡ しば しば指摘される よう吃,わが国におV,ては,

公共投資が民間の投資や私的消資に比べて著 しく劣 って いるo これが社会の ヒズ ミをもた ら

しているといえ よう｡

公的消費の問題 とも関連するが,人びとは所得あるいは一時的な消蛍 といったフローの重視

か ら,蓄鎖の塵かさこそ安定 した幸福 な生活の基礎である といった価値意識を強めるであろうo

個人的 レベルばか 9でなく,社会公共施設 といった公的をレベルにおいて もこうした意識が強

まるであろ うO

大量生産機構は画一的大量商品の消兜を経済社会Vこビル トインすることとなったOけれ ども

すでにこうした傾向に対 して盤かな人びとや一部の人び とは適 った意識をもって行動 してV,るC'

大都会の真申に,飛騨の民家 を思わせるイロ')を切 った集光bする一室 を作ったD,手作 りの

民芸調の家具 をおいた 9,あるいは江 戸時代の遜笥 まで動員されているo

みかたに よっては,硬製の洋画を壁面に飾ることさえ,個性化への欲求の萌 しとみることが

で きよう. こうして,所得水準の上昇 とともに,個性化 の傾向は益 々強まるであろ う｡

さらに,近年の経済効率尊重主義.物質的豊富さの実現のために性,少 々の 自然破壊 も辞せ

ずといった意識や,価値を｢物 ｣にのみお くといった意識 も物質面での豊かさが実現するほつ

れて徐 々に変化するであろ う○

名所や史般紫観の,保存 と育成の声 も次第に大 きくなってきている｡ また,物の塾かさのみ

を求めて精神の貧歯さを戚みたVl風潮に対する反省 も生 まれつつあるO こうした傾向 も所得水

準の上昇,2次的消費か ら3次的消資- と重点が移行す るにつれて強 くなるであろ う0

1-2-5 20年後のEEJ民主括

-生活の重点は,住とレジャー に 一

国際的なクロス七クショ/でみて も,あるいは同一社会の所得階級層別にみたクロスセクシ

ョンの場合にも,さ らに時代の経過にともな う平均的な所得の上昇に よっても,一般に所得の

増大 とともに,エ/ゲル係数は低下す る｡逆に教泰,娯廉,教育,交際 とLhった3次的消祭か

ら構成される雑資の構成比は所得の増大 とともに上昇する｡ また住居費は,家賃,地代 と家具

什器支出とからなるが,モークリーゼ-./ヨ ンの進展 と40年代の窮2次消費革命,40年代

後半に始 まるであろ う第 3次哨資革命を通 じて,その ウェイ トは高まるであろ う｡ こうした傾
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向は, 10年. 20年後の消蛍桝道を指標化 した表 1-10によって もあさらかにみ られる.

すなわち,消費支出に占める食料穀の割合は,40年の38.1%か ら, 50年に吐32.5%,

60年には 28･9%-と大幅に低下 し.住居兜の割合は40年の 9.9%か ら50年には 13.8

%, 60年には 15･7%- と大 きく上昇するo また雑費の割合 も40年の36.0%か ら50年

には39.0%,60年に吐41%- と上昇する｡一方被服費と光熱費の割合は弱含み横這いに

推移するであろうo

食生活では,穀類の消費の減少,蛋白質食品とくに動物性蛋白質の摂取割合が増大 しよう.

とくに畜産物食品の摂取量が増大する｡野菜類 では,根菜類,果菜類か ら高額左葉茎類へ と消

費の重点Qi移行するであろ う｡また次第VC食費に占める飲料,菓子 などの噂好性食品の割合 も

増大するであろ う｡

一方,食生活のバターンといった面か らすると,洋風加工食品の需要は, average llfe

の欲求,簡便さの尊重 といった価値意級を通 じて増大するであろ う｡反面,食生活を楽 しくす

るためには,家庭生活の尊重,楽 しみへの横極的志 向といった価値観を通 じて,手の こんだお

いしく豊かを食事を求める傾向 も強まるであろ うC,

衣生活の面は,わが国の生活の うちで最 も充実 した部門とみて差 し支えなかろ う｡ したがっ

て,人並みを衣生活をしたい とい う欲求や,地位の象徴 としての衣料 といった意味はすでに矢

をわれてLhるといってよい｡ もちろん.ホワイ トカラーない しサラ1)-マンが背広 を着てネク

タイを絞めるとV,つた没個性化に よって塊EEの一員であることの安心感 を得 るといった種類の

機能は或 るであろ うo衣料消費水準の向上は,T.P･Ok:応 じた衣料の着分け,流行に合 っ

た新 しい ものを次々に使い捨てるといった傾向 も生 まれ よう｡ また,高級化 ない しデラックス

化の傾向 も生 まれよう｡ さらに女性の身の回 9品関係で吐,個性の発揮 といった価値観 を通 じ

て,天然の宝石あるいは貴金属に対す る幽心が高まるであろ う｡

住生活は,わが国で最 も立 ち遅れた部門である｡ とくに近年は人 口の都市塊中と核家族化の

偵向とが,都市VCかける住宅事情 を極めて惑い もの としている. したがって一般的にみた場合

には, 10年後 といえ ども首都凶における住居の水準は望 ましV,ほどの高さ把まで逮す るとと

は困難であろ う｡

住宅問題は,土地の価格の問題 とは切 9触ナ ことができないo庭つ きの一戸建て住宅に対す

る庶民の欲求は強いとはいえ, さvlきんでは都心か ら1時間半圏に坪 5万円以下の土地 をみつ

けることは難 しくをbつつある｡ こうして公的住宅建築は,土地の有効利用の点からも中高層

がその主流を占め,一方,民間住宅,分譲業者 も通勤に比嘘的便利 を地域にマンション式の分

譲住宅を建てることが多 く75:ろ うQ都心部の再開発による高層住宅 も次第に増加するITあろ うo

こうして,一時都心か ら離れて郊外 に住んだ人びとが都心に舞Ln戻る, いわゆるUターン現象

も増加 しよう｡

住宅の械造面か らみると,技能労働者の不足か らプレ-ブ化の傾向や新建材の普及が促進さ
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表 1-10 10年 後 , 2 0年 後 の 消 費 構 造

昭 40 所 得 効 果 ト所 得 効果 +拡 散 効果 を考慮に入れた係 数 価 格 効 果

45 l i50 l 60 45 50 60 50 60 50 60

消 費 支 出(実 質) 円51,832100.0 100.0 100.0 100.0 100.034.712.0 100,0 100.0 100.0 100.0 円78,600loon 円128.040100_0

食 料 焚 38.1 36,0 33.0 31.2 32.5 29.6 31_6 27.9 32.5 28.9

住 居 費 9,9 ll.0 12.5 13.5 13,0 15.0 14.2 16.54.3ll.0 13.8 15,7

光 熱 費 4.6 4.3 4.5 4.5 4.3 4.5 4.4 4.5 4.3 4.2

被 服 費 ll.4 12,0 12.5 ll,8 12.0 12.0 ll.5 ll.2 10.4 10.2

雑 費 36,0 36.7 37.5 39.0 37.0 38_0 39_5 38.5 40.3 39.0 41,0

(穀 類) (8.4) (7.3) (6.0ー (3,0) (6.6) (5,0) (2.8) (4.8) (2.8ー (5.1) (3.0)

註 1 住居資には持家の帰属家賃を含まをV,0

2 自動車購入費牡住居費 (家具什器 )に含む｡
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れ上う｡ また,木材の不足は, コ/ク リー トの住宅や7,I,ミ, プラスチ ック製晶の住宅-の使

用を一層促進することとなろ う｡

住生活に関する限 D,人並み意識あるいは物質生活充足の欲求 といった価値観は一般的には

ここ当分の間,強 く現われるITあろう｡上か らみると刑務所の ようだといわれ. どの ドアも同

じである公団住宅,あるいは同 じアル ミサ ッシの戸と画一的な新建材の壁,人びとは こうした

住宅にイソテ ー)ア商品や家具 で個性化-の欲求を充たす程度 とVlうの が , ここ10年程度の

偵向であろ うC,

funmorality一 束 しむことは よい ことだとい う価値意識は生活におけるレジャーの ウ

ェイ トを益 々高めてV,る0 30年代 に入 ってテレビの普及は｢ ミル ｣レジャーあるい壮ごろ寝

I/ジャーを盛行させた｡けれ ども近年 レジャーの傾向 も ドライブ.旅行,スキー, ゴルフ.ポ

ーリングとVlつた臼か ら参加 して楽 しむ｢スル ｣レジ十-が増大する傾向が出ておD, これ仕

各種調査結果にも現われているo今後の傾向 として比, 自由夜時間量の増大 と所得水準の上昇吐,

益々レジャーを受動的なものか ら活動的なものへ,′J､塑 なものか ら大型 友レジャー-, あるい

はモ-,Al)ゼーシ ョンが家族 で一緒に楽 しむ,家庭中心型の レジャー活動や若いグルーブの レ

ジャーを活発化させるであろ うo

1-3 ′｣､売業の変革の方向

1-3-1 小売業の動向についての概要

流通革命の名が生YLて後,小売業の形態は大 きく変貌 をとげている｡その一つはスーパーマ

ーケ ット,ス-,I-ス トアーに代表される,セル フサービスと大量版充によるコス トダウンを

特色とする量版店 であD,第 2は大衆所樽の上昇に伴 う消焚書行動の高級化,多様化の傾向に

応えた専門店の指頭である｡

他方,大規模経営のメ ') ットをね らい とした大型商業資本に上るチェーン化の動 き,お よび こ

れに対抗す ることをね らい とした独立小売店によるボランタ リーチェーン結成の動 きなどが荘

E]される｡以上のほか,通信版元, 自動販売,訪問販売など,新 らしい′J＼売形態 もかな Dの発

展をみている｡

なお百貨店は資本力を弾み として大 きく成長 してL̂ るが主 として高級品,専門店的品揃えに

特色をかいた都心型 と, これに加え,大衆品,なかにはス-パー商品をも取 b扱 うク- ミナル

型との二つの傾向がみ られるo以上 を要約するとおおむねつ ぎの通 bとなるo

-23-



有店舗小売菜

チェーン-･7 †
l

百 貨 店

独立小売店 - ･
縫紋化された もの

組級化されをい もの

｢

*_キーー｢ノーマーケット_A-/i-Rト7チry!

*専門店チェーン

*月賦首貸店チェーン

*ボランタリーチ ェーン加盟店
*静合百貨店,寄 合 スー/i-等

*専門店

*･一般.｣､売店
*家族経営店

*通信販売業

*自動販売業
'訪問販売業
*その他

ところで,人口の大都市集中,大都市における郊外分散,大衆所得の上昇,モーター)ゼT シ

ョンの進行,あるいは労働力の不足,賃金の上昇,円外額争 の激化など,消敢者お よび小売業

をとbまく諸環境変化のなかにあって,/｣＼売業の形態は どの ように変化するであろうかo

小売業は これまで,いろいろの不合理性,前近代性 を円包 していた｡たとえば これまでの消

費者の買物行動圏の狭さは, 日用品,生鮮食料品′｣＼売業の地域独 占を可能にし,零細生業店の

存立を可能に した し,百貨店の絶対的LL@位性は納入,返品等 をめ ぐる卸売商 との前近代的取引

慣行,あるいは買上げ品の配送.サー ビスガールなどにみ られる過剰サー ビスを可能に したo

しか し,モークリゼ -ションによる行動EE日の拡大 と情報革命の進行による適確迅速か情報網の

普及に よる消費者選択の合理化,あるいは労働力不足の一層 の進行は以上 にみ られる不合理性,

前近代性 を破壊する機会をもた らすにちがいない｡

か くて,生活必需品については,セルフサービスによる大量販売方式が支配的 となD,それ

ち,大規模経営のメ リットを発揮 しうる大型 チェーン方式による小売形態が-蚊化 しよう｡他

方大衆所得の上昇,生活水準の上昇は,消蟹の高級化 多様化 を-層促進 しようか ら,豊 富な

品揃え と高度の技術サービスを売 b物 とする専門店の発展をもた らす｡ また消幾の大型化 は耐

久消鍵財の需賓増加をもた らし, この分野ではディスカウンターとして発展するもの と,企業

のイメージアップと消費者-の彦透 をね らってチL-ン化を進める高級品中心の専門店チェー

ンに分化 しょうが, とbわけ前者の発展が顕著 となろ う｡

ところで,百貨店については前に都心型 とター ミナル型 とがあることを指摘 したが,大都市

郊外人口の増大につれて,郊外店 (衛星店 )の建設が本格化す る｡その場合大衆品, ない し必

需品については住宅地に近いスー/i-が これを担 当しようか ら,ター ミナル店の専門店的機能

と量販店的機能は両極に分解 し,後者はその機能を郊外スー/,'-に譲 り,大型専門店-のイメ

ージ チェンジの必要に迫 られるO

夜か郊外には高級品専門の百貨店,大衆品取扱官貨店,お よびスーパーマーケット,スーパ
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-ス ト7-を核に各種専門店が これを取巻 く シ ョ ッ ピ ング セ ンタ-が衛星的に建設されること

になろうo もっとも,生鮮食料など特定の商品については,家族労働を主力とした生業店があ

る程度残存することになろ うが,その他の商品について吐前近代的生業店は協業化 などにエb

近代化を迫 られ,独立小売店 としての性格姓かなb希薄 となるものと思われる.

1-3-2 首都圏の商業動向

首都虚は大 きくわけて,北開東ブロックの茨城,栃木,群馬,山梨の五県 と,南関東ブロッ

クの東京,埼玉,千葉,神奈川の一都三県の二ブロックに分けられるO

北開果ブロックは,南関東ブロックの商業活動 と比べると低 く,現在の商業活動を考察する

には,まず問題外 としてもよいであろうo

イ)東京都の商業動向

東京都 に おけ る′｣＼売店 数 の こ こ数 年 の増 減 に つ い て み る と, 3 5年 1.0% 穐

37年 2.0%滅 ,39年 2･2%増 と 39年 ま で はほほ横ばい状態を辿 ってきたのに対

し,41年は4･3%増 と,最近になって急増 してきている｡昭和 41年 7月現在の小売店数は,

125.522店を数えるo この商店の うち23区に104.611店 (総数に対する構成比 83% )

が分布してかD,さらに市部に15,033店 (同12% ),郡部に5,275店 (同4%)と,8割

以上が区部に集中しているo

東京都円の小売店の増減を中心としたブロック別す75:わち都心部,円延郡,外延部,市那島

各ブロックの分類

｢都心部 ｣･･ ･･ ･･千代EEl 中央 港

｢円延部 ｣･.･･ -･･新宿 文京 台東 墨田 江東 品川 目黒 皮谷 中野

豊島

｢外延部 ｣････････大EE] 世田谷 巌並 北 板橋 廠馬 足立 葛飾 江戸川

それ 部に分けて地域間の状況を比叔 してみ上うo

o他 まず人口の推移をみると,都心部では33年以降はっきbした下降現象をみせている0円延

富を 部では37年まで増加傾向を示 し,それを】貞点として,それ以降減少傾向に移 D,41年比33

は耐 年時点と同位置になったo

企業 これに対して,外延部では年々増加憤向にあ9,過去8年間に32%の増加をしているOさらに,

市部島部では年々著 しい増加を示 し,41年に比68%の増加となっているO (図 1-5 参

照 )

都市 次に小売商店数の推移をみ ようo

L必 都心部においては, 33年以降もっぱ ら減少傾向を示 し,昭和41年には 14%の減少であるo

機能 円延部においても昭和 35年以降減少傾向を示 しているO外延郡では 33-39年の6年間は

イメ ほほ横ばい状態であ9,41年になって増加菅示 し,33年の 10%増とたった｡市郡島部では

33年以降増加傾向を示 している｡特に昭和 37年以降著 しい増加を示 し,昭和 41年には37

-/,･ l %の増加をみている○ (図 1-6 参 照 )
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人 口増加 と商店数増加 との問に次の関係がみ られる｡

人口の都心か ら外延郡,市部郡島部への拡散化に対応 して,小売店 自体 も外部-の移動傾向

を示 してLnる｡また,都円/｣､売店の増加は市郡島部での急増にその主因を求めることができる｡

41年の都円/｣＼売店の総年間販売額は, 1兆 7,292 億円となってLnるo この うち区部には

1兆 5.103億円 (総旗に対する構成比873% )】

市部に 1,706億円 (9.9% ) 郡部に 407

億円 (2.4% )となっている0

年間版元嶺の動向をブロック別に比戟 して

みると,(昭和 33年-100とした指数 )

33年 35年 37年 39年 41年

都心部 100- 125-,155- 176-- 196

円延郡 100- 130- 183- 241- 257

外延那 100･- 125- 178- 228- 289

雷 書g 100- 133- 200- 302- 409

の傾向にあるe

都心部は, 8年間に 1 96倍 にとどま

っている｡ これに対 して,円建部は 2.56倍

外延部は 28 9倍 を示 し, さ らに市 郡

島部では 4 09倍 と著 しい伸長を示 してい

る｡ このように年間販売額 も都心部よDも外

延部,市郡島部- と至るに従って,伸び率が

大 きくなる傾向にある｡ しか し,最 も高い販

売嶺を示 しているのは,都心部の中央区であ

D,次が円延部の新宿区,豊島区である｡

人口増加と販売額増加峯の地域別相関をみ

ると図 1-7 の ご と く,あまb党L̂相関は

み られ75:い｡新宿,豊島,台東,千代臥 中

央の 5区は,人口増 よDも販売額がかなb高

く,商業面の発展の大 きいことを物語ってい

るo

ブロック別に小売店業種別構成の動向をみ

ると,人口の ドーナツ化現象に伴ない商店数

も都心部で減少の傾向を示 している, と同時

図 1-5

人口数の推移

O中心吉5 33年 35年 37年 39年 41年

0中 心 帯 1∝トー･100---→ 98...･.- 93- 85
0内 周 部 1〔秒.･.- 109.･.- 111- 110--- 100

0外 同 君8 10().･.- 121..- 118...- 125- 132

0市郡ZJl吉8 100.･- 115---- 129- 15け一一ナ168

』

図 1-6

商店数の推移

33年 35年 37年 39年 41年

o都 心 部 1抄.･.･- 97---ナ 87- 87-- 86 ､

0内 周 部 100-→ 100--- 97--1 98---- 96

0外 周 親 1∝トーナ102- loo-----ー 102.ー 110

07Tf郡l誌部 100- 10サー一寸10か.･.･.121--~ 137

- -- - -

33 35 37 39

資料 r禰恭統計｣王政座右
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図1-7人口相加と小売薬年間販売者ri相加の相関
(33年-100とLI=41年の柑故)

に薬種の地域変化がみ られる｡

各種商品小売業,級物衣服身の廻b晶

･｣＼売業は,全地域で増加を示 しているが,

●糾 外周部,市郡部で特に増加 しているO4市F[&
飲食料品′｣＼売業,家具建具什器′J＼売菜

80 90 100 110120 130 140 150 160 170 1軸
人口増加率

一一_ノ 年r:fJ旺兜細の輔加が人口JfT加 をかfJI)上 iElっている地放
喋 斜 光諜iBi工会議所

は,地域差が大 きく,都心部,内廼部で

は減少傾向を示 し,外延郡,市郡部の外

側地域では増加傾向を示 している｡

その他の小売業 (医薬品,化粧品,香

籍雑誌等の小売 )も外周部,市部部の増

加が放 しho (表 1-11 参照 )

ロ)南関東の商業動向

% 東京都の商業の動 きは,人口の ドーナ

ツ化現象 とともに,都心部から外延部-

移動 しつつあるoその周辺の神奈川,埼

玉,千葉の三原の商業の動 きも同様の傾向がみ られるであろうか｡

神奈川県の′ト売菜の動 き

横浜 市の 昭和 4 1年 の 小 売_業 の年間販売額は,35年の 2.84倍 と増加傾向を示 してい

るo これに対 して,平塚市,藤沢市,茅ヶ崎市吐,それぞれ 3.03倍,3.04倍,3.03倍 と著

しい増加傾向を示 し,さらに,外 延 郡 の 相模原市,秦野符,厚木市,大和市は,それぞれ4.20

倍,3.44倍,3.96倍,3.74倍 と大 きな伸長を示 している｡ (表 1-12 参照 )

次に人口の推移を地 域 別にみょう｡

都心部の西区,中区の人口増加は低 く,35年から40年の 5年間にそれぞれu1%と10.7

%の増加であるO外延郡に至 るほ ど人口増加の激 しい地域が多 くなっている｡たとえば,区部では

保土ヶ谷の 55.1%増,港北区 59.2%増,戸壕区82.9%増があげ られるO市部で比藤沢市の

40.6%増,茅ヶ崎市の47･1%増,相模原市の 60.7%増,大和市の58.6%増が人口増加の

故しい地域である｡ (表 1-12 参照 )

このように人口が都心か ら外延部に移るに従い小売業 も都心か ら外延部に移動する傾向にある｡

年間版売練の伸びが,人口の伸びを大 きく上廻 っている地域,すなわち人口に対する年間販売

額の弾性値が大 きい地域は,横須賀市,逗子市,三浦市,秦野市の外側地域にみ られる. これは

外側地域が商業発展の道を辿っていることを物語っている｡ しか し,都心の西区の年間版売額の,

弾性値が大 きいことも見逃 してはならないであろ うo (表 1-12,図 1-8 参照 )
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表 1- 11 業 種 別 ･地 域 ブ ロ ッ ク 別 商 店 数 の 増 減

業 荏 別 年次増渡 全 都 計 都 心 部 内 座 部 外 延 部 市 郡~.島 部実 数 構成 比 実 数 構成 比 実 数 構成 比 実 数 構 成比 実 数 手持成 比

小 売 英 33 18,801 l 100.0 9.77177 100.0 48.801 100.0 4.4.980 100.0 l∫l,747 00.0
41 25.520 - 100.0 8.335 loot) 46.750 lou.0 4.9.506 100.0 20,308 00.0

合 計 増減 +5_T4 -14.5% -1.2Gj +lola -37.7%

各種商品小売業 3341 44 o_04 13 0_13 20 0.04 3 0_01 3 0.02(デパートなど 113 o_09 20 0.23 28 0,06 29 0,06 21 OJ

総 合 店 ) 増減 +156_8萌 +53.8% +40% +866.7虜 +600%

級 物 衣 料 33 19.176 16,117_3 1.894 19_4 8,576 17.6 6.731 15.0 1,916 13.0身 の 回 り 晶 41 21.769 2.025 24,2 9.069 19.4 7.941 16.0 2.669 13.1

小 売 業 増減 +13_5% +6.9% . +5.7% +18% +39.3%

飲 食 料 品 33 58,043 48.9 3.951 40_4 23,122 47_445.4 22.946 51.0 7.705 52.241 60,136 47.9 3.062 36_6 21,227 24,853 50.2 10,642 52.4

小 売 業 増減 +3.6% -22.5% -8.2感 + i +38_1%

家具 建具 什 器 33 ll.808 9_9 1,019 10.4 4,804 9.8 4.405 9.8 1､553 10.5
41 12.830 102 732. 8_8 4.760 102 5,015 10.1 2.273 ll.2

小 売 菜 増減 + dx) -28.2% -0.9% +13.8虜 +46-4%

そ の 他 の 33 29,730 25_0 2.894 29_6 12279 25.2 10,895 24.2 3.570 24.2

小 売 業(医薬Eも 化粧品 41 30,674 24.4 2.516 30.1 ll.666 25ー0 ll.668 23.6 4,703 23.2

資料 :｢商業統計｣通産省
症 : 島部を除いているのでプロyク別の合計は計に一致し75:LIo
各ブロックの分類
｢都心部｣ 二千代田区,中央区,啓区
｢内妊部｣ :新橋区,文京区,台東区,品田区,江東区,品川区,日興区,渋谷区.中野区,金島区,荒川区
｢外延 都｣ .大田区.1丑田谷区.杉く帖区.iヒ1亘,板鴨区,秋鴨区,足立区,葛飾区,江戸川区



表 1-12 首 都 圏 の 商 業 動 向 Jfil

市 町 村 年 間 版 元 額 . 人口増加率 ②昭和 35-40 弾 性 値① /②
昭 35 昭 41 昭 35～041懲

東 京 都 100万円 100万円 % % ll.131823,905 1.942,450 135.8 12_2

市 部 1UB

郡 部 -- - - 463 -

区 部 753.364 I,720.411 128.4 7.0 18.343

八 王子 市 10,618 29,573 1785 262 6.813

三 原宅 市 4,318 12.609 192.0 38.6 4.974

府 中 市 3,984 13,583 240.9 54.1 4_453

調 布 市 2,441 10,220 318.7 72D 4.426

町 田 市 4,576 19,267 321,0 62.6 5_128

小金 井 市 2,173 8.336 283_6 66.9 4.239

小 平 市 - 6.272 99ユ -

日 野 市 - 5,108 56.7 -

国 分寺 市 8.435 5.206 65.3立 川 市 24,621 191.9 229 8.380

神 奈 川 県 210.433 589261 180.0 28.7 6.272

市 部 - - - 29.5 -

横 浜 市 93352 265,103 184.0 3U.0 6.133

鶴 見 区 13.351 30.343 127.3 一ll) ll.573

神奈川区 10.506 24.420 132.4 14.10.1 9.390商 区 12.418 51,289 313｣) 3.130.000

中 区 25,773 62,480 142,4 lU.7 13308

南 区 10.271 26,427 1573 275 5.720

保土ヶ谷区 5.762 18.209 216.0 55.1 3_920

親 子 区 3.369 9,099 170.1 28.6 5,948

金 釈 区 2,798 7.133 154_9 2U,7 7.483

港 北 区 4,887 18.493 278.4 592 4.703

戸 坂 区 4,217 17.209 308.1 82.9 3_717

横 須 賀 市 19.496 42ユ14 116.0 1U,5 ll.048

川 崎 請 37,842 108.246 186.0 35.1 5.299

平 壌 市 7,692 23311 203_1 24.6 8ー256

鎌 倉 市 5.939 16.004 1695 2U,0 8.475

藤 沢 市 7,412 22,561 204.4 4U.6 5.034

小田原 市 10,627 25,476 139.7 14.9 9376

茅ヶ崎 市 3,113 9.421 202,6 47.1 4301

逗 子 市 2,224 4,952 122.7 9.2 13.337
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市 町 村 年 間 販 売 額 1 人口増加率②昭和 35-40 弾 性 値①/②
昭 35 昭 41 昭35- 1増 加 率

相 険 原 市 100万円 100万円 ヰ ヰ 5.2653.779 15,856 319.6 60.7

三 浦 市 2245 4,888 117_7 7_0 16.814

秦 野 諸 1,593 5,474 243_6 13.0 18.738

厚 太 市 1,993 7β90 295.9 32B 9_021

大 利】 市 1,979 7,410 274.4 58.6 4.683

埼 玉 県 94,318 263.522 179.4 24,0 7.475

市 部 70.985 194,069 173_4 25,1 6.908

川 越 市 5,217 16,098 208.6 183 ll.399

万兵 谷 市 6,792 14,746 117.1 ll.6 10,095

川 口 市 7,272 17,586 141_8 43_4 3,267

浦 和 市 9.213 26,283 185_3 26_9 6.888

大 宮 市 8.931 25,879 189.8 26.9 7.056

所 沢 市 3,411 ll.445 235.5 35,6 6.615

上 尾 市 1,342 4,197 212.7 40.9 5.200

草 加 市 1,504 7,881 424.0 109.4 3.876

越 谷 市 1,657 6.203 274.4 54.4 5.044

千 葉 県 93,593 272,235 190.9 17,2 ll.099

市 部 64,619 209,628 224.4 28.7 7.819

千 乗 市 16,017 57.183 257.0 32.2 7.981

市 川 市 7,550 23,137 206.5 32.2 6_413

船 橋 市 7,015 25.904 269.3 65.9 4.086

松 戸 市 3,737 15.202 306,8 85.2 3.601

習 志 野 市 1.300 4,983 283.3 53_9 5_256

相 市市 請 2.672 13,415 402ユ 71.4 5.632

原銚 子 市 3,819 6,7079,121 138_8 32_60,0 --

館 山 市 3,557 8,187 13U,2 0,31 -

大 更 津 市 3,483 8,766 151_7 4.2 36.119

野 田 市 2,637 6,418 143.4 1U.4 13_788

茂 原 市 2,089 6,737 222,5 7.9 28.165

成 田 市 1,951 4,00g 105_5 ∠ゝ 1.7 --

佐 倉 ､.請 1,136 2,655 133_7 ll.0 12.155

幸三i 弾性値 : 本来の弾性値 とは.限界性伺的な考えであり,距離のある二時点の増加傾向ではなV'｡

しかし,二時点の増加を用vlてもその意味は充分はたしうる｡

(資料 ●国勢調査 (人口)および,商業統計に上る｡ )
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図 1-8 人口増加 と販売額増加の相関
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1年間販売綿の増加が人口増加を大きく上廻っている地域
ノ 資料 '｢国勢剖査報告｣絶理府統計局

r商業統計表｣通産省

埼玉県の商業動向

過去6年間版売額の増加の著

しい地域は, 外 延 部 の川越市

(41年は35年の3.1倍 ),

所沢市 (3.4倍 ),上尾市 (3.1

倍 )と,東京･忙近 払地域の草加

市 (5.2倍 ),越谷市 (3.7倍 )

の両地域があげ られるo

中心地の浦和市 の外 延 邦 の

うち東京に近い地域がエb大 き

な伸びを示 している｡ これ吐,

次にかかげる人口の推移 と苛接

71関係にあるO

人口増加の著 しい地域は,外

延部にみ られるが,特に大 きい

伸長を示 したのが,東京に近い

地域の草加市 (5年間の伸び

109.4%増 ).越谷市 (同54.4

%増),川口市 (同4a4%増)であ

るo

この 上うに人 口増 と販 売額

土深 く,それぞれ増加の大 きい地域は,外延郡の地域で窺れるO しかしなが ら,埼玉県は,

係上 特に中心部に近い越谷市,草加市に人口,版売額の著 しい増加傾向がみられる.

加に比戟 して,,｣､売業の年間版売額の増加がかなb大 きい地域,すをわち商業発展の

域比,外 延 部 の 川越市,熊谷市,大宮市の三市である｡ これ らの市の年間版売額の

,それぞれ,11･399, 10095,7056である0

12, 図 1-8-11 参照 )

の商業動向

の年間版売額の増加傾向は,千葉市を中心に外延部に至るにつれて,著 しくなるとh

Dも,埼玉県 と同様に,東京 上Dのつなが りとしての外延郡の円側の地域の増加傾向

ら41･年の年間版売額の増加傾向払 千葉市a57倍,市川市aO7倍,船橋市 3.69

07倍 ,習志野市a83倍 ,柏市502倍 と著 しい伸びを示 しているo これ らの

千葉県の外延 部として,千乗市か ら拡ってきたのではない｡東京 よb拡ってきたもの

東京の外延部的性質が強ho

3 1



ni l

千葉廉の外延部として伸びの大 きいのは,茂原市の a 2 3倍 であるO他の銚子市,佐原市,

成田市等は 2倍程度にとどまっている｡

^口の推移 をみると,東京都 に近い千乗市,市川市,船橋市,松戸市,習志野市,柏市の人

口の増加が激 しhoそれぞれ,32.2%,32･2%, 659%,852%,53･9%, 71.4%の増加

率を示 してL̂るO他の地域は,10%前後の伸びであるo特に千葉県の銚子市,成田市の東部

では減少傾向あるいは停滞傾向にあるo

人 口増加上Dも年間版売額の増加が大 きく上地っている地域は,木更津市,野EEl市,茂原市,

佐倉市,千葉市,市川市があげ られ よう｡

商業動向を人 口の動向 とか らみ合わせて考えると,松戸市,習志野市,船橋市と東京にエb

近い地域が大きく発展 しているo(表1-12 図 1-8-11 参照 )

首都圏の商業動向は,東京都の商業動向 と密接な関係を もっているo

辿衝都市東京を脱出 して,郊外 に移動する人口を追 って,小売菜 も副都心へ,郊外の都市へ

と消費者の集 まる地域につ ぎつ ぎと出店 しているO商業の動向 も人口の動向 と同 じ方向に伸び

てい る｡ しか し,都心部比都心部で商業の発展はかなb大 きい ものがあるO

この よう75状況をスーパーマーケットの出店でみると,図 2-12のととくなる｡

まず,都心か ら20-30KLn幽門の新興住宅地域の川崎,立川,川口,松戸,柏,市川など

に現われ政戦化 している｡さらに30-50Kzu曲の広域にひろがbつつあるo

中でも現在 もっとも敵 しい出店墳争 をつづけているのは,神奈川県下であるo Lか も,いず

れ も大型店舗,耐久消費財 まで扱 う総合スー/(-ばか DであるO (荘 1)

神奈川県下のス-/1-の展開に,一つの特徴があるOそれ吐,出店場所がいずれの店舗 も,

西 または南をめざしてVlる｡すなわち,横浜か ら藤沢方面へ西下す るか,′｣､田急,相鉄PtF]'線を下

る か,三浦半島を南下す るかであるo

これまで,首都虚の動向をみてきたのであるが,商業の発展が今後 も続 くところは, スーパ

ーの出店にみ られるととく神奈川県下がかな り大 きtnウエイ トを占めて くると思われる0

43年 7月1日現在で全国一斉に｢商業統計調査 ｣が実施されたが,その中で県円の大型小

売店 (百貨店, ビッグス トア,スーノし マーケットな ど)の小売業 における位造づけは,店舗で

u3%,従業員数で7%,売 b場面横で 1a7%,版元額の 1a9%.商品手持額の 12･2%

をそれぞれ しめている｡

この ように神奈川県は･首都圏の中でももっとも商勢圏 として魅力をもつ ところであろうo I
(&1)

西友ストアは.相投鉄道,小EEl急電鉄.東海道壕の3沿線にチェ-ン網をめぐらせる0 4月から6月までの
3カ月間に,iたたくまに6店を開設した｡相投原市の相投大野店.検浜商郊外の希豊ヶ丘,瀬谷.鶴ヶ峰.
戸嬢,横須賀市の衣笠,いずれも,売場1500平方メートル前後の本格派ばかりであるo
東光スト7m,横浜市金沢区に建設中のショツビングセンクーにこの程.金沢八景店を出店する｡iた開発
のさかんな京浜急行治療に日をつけ.近く京急上大岡駅前に店舗を諮工する｡東急が開発してV}る多摩田園都市に
払,姉妹店のフート◆マート ホームマ-トとともに出店する計虚もある｡
相投鉄道系の相鉄スト7Vl.将来ク-ミナル駅による相鉄二俣川駅に.ショッピングセンター形式の大型店
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図 1-10′ト売業年間販売額の推移
(昭35-41の増加率)
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図1-12開店年次別スーパー ･マーケッ トの現況図
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舗を礎設する計虚で,年内に潜幸するo相鉄と横浜高島屋が共同出資した相高牡,この秋,逗子店を大型店に:'E
増改築し,藤沢市沓行にも1500平方メートルの大型店を開く予店である｡小田急商事も伊勢原店を出店し
て.小田急沿線のOXチェーン網を広げている｡
地元組のサンコーも,相鉄星川駅に新設店を閑vlたのを皮切りに,川崎.鶴見.大都市.鶴間で開店し.llI
月にn東日本最大売場面鏡を擁する横浜駅西口店を新設する｡

忠実屋も相投原.座間尤ど小田急沿線に出撃してかb.特に座間の相僕原店は.延べ7,300平方メートル
の超大型店であるO

i-3-3 横浜市お よび周辺 での商業動 向

イ)人口と′J＼売業の動 き

昭和 35年か ら40年 までの5年間に,著 しく増加 した横浜市の区は外延部の保土 ヶ谷区

(551%増 ),港北区 (59.2%増 ),戸塚区 (82.9%増 )の三区であるO これに対 して,

増加の低 い区は,中心 部の西区 (01%増 ), 中区 (1n7%増 )であるo

市部は,相模原市の 6u7% を釜由に,大和市の 5&6%,茅 ヶ崎市の 471%.藤沢市の

4u6% とが著 しい増加を示 してL̂るo これに対 して,板須賀市,′J､田原市,逗子市,三浦市

吐,増加率が低 く, 10%前後にとどまっ

ているO (表 1-12 参照 )O

このように人 口の郊外化が行なわれてい

るの把対 し,尚美は どの ように動V･,てV,る

であろ うか○

板浜市の/ト売菜年間販売額は,昭和 41

販
売
額
増
加
率

%

年2651億 円と35年 284倍に増加 し

た｡中で も西区は ダイヤモ ン ド地下萌の完

成等 もあD, 6年 間に413倍 に もふ くれ

あがった｡ ｢また戸塚区,港北区 も著 しい仲 200

ぴを示 し,それぞれ408倍,a78倍 に

もか よん だ｡鶴見区,神奈川区, 中区は増

加傾向は示 しているが, その 伸びは低 く,

え4倍である｡

市部では,相模原市,厚木市,大和市,

築野市の販売嶺の伸長が大 きく, 6年間 に

それぞれ4.20倍,a96倍,a74倍,

a44倍を示してL̂る｡ このような比穀的新しい

町で大 きく伸びてい るのに対 して,従来の

大繁華街をもつ横須賀市,川崎市は,それ

ほど大きく伸びず,5弔詞にそれぞれ2.16倍 と
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図 1113人口増加 と販売頒増加の相関

'Eg木IJ.i

ifZ削T/'4 .1Jqケ特市

0 20 40 60 80 100
人TjL付加牢

%

､,年は川反先細が人口榔)Uをかなり上廻っている地域
主要地域の人口に対する年間賊光肝Lの弾性値

他 見 区 11.573 横好け{市 11,048
神奈川区 3130,000 逗 子 市 13,337
中 区 13,308 三 浦 市 16,814

番 野 市 18,738
呼 木 市 9,021
小田原市 9.376

資料 '｢商菜統計｣通産省

｢l国勢調査｣総理冊統計局



286倍にとどまっている｡

人口増加と年間版売飯増加 とは,強い相関はみられないが,人口増加の大 きいところでは,

年間販売額の増加 も大 きい傾向がある｡

人口の ドーナツ化現象 とともに商業もその方向に発展 してV,る.神奈川県円で言えば,相模

原fF.大都市,厚木市,戸塚区,港北区,保土 ヶ谷区がその例にあげられる｡

人口増加に比較 して,年間販売額の増加がかなb大 きく上廻 っている地域吐,西区,厚木市,

秦野市等があげられるo これらの人口に対する年間版売復の弾性値紘, 3130.000,9_021

18.738であD,商業の発展の大 きいことを物語ってV,るO (図 1- 13 参照 )

中でも,横浜繁華街を中心 とする西区は,人口が 5年間で01%増 と停滞 しているのに対 し,

･｣＼売業の年間版売額の増加が313% とい う膨大な発展を遂げている｡

ロ)西区の飛躍

昭和 43年の横浜市の/J＼売業年間版売額は, 3,907億円であb,そのうちで,中区が 227

%を,西区が172%を,港北区が&5%,戸塚区が 75%を占めている｡中区が一番大きな

ウエイトを占めているのであるが,過去 10年間の伸びをみると,中区は4.2倍にとどまって
いる｡ これに対 して,西区,港北区,戸塚区がそれぞれ 91倍,&2倍,94倍とかなb伸びている｡

港北区 と戸塚区は, 35-40年の問に人口がそれぞれ, 592% と82.9% と大きく伸び,

年間販売額の伸びの主賓 な要因 となっているものと思われる｡ (表 1-13 参照 )

これに比威 して,西区は,人口の伸びが 01%にとどまっている｡年間販売額の伸びの要因

は,人口の伸びでなく,商業核の投入,たとえば,横浜駅前に横浜高島屋の開店, 36年の相

鉄 ビルの完成,39年 ダイヤモン ド地下筏の完成,43年のおかたや百貨店 とサンコーの進出

等,によるところが非常に大 きい｡

表 1-13 /｣＼売薬の年間販売後の推移

l 実 数 100万円 構 成 比 留

33年 』 43年 】比 33年-100 33年 43年 増 ∠ゝ 滅

総 数 75,276 390,726 519,1 100.0 100.0 ∠ゝ 5.0

鶴 見 区 ll,889 42,0208 353_48 15.8 10.8

神 奈 川 区西 区 8,50こi7,362 43ユ 267.042 507.910.6 1139.8 ll.117.2 ∠ゝ 0.27.4

中 区南 区保土ヶ谷区 21142 88579 4190 281 227 ∠ゝ 54

8724 37178 4262 116 95 ∠ゝ 21

4,636 27,438 591.8 6_2 7.0 0,8

磯 子 区 3090 12448 4028 41 32 ∠ゝ 09

金 釈 区 2,767 10,529 380.5 3.7 2,7 1.0

港 北 区 4,041 33,024 817.2 5,4 8.57,5 3.1

資料:｢横浜市の高弟統計｣横浜市
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に西区の躍進は,横浜駅前のショッピングセンターの発展に上るところが大 きいの

現在西口にかたむVlてVlるが,東口の開発 も動 き出 している｡

莫

市

L

L

'Ln

FR7

抽

出

発は,百貨店そごうの東口への進出の具体化をきっかけに動 き出 した｡そのほかに,

関内地域の間にあって同地域の面的開発の障害となっている三菱重=業横浜造

十画が進められていることと,高速道路羽横&.第三京浜国道の延長部分の東口通

設計上地下街計画の具体化が進められている,などの東口再開発の緊急性が高ま

口吐第一京浜国道に面してお9,戦前は横浜の表玄関 として繁 したが,昭和 34年

口に高島屋が進出 して以来,西 口一帯が飛躍的に発展,東口はまったく遅れを取 っ

ていた｡その後 42年に横浜スカイビル会社 (当時は,横浜駅前振興会社 )がスカ

を中心 とした｢横浜サンライ トセンター ｣の解想を発表,はじめて東口再開発のマ

ンが提示されたそれによると,慕-,窮二の二つのスカイビルを中心に東口と西口

下街を建設,さらにスカイビル轟の臨海地区には羽EEF一横浜間のモノレール,外航

員のサービス施設,ホテルなどを含む｢海外センター ｣をつ くる予定 と在っている.

月には第 1スカイビルが完成 したが,その後の悩み気味で｢サンライ トセンター計

進展 もなかったOそこへ ことし2月,三菱重=業横浜造船所の移転,および跡

まDになったことから,これとの関連で横浜駅東口の再開発が改めて横浜市の

焦点 として脚光を浴びて来ているo

横浜駅前は,西 口のみならず,東口の開発が進展 し,さらVC大規模化するであろ5LD

果,西区はよb商業が発展するであろ う0

4 商業施設の動向

…と小 売 業 を 含 め た わが 国 の 商業 は, 昭和 40年 代 に入 って, さ らに大

き籾 を迎 え よ うと してい る｡す な わ ち,昭和 30年 代 の ,主 と して大 塩呈

対応 した大量配給方法をつ くb出す ことが中心であった時期から-それ らはセル7サ

式の導入による販売方法の変化であったb,大量仕入れによるメリットを受け持つス

登場であった9,生産者に上る垂直的流通系列化などであったが-わがEEJの経済社会

対応 した商業機柄の総合的な転換の段階に入 ったと考えられるO

次の二つに要約できる｡

商業の大型化,集中化の傾向

立地環境の変化

大型化,集中化の傾向は三つの方向をとる｡すなわち従来,零細企業に よって占拠さ

大企業 と呼ばれるべき企業が誕生 し,経営規模が巨大化 してきている｡商業の

は商社 と百貨店 く●らいて,昭和 41年の商業統計でみて,総店舗数 137万の う
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ち約105万が雇用労働力を使用 しない家族経営店であるoLしか し最近に売って,大スー/て-チ 現

ェ-ンが市場 シェ7-を拡大 しつつあ9,月版店の大規模化,あるい比総合商社 も′ト企業の分

野に横極的に進出しようとしており,商業 もビッグビジネスの時代に突入 したといえようo

商業の大型化の二番目吐,一店舗当 Dの規模が大型化 し,V,わゆる大型店舗の時期を迎えた

ことであるo昭和 30年代の百貨店は大規模なもので3万平方 メー トルであb, 40年代に入

って5万千万メ- トル, 40年代後半には1店当 b7万平方 メー トルのものが計画されている○

また,大都市の事例によると,昭和 40年に建設されたチューン店の平均売場面棟は,447

平方 メー トルであるのに対 し.42年 では653平方メー トルの46%の増加であるO (大阪

商=会議所｢大阪のスーパーマーケ ット｣)

企業合併,チ-i- ン化による寡占化を,三番 目にあげることができる｡大企菜による吸収

(東京丸物の西武による吸収など),中規模ス-ノミ-の合併 (7クギ,シロの合併によるUCチ
ェーンなど)あるいはボランタリーチェーン,フランチャイズチェーンによる協業化 など,い

ずれも寡占化の方策であるo

商業の大型化を促す要因を列記 しよう.

a 消資の多様化,総合化による取扱い商品の拡大

t' 商業も規模競争に入 9, また大規模利益の取得が可能と在った.

C 商圏の拡大,消費人口の増加による営業規模の拡大

d 地価の高騰による土地の有効利用

つぎに,立地環境の変化の韮頭に挙げるべきものは都市化の進行であろうo

巨大都市人口が,郊外やベッドクウンに拡散する一方で,都心部には,ますます中枢管理棲

能が集中することになb,そのために居住者の低下を来 し,人口の ドーナツ化現象を来 してい

る｡｢商業は立地業である ｣といわれ,このことは,商業施設が人間の居住地を志向すると解

釈できるから,か くして,有力′J､売業者は大都市の郊外やベ ッドタウンに出店を続けることに

なるo東京周辺では,船橋,大宮,立川,八王子,原町田75:ど約30キE,メー トJL,前後の地点

がそれで,さらに遠距錐に拡散する傾向にあるO

都市化の進行が商業k:及ぼす第二の影響吐,都心部の交通肢帯 と,それに併って,振れて葡

心的都市施設である,流通施設,商業施設の機能を麻痔 させ, これを解決させるために,商業 F

機能の再配置を必要とする情況に立ち至っている｡現に商業機能を副都心部あるいは周辺地域

に移行させ ようとする動 きは急テンポに見 られている｡

商勢圏の拡大 も立地環境の変化 として注目すべ きものであるO新国土総合開発計画に上ると.

札幌一仙台一東京-名古屋-大阪-広島一福岡を結ぶ国土縦貫高速道路 と,これか ら分岐する

高速道路によって構成されるネ ットワ-クの建設が予定されている｡ これが機能するようにな

ると,卸売業の商勢圏を急速に拡大するようにな9, また流通施設の配置 も, インターチェン

ジ傍に流通 ターミナルが設置されるとLlつたように,大巾に修正されることになろうOまた,
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- チ ･ 現在,二次卸商,地方卸商の存在が不安定 となっている理由 も,大型/J＼売商の発達 もさること

の分 ながら,大規模卸商の商圏拡大によるところが大であると考え られるのである｡
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商勢圏の拡大は小売業においても顕著にみられている｡鉄道網や道路網の整備,モータI)ゼ

ーンヨンの進行,マスコミの発達75:どによって,消費者の行動半径が広がってきている｡ この

ことは,消費者の消費に対する選択が大 きくなったことを意味 し,その結果,小売業の萌争関

係も様相を変えたものとなるO従来のように,同一地域内での商店間の萌争か ら,地域相互の

商業核 と商業核 との販売競争 となb,さらにェスカレー トして,都市と都市との商戦となって

きているQ こういった商業上の力学が,二つの商業核について図の ように補完関係にたつか,

競合関係に立つかのいずれかを選ばせ ることになる｡

商業 核 の補 完 関係 商業 核 の競 合 関係

このような力学関係において座位にたったために,商業核や都市が有力左官貸店,スーパー

を核として誘致 しようとするのも, このような競争の性格の変化を如実に示すものといえよう｡
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2章 商業業務施設の成立条件

2--1 卸売業成立の条件

2-1-1 卸売業務の楼能についての一般的諸条件

卸売業者の機能は, メーカーと小売緒の問にあ って,次のような働きをするものといえようo

a･商品またはサ-ヒスの需給を調節する扱能

b. 商品またはサービスを集荷分散する梗能

C. 商品を選別する枚能

d･ 商品を移転する牧能

e･商品を保管する楼能

f. 商品に関す る情報を提供する俊能

g･ 資金融通および危険負担の楼能

このような数多くの枚能が実現されるためには,卸売業は秀れて大都市に集中する立地性向

を持つことになる｡

2-1-2 卸売業務施設についての分業

卸売業務施設を,その規模な()E]的から類型化すると,つぎの 4つとなるo

a 流通センクー

｢流通業務市街地の整備に関す る法律｣に該当するもので,もっとも大規模な施設であ(),

総合的な故能を発揮する｡

そのqJには トラックターミナル,倉庫,卸総合センター,卸陶業団地,中央卸売市場等が含

まれるOすでに稼動している ｢京浜二区｣などかあ(),帖和 60年をE]標とした ｢新全幽総合

的発計画｣では,乱心から4- 50キロ圏にある厚木.八王子,大宮,柏等への分散を意陛Lし

ている｡

b･卸商米B]地

生産財または耐久消費朋の卸売施設を中心として,倉庫.迎輸施設を併置しているo

c. 民葛卸先市城

生鮮食料品を中心としたEZ-カル卸売市場o

d 卸抱合センタI

-般消封財を中心とした卸売施設0

2-1-3 物的流通に関する環境の変化

これからのわか国の流通部門に大きな変革をもたらす ものとして,大 きくい ってつぎの7つ

があげられよう｡

1)技術革新 1-1) コンピュータリゼーション
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1-2) 交通.通指技術

1-3) システム分析技術

1-4)輸送,荷役,包装,保管技術

1-5) 保存.貯蔵技術

2)社会資本の充実 211) チ-ク通信網の拡充

212) 交通,通信施設の完備

2-3) 交池轍鮒の発達

3) 民ril資本の蓄稀と巨大化

4) 貿易,為替,資本額引の自由化

5) 人手不足

6) 都市化の進行

7) 国民生活の飛躍的向上

これ らは,もともと相互に有横的に的達しあ って,国民経済全体 としてのマクロの流通部門

に大きな変革を与えると同時に,地域の流通,地域構造をも大 きく変えることが予想される｡

とりわけ後者の,地域の流胤 地域構造への影響は,われわれの ｢港北ニ ュークウンにおける

商業,失職施設の成立条件｣に関する外生的諸条件として重要な箪件といわなけれはならない｡

これら諸要因が,マクロの流通部門と地域の流通.地域構造-与える影野を,まず. 1)技

列

送

コ

送

の

所

荷

O

で

大

す

て

た

拡

術革新と2) 社会資本の充実の関連からみてゆ くことに しよう0 1-1) コンピュータ リゼ- キ

シ ョンはいまや急速に拡大しつつあI)I2-1) データ通信網の拡充も着々と進行しているo ぁ

全国の銀行側で行なわれている為替池信串掛 ま･すでに 43年から地方銀行間iで･ 44年から す

は都市銀行,信託銀行,その他の執行との胤で,それぞれデータ通信サービス網によって即時

処理されるo 試みに･これまで2時悦も要する青森一鹿児島胤の為替通信車掛 ま30秒にスビ ゎ

-ド化され･250円以上かかる'Hti伝為番の手数料は 100円以下まで引き下げられようO 貿

45年には･不特定多数の利月｣者か自由に加入できる乍tL々 公社の加入データ池信サービスが･ ら

東京,名古屋,大阪の 3地区で実現され,つづいて50年頃までに,この 3地区に加えて,横

浜･京臥 神戸･岡LIJ･広島･北九札 福岡などの諸都市を核とする太平洋ベル ト地帯に･加 的

入データ通信サービス網が拡充され さらに60年には全EElの主輩都市かこれに直結されて･ ろ

加入データ通信サービスの全国的ネットワークが完成 し,中核となる巨大な屯子計罪装置と直

結 されることによって･全旭的なタイムシェア1)ンク ･システムを形成するO .

交通については,すでに明らかにされているものだけで大きな変化かあるO ます鉄道につい

てみると,昭和 60年まで,全国の主要都I打を結ぶ新幹線か完成 し,東京-大阪尚は時速500.

キpのリニアモータ-式の第二東海道新幹線も建設される予定であるO さらに在来奴は全体

スピード7ッ7'きれ,その主賢幹線は時速 130キロで,旅客の他に貨物的送にも高段に刺

されるO鉄道を中心とする全国の貨物輸送の体系はフレー トライナー方式の高段直行コソテ
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列車を中心とした輸送効峯の高い鉄道を軸に,船舶, トラック･ トレ-ラーとの ｢同芝-負輸

送方式｣ となろうO

この方式は,半桂約 100キロの範臥 こわた って大型 トレーラーにより荷物を集め,これを

コンテナク-ミナルに集中,高速 (130Kmyh)コンテナ列車でEl的地のター ミナルに直行輸

送する｡ この方式を,従来のものと,東京一名古屋問を例に比較してみると,貨物 1トン当り

の平均輸送コス トか,現在の時点で,道路の場合 4,20OFq,鉄道は3,300円.内航 5,900H,

所要時間は道路 10- 11時臥 鉄道 12- 13時陶である｡ これを大型 トレーラ-にJ:る集

荷 - フレー トライナー (高速直行コンテナ列車 ) - 大型 トレ-ラー配送にする上, トン当

り輸送コス トは 3,100円に低下,輸送時間も5-6時間短縮されて,約2倍のス ピー ドアップ

であるO航空枚については,すでに昭和 60年はSST時代に入 ってお(),国内線主要空路は

大型のビジネス ･ジェット旅客機のネ ットができて,これに接続するローカル線も頻繁に発着

するであろう｡国内の旅客輸送は,この航空枚と新幹線と発達した長距離バスが中心となるO

道路については,幹線高速自動車道が,東名,名神,中央の各高速道路を中心に全国に延び

ており,それとつなかる主要幹線道路は整備され,自動車交通のiiとスピ-ドか向上するOま

た,空港,港湾施設も.通信 ･制御技術の発達や社会資本の莫大な投入によって増設,整備,

拡充が行なわれ,自動化,省力化が大幅に促進されるO

首都圏についてみると,東京湾を周廻す る鉄道と道路が完成 し,木更津-横浜間に時速120

キロ以上の大型フォJ1-クラフ トか就航することによって.その他を20分で結はれることと

あわせて,木更津周辺には東京よ()はるかに近 くな った横浜に通勤し,行楽し.ショッピング

する人達の住宅か急増す る｡

民間資本の蓄称と巨大化は,これか らも第二次産業を中心として行なわれ.これが,現在の

わが国の弱点てある流通部門に進出す ることによって,流通賢本は大型化し.整備 されようo

変易.為替.資本取引の 自由化も,外賢かわか国の流通部門,販売サービス部門への進出をね

らっており,60年までのわか国流通部門は こうした激烈な競争によって著しく改善されるO

人手不足は労働力省力化の方向-,都市化の進行は都市の外部経済に対し,EEl民生活の飛躍

的向上は.レジャーの増大と買物行動の拡大によ って.それぞれ流通部門に影響を与えるてあ

ろうO
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衷2-1 将 来の 主 要 都 市 間幹 線鉄道 の所 輩 時 間

区 間 昭荊】41年(現行 ) 昭和 46年 昭和 50年 昭和 60年

東京 一 旭 川 時 分 時 分 時 分. 時 分21.55 17.50 (14.30) ◆ 6.20

〟 - 札 幌 19.25 16_10 12.50 . 5.50

〝 一 骨 森 10.24 8_00 4.50 ● 3.50

〟 - 盛 岡 7.054_448.30 (6_10) + 2.50 *(2.50)

〟 - 仙 台 3_50 ♯ 1.50 + 1,50

〟 - 秋 田 6.40 4.00 ★ 2_50

〟 - 新 潟 4.45 3.50 3_20 ◆ 1.30

′′ - 金 沢 5.58 5_30 (4,52) ● 1.50

〟 - 長 野 3_36 (3.10) 2_30 I(1,30)

〟 - 名 古屋 ◆ 2_00 ● 2_00 + 1,40 ● 1,40

〟 ~ 大 阪 + 3_10 ◆ 3.10 ← 2_30 * 2_30

′′ - 高 松 7_55 6.10 (5_40) ■ 3.40

〟 - 岡 山 5_50 + 4.10 ■ 3_30 ● 3.20

〝 ~ 広 島 8.00 6_20 ●(4.10) + 4,10

〟 - 博 多 12_15 10_20 * 5.40 ■ 5.40

〟 _ 鹿 児 島 19.30 14.40 (10.00) + 7,10

大 阪 - 金 沢 3.40 3.00 2,40 * 1.20

〟 - 米 子 5_0.7 (3_07) 2.40 +(1.20)

′′ - 広 島 4.20 3_00 * 1.40 * 1.40

〟 - 松 江 6.00 4_00 (3_47) + 1_30

〟 - 高 松 4,15 3.00 2_30 + 1.10

〟 - 松 山 7.30 5.50 (5.20) 8 1_50

〟 - 博 多 8_35 6_30 * 3_10 ★ 3.10

〟 - 長 崎 ll.30 8_20 4.50 + 3,50

〟 -熊 本 10.26 7.50 (4_30) ◆ 3,50

〟 - 大 分 10.05 7_20 (4.00) ♯ 3.20

〟 - 宮 崎 13.41 9.50 (6.30) 8 4.10

〟 - 鹿児 島 15_53 10_30 6.30 + 4_40

備考 1)国鉄第三次長期計画の糸了する昭和46年度までVC新幹線を除く全国の主要幹線は複線電化と

技術の改良に上りスt=l-ド7ツブされ,同時に新平触 嵐山ま宅延長される｡昭和50年頃には

新幹線が東京一盛臥 岡山一博多と新たに開通され,同時に新幹線のスピー ドが実施されている.

昭和60年には全国の主賓幹線には新幹線が建設されている｡

2)木表はB本国有鉄道 ｢これからの国鉄｣昭和41年と同 ｢全国幹線鉄道約 ･首都幽高速鉄道網｣

昭和42年をまとめたもの.

･印は新幹線のみの場合,()内はB木リサ-チ七/クー換算vc上る.
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2-1- 4 卸 売 業の 立 地条 件 に つ い ての 考 察

一 般 的に みて , 卸売 業 か成 立 す るた め の立 地 に 関す るチ ェ ック リス トとして,つ ぎの 諸 点 が

あげ られ よ う｡

表2-2

主 体 . 立 地 に 関 す る 要 求

間 間 ･交 通 網 : 販売先に迅速TT配達が出来ることo大足を交通丑をさばけることo

仕入先から迅速を配送を受けられることo

臣EE. 屋 ･故 地: まとまった敦地を,かなりの広さのゆとりをもって購入し得ること01

故地は出来るだけ安いことO

･情 報 伝 達: 電話,郵便の便利がよいことO (大都市-の直通電話可能7Tr地域等)

従 ･通 勤: 通勤時問が出来るだけ短いことo

･労働 環 境: 空気汚染,簸音等の悪条件が72いこと○

也 業 ホワイト力ラ-的イメージVC合う場所C,･余 暇: 厚生施設の利用が容易な場所⊃

l 員 都市中心部-の77ローチが容易であること○
宿舎qj:あまりも6')さびLい場所で75:いことO

小 ･交 通: 主たる′J＼売店qJ狼秩地より平均30分以内でEZ]地vc到労し得ること(但し自動車)○

禿 充分な駐車場があることO･業 種 : 団地内だけで.全ての仕入を辞せ得る程度の種類e)半椎が集っている

店 ことO青果,鮮魚市場方と関連する企勤 ;-まとまりvEあることO

･情報 伝 達: 電話VE便利がよいこと.

仕 企入 ･交 通: 問屋-qJ輔送が迅速,簡潔であること.

先業 ･情報 伝 達二 電話の俊がよいこと○

自 ･交 通: 道路の新乱 改修等の兜用が最小で効果最大の場所 (既存道路の効果的利用 )o

治 都市交通の混乱を解消し得る場所o･土 地 利 用: 都市の土地利用を混乱させず,最も望まLh地区,流通附係を典中さ

体 せ得る場所.･都 市 施 設: 上下水道等or)施設の唾殻が容易で費用のかからない場所o

･施設規 模: 有効を殻賃が可能75程直に大きな規模GTL)団地o

< 国 ･鉄道引込線 : 引込線可能を地点は限られるO

:ム､共 鉄 ･鉄道墳物駅 : 取扱HLt,道路網との関連等,移転又は,増設e)条件と地点は限られ_i,O

註) 北海道,北見卸売団地基本計画による｡
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以上の立地逃走についてのチ ェ ックリス トを要約すると,つぎの臥息にまとめられ ようo

a 交通網との関係,とくに外城主要幹線および域内主要道路とのアクセスの良好きよ

b 流通扱能を想定し,それを充分横能するに足るたけの空間スペースの確保o

c 商品の供給園お よび市場への擦近o

d 土地入手の賢金的,法的脊易さO

2-1-5 卸売業務の動向と港北ニュータウン内での立地条件

1) 卸売共務の変化の方向

卸売業務の変化の方向を a･ 物的流通と板引流通,b･ 卸売業の簡艶の広域化, C･ 問屋

街の変遷.d･ 大型小売店の進出という.四つの観点から考察してみよう｡

a. 物的流通と瀬引流通

商品の標準化,規格化が進むと,商品の保管.輸送を行う場所と,頼引を行 う場所とが分離

していくようになる｡従 って流通枚能としての都市火中.都心集中はみられながらも,現物取

引は少なくなる傾向をみせようO

額引単位の大型化は,上位都市-の卸枚能の梨中化をみせながら,物的流通の円滑化のため

に,輸送の結接点となる大都市効外にス トックポイン ト,配送センタ-な どの建設が進むよう

になろう｡

b. 卸売業の商圏広域化

道路をはじめとす る交通通信の変化,なかんず く時間距敵の短縮は,大都市に立地する大規

模卸売業の商飴の広域化,それは支店の設置および地方卸商の系列化とな って現われるのであ

るか広域化を加速するL,これはLiIjt産品,規格品などその程度は大きくなるo

c･ 問屋街の変遷

現在の問屋街は場所的に壁に突き当 っておt)早急な対策が要望されている. これは.卸売菜

を利用する試筆家の変動が大きく轡いており,生産財の場合には,企業の移動かあ(),消蟹財

の場合には人 口の移動に伴う小売業の移動があり,卸売業もまた立地変革を迫 られているので

ある｡

立地変革を毒白るもう一つの要因は,地理的現境の変化である｡都心部での交通の過密化は限

皮に達してお(),郊外に薪らしい立地点を求めるようにな っているのである｡

東商が行 った ｢卸売業における倉庫,集配送センターなどの流通施設の現状に関する調査｣

によると,建築材料,什器 ･家具 ･建具 ･横械器具関係では郊∫外に立地する比率が高く,また

これからの建設予定での地域分布をみると,都内が307%,次いで神奈川の 182%,埼玉

の 156%とな っておl),周辺地域に物WL扱能を移していこうとする姿勢かは つき()みられて

いる｡

d･ 大型小売店の進出

小売部門での大型化か,卸売菜に与える影響は大きいO(※)とくに血産規格化商品の取扱はチ
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ェ-ン丑販店での額政が主となt),また,卸売業者の小売部門-の進出がみられている｡ とく

に後者の場合.ショツt='/クセ/クーのデベロッノ,'-としての進出,丑販店チエ-ンとタイ7

グブあるいは直接チ ェーンス トアを経営するなど.耕趣的な動きをみせているo

i;ミ 大型小売店では自社の流通センターを郊外に設置する働きがあるO例えは西友ス トアで

は現在 60店のチエ-ン店をもち,これか ら毎年 10- 15店舗のDfl店を予定しているO

従 って47- 48年度には 100店を越すチ ェーン店を西友ス ト7は持つことになり,こ

れらのチェーン店のデ ィス トリビ3.-ション楼能,中継在庫,荷役,配送の横能をはたす

ため,府中に流通センターを設温するO予定面稲は約 4万平方 メー トルである0

2)横浜市における卸売業務の動向

横浜市での卸売業の状況を逆に,横浜市の小売業が商品を どこから仕入れているかといった

側面から考察すると表2-3のようになる｡大ざつばに言 って,飲食料品関係では横浜市,そ

の他県内に所在する卸売業から仕入れ,衣料身回晶関係では.東京から仕入れているという仕

入れルー トを見ることかできよう｡

飲食料品の卸売機能では, とくに商品の供給蝕および市鍬 二接近していることが必要であり,

そのために県内での仕入れ比率が高くな っており.その他の商品では,卸売業の都心塊中化に

よ(),横浜市の塊合も,東京から仕入れるという東京艶の中に完全に入 ってしま っている現状

をみることができようO

2-2 小売兼成立の条件の変化

2-2-1 百貨店の立地要因の変貌

現代のわが国小売業の王座を占めて来た百貨店の経営方針が大 きな転換期を迎えている｡そ

れは2つの面で象徴的に観察されており, 1つは,都心および副都.いこ立地していた負債店が,

和極的に郊外に進出するようにな ったことであり,他は百貨店のマーチャンダイジ ングに大き

な変化がみられることである｡

① 積極的な郊外店舗の計画(図2-3参照 )

｢多店舗政策｣ ということが,さいきんの百貨店の経営政策の中心をなしている｡昭和30

年代での巨大店舗の拡張競争の時期 (その結果.主箪笥貨店の本店は.いずれも5万-6万平

方メートルの売%Lを持つ ようにな った )から,店舗を郊 外に数多く建設しようという方針転換

である.百貨店がこのような郊外店計画を持つ ようにな った背景は,いうまで もなく,郊･外居

住者の増加と,急敵な売上げ増を実現するためには.多店舗政策をとらざるを得なくなったと､

いう内部串tFJfと.そして,各地方 自治体れ 百貨店を秘椀的に誘致し,既成の商店街の頓 とし

て近代化を鼠L)ながら,ター ミナル店に吸いとられていた地元消智者の足を地元に留め.あt'
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表 2-3 横浜市小売業の商品別仕入先の割合

小 売 業 100.0 52.2 37.8 4.0 5.8 0_2

各 種 商 品 100.0 29.0 67_0 4.0 0.54,1 0.00.7呉 服 .服地 , 寝具洋 服 100.0100_0 13.7ll.3 77_081.5 8,82_4

荊 人 , 子 供 服く つ . 履 物 100.0100_0 29.220､7 65.374.9 3_53.0 1.61.0 0ー40.4

三月RC.'身崇 ubnb慧) 100_0 16_3 74_6 7.2 1.7 0.2

各 種 食 料 品 100.00 0 77.08 2 16.11 2 6.64 0.2 0.12

酒 , 調 味 料食 肉 1 0.100.0 7.62.8 0.10.414.1 2.3.2 23.11.43 9 0.0.53

鮮 魚 100_0 85.0 0.9

乾 物 100_0 73.6 16.6 8.45.35野 菜 , 果 実丑- 100.00 0 89.63 5.11 4

菓 子 , - ン米 親 類 1 0_100_0 50.99.0 5.0_4 0.0.6 3.0.0 0.0.00.11.2

そ の他 の飲食 料品 100.0 70.5 20.0 3.9 5.6

自 転 車 . 荷 車 100.0 77.8 18.6 3.6 -

家 具 , 唾 具 ,盟 100.O 33,4 41.5 18_8 6_3

金 物 , 物 100.0 43.5 49.2 7.3 0.0
陶故 器, ガ ラス器 100.0 20.7 27.5 48.6 3.2

家 庭 用 機 械 器具 100.0 65.4 26.1 0.9 7.6

そ e)他 の 什 品 100.0 20.3 34.9 44.8 2.0医 薬 品 , 化 粧品 100.0 68.0 27.8 2.1

比 耕 用 品 100,0 56_3 24.0 18.9 o_8

燃 料 100.0 39.7 7.8 0.7 51.8

部 鶴 , 文 房 具 1〔)0.0 23.7 74,9 0.9 8,5

中 古 □ロ 100.0 42.4 57.2 0.4 0.9

註 木表壮年rER販売額からみた仕入先である (法人および常時尾用従発着を使用 している

個人商店 )
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図2-3 有力百貨店の郊外店舗図

せて.財政収入を増やそうという一石何鳥かの効果を狙 ったものであるO

◎ 百貨店における-ーチャンダイジンクの変化

1930年 (昭和 5年 )当1*,ア メリカの商業の中心は,わが国と同様,-El貨店が主流を占

めていたOしかし,その頃から急散に成長しはじめたスーノミ--ーケットによt),白貨店か ら

食料品か姿を消すことになり,次いて登場したデ ィスカウン トス トアが百貨店の売場から耐久

消封財を持去t). トラックス ト7 ノミラエテ ィス トアが百貨店に挑戦するようになるO この7

メリカにおける百貨店の趨勢は.日本のfl貨店の未来を探る手かか りとして考えると･百貨店

そのもののマーチヤングイ ノンクか大きく変化して亡､くに逓いないのであるO

現に,食料.lT.を販売しない百貨店か誕生しており, (東京,渋谷,兎急本店 )また,ここ10
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年楓の百貨店の品目別販売比率をみて も,大きな変化がみられるo衣料品関係の比峯は低下し,

家庭用,冒.の家具 ･什品等が高くな ってきているO

◎ イノべ-クーとしての百貨店

百貨店が竜販店の功勢を受け,苦しい塔境の下にあるとはいえ,流通業界の中では,その人

材.信用,資金と,あらゆるItEIlで主導的位臣にあり,したが って,その企業力を生かしながら

新しい嫉売方法の推進者として体質改善を凶 っているO

スーパ--ーケットの兼営

専門店化

ショッピングセンタ-のデべ p ッパー

などの分野への進出がそれである｡

2-2-2 チ ェーンスー/l'-およびJa販店の動向

スーパ-マーケット業界は,昭和 47年を境いに,大きな変化をとけるだろうと予想されて

いる｡

すなわち,47年までは,立地争奪と経営地盤の強化およびマーケ ットシェアーの拡大 (ス

ト7-pイヤ リティの拡大 )の時期てあ().この時期までに,各スーパ ーがチ ェーンス トアー

としての蛸殖作用を行い,業界内での地位をWE定す る時期である｡

48年以降は,寡占化-の方向をとる時)gjで,チ ェーン同志の合併吸収かさかんに行われる

ようになるだろうというのであるO従 って現時点では,./Lアー拡大が目標であるところから,

有力な立地場所の争奪に対しての動きは激しい｡

たとえは,上大岡 (横浜 )では東光ス トア-.由友ス トア-,サンコー.ダイェ-,ほてい

やの各店が,戸塚 (柿浜 )では西友ス トア-,ダイエーが,大和 (神奈川 )では忠実屋とサン

コーが,luJ田(東京)では4'イェ-,西友ス ト7-の 各 店 が そ れぞれ土地争奪を演じている

のも.その現れである｡

以上のような商業立地をめ ぐる主要スー/I-業者および ビッグス トアの動向を輩的すると,

つ ぎの 9点にまとめることが出きよう｡

第 1に店舗大型化とチェーン網拡大の強力な推進であるO店頭販売の形式をとる小売業では

一 日本の場合,通信販売や訪問販売の形をとる小売大企糞はまだ発達していない - 店舗規

模の拡大か,店舗数の増加以外に販売輔を大-Fwt化することはできないのだから, ビック ･ス ト

アに威する企業ないしそれに向 って成長しつつある企業が,これを強力に推進しているのは当

然で,改めていうまでもないことか もしれないo Lかし, このことは以下に のべるいろいろな

ビ ック ･ス ト7の行動の基礎として再碓認しておくことがぜひ必質であるし, さらにまた,戟

争Z姻係の重点がこれまでの ビック ･ス トアと一般小売業者との胤の,それから,ビック ･ス ト

7相互Hilのもの-重点を移しつつある段階で,-そう激しさを加えているという意味でも,や

は()注目されねはならないであろう｡

15 4-

忙

店 1

と拡

I),

2-

こう

この

め.

弟

いる

う

日

つ

い

行

が

ス

野

く

ろ

に

伴

を

例

消

行

のあ

をき

第

に配

主

年完

工



-し.

tて

､ス

■■--

1る

けら,

⊂い

fン/

･る

亡は

議規

スト

ま当

E)な

競

スト

や

たとえは, 日本経済新聞社がこの程発表した有力50社に関する調査によると,スー/:-の

代表とされる主婦の店ダイェーは.43年の 38店,年商750億円を50年には160店,

5,800億円に,西友ス ト71は58店500億円を 198店5,000億円に, (図2-4)

月賦百貨店の株屋は40店300億円を60店850億円に,丸井は28店300億円を43

店1,200億円に.専門店の例として奄梗製品の星屯社についてみれは 50店 75億円を200

店180億円に増加することを目蝶としているO以上の店舗数と販売高の動向は, 1店舗当()

の販売高,したが ってまた店舗設備の拡大頃向を同時に示唆しており,現行百貨店法の規制ffl1

額をこえるものが続出すると見込まれているO

これらのチエ-ン網は.いうまでもな く居住人口のあとを追い,大都市の都心から周辺部へ

と拡散して行くれ そのさい当面の採算をこえて将来の有望地の物色 ･確保に力が注がれてお

l).首都圏中にある人口5万程度で現在はまだ若干人口の減少を見つつある地方都市r_さえ,

2-3のビッグ ･ス ト7がくつわを並べて出店し,地元の人々を発かせている例がみ られるO

こうして本店の周臥 二次執 二足場を聞めつつ,ナショナルチ 1-ンを志向しているのであるが,

このようなチ ェーン網の急展B馴ま競争上必要な拠点を先取する必要と,チ 1-ンの知名度を高

め,それによって市場シ エアーをさらに拡大す るという両面から促進されつつある｡

第2に,取扱商品の総合化,奥行きの拡大にともない,版元方法も多様化する傾向をしめて

いることが指摘されるO電算横による管理技術の向上もこれを促進する一因に数えられるであ

ろう｡

日用品の安禿()を主体 として来たスー/,I-が,消封のデ ラックス化,日用品売()上げの一巡

につれ,耐久消資財の車扱いをふやしてブpモーソ ヨナJL,･デノて- トメン ト･ス トア化するに

伴い,信販会社との提軌 クレジット会社-の加盟,自社直接の割賦販売などにより信用販売

を行ないはじめたo主婦の店ダイェ-.西友ス ト7-,長崎屋,イ トー･ヨーカ堂などにその

例がみられる｡

スーパーが信用販売へ進出したのに対応して,月賦召貨店の胤では,逆に期間を限って耐久

消幣財の安売()に進出する動きがみられるし,丸井では従来の店頭販売に訪問販売を加味して

行くことにな ったO日経の50社調査に対し,50年までに手かけ る版元方法として.経営者

のあげたところをみても.信用販売,通信販売.無人店舗,電話販売.会員粗放販売など多彩

をきわめているO

第3に,チェーン網の急速な拡大という事実から.中央で一括仕入れた商品をいかに合理的

に配送するかという問題がクp-ズ7ッブしてきたO

主婦の店ダイェーは,現在神戸市が造成中の埋立地に約 33,000,㌔の配送センタ-を45

年完成を目標に建設するし,西友ス ト71は江舌EELセンターの拡充につぎ,府中市に49,500,,i

の用地を純休した｡月賦百貨店の緑屋は,世EEl谷に塊配センターを造成中だが.これは向う三

ヶ年准皮のつなぎで,Buに八王子インターチ ェンジ近接地に約 20,000,ガの用地を賢収.47
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年までr_は立体式の配送センターを埋設するO

ポランク 1)- 1チ エ-ンも配送センターの整備に積極的で.ヒpマルクpサ l)- ･チ ェ- ン

を主事する食品問屋広屋が三月削二完成 した配送センタ- (敷地 12,000d )はその代表例.

百貨店も衛星都市-の出店増九日ニつれ配送センターの整備を急いでおt),さらに,これら大規

模小売業者に商品を供給する総合商社の側でも基地づ くりが盛んとな っている｡

第4に, さいきんのビック ･ス トアの出店に当 ･,ては,各称のサ-ビス共部門,娯楽施設の

併設される場合の多いのか指摘 されねはな らないだろうO従来,娯楽施設の少なか ･Dた衛星都

市-出店する場合,これはお客を吸引する有力な手j如こなると同時に,消轡水準の上昇につれ

次第にウェイ トを増 しつつあるレジャー向けの支出を併せて補足するという効果を持 っている(,

その上,将来百貨店法の規制がゆるめられたあかつきには,必要に応 じてこの部分をただちに

商品売場に転換することも可能であるO

ビック･ス トアか手がけつつある小売業以外の分野には,ポーリング場,ビ1)ヤード.食堂.

契茶.駐車場な どかあるが,宅地分域や住宅建設などの不動産部門に手を拡げるものも出はじ

めたく.宅地分球や住宅建設は小売業 と一見雑的係のようではあるか.それによって自己の店舗

の周臥 二計画的に人 口の粂稗をつ くり出し.立地条件を変えることができるし,高層マンショ

ンに店舗をイ勺殻する場合はそれだけのお客をFrE実におさえることにもなるOそういう意味では

レジャー施設の併設 よ()も･,と洗い含みもある訳であるO緑屋では有力鍬行と提供して埼玉,

千葉など首都軸内で住宅の月賦販売を,スーJI-のE]薪興産 (tl'ンクペ7- )はLLl梨と静的で

宅地分域を行な っている｡高層マンシ ョンにス-/,I--を併設する方式は骨樹チ ェーンか進めて

いるが･住友簡単も同様の方式を推進 しているO .

第 5に, ビ ック ･ス ト7が車扱い商品の総合化,肋売方法の多様化や.サービス業都PIJを併

設するに当 って.同資本系統に蹴する企 業 rF'のクループ活動が組まれるが,その典型の-つと

して西武流地クJL,-プ (西武盲管FL-J,西友ス トアー,マイマ-ト,西武食堂, ピサ,幽武E]産 )

が指摘されるOもう一つのタイプは,ビッグ ･ス トア自身か成長の過程で簡晶部門別あるいは

営巣都白別に,いくつかの外見的には独立した企梁に分裂し,しかも実際の都営はほとんどrE-Flj

一企実に昇らない緊密な連係が保たれている似合であるO大規模のス ーパ ーにしはしは見受け

られるタイプで,笥貨店法の適月Jを免れるのを直接の動横とするものか多く.したが って擬装

盲貨店の非錐を浴せtl)れているO

これら同粉本系統に尻す る企英側のクJL,-プ活動と並んで,資太系統を別r-する企実例のグ

JL,-7'活動も盛んにな ってきたOたとえはサy コー(本部川崎 )のチ ェーン店r-は谷口屯撒.

オオクポ (時計 ),東急カ メラ,タケヤ (くつ ),キテ ィランド(おもちゃ).'山田屋 (同)

などが入居.扇匙チ ェーン (木部千葉 )も屯捗製品では星電社,めかねではイワキ,おもち

ゃはキティラン ド,山はl屋と#.んでいるO この どちらの場合もチ ェーン店に入居する メンバー

の顔ぶれはほとんど一定しているOこのようなどyク ･ス トアと噂PLl店との関係は, ビック ･
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ス トアと専門店 との関係は.ヒツタ ･ス トアの店舗 内に専門店かテナン トとして入 る初歩的な

形態から,共同出店契約にもとず いて計画的に店舗を新設す る動き-発展しており, さらに進

んでは資本馳係を結ぶものも現われている｡

以上. 2つのタイプのグルーブの活動は,必然的にソ ヨツビングセンターの建設-進展する

し, それを予想してグルーブ活動の組まれる場合 もあるでZらろ うO こうして ショッピングセン

ターかすでに出現しはじめているはか りでな く,人 口酎旨の変化や 自家用車の普及,さらには

政府の奨励を背景に,今後,一 層積極的にこれを建設す る構想を ピック●･ス トアはH)jらかにし

ている｡

第 6に,上記のグル -プ化が,た とえ小売業以外のサ-ビス部門な どで龍城 を異にす る場合

でも,直接消智者に結びつ く段階でのいねは枕の提挺であるのに対 し, メーカー,総合商社な

と流通段階を興にするものとの闇の,縦の関係 も進展していることか注目されるO もつとも,

商品供給についていえは,ダブルブラン ド蘭島の開発などを通じて,このような関係はすでに

早くか ら見 られたのであるか,たとえは/ミルナス製菓や不二家のビッグ ･ス ト7-の出店,大

手締紡合繊各社の長崎屋,十字屋の株式取得,総合商社のビッグ ･ス トア向け専門卸会社設立

やFll送基地の整備,設備の リ-メ, さらに さいきん発表 された三菱税率と西友ス ト7-の接触

にみられるような資金関係 (店舗建設工事費の延払い)の進展は,縦の提携,グル -ブ化か新

らしい段階を迎 えた象徴として注 Ejされねはな らないC,

弟 7に,横 ･縦のグループ化により, トップクラス ･ビッグス トアの勢力か一 層強化された

ため中小業者の立場は次第に苦しくなり仕入面での共同化やボ ランタ リー ･チ ェーンの結成が

進められているが,その中でビック .ス ト7相互の合併 も進展しはじめたことか重視 されねは

な らないoオカダヤ (本部凶 日PJl), フクギ (姫路市 ), シロ (吹田市 )か合併の弊備段階と

して 44年 2月に設立した新会社, 日本ユナイテ ッド･チ ェーンかそれで,なお他の大規模チ

ェーン,地方 チ ェーンにも参加を呼びかけている｡ このような資本の集中は,資本 自由化を控

えた厳しさを蛸す環境の中で今後 さらに増加して行くことであろう｡

'elffも8に,銀行系クレ/ツト会社の設立によ(),いよいよ銀行資本か流通部門に直接姿を現わ

す ことにな ったか,これとビック ･ス ト7との馳係が急速に決まりつつあることであるO ス 一

･/,'-の中にもクレジット会社に加盟するものか増加しつつ'fL,ること,月賦百貨店も自社直接の

割賦敗売のなかにクレジッ ト会社に加盟するものかでていることは,敗売方法の変化としてさ

きにも指摘したとお()であるo しか し,ここては販売方法の変化または多様化という側泊lでは

な く,消班老-の信用供与を通して銀行 資本 と小売商業粉本との癒着か進行 している点か強調

されねはならないO

クレジット会社は ,ポ ランク1)- ･チ ェーンの悦にも大 きく進出しつつあ(),若干の事例を

あげるなら,E1本紳士服チ ェーンは JCB,qイヤモン ドクレジッ トの両社に加盟,ボンボン

寝装チェ-ン,センチ ュ1)一家具チ ェーン,チ-ラーズダイヤモン ト'チ ェ ー ン, ミューズ会,
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日本陶芸チ エ-ン,東京レナウンRCS会などもJCBと提挟しているO

ともに消貿者信用を推進している敗売会社と銀行クレジットの提携も進み, 日本信販 と東海

銀行のミリオンカ- ドは相互交流をはじめたO また,東海銀行 とE]本勧業銀行の ように,クレ

ジットカ- ドに関して銀行同士の業務提秋も進展 しはじめているO

最後に,ビック ･ス ト7における電界検体制の推進であるO電界概の利用は事務計芸tか ら配

送面での利用.OC Rの導入による単品管理 ･計画発注の実施へ努力が向け られており,すで

に情報検索-の準備をはじめたところもある｡ ビックp･ス ト7による電舞妓の全面的な利用は.

その競争力を著しく強化し,小売部門における資本の染中を新たな段階に引き上げる横杵の役

割を果たすにちかいないOそれ と同時に,すでにff物相談なと-の利用に萌芽的にしめ されて

いるとおり,将来は全く新 らしい販売方法を発展 させ,商業の姿を一変 させ る可能性を含んで

いるということができるであろう｡

く専門店の動向>

専門店ということほは,一般的には,かな()任意に使われていることか多いのであるか,～

伝,専門店の範囲を,次のような商業施設としてみることにしようC,

a･ 商品構成か,単一簡品または単一 の系統にまとめ られているo

b･ 商品の奥行きか狭く,消智者の高度な欲求を満足できるo

c･ 専門店の店の性格は,同一商品内で もつねに高級化を志向し,また買回品中心 となる傾向

かある｡

d･ス ト7イ j-ジか鮮H)jであ り,消封者か,そのためにス トア pイヤ リティを持つ ことか多

い｡

以上のような専門店に対す る消教者の行動は.要約すると次の 5点にまとめることかできる｡

a 専門店での消勢者の購入態皮は,ひじょうに迭択性が強い｡

b･店舗の立地場所に対する距鮎的な制約は比較的少ない｡

C･購入時には目的Hいか大部分てあリ,無目的々,衝動賢いをすることが少ないo

d 専門店の尚品では.低価格に よる価格訴求よ()も,オ リジナ リテ ィあるいは流行とい った

ような商品訴求の方か強い訴求力を示す ことが多い (,

e･ノレンあるいは店の権威に対 して敬意を示すO

ところで,専門店は.その立地特性として,集団化す る傾向をも っている｡それは,典型的

fL盛l)場商店街である新宿,渋谷,池袋の商店 街,あるいは銀盤の商店街をと ってみても.岩

国品の店舗が過半数を占めていることか らも知られるわけであるO (表2- 4参照 )すなわち,

rY回晶を中心とした簡店街ては,専門店の集団化をはかることによ って,い っそう消資者の吸

欄 喝を拡大することがで きるという,いわゆる累積効果の発現かみられ ることになるO

今後.消磐(生活か多様化,高)ji化するようになると,専門店の果す役割は増大 してい くこと

になるであろうし,その動向を嬰的すると次のようになるO
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表 214 商店街の美称構成

銀 座 l 新 宿

資料 :中小企業診断臨金 昭和39年,実数は商店数

a. 専門店分野でのチ エ - ンか成立するようにな っているOすでに家具,時計,カ jラなどの

業界では,ごく一部の トップグル ープ 50- 100社で 12- 40%のシエ7を 占めている｡

頼極的にチ エ-ンを推進していこうとす る動きかあり,専門店のナシ ョナルチエ-ンに発展し

ていく可能性がある｡

b. 専門店の立地する場所は,買回性の強い商菓核を最良とする性質を持 っており,しかもこ

のような場所はますます限定され るようにな ってきているので.資本力のある大規模な専門店

に よる独占化傾向が強 くなり,そのことがまた,特定の専門店を大規模化させる原動力となっ

ている｡

C. 専門店かス -/,I-や百貨店と積極的に結びつ こうとしている｡ス ーパーとしては専門店か

持 っているノレンを活用してイ J-ジの向上を 凶ろうとす るわけだし.百貨店は,専門店の高

度な蘭晶化計画能力に期待し,専門店は,白身のチ ェーン拡大に役立たせることになるO

今後のシ ョッピングセンタ-時代-の商業集団のための原型というか,企業提携の方向へと

発展していく可能性か強い(,

2- 2- 3 シ ョッピングセンタ-時代-の静行

蘭業. とくに小売菜でみられる変革は , ¶郊外-の立地 "か象徴するように.いねは立地変

革の段階に至 ったとみることかで き,この立地変革の先兵とな っているのか,ショッピングセ

ンタ -である｡ 自動車か嘗及して卓での貨物が一般化するようになると監早場が必要になる｡

ところが都心部では充分なスペースの確保か困煤だか ら比較的ゆとりのある郊外に立地するよ

うになる｡

しかも郊外に立地しても,車を持 った消J#者の距離感はか わるO そういう意味ではショッピ

ングセンターは都市化に対応した商業施設の変化であり.地域構造の変化に伴 って,当然発生

してこなけれはならなか った南条施設のイノベーシ ョンであるo

ア メリカでは現在 11,000店以上のシ ョッピングセンターがあ(),全米小売業の約 40%に

当る年rtLJ30兆P](邦貨換乱 昭和 41年 )を売上げてお(),アjリカの/ト売糞はシ ョクビy
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I:
1
5-

2-

21

-

㈹
1

ニどの

･る0

号展し

･､もこ

巨門店

二な つ

弓店か

与の高

司へと

之地変

/クセ

よる｡

｢るよ

ヨクビ

無発生

〕%に

γビン

クセンターを除いては語れない現状にある｡ ところでショッピングセンターは表 2- 5のよう

に,それぞれの模能分担による3つのタイプがあるが,いずれの型のシ ョッピングセンターも

大型化の方向にあり,また駐車場は通常,売場面1彬の 3倍程度であり,その比輩は増加傾向に

ある｡

ところで,当初は商店の坐Blであ (,たショッピングセンタ-は. さいきんでは消資に関する

すべての施設 - チ/I- 卜,ス-,,'-,有名専門店,レス トラン,ク リ一二ンク.修#.サービ

ス.銀行,不動産な ど - が棚わ っているO映画館,劇場.モーテル. コンベンションホ ール

を配毘し,魅力的な消野施設を有横的な組み合わせ (そういう点で,シ ョッピングセンタ ー叔

システム直美だと呼はれる ) が重要となるO また,シ ョッピングセンタ-があらゆる消暫施

設を総合化しているところか ら,当然,地域社会の中心地とな(),郊外地でのコ ミュニティセ

ンターの役割を果す ことになる｡ このデベロツ/,'-の分野-商社資本,デノミ- ト,スー/,'-な

どが名乗()をあげておt),昭和 40年代の終りから50年代にかけて,相次いで.太格的なシ

ョッt･'ンクセンタ ーが的発 されることになると考えられ るO

表2-5 ン ヨ ソビングセンターのタイプ

敷 地 店 数 駐 車 台数 南 勢 園 中心商品

ネイブ7 7 ツド 12,000坪 10-15g) 5こ)0 徒傘15分 最寄品～ 大規模店 ～ Car3-4分

スタイル 18.000 1,000台 4.000人

コミュニテ ィ 18.000 15～40 1,000 徒歩15分 古土苧店.スーパ-

スタイル ～ デパー ト支店 ～ Cars-15分 サービス業,専60,000 3,000 20,000人 門店

スタイル 60.000～F 120.000 40.- 100 5.000以上 Car20分以内100.000人 百1茸店2店サービス薬

史料 :"Super Market'.

2-3 サービ ス業の成立条件の検討

2-3-1 サービス業立地の二面性

1)日常的,基本的な生活サービスを提供するサービス業 一 対個人サービス業 - は,商品

における最寄品的な性格を持ち,地域独 占の他向がみられる｡従 って,これ らの業趣 が成立す

る条件は.ほは完全に支持人 口の数によ って定まる｡

これらの菜種は次のようなものである｡

型宵.美'35',ク リ-ニンク,修理業など0
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2) 撤能志向による産業分邦としての レジヤ-産菜は,余暇暗闇の増大,4=括E]蝶としての

tt楽 しみ "志向とい った諸条件を背景に,生Ft]装ETirjlとしての重誓件は,ひじょうに高まるもの

と老え｢⊃れ 石 ｡

こしノ分野は.大 きくは次の三つに分け られ る｡

a, スポ-ツ施設

自分でするスポーツは,今稗とも,あらゆる階層にわた って普及していくOみるスポーツ施

設も,かな()- ラエテ ィに富んだものとなるo

b. 教番的施設

各榔学校なと,激安的施訂vLか女性に強 く文持 され るo

c. 文化,芸術,学術的赫設

礼金 的,公共的地殻として,地域のプレステ ッノを高める｡

2-3-2 今後の都市内スポーツ施設のあり方

- HtJ,J利 60年時点における市民生活との関連でみたときの 1つの仮 説 1

1) 都市内スポ ーツ施設の今後の方向

a. 都市内スポーツ施設-の能繁はふ える

所特の増力1., 自由時佃の柵加,健康,美しきへの臥 し､蛸大 とい うような背景から,スポ-ツ

とくに,自l:'す るいわゆる ｢スル｣スポーツかふえるであろ うO地方公共団体のみな r)ず,団

柿,会社等による体育施設の充実はその箱型増加 の ス ピードに追いつけないのではなかろうかo

Lたがって,地域社会におけるこういった新たな市民生活かl:'の箭賢をまかな うために,営利団

体か迎動場.スポーツ施設,同槻連施設の経営をはじめることか碓実(=予想されるC,

b. 新 LI)Uいタイプのスポーツ施設かふえる

Lhftを反映して.スポーツ(ニ対する考え方 も,スポ-ツ称 目それ 自体も変化するO 昭和 60

年代においては.現在 とはかな()ちか った新らしいタイプのスポ -ツか生まれ,そのための施

設か馨求されることとなろうo

c. スポーツ施設の立地か変化する

都rJ]化の進行,-rlJ街地再帥発の進行,郊外住宅地の与を展,ニ ュータ ウンの建設等の影軌 こよ

り,スポーツ施言那)_TiL地 も今後かなり大幅な変化をみせるものと予想される.

か つて,郊外 といわれた地域か,住宅地化す るにともない企業所有の遊動助なとは,住宅用

相として利用されるな ど(7)士地利fHの変化かおこるてあろう｡ また,市街地の中心部に存在す

る必然性のないスポーツ施設は,再r如l発によ って,公凱 緑地,オフィス,公共用地等-の転

月｣の柵rEllも大きくなろうO

こうい った伽 向を うけて,別述のスポーツ施設に対する箭敬増大 とあいま って,とくに用地

を大州税に必要とするスポ -ツ施設は,flL在 よりも,い っそ う郊外に立地せさるなえな くなる

てあろうO地佃と利拙者jtyiの郊外移動 とは,この ような立地変化をおこさせる二つの主嬰な彰
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)の

･施

-I/

Bl

うか｡

fLJBl

によ

宅用

在す

の転

用地

なる

な饗

因であると襲えられるo

d･ スポーツの郵1型は大きく2つにわかれる

スポ-ツその ものの,生TTtに対するかかわ り方の変化から軸椎す ると.今後の都IHJrJ3スポー

ツの獅型は大き くは次の 2つにわかれるとみてよかろう0

1)より娯楽的なもの-の方向

他のいわゆるレジャーとなL:)んで,いねはレジャーとしてのス7h'-γか碗んになるであろうO

その主たる特色ないし表象はスポーツ参加･それ 自体が,升計画的,偶発的で'T.ること,したが

って,月1具を借 L)た(),fi.った りできるようなスポーツかこれに該当する｡

一方,用具そのものをたのしむ ようなスポ-ツ.た とえは7-チ ュリーとか.川i装を誇示す

るようなスポーツ,たとえは,水泳,乗馬,な どが, 娯楽的なスポ -ツの もう 1つ0)軸として

成立するであろう｡

ll)より穀枠的な も01-の方向

健康.健康美に対する的心の杓大,創造的なたのしみ-の欲求増加な どを背紫とし,向上心

満足への一つの方策としての ｢スル｣スポーツは,よ()鍛練的なIriき素を沸 くしよう｡若い人 Jb

は技能0)向上をE]船とし.中年層は体力の維持向上を目標とし,高年層は健康維持をEl的 とし,

それぞれの好みと体力に適合したスポーツを述んで トレ-ニンクをす るようになるで'f'ろうO

このカ向に践す るスポーツは.現在のほとんど,,ホト)ゆるスポーツが該当す るか,と くに高

年臥 如人柄を対象とした健康 クラブ的なものか,都市内スポーツ施設として脚光をあびるこ

ととなろうO

この類型に尻するスポーツの特色は.主 として,す る人の計画性かあるとい う点に求められ

るoLたか って,よt)娯楽的なスポーツが,偶発的であるのと対象的であると同時に,用具等

は自分のもの,あるいは クラブの ものとい ったふ うに仙人に帰属する形で保有 されるであろう｡

2)熟句中スポーツ施設の立地特性

立地凶子Olうち,とくに諦要な交通梯駄目ニ幽連 して,都fBP スポ ーツ施設の立地特性をみる

と.およそ次の 3つのクループに大別す ることかできるO (表 216参貝(i)

〔タイプ1〕 大嶺輸送捗関立地型 (遠臣臥立地型 )

飴合グラウ/r,総合体育館など.主 として若 い人びとを対象とす る本格的なスポーツ施設は.

大廿倫送iy_l如二拝 して立地させることか必42-であるO

これらの視診利用者の大部分は,学生,および 20代の ビジネスマン,オフィスレデ ィによ

って占められようOその利用形態は,クラブ括動,対抗試合,体育,なとのはかいわゆ る大会

形式のも01もかなり予定 され るてあろうか ら,鉄道,パスによる大嶺かつrB:廉な輸送手段をも

っことれ 利j目上の見地か らみて望ましいO

(タイプTl〕 パ ーソナル交通手段立地型 (中胤地立地型 )

たのしみ的な賀来かつ よく,かつ,計私的でない利用者を対象 とす るスポ-ツ施設は.どら
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管 日 過 月 その他(不定期)

子 供

10 代

20 代

30 代

ヰo 代

表2-6 号禦 誓 (禦 汐とLP=3,たスポ~ツ施設の利用れ かた

らか といえは.自家用車と

か .ク ク ツ-な ど.Jl'-ノ

ナルな交辿手段を利用して

行 きやす いところに立地す

ることとなろう｡

その うちのあるものは.

かな ()都心部に立地するで

あろう｡ たとえは､が-1)

ンク場.ブ -ルな どはその

例である｡

このタイプに底するもの

紘 ,ほ とん ど施隷型のスポ

ーツであ り,利ft_l者 も.す

べての年代にわた っている｡

したが って交池&'-帆もとく

に,,'-ソナルなものでなけ

九はな らぬ という耳由はな

い｡しか しなが r).利用の

しかたが,偶発的であり小

クループで,あるいはたっ

た 1人で,ブ ラリと訪れる

とい ･Dた ことか I:)考えれ帆

必ず しも大部恥送捷r掛二持

してiLl地す る必要性はない

といえ よう｡

〔タイプ1u〕 徒歩立地型 (近隣立地型 )

必ず しも歩いてということにl脱走しないが.住居か ら近 くにあ って,気軽に行け るスポ-ツ

施設 とい う怒味 である(,例示的に言 うならば.ち ょうどタバ コ小売店の ように近隣住区という

ような小 さな主削寺(=-つという割合で数 多く立地することか望 ましいタイプのスポー ツ施設杏

考 えれは よい｡

このタイプに鵬す るものの代敦 的な もo)は, こども迎動場ないし児童遊園地でLf-ろう.大人

の利川す るもの とLては,手軽な プ-〟,テニスコ- ト,卓球場.柔剣道場な どであ l),やや

特殊なもの としては.比較的だ5合名を対象とす る髄頗センタ ー的な ものであ るO

以上 Ⅰ.】T,]11,3つの タイプを住宅地か らの距払=二者目して,それそれ連敗郎立地敵 中
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川lの

)リ小

Lた つ

られる

_九は

Uに持

上ない

ドー ツ

という

施設を

,大人

.やや

塗,中

FrtI地立地型,近陵立地型とよ/L/で もよいで'f.ろうO

3) ｢みろ｣スポーツについて

以上は ｢す る｣スポ-ツにつ いてのみふれたが, ｢みる｣スポー ツも娯楽の 1つ として韮姿

であろうO これを,スポ ーツ施設としてとt)あけることは,いささか異論もあろうが,施設的

にみ九は,一部が重複利用 され るということであろうから.その点について飽単にふれておき

たい｡

｢みる｣スポー ツとして考えられるものは,イン ･ドアの ものと,7ウト･ド7のものとに

分かれよう｡すなわち,

イン･ドア-･ ･-ボクシング,レス リング,柔剣道,体挫.ボウリング.アーチュ リー

水泳.スケ- ト.卓球,バ レーボール.Jl'スケットポ-ル など｡

7ウ ト･ドア･･.･･-野球,サ ッカ-,ラグビー,競馬,オー トレ-ス.陸上親技,テニ

ス な ど｡

イン ･ドアのものについては .比較的,観客を始めやすいところ.すなわち,交辿手放かAI:

富で,便利な地点にある総合体育館か多目nJJfニ利用されるようにつ くられ,かつ観客のための

設備をも っていれば,その施設がせいぜい 1つか 2つあれは充分であろう｡

7ウト･ドアの ものについては 5-6カ所の総合グラウン ドの うちの 1つに,EaJ妓な意味で

枚客のための施設をもっ こと(=よって足()るであろうO

4) サーキットについて

本来.サーキ ットは都市 ｢内｣施設ではないo Lかし今後のス ポーツカー時代 と日本の道路

中川等から考えると,スポーツカーなたの しむ施設か考えられてよいのではなかろうか.

港北ニュータウンの場合に即していうな らは.計画地域外の,適当な地点に一周 4-5付 11

のサーキットを造成 し.平均速皮 100… . 撮高速度 150拍11/へを楽しむことので きる

one- wayのサ-キ ッ トがつくられることか望まLい｡入口か ら出口まで 6周くらいとし

所要峠r告j16- 18分ていどに考えかは,外の休 息.娯楽施設とあわせて,近傍のスポーツカー

マニヤを始め ることは秘めて .･i'易であろうO

スポ ーツ施設のモデル ･スペース

助沢オ リンt='ック公園 420,000m2

野球場 36,000m2 サブ トラ ック

陸上放校槻 30.000m2 バ レ-域

体育館 22.500m2 ホ ッケー場

大ブール 弓道場

球技似 (ラクビ-.7 ツトポ-ル- ･) (何れも観覧席含む )

属串公苑 (馳連諸施設含む ) 184.900m2

東京体育館 70×90 - 6,300m2
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衣 2-7 立地凶子としての交地検軸の種軌と

都稚内ス,iI-ツ施設とのI狙係

主 77rる利 用段 階 交 通 手 段

若年 層 中 高年 層 尉 地 塾 施 設 型 鉄 道パ ス 自動 車 l自転 車 】壬 として徒 歩

野 苛サ ッ カ ーラ グ ビ ー ●､恥(. 〇〇〇 〇〇〇

C､ ○ ○

ホ ッ ケ ー ○ ○ ○

陸 上 競 技 ○ (⊃ ○

○ ㊨ ○ ○ ○

レ ス リ / グ ○ ○ ○

す も う ○ ○ ()
剣 道 ○ ○ ○

柔 道 ○ ○ ○ ○

求 - リ ン クl●嶋㊥ ○ , ○○ ○ ○ ○ゴ J1' フ卓 球 (早 ○○ (⊃

水 泳ス ケ ー ト ○○ ○○ ○○ ○○ ○

ア ー チ 1 1) - ●●●○○ ○ ○ ○
射 撃乗 賢!( サ ー キ ッ トーl●● ○I 〇I 〇〇〇

ト L/- ニ /ク的 要 繋Q)強 い もQ)

たの Lみ的 要素 Q)褒い もQ)

どち LQ)箪 繁 も向 等橿 皮の もの

-bt)--

泉

谷

木

立

放

血

臼

千

代

園

武

園

ス

ノ

楽

本

楽

川

ラ

後

日

牧

晶

･･･

上

ク

レ

一

巾

ノ

(

ヤ

鯉

野

体

が

パ

運

剣

7

卓

7

Y
L

ポ

キ



国立競技 場

千駄谷室 戸プ ール (50mブ ール )

代々木 室戸競 技 場

45,600m2

4.950m2

15.400m2

ノてレ-,ノ:ス ケ ツ ト場 , サ - キ ッ ト･トレ ーニ ング

後楽園野球場 24,000㌔

日本武道館 10,000m2

後楽園7イスパ レス 70×70 - 4.900m2

品川ス ケー トセ ンタ - 6,600m2

ミラノボ ウル (3F使用で 80レー ン ) 60×50 - 3,000r㌔

平屋で 1レー ン当t) 111m2

馴 lボ ウル (2F使用で 120レー ン ) 110×60 - 6,600m2

平屋で 1レ-ン当り 110m2

証 ) 東京都区分詳細B:L(E]地出版 )

表 2-8 ス ポ ー ツ施 設の 都市 内外 立 地

都市内 都市列 立地型 都市内 都市外 立地型

陸 上 頗 牧 場 F 428 7g8 ○ 水 泳 ブ ー ル 3,758 5,139 ○

野 球 場 805 869 ○ 磨 球 場 1.619 1.838 ○

体 育 鉛 5,583 12.980 ･○ 27 7 ○

Jfク シ ン ク 場 127 35 ○ 球 牧 場 183 129 ○

1.025 1.557 ∠ゝ 289 502 ∠ゝ

運 動 広 場 7.343 20,222 ○ 柔 道 場 761 893 ○

剣 道 場 536 575 ○ 弓 道 場 299 331 ○

7 - チ ユ リ - 22 5 ○ す も う 場 1694412 506 ∠ゝ

卓 確 場 481 369 ○ 射 磐 場 25432ll1 ○

7イススケ- ト場 70 167 ∠ゝ ○

ゴ ル フ 場 149 337 ∠ゝ ゴ ル フ 練 習 場 219 ○

*.- リ ン ク 壌 妻i 279 76 ○ 屠 場 521 ○

牡)立地型 で○ 印は都 市 立地 型 Q)ス ポ ー ツ施設 O△ Erl托 都市 列 立 地型 Q)ス ポー ツ施設O

都市内 は人 口 10万 人以 上 Q)都 市 を.都 市 外 は 10万 人 以下 を指 してい る｡

昭和 42年 1O月 10日現在 ｡ 日本 体育 脇金 ｢ス ポ ー ツ施設 醜査 報告 私 ｣ より作表 ｡

立地型は都 市 内 40感以 J=O
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2- 4 癖リ場形成に阻する-輩凶の分析

- 新宿,池袋等での消費者行動を対象として -

2-4-1 緒 ()似形成 と消雪守者行動についての関連仮設

ている副都心では,そ こに存在する百貨店の戸希か,別称 し､-の来客者を横棒的r-(吸引する抜

髄を梨していることか多く.従 って.副都心の規枚は笥貨店の規模と相幽するo Lか し,h白骨

店の魅力による吸引力と,副都心その ものか間福に持っている魅力との胤には,相互補完的な

β別系か見 られているO (鯨力的吸引輩臥 能動的塑臥 百貨店主導型嬰因 )

b. 南光核が形成 されるには, "交通の侠 "かよいことか必要であるO副都心あるいは射 )雀

の形成箪因としては,現状では前述鉄道の結肌 色に立地し,南勢圏申消智者に ｢交通に侠｣な

る印象を与えることか大切で方,I) 事実. ｢交通に便｣なるような宅地と結ぶ交通体系の隻性

と,交通等組の良好な状態毛つ くりあげる必要かある｡ (交通便利 的瞥臥 受動的蟹田.大麦

交通捗的主導型要因 )

214-2 消5'-lI者訓27:からみた盛()場利用のモチベーション

消幼者行動に幽す る調査0)うち,とくに碗 ()鰯利用あるいは白田店利用の調査結束をみなが

ら,消田老のJ,th()域利FUのモチベーシ ョンをみようO

衷2-9は,東京都民を対 象に,都l力の主要な碗リ機利frlの白的な見た ものであるo

表 2~9 主輩抽リ粉の利用状況

(証) 各盛り場vE対する目的別回答数(MA)

立正大 服部箆二郎氏VCよるo

この結果から敗つかの

問題点が指摘 出来るれ

とくに最近の都心部は

"働 くための拠点 "とい

う形での模能分化か進み.

J=1-_括利便のための11物お

よびサービス按能は.8;

都心に移行 し.そこに,

ショッビングセンター,

7ミューズ jン トセンタ･

などを包含 した盛リ壌11

委譲されてきている傾向を見ることができよう｡ もっとも,廉()場の中r-おいても,それぞれ

扱能的に分化し特化しつつある紬lかみられるO

たとえは,F鍛座では映臥 鶴劇,上野では美術薙'Li'.見学な どかあげられ るが,しかし.†
､J

ベ ての摘 ()掛 二共通して高い比率を見せている ｢n物｣ ｢デパートめぐIbJ - すなわち, ツ,

yビングに係わる楼能の大 きさか知られ るであろう｡

端的にい って,擁 ()掛 ま,大規模な商業 ･サービス核の生成したものだ といえるO
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表 2-10 盛()場利用 の理由
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選 択 要 因 全体に対する比率

1_利便性要因 5_7%1)便利だから

2)近一l(_交通俊がエい) 67.6

3)通勤の途中 1.2

4)道路や駐車施設がよいから 6.3

2.魅力的要因 3_41)専門的が多い

2)上い店が揃っている 2.3

3一石甥店があり.行きつけている 23.2

4ー衝む穿開気が好き 4_0

5)娯楽施設,よい飲食店がある 10.2

6)なじみの店がある 3.6

(鉦 ) El本リサーチセ/クー ｢デノミ-ト利用調査｣
-こよるo

次に,鮮()場のうち,南畝.サ-ビス検

能の堆い新宿,池袋,渋谷の三つのJ,ihリ城

について,そこを利用する消Tt者から ｢11

用する理由｣について調査結梨を整理する

と.衷2~10のようになる｡

すなt'ち,消努者が特定の終り域を利川

する理由は,｢交通の便がよく.近い｣と

いうことと,｢百貨店かある｣の二つを †土

葬に,大きく分類すると,地理的,距に･･叫

な移動の利便性r_関す る蟹田と,百折Ilを

中心として,専門店およびレジャー,サー

ビス業に関す る要因が魅力的な嬰医は なっ

ていることか知られる｡ -dTJ'者は.消班者と

掛 )場を結ぶ動線と,人口のは()つき具合

からくる受動的誓凶とも呼ぶことができ,

後者の魅力的安因は,ある範の経営動 向 ,粉本動向によって計画的に充実し柑るものてあ7LJL

ころから,能動的要因と呼べよう0

2-4-3 越t)場利用の決定要因としての n便利さ"の価値

便利な掛 )場が,もっともよく利用 される盛り垢である - ということが爽証される○すな

わち,ち-/ともよく利用す る盛()場と.消幼者かもっとも便利だと考えている盛t)域の臥 二は･

次のような的操かみられているo

新宿をもっとも多く利用しているもののうち,

新宿か一番便利だと答えた割合-- 97･3%

池袋をもっとも多く利用しているもののうち,

池袋が一番便利だと答えた割合-･ 8519%

渋谷をもっとも多く利用しているもののうち,

渋谷が一番便利だと答えた割合-- 863%

El木桶をもっとも多く利用しているものの うち.

日本橋か一番政利だと答えた割合-- 244%

親睦をもっとも多く利用しているもののうち,

銀座か一番便利だと答えた割合････ 490%

(注 ) I;TEL通 :消弊老調査 (42年 5月 )によるo

ヵ ッコ内の日本嵐 鍛座の二か所は,都心的性格のために臭った仰向を見せているが･新札

池滋.渋谷の盛り場では,便利さと利用頻政の高さとの一致は非常に商い0

-69-



表2-11 交通の便と利用頻度

交 通 q) 俊 が よ t,̂ デ パ ー ト

合 計 日本 橋 新 宿 池 袋 % # 伊 勢 丹 上 野 渋 谷
三 越 三 越 三 越 西 武 松坂屋 東 急

よく刺用する7~Iト 合 喜十 1001) 0_9 0.9 5_6 61,8 14_3 7.4 -5_1

日 本 揺三 越 loot)∴訂,I////_ 37.5 12_5 25,0

新 宿三 100_0 1彬////
池 袋= # 100{) 1ンン// 46_2 7_7

池 袋西 武 100.0 5.5A+/++y//クク 5_5 3.4 2.1

伊 勢 丹 lo舶) 9.1 "8,1322 4.5

上 野松坂屋 100_0 #髪;i;,,

証 ) E]本 1)サ ー チ セ ン ター ｢デパート利用調査｣ (43-5)に上るO

これと如以した調査データとして,都内の主箪百貨店について tt交通の使 "とq利用状況■

を見ても(表2-11参綿 )同じような仰向か見 られていることかわか る0

2-4-4. 盛()場づ く()の核としての召貸店の役割()

盛 ()場の軌客誘引のための能動的な嬰因である巾魅力 ''は,先に見たように次の三つr_分け

られる｡

I) 百n-Li店に関す ること｡

Il) 専門店に関す ること｡

Ill) 娯楽,サービス施設に関することO

消軒者湘丑の結果,その うちでも, とくに百貨店か核としての役割を大 きく果していること

か知られるO盛()場と買物の関係は最も本JB的なものであるところから.百貨店の存在は,盛

()場全体の顧客誘引の大 きな構成要因 とな っていることを考察しようO (表2-12参照 )

図 215か ら凶 2-7までの三つの図は,都内に居住す る主婦が d利用するデ,I- ト"と

"刺)uする盛()場 "との帆係を図示したものであるか,新宿,池袋,渋谷 の い ず れ の機合も

この両者の相関が非常に高い｡ 新宿の場合 この両者を数式化すると,

y- 24790 + 09913x 相関係数- 09913

ここで, yは新宿の盛 り場利用率であり xは新宿の百貨店の利用率である｡

図 215に見 られるように,牌 ()場と召貨店の利用率分布は,ほとんど一直線に近いことと

同じ(=･その勾配か1/4花 であるO 言い換えれは･両者の剛 二は･非常に削 ､相関かあり･両
-70-
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表2-12 捕り場利用と百貨店利用の状況

利用場所南勢幽地点新 宿 池 袋 渋 谷百貨店 盛り場 百貨店 盛り場 古墳店 盛り場

節 1 748264 76 6 5 1 0 杉並区成宗23 7968 ll7 90 187 2110 杉並区高井戸新宿区代 木々

456 54 59 71 5 13 14 世EB谷区代田宿 9592 9990 0 14 17 新宿区高田本町

7 88 92 1410 139 624 534 新宿区諏訪町中野区広町8 90 95 3 0 中野区駅前通り

～ 90 243 27 65 60 1 2 練居区関町

1ll 7 4ll 9290 8787 21 00 楓胃区石神井練居区旭ヶ丘

i 12 12 17 81 80 3 7 板橋区本町

1314 7 10 72 70 ll 14 北区赤羽2 0 99 100 0 0 板棒区成増

渋 1516 2114 2414 3ll 47 4470 4977 世EE]谷区太子堂世田谷区弦巻町

令 1718 106 145 74 72 6753 7062 目黒区碑文谷渋谷区臣比寿

19 U7 1 15 0 92 90 渋谷区桜ケ丘

者の利用峯かほ

とんど同程度で

あるということ

であ る｡

<鞄袋の場/,]>

新宿の場合 と

同様に,池袋の

利用客 と池袋に

ある負債店の利

用峯の靴には,

非常に高い相似

か見 られ,他の

擁I)場よりも高

いo

その細則係数

紘, 1に近 く

09985 であ

るO

両者の臥日系を数式化す ると,

y1-118674十09938Xl 相幽係数- 09985

ここで y.は池袋の脚 J域利用客であり. x.は池袋の百貨店利用率であるO

池袋は,他の旅 リ揚よ()ち,白貨店の位路が非常に大 きく,主婦にとって池袋の利用は,育

汝店の利用であるといった面が強い｡

<渋谷の似合>

新宿.弛共 よ()ち,全体的に両者 とも利用客か低い｡ しか し,やはり盛り場と百貨店の利用

率の伽には.高い根拠か見 られる｡

y2- 2･9276+09502x2 相関係数 - 09611

ここで y2 は渋谷の盛 り場利用塾であり, x2 は渋谷0)p自浄店利用客であるO

以上のことか ら.よく利用する碗I)鋤 と百貨店のある娘()竣とは,一散する偵向にあるとい

うことか知られ る｡

以上のことか ら,われわれは鈍 り場形成の原則的側面を考察す ることかできたのである帆

この原則は, さらには二つの盛 ()場の相互の観客の誘引を決定 し,南勢圏を決定す るための手

法とLて活用できるOすなわち,グラビテ ィか ら綿()場相互の観客の誘引力は "鍋 ()機の魅力 ′

度に正比例 し,盛 り場に行 く便利 さの二乗に逆比例す る ''ということで,次の ように図式化 さ
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れるO

Ch
政客誘引力 Im=甘 ~

Ch ≒盲貨店の売似T(l桶等 ÷ 専門店数 Fa ±所要時間

このような法則仲か港北ニュータウンと町田の両商業核の勢力齢の分岐と,上記式の組み変

えによる｡港北ニュ-タウン頓の必蟹面l櫛の罪出が 可能となろう｡

2-5 尚美核形成の仮説

一 立川市における実証的研究 -

2-5-1 問題の提起

最近.首都幽Pgにおいて,百貨店の郊外進出の事例が少なか らす見 うけられるOこれらにつ

いて,おおかたの見方は.いわゆる人口の郊外移動 (ドーナツ化 )と,小売商業の大型化を,

その主たる輩凶とするものであるOつまリ,この二大蟹田が.必然的に大型小売商菜の立地を

規定しており.その結果か,百餅店.スーパ ーの郊外進出となって現象しているということで

ある｡港北ニュータウンの間葉施設はこのような,郊外化の潮流の中にあって,果して他のい

くつかの成功串例とFiT.]様 に.南米核として成立 しうるものであるのかどうか,また,もし成立

するならは,それは.いかなる粂件がなけ九はな らぬかO

このような問題意識をもって.立川市とその関連商業活動を実証的に研究し,そこか ら見出

される若干の論理的帰結をもって,-つの ｢商業核形成の仮説｣ とする試みが ,以下の内宵で

あるO資料の制約等,作業上のい くつかの幽艶にもかかわらず.われわれはこの実証研究的な

検討を通じて,一つの仮説をつくりえたと考えている｡

2-5-2 立川市をとりあげた理由

この実証研究において,立川JrtJ-をと()あげた勤由は,はは以To_)とおりであるo

a･ 立川和の性格は,新宿,八王子の両間葉核の中胤にあって,商業都市としての色彩を淡く

Lつつあるo

h. 新宿 という大ク-ミナルか らは郊外地というべき地点にあり.かつ,国電中央線によって

結ほれている的操は.梯浜中心部 一 港北ニュータウンの恥係E=類似 している.

C. 単なる駅前商店街でなく,周辺地域から0)男物行動を吸引するような ｢核｣ として成立し

ているo

d･ 新宿 一 立川というようなl姻依,な らびに,八王子,三鷹,国分寺など,関係のある簡#,

住宅地とは幽髄中央線を主動派として結ほれており,すべて東京都下であるため.資料の入手

か比較的宵易である.

e･. その他の串例,たとえば .所沢.大 宮,船橋などはいずれも参考とすべき点か多いか,上
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述の群由によ()資料の入手凶椎なこと,なF'ひ(:.ターミナルとの対応軸操 が必ずしも1対 1

でないことか.穎婚=紬の研究としては不利である0

2-5-3 商業核形成の条件につL̂ての仮説

立川市の事例に基 いた実証的検討の紅巣を要約すると,次のごとくである｡

① 都心部0)商菓核から分裂して.周辺地壊をも含みうる商業核か郊外に成立ITるには.都心

商兼核,i姻連商業核の間に一定の距郎間隔を必要とするO

われわれの研究結果では,その距離ははは 10- 15Km であると弟定されたO (なお社会

的距離の項参照 )

② 郊外商菜核を発生させるに必要な地元消野人ロは.少なくとも10万人であるO

◎ 郊外商業核を発生させる市のD.I.D.地区人口比は一般に.周辺都市o)それよりも10ポ

イント以上高い｡

㊤ 都心部との結びつきか強いということ,とくに通勤依存率が商いということは,必らずL

も郊外商共核を妨げるものではないo

6) 有力商業資本の進出によって商業核形成か加速されるということは,凶果削除か相互依存

的であるために立証 しえないか,常識的にみて.めbうろことである0

2-5-4 至持論構成の槻嬰

分析の態度としては,公表された統計等で観察しうる社会的な諸変蘇 (人口,販売紗な ど)

の臥 二.いかなる論理的数fLt関依ないし函数組係か成 り立つかを探粟しようとするものであるo

Lたがって,論丑巨的な関係0)ある変長日ニついては,一応,網羅的に当ったか.分析を償易なら

しめるための,主として便宜上0)理由から,其礎的な概念をごく少数にしはったOすなわち :

1 人口.･.･･ ･ 市ulj村,区の人口は国勢調査お よび住民登録人口による｡

2 商業 ･ ･ 通産省,商業統計o)小売斐販売細を基準とし,必箸に応じて飲食店版

販売観 売櫛をも含める｡

3 交適･･･ . 距離は交通公社 ｢時刻衷｣計収の駅間距離を用い,各区.市につ きた

た一つの駅 (以下主著駅 という )を対応 させ,その駅陶距離をもって,

市胤距離とした｡

自動車交通は考慮さ′れていない｡

4 消封支出執 ･-･ ･ 主として総理府 ｢家計調査｣を基とし.店舗支出の割合を曲集統計小

売菜搬売高と対応 させつつ推割した0

5.世帯数･.･- ･ 東京都,食梅5'lL給登録台帳記軟の世帯数を採用した｡

6. その他･.･･･ ･ この実証研究で用いた新らしい概念かある｡それについて説明をして

おこう｡
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(A) 社会的距離

F Po'Pi

定義式 D=一言- ≡ d201

ただ し D-社会的距恥

F-2市問の引力

α-定数

Po- ターミナル (新宿 )の年間乗客数

Pl- 1布 く区 )の主要駅の年FR]乗客数

dol-ター ミナル ー i市闇の鉄道距離 (主筆駅間o)距離 )

各fl](区 )について各年ごとにDを計算する｡

〔説n)]〕 有名な ライ 1)一法則を引用するまでもな く,社会現象の説u)jに,引力法則の応用か

行なわれていることは周知のとおりであるO

ここでは.単純な型の引力法則か,二つの7bのr削 二成立つ と想定 し,そ0)作用力の大きさは

二市措｣の ｢社会的な距HIE｣ともいうべき槻念と-次式で結ほれていると考えたO

｢社会的距舶｣は,-櫛の結びつきの度合であるため,負曳概念としては単なる人口を用い

ず,上述主%1-駅における年観乗客総数 (国鉄資料による)を採用したO

年制乗客総数は,定期乗客数と定娼｣外乗客数とにわかれるか,こ0)研究では,総数のみでと

りあつかった｡上記区分による分析を併用しなかったのは,-つには飲食店売上を含めなかっ

たこと,一つには鴨胤的制約によるものである｡

なお.メ-ミナル新宿0)乗客数については.山手,中央の区分かない0)で その両者を含ん

だも0)を採用しているOもっはら瞥料の制約と便宜的な理由とに基くO

(B) 地元消･&率

定義式 Cl-
Si

El.Hl

ただし Cl- .市の地元消封峯

El- 1fbの 1世帯当()平均消封支出柳 (年胤 )

Hi- 1市の世帯数

Sl- 1市の小売業敗売耕 (年陶 )

各市 (払 )について.各年ごとにClを計算するO

〔税別〕 ある市をとって考えると,その市o)人口がそ0)市中で支 出する消封支出緋は,その

巾に存在する蘭菓施設等oj負と最とによって異るはずであるO完結した体系では,総消封支出

と総販売紬とは,電気,ガス,水迫桁,投光料.家賃など0)調整租E]を拙作すれほ一致するは

ずであるO つま(),調整後,E,H. SについてCを計算すれは完結した体系ではC-1とな

るはずであるO現実には,ある市の家計は,他のfh(区 )で支出するから, Co)他は 1の上 ･
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下に分布するO

そこでCの値は,上記定弟式に したが -Jて,｢地元拍筋率｣とよんでよいであろう.

厳密には.他了flの家計から0)売上 もSに含 まれるので,正砕な意味での地元消竹とは言えな

い｡しかし,一般に観察 されるところでは,地元消学才率が 1よ()低い地域に.多くo)割合の他

市家計消封支出か含まれているとは考えに くいo Lたが って.Cを地元消御室とみなす ことが

許されてよいでS.ろうOただ,Cか 1をこえるとい うことは,未来の地元消暫率ではあ()えぬ

ことなので,別の適当な名称を考えてもよい0

2-5- 5 中央線お顔の市 (区 )における計測の結果

川 社会的距離 (D)の計軌紙果

表2~13

主 要 駅 請 (区) 35年 37年 39年 41年

新 宿 新 宿 0■○ C一つ 00 -

中 野 中 野 153.8 165_7 204.6 242_4

荻 窪 杉 並 34.8 38.4 51_7 64.8

吉 祥 寺 三鷹武鼓野 18.7 22.8 28.7 33.3

武鑑小金井 小 金 井 3_6 5.2 8.1 10.2

阻 分 寺 L呈l十 手 3.0 3.8 5.1 6.6

国 立 -国 立 1_6 2_1 2.9 4.0

立 川 立 川 2.80,40.9 3,6 5.0 6.2

豊 田 日 野 0,5 0.7 0.9

八 王 子 八 王 子 1_1 I_5 1.9

拝 島 昭 島 0.2 0_4 0.5

骨 格 甘 梅 0.1 0.2 0.2

衷2-14 新宿 と国屯中央線主蟹駅胤

の臣巨離,時FtiI

昭和44年4月8日毒見在

の

出

は

な

,

新宿からの2巨杜 所要時間 特別快速vE上る所要時間

新 宿 0.OKm 0.0分0 Oo井

中 野荻 睦 4_48.4 6_13_0 5.027.0

舌 祥 専 12,2 18.0

武茂′J､金井 18.8 29_0

匡t 分 寺 21.1 32.0

国 立 24.2 35_0

立 川 27_2 39.0

金 田 32.8 45.0 34_0

八 王 子 37.1 52_0 38二pU

拝 島 34_1 51_0

青 梅 45.7 69.0

賢料 :44年4月8巳改正時刻表に上る｡
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Dの定盤式から.D

の値が大 きいほど新宿

との社会的距離が近い

ということであり.令

市 (良 )とも年ガ社会

的距離が近くな ってい

ること.立川とEq分寺

は同じ社会的距離にあ

ること,八王子は 日野

より社会的臣雛か近い

ことなどかわかる｡

Dと実際の主箪駅胤

距離.および,所饗･時

間とのl姻イ糸などは,衷

2114および図 2-

8に示 した&お ()であ

るo

図2-8か らは,立

川,八王子は.特興な

ポジシ ョンをもつこと

かq)1らかであろう｡
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(2J 地元消野審 (C )の計測結果

表2-15

C

地
元
捕
代

空

10

誓 藍 一十一鳶 恵 一(B)の商L胡

LA)の券力LglJl

以上の検討の結梨,次0)ようなことが馴らか

となるO

① C (地元消封峯 )は新宿からの地坪的距

鰍 二単純比例 して傾向的低下を示す というこ

とは.限定 された区帆についてのみ妥当する｡

したが って.適当な地理的距剛を保つならは,

Cは距馳 二応じて起伏す ることもzF.リうる｡

この関孫を図示すれば図2-10のようになる｡

㊥ 都心-の通勤依存峯の高いFfIでは.大き

な商業核か成立しないとは言えない｡ 適当な

距恥を保っている似合には,都心との交流の

大きいこと (社会的距離の近いこと )は.大

五誌の人の流動をもた らし,商業核成立条件の

一つであるかのごとき場合かある｡

このことは,胤接的に通勤動線の方向と

対物動線の方向とか興って存在する場合の

あることを示したものと理解することかで

きる｡ また,都心での高級なショッピング

を必要とする人びとか,ある桂皮まとまっ

て郊外に居住するようになれは,そのこと

は場合によっては,商業資本の郊外進出へ

の一つの誘因たりえよう｡

㊥ 武蔵野市,立川市,八王子市のいずれ

の場合においても,地元消智人口は10万

人をこえている｡また.この 3市のD.∫.a

地区人口比は,周辺都市に比較すると相対

的に高い｡つまり,都市集中かある程度進

行している場合で,他の繭某夜と適当な距

髄を保ち, か つ ,都心との交流肢合か高い

ところに,郊外簡菓核が成立しているL.

以上の結果は.中央線,新宿 一 八王子の間において昭和 35- 41の臥 二観察 された妙案

に去ちいてのものである｡当然のことなから, これだけで,す-て0)郊外簡共感の立地を論ずる

ことはできない｡しかしながら, 中央線沿線における経験の-部は,一般r_他の郊外闇米核成
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立にとって意味のある原理的な問題を含んでいると思われる.われわれは,それらのすべてを

明らかにすることはできなかったが,なおかつその重要な部分は,明 らかにしえたと考えてい

る｡

2-6 南東,業務施設の横能についての検討

以上のいくつかの実証分析および経験法則に よって･われわれは商業頓の形成および発展に

ついての法則性といったものを発見することかできた｡

本邸では,要約をかねながら, これら商業核形成の検討を行ってみることにLJ:う｡

1)都心お よび副都心からの距鮎か,商業核形成に微妙に作用する｡あまり近 くても,またあ

ま()遠くても大規模な商業核を形成することか凶牝である｡副都心の直接影響圏を脱していな

がら比較的近いという ｢求心性要因｣があり,10数キpが妥当な距舶となっている｡一方,

南勢劇の幽係で見るならは,完全に距 離 (地 理 的 . 時 間 的 )に関 連 す る｡ (図 2-ll

参照 )

2)人口的要因としての人 口密度の高いことか必蟹である. また.大規枚商業核を形成するた

めの基礎人口は10万人,南勢圏全部で20万人程度か必要である｡

3)大規枚商業核をつ くるためには･核店として･百貨店を誘引ITるーことか必要である｡現在

の消班者には･とくに主婦階層にとっては.盛り場に出かけることが,召貨店に出かけ ること

と美白似な感覚で受け止められることか多い.

また,核店として百貨店を誘引することは,次のような模能を果すことになる｡

図2-11東京南勢圏と距経の関係

六
ケ
月

Ein
に
東
京
に
EI
軸
に
行

っ
た

Ti)故

Iヽ 市川l

川口 ヽヽ

＼＼ 小金井

＼ヽ ＼春日l称

川噂I 〟 ＼i庖l 古川柵谷 小田 桃子

町t

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 ユ30 140'r
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a. 顧客分布の地域的

不均斎性を,人を吸収

することによって修正｡

b. 商品の市場的性格

に よる蕊および質の選

択性の増加.

C. 価格数竜の比較の

必要性｡

d. 単軸的な都市生活

人の慰楽性 O

横浜駅西口か高島屋

の立地によって,横浜

西口全体か充実した簡



芙核を形成し鉛たのであり,良近では,地方都市,郊外都市のいずれ も,商業力の浮揚を図っ

て.百貨店の誘致に積極的となっているのも,この辺に,その原因を求め られ る｡

4) ｢便利さ｣ か,商業銘-の消灯者に対 して頼極的な意味を持つ. これは鉄道,バス, 自動

車等の交通体系の嬰街に立地す ることの重要性を意味L計画的に行い得るニ ュータウンでは,

大規模南米核形成のための計画的交通が大切となる0

5) 簡菜施設地中化の原理

協業施馴 ま,特定地域に集中化させ ることに よって, さらに高次の商品なリサービスを消字書

者に提供するようにな(),このような地点-の消封者の集中が, さらに億某施設を集梯 させる

という因果関係を持って生成発展 してきてい るOすなわち.商業は地域的に集中化の偵向を持

つということであり,このような串十lH'は,人工的に南井施設 を配置しようとす るO港北二31-

タウンにあっても参 らない原則の一つである｡

この陶業施設のiL真申化の故能を撃的するとつ きのようになろう0

a. 集中にJ:る消田老の購買活動に対する便宜の供与

多数の小売店か近接していることは,たとえ異業種の商店か多くなくとも,消賢者に商品な

いし,サ-ビスの選択範囲を拡大 させることになるので,消智者の便宜を与 える割合か商い｡

これはさらに 2つの側面を持っているo lつは同菜柾の施設が多数立地することによって,

多温和 一 高雑品から低級品といった商品の水掛 こよるマーチャンダイジングセグ メン トか可

能とな().それだけ,消智者の選択句も凶を拡げろことになる.

もう1つの側融は,異業称の多数の商店か存在することによって,商品ないしサービスの称

nlかふえて,品目の多様性は増大するわけである｡

多品柾,多業柾は, さらに関連する商品を多 く派生させることになるO多数の商店の存在紘,

一両日二おいては対立性を持ってはいるか,他面Lでは補完性をも発生させ.これが,商店の姓中

化の 1つの原射 内接能となっている｡商業棟能の炎中化は当然, 消封者の粂 中化を伴 うo

b. 共同および競争阻係による納Hの促進按能

商業施設か地中化することによる各柾の共同的括臥 それ らには共同施設 (71ケード,駐

Jli場な ど),共同宣伝,共同サービスなど.多綾な共同活動か含まれるか.これ ら0)活動か,

消智者の購買者欲を高め.さらに,共同活動かな くとも,多数の商店か姓中化することによっ

て.消賛者はウイン ドー ･ショッピングと価動的な購只行動に走るようになり,商業施設の地

中化は,規模 メリyト0)1つの変型とも考えられ る｡

また,同業榊にせよ多数の簡店が存在す る場合には,晶質 ･価格,サービスな どの 面 で競 争

か行われ,消Tt者の肪fi'意欲を刺激す ることになるo

c. 集中化にJ:る楽しみ楼能

各桁の 消班者刑査の結果,1消酎者は掛物に楽しみの側軸を求めていることか知られているO

これに応えるため の 形 態 として偽装施設の染 中化があ り,良好な雰 囲気あるいはムー ドを誘
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･消労

せ る

】を持

究することになる｡

6)南条施設の規模拡大と需嬰の創造

商品生産の段階に於いて, 代幣要は創リ出すものだ "というマーケティング上の考えかある｡

歯糞施設においても,この法則は充分適用されうるし,商業施設も,規模競争 (スケール ･メ

リット)の段階に入ったといわれるのは,このような南米施設の動きを背景としたものであるO

そういった点では,商業施設は極大化と極小化の,二つの異なる方向に "二極分化"してい

こうとしている, といえるだろう.中途半端な.ないしは対応する市場に対 してのマ二マムな

施設では, a. 施設スブp-ル (住宅団地などでは採算面を考え,最少の商業施設をしか引画

せず,その結果,団地周辺に各柾の商業施設か乱立するような事例 )h 計画施設の過少化

(その結果,需Ii2･は市外に流出し,かえって計画した施設o)スクラップ化を早めるような事例 )

を招来する｡

これに反して.大きな商兼施設は大 きな需軍を創造する,少なくとも.周辺に購買力が存在

する場合に坑 この傾向かみられるO
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3章 市民の消費行動からみた横浜市の商業地域 と
港北ニュ ータウン商業核の関係

3-1節 横浜市商業核の現状

3-1-1. 横浜市商業の概要

最近の横浜市の商業活動を怖単にふれてみ ようO横浜市の昭和 43生皮の商店数は,33,509

店,従業者数は 162,648人 年間販売額は 1兆 2,059億円であ9,これを昭和 33年 と比軟す

るとそれぞれ

｢昭和 33年 -1000とした場合｣ ｢増 加 室｣

(昭38-41)(昭41-43)

商 店 数 1417 126虜 92%

従 業 者 数 167_6 152 46

生間販売額 4418 267 163

で参9, 10年間で年間販売額は 44倍 となってLhるo業種別では卸売業 4.0倍,/J､売薬 52

胤 飲食店 60倍 と飲食店が非常な増加を示 し,昭和 43年に 491億円 へと上 った｡

区別に商業活動をみると戸壕区,港北区,保土 ヶ谷区の周辺 地 域 の伸びが非常に大 きL̂○

これらの区は人口の急増地域にあたるO また市中心地域である中区の商業活動の伸び も大 きvlo

商店数でみると昭和 41年から昭和 43年の伸びは,戸塚区が 214多,港北区が 209車と

200蕗以上の増加を示 してtnる0 年間販売額の伸びでは,港北区が 64.7%, 戸塚区が 438

卓と非常に大きい増加を示 している (表 3-1参照 )o

昭和40年の区別の来街着教は,表 31 2のととくであD,神奈川区,保土 ヶ谷区,港北区

の1削二大きく,神奈川区は, 38千人の来街着 をもち,神奈川県全体の 31車を占めているo

これは他の区の 3倍程の大 きt̂ ものであるo Lか し,年間増加来街着数推定は, 1,397人 で

あ9,保土ヶ谷区の 1,411人 とほとんど変 i)ない○

次に横浜市の主要繁華街の商業核形成の推移および ヒンターラン ド等につh て分析を行なL̂,

港北ニュータウンに与える影響を調べてみi:う○
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表 3-1 区 別 商 店 数 ･年 間 販 売 額 の 推 移

区 別 昭 33 昭 41 昭43 昭33年-1000隅43 昭41～43の増 加 塞

商 総 数 23.649 30.697 33.509 141_7 9.2%7_0

他 見 -3.581125 4.13870 4264211242683 123_67神 奈 川西 ･3.2.30326 325421122 4866 4956 122_128,4 3_53.1

店 中南 43,6.861 8352 446568 139_3118_3 ll_52.6

保 土 ヶ 谷 1.571. 573 925 186.2 13.7

数 磯 子 1.103 83 533 139.0 10.8

宿 金 沢港 北 1.025.i.45.1 5095 192016 1163207_9 3_720_9

戸 壕 1.003 153 613 260_5 21_4

年 総 数 272939 1.036734 1,205906 441_8 16_3鶴 見 24282 62D58 84896 349_6 36_8

間販売顔 神 奈 川西中 3741ll 104331563 163.233.376.610648758 192198447729062590 519_4479.2374.4 17.∠ゝ 151882.8

○○ 南保 土 ヶ 谷敏 子 286027101980411 79.72633.58824.633594 1124232.180.181,879 400_3691_4826.1 402533765778万円 金 沢港 北 486 9.28,543 13.01547.017 381.6857.0 356443戸 塚 .654 24,576 35.351 967.5

人年 総 数 271.7 557.5 589.0 270_5 534157707517057

口間 鶴 見 113_6 242.3 326.3 287.2

天竺 神 奈 川 234.140 4 825_3227 4 948.998 1 405_348 0

当ク亡り額 西中 5_1.049.2 1_2.730_4 1. 2_3.235_4 9_308.4 121830
南 152.7 309.64 402.9 263.9

○○保 土 ケ 管磯 子 51.556.1 1 2_7248.3 155_8307.1 302.8547.8 923
万 金 沢 50_2 108.1 136.2 271_3 26
円 港 北 42,3 113.2 150_0 354.1 32

.戸 塚 38_6 106.1 126.0 326.7 18

染料 :｢昭和43年商業親計調査｣ 横浜総務局行政部統計課

表 Bp-2 商圏内吸引人口の伸び

来衝柵成比 来衝 者 推 定 過去 人 口増 加 峯 年 間増 加束帯者推定

~西 区 8.8613_831.15_67_75_03.64_813.79 10,656人 * 0.68% 72人

保 土 ヶ 谷 区 16710 8_45 1.411

神 奈 川 区 376112 659 3.71 1,397

中 区 782 3_03 205

両 区 .324 223 287

磯 子 区 055 2_64 135

金 釈 区 .359 2.90 115

鶴 見 区 812 6_94 168

港 北 区 .58944 8,142 1.1518

戸 塚 区市 内 計 7 46 1090 4.1 5 15,522市 外 2 39506

資料 :神奈川商=指導所
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3-1一之 横浜西 口 ショッピングセンター成立の推移

ダイヤモンド地下萌および西口商店街の出硯,高島屋開店等が核の導入になってきたが,それ

以外の各種の施設の導入状況を年次別に追ってみ よう｡

(1)横浜西口の商業核形成の推移

昭和 30年/ ｡センター設立母体 (相鉄不動産 K.K.)の創並

｡種頓の導入,前駆的 PR ｢ローラー ･スケー ト場｣の営業開始

昭和 31年 O商店街態核の導入 (57店名晶筏 )

｡大型各種小売店 (高島屋ス トア- ),映画館 2,総合食堂 (相模食堂 1オー

ブン

昭和 32年 ｡動線経路の整備 ターミナル乗入複線=事完了 (相鉄西横浜一横浜間複瀞化 )

｡商店街拡張分 (名店街, lo盾 )ォー7●ソ

o寄合総合店 が 成 立 (文化会館,店数 91店,映画館 2,その他 )オーブ

ン′

昭和 33年 ｡商店街拡張部分 (名品衝東側姦 )オーブン

o動線経路の増加導入 (国鉄東西連絡地下道開通 )

o核連繋構成部分的アーケー ド(名品街と文化館 との連絡用歩道横断アーケー

ド)完成

昭和 34年 ｡百貨店核の導入 (横浜高島屋 ),各種総合′J､売店 (相商ス トア)有名専門店

昭和 35年 ｡商店街核の再導入 (新 西口衝の大部完成 オーブン)

昭和 36年 ｡首貨店拡張 (高島屋床面積増加 )

｡第 2次核連繋の構成 (首貸店 と隣接者合百貨店 との連絡空中歩廊 ｢スカイブ

リッジ｣完成 )

と地下商店街を含むオフィス ビル核の導入 (相鉄 ビル完成, 18店オーブン)

昭和 37年 ｡駅 ビル店この導入 (駅 ビル寄合首貸店 ｢横浜ステーション .ビル｣オーブン)

昭和 39年 ｡地下街完成 (咳集積の完了 )

昭和 43年 oかかだJP首貸店 とサンコーが進出 (資料 神奈川県商工指導所 )

以上の 10年間におt̂て,商店街態一つとt̂ う単核 センターが地理的,社会的要因等を含め,

大規模百貨店,寄合百貨店, レジャー商店街,駅 ビル,スーパーマーケット,オフィスビル,

地下商店街態の頓集積に成長 したO との核の成長は,主 として業種構成的調査を軸として,面

横的増加の方向 (売場面積 :当初の単核を 100とする指数におt̂て.16倍の増加成長を示 し

た｡ )に上って行なわれてL̂ったOすなわち拡張によって不足薬種の追加充足,同系業種集中

による核ポテンシャルの増大,場面横拡大によるセンターの帯状～面状頓事化,などが逐年連

続的に実施された○ このような ｢核｣集積の推移に対 して,束帯者数はどの ように増加 して幸
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たであろ うかo

商店街の人口集横 を横浜駅の利用客 と西口商店街の客 との比率,すなわち 〝来街婁 Uによ1

てあらわす と表 3- 3,図 3- 1の ことく昭和 31年の商店街態投入 (西口商店街出現 )に上

れ 兼帯峯は 16啓か ら34虜へと 図 3- 1 西口商店街への来客率

18 ,ポイン ト の増加 となっているo

これ と同程度の増加の要因が首貸店

核の導入,すなわち高島屋の開店 で

30 31 32 33 34 35 36 37

表 3-3 集 中人口および来荷室の伸び

横浜駅 の総利用客数 西口降車客数 来荷室 摘 要

昭和30年3132 100.000人120.412134,517 16,29641.14740,993 16 感3431 西口商店帯出現高島屋開店高島屋増兵

33 148.108 49.555 33

34 176,894 92.860 53

35 207,644 118.576 57

36 239.290 135,986 56

資料 神奈川県南=指番所

(2) 横浜駅 西口の商業面での特性

a.副都心的性格をもつ

西口シ ョyビ/ク .センターでどの商品を多 く買 うか,すなわち業種別の購買商品に関する

現状性,図 3- 2のと とく衣料品 と娯楽関係品が高 く,次に食料品, 日用品の頃である｡この割

合は東京圏のスケーJL,と構造か ら考えると文化品,身の廻 9品業種の購買慶がひ くく都心的性

格 をもってV,るとはいt̂がたL̂o都心的性格 をもつためには, これ らに対する購買慶がもっと

高 くなることが必要であろ う｡現在の購買慶か らは,副都心 あるレりま副 々都心的性格をもって
L̂ると言えるO

これを商兼立地の観点か らみると,横浜駅西口の発展が伝統ある伊勢佐木町商店街に対し,
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脅威の存在とな9,それと共に横浜の商薬立地は東京の都心に よb接近することになったので

あるが,これは都市としての横浜が首都圏における分業的都市に変化 した一面でもある.

図3-2横浜駅西口の購買性好意度 グラフ

文化

凡 例

一一一日一･市内平均

市外･県外平均

-'-A- 稔平均

(資料 .神奈川県商工指導所)

関する

との封

心的健

もっと

もって

対し.

(3) 横浜駅西口ショッピング ･センタ-の南勢圏

横浜駅西Ejの商勢圏は,国鉄 (東海道,京浜東北線,横須賀線 )および三私鉄瀞 (京浜急行

諺,東急東横顔,相模鉄道線 )ぞhに そ の圏 域 を求 め る ことが で き る｡ しか しながら,

(l)横浜 市 そ の もの が神'･奈川県の東部に偏 カす ぎていること,(2)東京都 との時間距離

rtlmea_lStanCe)が短 く,東京駅から1時間なt̂し1時間半の位置にある○(3)市内から東

京都への日々の人口流動が苦る しく高 く(横浜市から東京への流出人口 17万 ),かつ県下か

ら横浜市-の流入 も東京 よいま少なV,(県下から市-の流入は 11万,東京区部-は 23万 ),

(4榊奈川県と東京都を結ぶ交通路線はほとんど東京指向的であb横浜指向が弱t̂,などの諸条

件を横浜市がもってLnる｡すなわち,横浜は県下の中央都市であると同時に東京の衛星的都市

でもあるとL̂う二重性格が存在 している｡｢また,横浜市内に伝統を誇る伊勢佐木町 と新 しL̂横

浜駅西口ショッピング ･センターが共存 してtnるo これ らの諸要因が商勢圏を上り複雑化させ

てVlる｡横浜駅西口ショyビ/グ ･センターの商勢圏は次の通 DであるO

市内にわたる商勢圏は

市の北西五区 (鶴見区,神奈川区,港北区,保土ヶ谷区,戸塚区 )を主体 とする｡

市外にわたる商勢圏は

湘南方面 (藤沢以西′J＼田原にわたる)と県央方面 (大和,厚木,伊勢原, 秦野を含む )およ

び川崎方面をもつ｡来街着の背後地 を量的に捉えると,市内からが 7419帝,県内から161

卓,県外から8.8%の割合であるo県内からの うちで川崎から3.1蕗,県外からでは東京 77
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%が主賓浸ものである｡

■西口の商勢圏は,上述のととく横浜市内が主 とみ られるが, この うちとくに北 西五区のウエ

イトが高ふ｡ 西口-の総数を1000とした場合,保土 ヶ谷区,戸塚区の両区で 276%,神意

川区 97飾,港北区 114%,鶴見区 48%で北西五区で 53.5%を占めておD,西区,中区

の両区で88啓,南区,磯子区,金沢区の 3区で 12.6啓と南西五区で 214多を占めるとL･

う割合である○

図 3-3 横浜駅西口釆街者の居住地分布図

(4) 横浜駅西口の来衝者の状況

6月 1日 ･2日の横浜駅西口にかける事例調査 (資料編 参照 )をもとに,来衝者の購買草

況 をみてみようo

a.来街着の横浜駅西口-出向いたB的 (来衝の動機 )

買物

レL)ヤー

散歩

通過経路

その他

585%

120%

65%

1174

174%

b.横浜駅西口で何を一番多 く買 うか (商品部門別買上げ状況 )

洋服類 (上着類 )が圧倒的に多 く全体の約 60%を占めてt̂る｡次に多いのが食料品のIA】

虜であるo

c.横浜駅西口への来筏頻度

1ケ月に 10匝】以上来る人々が一番多 く,次が 2, 3回来る人 々である｡
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図 3-4 商品部門別買上げ状況 図3-5 来街頻度分布図
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以上のどとく,横浜駅 西口は横浜市に とって一番大 きな ショッピング ･センターで もあ9,

新しくつぎつぎと商業核が導入 されて,商業集積 をみた ところである｡ この横浜駅西口を形成

している主要な ものは,横浜駅名晶衝,相鉄文化会館,相鉄有名店 , ステーションビル, ダ イ

ヤモンド地下街,相高ス トアー,高島屋.かかだ屋首貸店 であるo これ らにつ L̂ての売場面研

l坪当9年間販売板, 1店 当 9- 日平均客数 と購買率は表 3- 4- 6を参照｡ ｢また ダ イヤ モ ン

ド地下街の一 日入場者数 とその流動状況 につLJlては図 3-4を参照｡

表3-4 西口業種構成総合表 (店数及び売場面横に よる構成比率 )

･区;舟 菜種 店 数 東 名 品 衝 新 西 口 相鉄会館 相鉄ビル 合 計 iク花J 茄一 nl が 可■ m

TI匝品 総 合店衣 料 品文 化 晶 26166 42,5 21,2161,0531.468 405441 446487 1.920221 2069 21.216.3B442.676 30.55.53.841.660.842.3

身辺細貨 39 602 168 145 226 17 1,158

名 品計 45213 33924.678 151165 171.095 872,444 106 59429A88

I 食 料 品和洋薬子 2■′29 12.4 ZJ4121 ●1.119 lp/b116292 8989 41U445 .005ti588

育 果 実 5 148 33 181 026

!晶l ス-ノヽ-● 162 90593 152 901_126 011766

≡す[ど,.ス サービス案 内 所そ の他 ll341 501,003 8188 7,331 759 4562 1450852i+ 225 F,165 2.631 28,925 39.042

(ii) 総合店の2店は,相高スト7-台上ひ高島屋｡ (資料 ) 神奈川県商=指導所
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図 3-6 港 北 ニ ュー タ ウ ン と既 在 商業街
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表3-5 業 種 中分 類 別 売場 1坪 当 b年 売上 高 の此戟

大a衝別薫分 横浜駅西口名品会 相鉄 文 化一会 相鉄有名店会 横浜駅 ビル商店会 地 域 合 吉十
1坪当b 指数車 1坪当り 指数宙 1坪当り 指数腐 1坪当り 指数癌 1坪当り 指数虜

載斬]分類 年 売 上 年 売 上 年 売 上 年 売 上 年 売 上

I 衣 料 品 千円3509 1862 千円1.Q44 55.4 千円880 46_7 千円2.106 111.7 千円1,885 100

巨? 身辺 細貸 5.851 211.5 1.296 46.8 819 29.6 3.100 112_0 2,767 100
品 文 化 品 2.681 152.5 644 36.6 1,267 72_1 2.441 138_9 1.753 100

4 小 計 12,041 187.8 2,904 46.6 2.966 46.3 7,647 119_3 6.405 100

I育 一般食料品 7,429 187_9 1,572 40.3 2.839 71_8 3.953 100
生鮮食料品 5.385 129_9 2.136 51.5 4.914129 118_6100 4.14529 100100

5品I 日用品雑貨菓 子 5.356 127.4 2,410 52.0 1.4,843 115_2 1,14203 100
小 計 18.176 135_3 6,138 45_7 13.725 1022 13.430 100

ササ ビ_ス 613 1091 210_2 540 96ユ 534 950 562 100II飲 食 店 1,245 73B 3.546 760 451 1,197 71.0 1,687 100

,*ス小 計 1.858 82!6 3,546 l157.7 1.300 57_8 1.731 77,0 2.249 100

(資料) 表3-4と同じ

表3- 6(1) 各商店 衝 ブ ロ ック別 1店 当 9- 日平 均 客 数

名 品 会 商 店 会 平 均 客 数

T 回 り 品 188人 21_9% 81人 14.7% 29人133 17_9東82_1 111人 13.6% 102人 15.6%

t 寄 り 晶 308 36.1 59 10.6 330 40_6 232 35.5

*女.サービス 359 42.0 413 74/7 373 458 319 42_9

:合 計 855 10_0 h 53 100 162 100 814 100 653 100

表 3- 6(2) 1店 削 一 客 の 購 買単 価

.ゝ 竺竺＼ 地域総合平均値 横浜駅西口名品会 相 鉄 文 化 会 相鉄 有 名店 会 横浜駅 ビル商店会金 額 虜 音 ヰ 金 額 t 感 金 額 ヰ 金 額 ヰ

I 画 9 品 629 l100 579 92 558 39 544 86113 836 133

I 寄 b 品 273 100 320 117 292 107 - 208 76

k女.サ-ビス 160 100 157 98 130 81 180 175 l109

(柵 ) 神奈川県商工指導所
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駅ビJ甥 諾 経口 駅ビ-第2連如 駅ビル別 姓如11,704 14･585

駅ビル連結口計 34,972(147%)
資料 :神奈Jl‖県商工相雪失所

図 3-7昭和41年3月26日Ujについての釆街者図
(各階段の数字は釆析老人貝を示す)
(カ ′コ内の%は全米街老中の比率をいう)

時間 :AN10:00-PN10:00

-94-

qr

蔀

,

hノ

o

ロ

と

)堺

<

ク

一

tb)

ね

ヰ

彰

は

旺
〃

宕

1

日

rEq･

冨

童

J

.～

名
.

Iノ

gtA

メ

′フ

nAL

..

一

...t

横

鉄

お

る

西

性

横

ビ

/

コ

と

に

を

○

相

藤

川

の

駅

台

Ej

連

相

方

屋

番

に

相

た

都

道

が

つ
れ

朝

頼

て

ほ

ル

に

ソ

･1
J

ン

と

設

る

沿

奈

間

設

ケ

西

を

平

島

五

中

っ

る

ル

駅

な

ら



三 一1-lT

闇:

義

皆段(池上かつ

刷 今後の開発

横浜駅は,国鉄 ･東海道,横須賀線,私鉄 ･東臥 相鉄,京浜急行が乗 b入れ,パスも市,

相鉄.神喪中,東急,京浜急行,江の島その他,これに市電 (東口 )と交通機関の要所 となっ

てわb,現在一日平均の流動客は,だL̂たt̂平 日40-45万人,休 日で 70-80万人にの

ぼるo

西口の発展は,商業核の形成の節に述べた通 D,昭和 30年に相模鉄道が横浜駅の ク- ミナ

ル性と東京の人口膨張に着 日し, 自社所有地を利用して繁筆筒建設に乗 9出したo昭和 31生

に横浜駅名晶帯を開業 して以来,相鉄文化会館,相模会館,相鉄 ビJL,,さらに横浜ステ-ソ才

yビル,横浜地下街と相ついで建設 し,現在では横浜高島屋 と東光ス ト7-を核 としてショッ

t'yタ･センターを形成 してt̂るo昭和 43年には,川崎岡田屋総合店のおか7t'屋盲貸店 とサ

yコー (ディス カ ウン ト ･ス ト7)が連出し,横浜駅西口の商勢圏を広げつつある｡

との1うな発展の中で,相模鉄道はかねて上9構想を練ってt̂た横浜西口の再開発 を図るこ

とにな17,第 1期工事を 3月着手 してL̂るo この計画は床面棟で日本最大 となる新相鉄 ビル建

設を中心に進めるもので完成のあかつきには,横浜西口はさらに大規模尤ものとなる予定であ

るo

相鉄が西口再開発に乗 b出した最大の原因は,沿線人口の急増に対処するためである○相鉄

沿軌ま昭和 43年,西友,サンコーの両社に上って ｢じゅうたん爆撃｣がおこなわれたが,秤

奈川県下で商業地 として最 も魅力のあるところであるo これに加えて,同社では二俣川～平塚

間の新線を建設する計画である○新線は,′｣＼田急江の島湘南台,国鉄相模原香川で交差 し,釈

設駅16,′J､Efl急湘南までは 47年末,平壌までは 52年完成の予定であるo同沿線は公団鶴

ケ台団地.県営上飯田Efl地は じめ,宅地開発が急速に行なわれてL̂るところであるo Lハ力ば,

西口再開発は交通量の増大にともな うものでこれに並行 してマ/モスショッピング ･センター

を建設しエうと言 うものであるo

相鉄の計画では,鉄筋 コンクリー ト地下 2階,地上 8階建 (1部 10階 )敷地面横 1万7683

平方メー トルの規模 )高島屋の各階 フロア-をそのま 線ゝ路側にのばす 上うな方法をとb,高

島屋とテナ/ ト店のフロアーを通 しにするのは もちろん現在の名品荷,相鉄文化会館,高島屋,

五番荷,高島屋 と道路をはさんだ駐車場 (高島屋の売場 とな9倍増 )がすっぽ り1つの ど ,̂の

中に入るo

相鉄の発着は ビルの 2階脇に設け,泡雑を緩和するために′J＼Efl急所宿駅の ように,乗客は L̂

ったん 1階におbて国 ･私鉄に乗 bかえる方法 をとる｡また,名品衝の道路 (サンコ-に抜け

る部分)は残すが,それ以外の通路は ビル内に包含され,そのかわ 少ビル横南北に 22メー ト

ル道路をつ くる｡ この道路には横浜市の地下鉄計画 (45生 とLlわれるが具体的に未定 )から

駅がつくられることになってLnる｡ ｢また,東急 ホテルも増築の計画がなされてか9,それに伴

なってダイヤモンド東光ス トア-あるLlはホテルの地下にある横浜東光ス トアーの増築 も考え

ー95-





‥

･,
.,,･･..:.I
.･T
JiT
｡
.J
｢

芸

このように,横浜駅西口は大規模化をますます進め,商勢圏の拡大へ乗 b出してL̂ くものと

患われるo

い 1-a伊勢佐木町 シ ョ ッ ピン グ ･セ ン タ ーの現況

ttJ 伊勢佐木町商勢圏

伊勢佐木町は,伝統を誇る古い商業街であ9,新 しLn横浜駅西口の商業街 と競合関係にある｡

gt浜駅西口商菜核の南勢圏が,市内では北西五区の保土ヶ谷,神奈川,戸塚,港北,鶴見を主

任とし,市外では川崎方面および県央方面 と湘南方面にわたってt̂る｡ これに対 して,伊勢佐

木町商業核の商勢圏は,市内では南西五区の南区,磯子区,金釈区,西区,中区を主体 とし,

市外では三浦半島方面 (横須賀,三浦,逗子,葉山,鎌倉を含む )におエんでいる｡

伊勢佐木町への来街着の背後地分布を定量化すると,市内からが 92.4啓, 県内から50啓,

A外から2.6多の割合であるo県内からの うちで川崎 09弟,県外からでは東京 23啓を示 し

ているo

伊勢佐木町の商勢圏は,横浜駅西口よDもエb横浜市内を主 としていると言える｡上述の エ

)にこのうちとくに南西五区の ウエイ トが高t̂○伊勢佐木町束帯者を 1000とみた場合,西区

と中区の両区で 255%, 南区と磯子区 と金沢区の三区で 352留と南西五区で607解を占め

るに至ってt̂るo これに対し保土ヶ谷区,戸壕区の両区で 148虜, 神奈川区 7.3蕗,港北区

7.0弟,鶴見区 2.6虜と北 西五区で 317虜 を占めているとい う割合であるo

:一伊勢佐木町来衝者の状況

次に6月 1日 (日), 2日 (月 )の伊勢佐木町における事例調査 (資料編の表参照 )をもと

に.束帯者の買物行動を分析するo

E 来街着の伊勢佐木町へ出向V,た 日的 (来街の動機 )

異 物 678啓 散 歩 14.5車

t/ジャー 91勿 通過経路 130藤
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そ の 他 52%

(b) 商品部門別買上げ状況

横浜駅西口の買上げ状況 と同様に洋服類 (上着 )が一番多h｡ しかし,横浜駅西口エ91

%程度低L̂値を示 している｡次に多t̂品物は食料品の63%であるO

(C) 伊勢佐木町-の来街頻度

1ケ月に 1-2回来街する人 々が一番多 く 247% である010回以上米る人々が横浜罰西

口よDも7%程低Lhのと,また,ほとんど来なt̂人々が 15%もあD,横浜駅西口エDも5弟辛

皮 も高t̂のが着 日される｡全体的に伊勢佐木町-の束帯頻度は低 く, 1ケ月平均 34回である･

これは横浜駅西口-の来街平均頻度の 42回 よi)08ポイ ン ト低ho

図3-11商品部門別買上げ状況 EgI3112釆街頻度分布図

洋服類食料品 耐久 肌着類その他
消管財

IO
【g
以
上

六

-
九
回

五

回

四

回

三

回

二

回

1

回

た
ま
に
く
る

3-1-4 元町商店街の現況

元町は,明治初期にその背後台地の山手が外人住宅地 となb, これら外人居留民の日常必書

品の販売か らは じめられ,舶来品が店頭に並べられたo東京か らの客足 も吸収する上うになっ

た｡ この ように特色ある伝統を有 している｡

しかし,元町は 自然発生的な商店街 と根本的に区別する必要があろう｡
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エbl0

)El常必声

うになっ

元町は,横浜駅西口,伊勢佐木町 と比 べ るLと規模は非常に′J､さtJlo横浜市内住民の商品別

革具先をみても,元町を選んでLnる頻度は/J､さく,衣料品 (紳士服,婦人,子供服,生地,呉服,

洋品,壌A,セーター,婦人下着類 )の購買先 として元町 を多 く利用してtJlる地区は,鶴見区

の8卓と中区の 53啓である○他の地区は 1藤前後である｡

文化晶 (家庭電気器具,時計,眼鏡,楽器.家具等 )の購買先 としては,中区の 25多を除

いては1帝にも満たなt̂o横浜市 10区で05啓である｡

身の担9品 (靴,履物,/｣＼間物, カバン,袋物,化粧品,アクセサ リ一等 )としては,鶴見

区の8.2弟と中区の 64帝が多t̂利用率であり,他の地区は 1- 2帝にとどまっている｡

3-1-5 横浜西口と伊勢佐木町 と元町の比較

三大ショッビング ･センターの店舗数及び年間販売額,市場 占有率を比戟すると表 3-7の

孟D,店舗数は横浜駅西口と伊勢佐木町 との差は 50店程度にとどでってtnるが,元町は153

店と横浜駅西口の三分の一の規模であるo横浜駅西口の店数 495店紘, その属する西区の店

嶺の 173啓 と六分の-を占めてV,るO これに対 して伊勢佐木町 と元町は,その属する中区の

店舗の5,783店の 78虜と26多をそれぞれ占めてt̂るo横浜駅西口の年間販売額は,340

患円で元町の 35億円の約 10倍,伊勢佐木町の 246億円より 100億円の増である. また ,

区内盤間版売額 518億円の 657多と半分以上 を占めている｡ 伊勢佐木町は,中区の年間販

売額615億円の 40.0帝も 元町は中区の 57車を占めている.

このように.横浜駅西口ゾヨツピンク .センタ-の商業力は,他のショッピング ･-センクーに

比較するとかなり大きなものをもってVlるo横浜駅西口の西区商業に占める比重を考えれば,

店舗数173%,売場面市46.7虜,年間販売額 657% で,西 口 のもつ商店集団の強みがい

か二大きいものであるかを理解できようo

横浜市内に対する三つのショッピング ･センターの商品別市場 占有率は,衣料品と身の廻 り

晶におV,ては横浜駅西口が強 くそれぞれ 302%と272%であD,文化品では伊勢佐木町が強

く209啓である○ 元町はt̂ずれの商品にも弱 く衣料品 20虜,文化品 05虜,身の廻 9品

2.4再の市場占有峯であるo

市場占有室を横浜市の区別にみると横浜駅西口は,衣料品,文化晶,身の廻 9品 ともに神奈

川区,西区,保土ヶ谷区,港北区の占有寒が高L̂｡特に神奈川区の占有率が高 く,衣料品に関

しては 64.1多,文化品 27.6多,身の廻b品 529虜であるo これらの地域には,衣料品と身

の担少品の占有峯は 40%以｣=を示 してLlるが,文化品に関して低 く25啓前後である｡

伊勢佐木町は,衣料品,文化品,身の廻 9品の別な く,中区,南区,磯子区 よりの市場 占有

率が高LJl.特に中区が高 く衣料品 68.4虜,文化品 522虜,身の廻 9品 439%の占有率を有

してtnる｡伊勢佐木町は.各区ととにみると衣料品,文化晶,身の廻 9品 ともに似通 よった占

有率を示している｡たとえば,西区では,衣料品 194虜,文化品 180啓,身の廻 り品 136

年,磯子区では,衣料品 461留,文化品 400多,身の廻 9品 34.4%の占有輩を示 してt̂る0
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表317 三大商業繁華街の比戟

㊨店 舗 数 ⑳区 内店 舗数 @年 間版 売額 ㊨区内年間販売額㊨/◎ 壇)/㊨ l市 場 占 有 率 l衣 料 文 化 品 君 の 慧 売場面凍

元 町 店 店鯨円 鮭円 ヰ 感 感 也 感 砂153 5,783#)35 615 2.6 5_7 2.0 0.5 2.4 6.861

註 :1 元町の年間販売額は推定,他は昭和 41年商菜統計調査に上る｡

2 ｢横浜駅西口｣にはダイヤモンド地下街(119店,657億円)と駅ビル(175店,717倍円)
を含む｡

3 区内店舗数は,卸 ･小売･飲食店の総数｡

4 市場占有峯は ｢消費性向｣(神奈川県商工指導所,昭和 42年3月)より作成C
市場占有率は,横浜市内の住民の何感がこのセンターに只t̂にくるかを示してL,･iる｡

よbわか Dやす くみるために,横浜市 10区の平均をみると衣料品 255虜,文化品 209i.

身の廻 9品 167解 と商品別には特徴的な ものがな く,全体的な商品の購入先になってt̂るo

これに対 して上 記 の ように 横浜駅 西口は,衣料品の購入先 としての力が強 く10区平均で衣

料品 302藤,文化品 139%,身の廻 9品 27.2%の占有峯 と衣料品 と身の廻 9品が高い｡

元町は,衣料品,文化晶,身の廻 9品 ともに占有賓が低 く2留前後にとどまってL̂る○敢え

て言えば,鶴見区 と中区が高 く,鶴見区では衣料品 80帝,文化晶 05希,身の担9品 82年.

中区では衣料品 5.3啓,文化晶 25虜,身の廻 り晶 64車の 占有峯である｡ (以上表 3-8参

照 )

3-1-6. 浮揚する町田市商店街

港北 ニュータウン商業核 として額合関係にたち,Lかも,現在すでにかな り高庇な商業集棟を

みせてV,るo先発の町EEZ市商業核についての考察 を行ってみ ようO

(1) 町田市における商業核のTB成 と現状

町田市は′J､田息練で新宿罰 エ93l氏m,急行で 30分,横浜線がこれに交叉 して交通の要所

とな り,商業地 を形成する要因 となっているo

町田市の/)､売店数は 41年次で年間版元額 202億円を売上げ 35年か らの 6立間で 商店数

で 41%,従業員で 93藤の増加をみせ ,年間販売額では 4.5倍 となっているO

とくに,′J､EB急線新原町EEI駅 と横浜線原町田間が商業地域 を構成 してお り,本年 6月開店し

たスーパーチェー ン ｢ダイエー｣ をは じめ ビックス ト7-が軒並み出店 してお り,かな り大泉

模,かつ水準の高い商業核を形成 しているO (図3- 13参照 )しか も近Ln将来 ,有名デJ(-

トの進出計画が 2店 (東京大丸 と/J､EEl急 )あ り,市 としても昭和 50年までには大商業都市と

して発展させてい きたL̂意向であるo

この ような町EE=ニかける商業の活況は,商勢圏人口の増加 もさることなが ら小田急線沿鰍 二

は,上 り方向では新宿までこれ とV,った商業施設がな く,,J､EEl原 ,江の島方面では厚木,藤沢
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二日 .二 . ∴ ,:I.I ･･ ミ ∴ 一､ -: ･ .: .二二｣..:･.

表 3-8 区 別 ･商 品 別 の 市 場 占 有 茎

衣 料 口｡ 文 化 晶 身 の 廻 り 晶

近 くの商店 横浜駅西口 伊勢佐木町 元 町 近くの商店 横浜駅ー西口 伊勢佐木町 元 町 近 くの商店 横浜駅西口 伊勢佐木町 元 町

鶴 見 区 48.2 12.3 1.76.2 8,0 62.5 l 4.927.622.34.75.4 2.49.3 0.5 60.136.137.6 ll.6 1.44.213.643.9 8.2

神ー奈川 区 23.4 64.1 1.01.15.3 38_6 0.0 52.9 日 二:6-r4

西 区 35.7 40.3 19.4 40.9 18_0 0.62.50.0 45.6

中 区 15.4 7.3 68.4 28.2 52.2 39.4 9二5

南 区 32.3 12_0 52_913.346.1 0.6 40.947.434.8 41.1 ･55,5 12.5 29.8 0.50,42.50.61.30.52A

保土ヶ谷区 35.329.728.0 49.419.429.8 0_0 24.1 1■2_0 0.0 51.3 40.9 6_6

磯 子 区 1.0 8A10.321.89.5:卜3.9 40_0 0.0 ◆42.1 18.8 34.4

金 釈 区 26.8 0_3 53.4 20.47.45.8 0.0 49.1 20,6 20.6

港 北 区 33.9 42.6 8.9 1.1 43.7 OB 48.7 37.7 6;0

戸 壕 区 55.0 25.0 ll,5 0.5 64.545.5 0.3 65.0 22.3 6.5

資料 : ｢消費性向調査審｣神奈川県産業診断協会

註 : 各項の合計が 1000と走らないのは･項目に東京･川崎等が除かれてLnるか らoこれらの値は表 3-7を参照o



港北ニュータウン商業核の商勢圏

店 名 備 考

(D 松 山 百 1.Y店 不 明 不 明

6,600 28 ll.0∝)一lニr_もfi+

(診 長 崎 足 I.120 9 拡磁子定

(む OXス ト7- 2,200 10

(9 紙 屋 12.咲)0 不 明

(抄 丸 井 875 不 明

(診 大 正 皇 宮 具 3.630 不 明

⑧ さ い か 屋 9.300 26

(9 相 同 屋 970 13

⑬ 大 九 百 1号店 不 明 不 明

⑳ Y イ エ ー 8,000 36 x44ー6向甥

⑫ 伊勢 丹 ス トア 不 明 不 明 IF顎僻.L漣

不 明 不 明 Ill?叶t+i

⑲ 十 字 屋 2.000 6

至横浜

図3-13町田市商業核の主要商店の配置と規模
耽 .東京商工会鵠所調べ 昭43/12
※印は計画中

7tで競合する地域がな く,横浜線でも横浜 ,八王子までのかな 9長Ln距恥にわたって商業核が

形成されておらず したがって町EEl-の集中化が加速されるようになってきたもの と考えられる｡

(2) 町EEl商業核 と南勢岡と購買状況

町田市は近年になって,急激にサ ラリ-マンのベットタウン的性格の強い都市へと変化して

Loる○ とくにこの市では,集EZ]住宅の建設が盛んで山崎団地 (32,500人 ),本町田団地

(14,000人 ),鶴川団地 (21,000人 )などがあり,昭和 40年で 116万人の人口であっ

たが,市の予測では 50年に 1足先に 30万人に達成 し,60年には 50万人の都市に成長す

る予定である○

町田商業核の商勢圏をみるために,来街着の地域別比妾をみると,表 3-9の ようになる｡

すなわち,町EEl,相模及 ,大和の三市の居住者で 779%を占め,第一次南勢圏を構成し,

横浜市 (主 として港北区 )の一部 と川崎市の一部,それぞれに厚木市と高座郡で第二次南勢臣

を柄成 してV,る｡

なお,町EZ7商業核の大規模化は,それに対応する商勢困地域を拡大する傾向をみせている｡

つまり,従来の町EElの商勢圏は町田,相模原,大和の三市による8.キロ圏,30万人 とL̂うこ

とであったが, デ ィェーの出店にエD,横浜 ,川崎の一部を吸収 して 12万世帯,40万人を

-102-

1

.L.

月

メ
亡

と

町

ー

口

食

間

子

人

対

座

王

■
四

｢

｣

に

耶

粗

相

は

弧

か

.～

引

ら

.な

に

こ



≡

≡

一

一

二

鞍壕が

られるO

として

也

でちつ

茨長す

戎し,

毎勢簡

ハるo

Jlうこ

万人を

対象とするようにな り,この 上うな商勢圏拡大に 上り,周辺の中小商店街 ,相模原市や大和市,

毒同町などでは,南勢圏縮少に悩んでお り,町田商業核の商勢圏は,現在では横浜 ,新宿 ,A

王子,厚木とそれぞれ接 しなが ら競合する関係に立ってL̂るoなお,町田商業核の第一次南勢

男人口をみると,表 3I- 10の通 bであ9昭和 50年で 70万人以上 となるo

表 乱-9 町田商業核への来街者の地域

地 竣 別 休 日 平 日 平 均

町 田 市 44ー5名 422東 43B虜

相 模 原 市 28.4 26_2 27.7

大 和 市 6.8 5_39.15.9 6.4

横 浜 市 5.4 6_5

川 崎 市 2_9 3.9

Jg 太 市 1.5 2_7 i,8

高 座 郡そ の 他計 7.1 43 62

註 ) 東京商=会議所 43年 10月

表 3- 10 南 勢 圏 人 口の 伸 び

町 田 市 】 相 模 原 市 大 和 市 合 計

実 数 指 数 実 数 指 数 実 数 指 数 実 数 指 数

昭和35年 7726g 61 101β55 62 40975 63 213β99 62

40年 115,916 100 166377 100 64991 100 344284 100

45年 181.000 156 233,000 143 99.BOO 152 513,000 149

50年 ,300.000I 259 280か00 171 137̀)00 l211 717.000 208

鉦 )推定人口は町田市商工業調査診断番K:上る〇

I)l町田商業核の港北 -ユ-タウンに与える影響

現#,港北区に居住 してLJlる一部の人たちが買廻 り品を町EEl市に依存 してLnる例はかな りみ

られているo

ところで,町EE]市の商業核の形成 をみると従来は,′J､田急線新原町田駅周辺に同市の代表的

な商店が集まってt̂たのであるが,最近に至 って横浜線原町E]駅周辺に も数多 く立地す るよう

になっている｡ ダイエーか 上び伊勢丹ス トアがそ うであるが,これは横浜線沿線 ,つま り多摩

二1-タウン,EB園都市,お よび港北区 -ユータウンを意識 した ロケ-ションである0
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3- 1- 7 他地 域 の 商店街 の状 況

横 浜 市の 3大 ソ ヨソ t='ンク セ ン ター (伊勢 佐 木町 ,元町 ,横 浜 駅 西 口 )を含 む西区 と中耳を

除 け ば南 ,磯 子 ,神 奈川 ,保 土 ヶ谷 区 が 次に店 舗数 の 多 L̂ 地域 で ある○ 規 模 の 観点か ら如 ご

鶴 見 区 ,磯 子 区 ,保 土 ヶ谷 区 が大 きい○

表 3- 11 店 舗 数 の規 模別 商店 街

(昭和42年4月1日現在)

28(13_3) 16( 7.6)

2 1

6 2

43 30

0000

資料 : ｢横浜市商拝筒総連合会概要｣

註) 中区は44商店街であるが,一部の商店街の店舗数が総括されてL̂るため31商店街として計上した｡

表3- 12 市 内 主 要 商 店 街

区 分 商 店 街 名 組合員数 政 審 駅 法人任意別 長寄駅乗客教(子̂ J

本 町 通 商 店 街 (協) 112 国屯 鶴見/ト野町駅.鶴見駅 法 人〟〟 33B59
鶴 見 鶴 見 銀 座 商 店 街(協)iつ く の 商 店 街 (防) 172101 京浜急行 鶴見駅
押 葉 ノー 大 口 通 商 店 街 (協) 121 国電 大口駅 法 人 3AlS

西 久 保 町 ニ コエ コ商店 会 108 相鉄 西横浜駅 任 意〟〟〟 2304

岡 野 商 事 商 部 会 129 相鉄 平沼橋駅 1329

横浜ステーシ,ソビ′レ商店会 170 横 浜 駅〟 151.106

横 浜 地 下 /. 商 店 会協)伊勢佐木町1.2丁巨l商利金 140 151.106

中 113 一画雷｢賓丙駅菓戻曇籍 冒芸出撃節 法 人′〟〟〟 19.116

協)伊 勢 佐 木 町 商 店 街 313 6500

野 毛 商 店 衝 (協) 259 京浜急行 督諸 賢駅 39297

宮 川 町 商 発 会 (協) 123 京浜急行 日の出町駅 6.600

協) 元 町 S S 会 150 国電 石川町駅 5B92

南 横 浜 線 商 店 衝 (協) 144 京浜急行 黄金町駅 法 人 5.066
横 瀕 .銀 :;基 金 (協) 125 京浜急行 弘明寺駅 4.047

磯 子 磯 子 商 栄 会 106 - 任 意

準 北 日 書 商 店 街 (級) 120 東横線 日吉駅 _ 法 人 1498ー大 倉 山 南 柴 会A 10776 東横線 大倉山駅国奄 菊名駅 任 意 5.865

妙 蓮 寺地 区 商店 連 口金中 山 商 店 街 (協) 115.3 東横線 菊名駅国電 中山駅 法 人〟 17,173LIB90
長 津 田 商 店 街 (協)【 125 国鉄 長津田駅田園都市線 長津田駅 2B46

(2)撮寄駅乗客数は昭和40年度
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と中区を

らみ九rI

3-2消
費行動からみた既存商業核の関係

3-2-1横浜市周辺地域の南勢圏

商業施設も住宅地域も交通路親沿L̂に発展し,
都市化が進められてL̂る.7fた当然のごとく

各商業核の商勢圏も鉄道路線分布と主要都市の規模とに密接な関係をもってL̂る｡そこで,
秤

奈川県の主要商勢圏を
,
県内を横断してLhる主要路線/｣､田急瀕と国鉄東海道線沿Llに分析してみ

ようo

(1)小EEl急沿線の商業核の分布

′J､田急線は都の新宿,
渋谷
,
世EEl谷の各区から狛江町を走D,
神奈川県川崎市に入bその北

部地域を通過
,
再び東京都に入b町田市を通過して
,
神奈川県に入b以下,相
模原市
,
座間町
,

海老名町
,
厚木市
,
伊勢原町
,
案野市
,
枚田町を通過して終点′J､田原市に至ってお
9

,
東京都

の3区
,
1･市1町,
神奈川県の5市4町を走ってl̂る｡当沿
線中の乗降客数の上位駅をみると
,

第1位新原町田
,
2位下北沢
,
3位登戸
,4
位本厚木
,5
位相模大野となってLJnるO

との沿線は,
居住環境に恵まれた地域であるため,
比較的古くより人口集積がみられるとと

もに,
近年における東京周辺の宅地開発ブームに乗D,
盲合ケ丘駅,
薫別Il駅
,
新原町田駅,
相模

大野訳
,
相模原駅周辺に公営団地および民間業者による住宅開発が進められてLJlるo

小田急沿線の商業動向をみると商業面でもっとも大きLJl影響力をもってLlるのが新福であり,

当沿歳全域にその力をかよだしてL̂るo各駅の地元購買客の流出先のほとんどが新宿であり,

新宿以外の当沿線上の商業都市の影響は非常に′J＼さL̂oこれは,
新宿-の交通俵と新宿商業核

の急激な拡大によるものと考えられる○

新宿商美核の商業力は,
横浜商業核および八王子商業核の商集力にも波及し,
それら商業核

の当沿線他地域への影替力は′J､さく,
局部的なものであるo横浜,
八王子商業核の影静は当沿

最上の新宿エ930Km～40Km間の地域にあらわれてL̂るO

当沿線におLJlて最も大きな商築地として発展をみせてV,るのが原町EElであり,こ
の商業地は,

従来
,
新宿の補助商店街としての性格が強かったが,
現在では新宿が正面からの競合相手とな

っているorまた,
横浜
,
八王子に対しては,
その規模にかVlても十分これらに対抗できる力を

つけてきたため,こ
れら両都市と大きな競合をみせ,
従来のそれらの商勢圏地域を侵蝕しつつ

あるO

次に大きい商業核が厚木商店街であるOこれは他地域より比軟的大きtJl地元商圏をもってい

る程度であ9,
他地域への格別強V,影響力を有してはt̂なL̂oしかし,
東名高速道路の開通
,

住宅地化の進展に伴なってここ最近活況を表し,
拡大の道を進んでt̂る.

原町E8
,
厚木に次いで商業面で発展してtJnるのが,
案野市商店街であるoしかし秦野市商店

静ま,盆地
という地形的要因と都市への通勤圏距離からはずれてL̂るという地理的要因に恵ま

れず
,
秦野盆地内のみの商勢圏にとどまってtnる｡また,こ
のような拡大する諸条件を備えて

いないことから今後も南勢圏は孟地内にとどまっていると考えられるO(図3-12参照
)
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二 東海道沿韻の商業核の分布

t海道韻沿t̂の横浜市周辺の商業掛 ま,力の強tnものとしては川崎,横浜 ,藤沢,平壌があ

ぐ,この中で一番他地域-の影響力が大 きt̂のは横浜商業核である｡ これらの影轡力の大 きL̂

毒等核,すなわち南勢圏の幅広t̂商業核の谷間にあ9,力の弱L̂商業核である鶴見,戸壕,大

C,茅ヶ崎商業核が存在している｡

鎌浜罰南勢圏は,駅の西口に昭和 31年に 57店の名品衝が出現 し,昭和 34年には横浜高

▲星百貨店が開店 し,昭和 39年にはダイヤモン ド地下街が完成 をみて,ここ教生間飛躍的な

甚大をし,商業力を強めてLOる｡

次に主要商業核の商勢圏をみてみるo

rJ順駅前商業核は,東京駅か ら18Em, 横浜駅から12KmとL̂ う地点にあり,商勢馴 ま中

E地区の東横線から臨海側地区,大師,田島,中央,御幸の旧市街各地区.隣接する鶴見地区

t中心に東京の大田区の一部 (蒲田の工場地帯 )に亘ってL̂る｡

平壌商業核の商勢圏は,秦野,伊勢原,厚木などの西部地区の広L̂後背地 と二宮 とEE]府津の

中燭地点から大磯,茅ヶ崎,藤沢にまたがる地域である｡ しかしながら,厚木,藤沢両商業核

が力を有しっつる9,平壕商業核の商勢圏からはずれつつある｡

練兵西口の商業核は,年 々大規模化が進4,北西五区 (鶴見,神奈川,港北,保土ヶ谷 ,戸塚 )

を中心に湘南方面 と大和,厚木,伊勢原,秦野および川崎方面にまで及ぶ商勢圏をもってt̂る｡

今鼓も上り力強Lnものをもって商勢圏を広げてt̂ くものと思われる｡

横浜市内には,伝統をもつ伊勢佐木町 と新 しい横浜西口の商業街をもつとL̂う複雑な商業圏

の襲合がみられる｡横浜市内の両帝の競合関係 をみると図3-13の通 りであるo ｢また,この

丙街での横浜全市-の力をみると,60- 70虜程度の商業勢力を示 してL̂る｡

伊券佐大町の南勢圏は,南西両区 (顔,中,南.磯子,金沢 )を中心に三浦半島方面の横須

I,三浦,逗子,葉山,鎌倉にか よんでLlる｡

図3-15横浜駅西口と伊勢佐木町 との勢力分野の比較
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3-2-2 消費行動か らみた横浜周辺の商業街

(1) 衣料品の購買行動

神奈川県内の衣料品 (紳士服,婦人 ･子供服,生地 ,呉服,洋品,寝具 ,セー ター,婦人下

着等 )の購買行動をみると,横浜市内の住民は,横浜市内の商業街 一 横浜駅西口,元町.

伊勢佐木町 ~ の利用が一番多 く中でも中区,神奈川区,磯子区 ,南区,保土 ヶ谷区では,

それぞれ,81.0番,71.3車,66.5%,655啓,627%の人 々が利用 しているo しかし,I

見区,戸壕区の住民は ,近 くの商店街の利用が大 きくて,横浜市の高菜衝の利用が少な く,それ

ぞれ 22啓と37%にとどまっている｡東京の利用は,交通網の関係 もあ り,非常に区に上り異

なった値を示 してhる○鶴見区は東京に一番近いこともあって,104% の人 々が流出しているr

次に多 く東京へ流出してV,るのが,港北区の 5啓と神奈川区の 45%であD,その他の区は2

%か ら 1宙程度 と著 しく′｣､さt.no

横浜市以外の神奈川県下の住民の衣料品購買行動は,ほとんどの市で近 くの商店街を利用し′

L̂るo特に地元の商店街の利用が高V,市は,地元に大規模の商業筏 を有 してt̂る横須賀市,ヱ

壕市 ,逗子市 ,三浦市,案野市,厚木市 ,′J＼田原市であるo それぞれの利用客は93.8弟,

960%,621%,538%,613承,840%,960% と市の有 している菌叢核の大きさ

に比例 してL̂る○横浜市内の商業街 を多 く利用 してtJlる地域はほとんどな く,むしろ,東京の声

菜衝 を利用 してL̂る地域の方が高t̂｡中で も東京の利用の高t̂地域は,710留 の利用度の牢

模原市,677蕗の大和市,820啓の津久井郡である｡ この地域は,tnずれ も横浜-出向くヱ

りも東京-出向 く方が,交通機関上便利であることに よるoた とえば,相模原市は′)､EEE急軌 :

上9,新宿 よ9349Km避賃 120円, 1時間 7分の時間距離にある｡

衣料品の購買行動は,全体的にみて,横浜市外の住民では近 くの商店で買 うことが多 く,第2

次的購買地域 としては大規模商業街地域 (東京 ,/]＼田原 )である｡ これに対 して,横浜市内の

住民は全体的に,横浜市の菌叢街 (伊勢佐木町 ,横浜駅 西口,元町 )の利用が 50虜ライノをさ

えてt̂るo次t̂で多 く利用するのが近 くの商店 であるo東京の商業街の利用は 1車前後の声≡

とかな b少 くなho しか し,鶴見区は東京の利用が大 きく1割の利用度 を示 してL̂る｡

(図 3-14,表 3-11参照 )

(2) 文化品の脚買行動

神奈川県内の文化品 (家庭電器具 ,時計 ,眼鏡 ,楽器,家具等 )の購買行動 をみようo

横浜市内住民の文化品の購買先は,大 半の区が近 くの商店街であるo中でも鶴見区,戸部

は近 くの商薬箱 を利用する妾が高 く,それぞれ 625車と64.5車の利用峯を示 している〇七･7

区域は 30-40多の利用客であるo横浜市内の商業核 (伊勢佐木町 ,元町 ,横浜駅西口l'r

利用する地域は,その周辺に住んでVlる人 々が多 く,中区の 59.4蕗の利用輩, 西区の4651

磯子区 484蕗,西区 409%となっている｡東京の商業街の利用は,市内の住民の購買行tを

みる限 Dでは,衣料品の購岸 よ9もやや多 く利用 している○衣料品 と同様に交通の俵の良叫
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図3-16衣料品の購買行動
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見区,神奈川区の東京の利用率が高 く,それぞれ 173虜と145多である｡

しかしながら,横浜市以外の市郡部では,東京の利用妾は全体的に減少してL̂るo高 くても

津久井郡の 562%の利用客 と相模原市の 31.5%と大和市の 31.7%であり,他の地域では

10卓足らずであるoほとん ど近 くの商店で購入 してお り,横浜市内の商業街で も購買は少 く

なho特に平塚市,三浦市,秦粁市,厚木市では,近 くの商店での購入が大 きくそれぞれ982

歩,731啓,84.8藤,89.001jOの利用率を示 してL̂る○

このように衣料品の購買先に くらべて文化晶の購買先が近 くの商店に多vlのは,文化晶が耐
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表 3-13 神奈川県住民の品E]別購買先状況

(単 位 名)

購買先地 区 衣 料 ｡E= 文 化 ロ□ l 身 の 廻 り 品
近 くの商 品 秩 川 崎横 須賀 項 ト田原 ･車 沢 他 ~くの商店蘇 川 崎 横 須質 項 J＼田原 l 太 藤 沢 東京そ の他匪 蘇川 .横須質 i千 .′J､田原 厚木i 東B そ の也､尿

横浜市量鍔鶴見区神 奈 川 区西 区中 区南 区保土ヶ谷区磯 子 区金 釈 区港 北 区戸 塚 区 33_748.223.435.715.43乙､335.329.728.a33,955057.622.071.360.881.065.562.766.556′952.6370 2.316_40.30_60.30.30.63,415 1,12.08805 1l 3.610.44.52.32.5i,70.82.62,95.03.0 11000011253603686207004562384028404734546 556989384753573640543331 4514706 8.217.314,56.04_24.05.06,86_58.78,5ll1210128ll11 5364465ー48J60363735514446 1531170 6190927517703 1.69.80.30.90.32_91.5 0.70.36.20_5 3.08.94_50.90.81.70_81_92.93_43.7 】

横 須 賀 市川 崎 市平 壌 市鎌 倉 市藤 沢 市 15229626176005I43148301585091 4.41.01.310.5ll_956:0782ll,0 0.3 II0_542.54_873_849.048_1 1.820_0I.810_0ll.0 I,00.84.032238.098225.025.511 0055135.058_40_5 2_9061.7313 1.029.545.42.43_520.00,81480 5.45.00518.03203】.048.098.650.016.52 31 80662235.0.62.7 2.20674.1ll.01.30 0_831_022.8､3_402 I.216_00.83.84.531 0.649_706
小 田=LR 市茅 ヶ 崎 市逗 子 市相 模 原 市三 浦 市秦 粁 市原 太 市 12262568 0.46.615.43_81.81.015.5552.40_61.31_9 10.535.9 1.061.6103508361.日ー05 4.40.5 1.86.97.771.05_86.5 0.80.33,86.76.45.825456160738489.1.2.3,8.1.8.0 0_25.917.90.51.0 8219.2 1.29_42_3 3.40. 4.7_831.55_05_0 2.8.112.37.76_06.55.0 i_56.668.450.863.476.090.6 7.615.41.54.0 9,24.30.0421.6 6_67.446_86.40.6 2.412.232.4大 和 市高 座 郡中 郡足 柄 上 郡 111 311)2430 1,7490 67_713_52_819 0.2.132 47,832.042.152114_32_52.106 16_540_30 31_715_07.928 6_24.57.10 37.024_747.231_813_24.9321_1 17.42_02.5.2. 40ユ3_8 49.812_74.41_6

足 柄 下 郡愛 甲 都津 久 井 部 9ll15 581979Boβ 3_55.682.0 0.4.2.27_541_934_3 2.00.6 6.50_657. 3_83.856.2 3_7.9.2330_440. 1_71.2 65.59_0 4.26_647_013.0

身 の18か晶 の内容 l化,収物,.川和物 , カJ<y.肋 ,化粧品 . 丁 ク It=サ リーく抄
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久消費財的な商品であることによるところが大 きL̂と思われる｡ (図3- 17･表3- 13参

早)

図3117文化晶の購買行動
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(3) 身の廻9品の購買行動

横浜市内住民の身の担9品 (靴,履物,小間物,カバン,袋物 ,化粧品.7クセサ t)-等 )

の沸黒地は,近 くの商店 と横浜市内の商業街 (伊勢佐木町,元町.横浜駅西口)とが五分五分

であるo鶴見区 と戸塚区の両区が近 くの商店が多 く,そかそれ 601%と65.0虜の利用峯を示

してL̂るo横浜市内の商業街 を多 く利用してL̂るのは,利用率 591虜の神奈川区 と603帝の

西区と598帝の中区の商業核の周辺地域であるo 購買地として東京の商業核が他の区 上りも

多いのは鶴見区である○ しかし,利用峯は衣料品および文化品と比軟すると極めて小さく8.9

事にとどまってt̂るO

横浜市外の市郡部の身の担9品の購買地は,大きく分けて近 くの商店に集中 している地区 と

勉の商業街に集中してL̂る地区 とに二分される○特に近 くの商店 を上く利用している地区は,

平壌市と逗子市と三浦市 と秦野市 と厚木市であるOそれぞれの利用室は,986帝, 684飾,
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634%,76.0序,906虜 と高tJl比峯を示 している｡ この地域は,横浜市内の商業核ふよCE

東京に交通の俊がよくなLnことによるのであろうo

横浜市内の商業核の利用は,全体的に非常に′J＼さ く,むしろ東京の利用の方が大きV}o財:

相模原市 と大和市 と津久井郡は衣料品および文化晶の購買先の分布 と同様に.東京の利用が大き

い○それぞれ 50卑近tJl数値の 46.8啓,49_8多と470啓 とを示 している｡ (図3-18,

表3-13参照 )

図 3-18身 の廻 り品 の購 買行 動
阜杜一

上記の ように,衣料品,文化晶のどとくJPや高級品なものは近 くの商店で購入するのではた

く,横浜市内の商業核 一 伊勢佐木町,元町,横浜駅西口 - あるLnは東京の商業街のとと,

大規模の ところに購買地 をもとめてLĴるo身の廻 9品のような低価格的な ものは比較的近く{

商店で購入 してL̂る○ また,購買地は,交通機関にも大きく左右されやす く,鶴見区,あるP

は大和市,相模原市,津久井郡の ような地域は東京への交通の優が よL̂ために東京への菰 thf-
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亥かエぴ

ハ0時fニ

弔が大き

-18,

単位%

7)ではな

Dととく,

拘近くの

,あるh

D流出が

他の地域エDも多ho横浜市-の流出につL̂ても同様の ことが言え,横浜-の交通の俊の良vl

西区,南区,神奈川区地域の横浜-の流出量が大きL̂o

南勢圏は,交通機関によって規定されると同時に,その商業榎の規模 とに左右される0

3-2-3 港北区住民の肺異行動

港北ニ1-タウン居住者の購買行動を分析するにあたD,現在,港北区に住んでLJnる人々の

購買行動を6月 1日 2日に横浜駅西口および伊勢佐木町において行なった購買行動調査をも

とに分析 しよう｡ (表 3- 13参照 )

(り よく出かける横浜市内の繁華街

横浜駅西口が圧倒的に多 く887留であD,伊勢佐木町,元町がその半分以下の 32.3帝と

234% であるO

図3-19よく出かける繁華街

南京的
48

(2) 晶El別の購買先

よく出かける繁華街は,横浜駅西口であったが,食料品,下着類,洋服類,家具類と品目別

にみた場合はどの ようであろうか○

食料品は,近 くの商店が多 く8割を超えてt̂るo

図3-20食料品の購買先 図3-21下着類の購買先

下着類は食料品 と異な 9,半分の人々が横浜繁華街で求め,4割程度が近 くの商店で求めて

いるo

削 艮類の購買先は,横浜繁華街が8割程度を占め.近 くの商店は俄然減少してしまう○東京
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図3-23家具頬の購買先

家具の購買先は,下着類の購買先 と上く似ておD,横浜繁華筏-の購買が 548蕗であるo

これに対 して,近 くの商店の利用が減少 し197啓であるo

この 上うに食料品を除けば,購買先 として横浜繁華街の ウエイ トが高tJlo特に洋服類でのウ

エイ トが高 くあらわれている｡ これは,横浜繁華街が港北区周辺 上D都市的性格の店舗をもっ

てお り,港北区が横浜繁華街に大きく依存 してL̂ると言えるであろう○ これは調査対象全体平

均 エb横浜繁華街の利用が多いことエ9もうかがえる｡

(3) 東京への依存

洋服類の購買先 として 11.9蕗の人々が東京をあげているが一般的に東京へ よく出かけるの

であろ うかo

買物によく出かける (平均月 1回以上 )人は,港北区の 51.2蕗と約半分であb,東京へ レ

ジャー目的で出かける人は,41.5啓であるo レ､ずれ も調査対象者全体平均 上bも高い値を示

しているo

この ように港北区は,横浜繁華街-の依存が大きく,中でも横浜駅西口ショッピング七yク

I-の依存が大 きL̂と言えよう.

港北 ニュークウy が完成 した時点におV,ては,横浜繁華街が,ニュークウy内の商店街の大

きな競合的な位置 となる｡ また,現在 エb交通が便利把を刊狂,横浜繁華街の存在は上9大きな

ウェイ トとなるであろ うし,東京 との競合関係 も無視 出来な.(去るである_うムノ
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表 3- 13 港 北 区 住 民 の 購買 行 動

Ll)横浜駅西口あるLnは伊勢佐木町 (調査地点 )-出かける一ケ月平均回数

)るo

Cの り

ともっ

巨体平

けるの

くへレ

互を示

I:ン ク

寿の大

ヒきな

月 平 均

0回 (2･3ケ月に一度位 )

1 回

2 回

3 回

4 回

5 回

6-9回

10回以上

平 均 36回

l!) よく出かける横浜の繁華街

場 所

横浜駅西口

元 町

伊勢佐木町

南京衝

野毛山

鳥 見

その他

州 食料品を買 う主要場所

喝 FTIL

近 くの商店 (衝 )

その他

州 下着類を買 う主賓場所

近 くの商店 (萌 )

横浜繁華衝

その他

IS)洋取類を買 う主要場所

場 所

近 くの商店 (街 )

横浜繁華萌

東 京

その他

181家具類を買う主要場所

場 所

近 くの商店 (衝 )

横浜繁華萌

東 京

その他

港 北 区住 民 (啓) 調査対象者全体 (虜)

190

176

184

12.8

72

128

6.4

12.8

ll.4

152

17.0

149

9.6

8.9

4.9

180

港北 区 住 民 (藤) 調査対象者全体 (% )

887 781

234 193

323 464

4.8 4.1

1.6 2.7

0 1.3

4.0 4.2

港 北 区 住 民 (啓 ) 調査対象者全体 (i)

84.1 816

15.9 184

港 北 区 住 民 (帝 ) 調査対象者全体 (啓)

391 36.9

56.3 507

95 12.4

港北 区 住 民 (腐 ) 調査対象者全体 (i)

36

78.6

11.9

4.0

100

71.8

ll.0

7.2

港 北 区 住 民 (車) 調査対象者全体 (啓)
197

54.8

8.2

17.2
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(7) 東京-買物に出かけるか否か (平均月一回以上 )

港 北 区住 民 (帝 ) 調査対象者全体

51.2 43.1

488 56_9

(8) 東京-レジャー 目的で出かけるか否か (平均月一回以上 )

港 北 区 住 民 (帝 ) 調査対象者全体

41.5 37.4

585 626

(9) 横浜駅 (西口)あるレりま伊勢佐木町までの所要時間

港北 区 住 民 (蕗) 調査対象者全体

12.6

283

274

129

103

159

333

27_0

103

79

所要時間

6- 川 分

11-20

21- 30

31-45

46- 60

備 考

調査場所

横浜駅西口と伊勢佐木町 との2ヶ所

調査 日時

6月 1日 (日),6月 2日 (月 )

全調査対象者の住所

'

'

,

'

｡

'''

'

'

二

.

.

'

'

｡

'

;

I
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i)i)方).~~ー｣ 4 章 港 北 ニ - -タ ウ ンの 商業 業 務 施 孟

性格 規 定 と必 要 スペ ースの算 云

4-1 嬉北 ニュークウ/商勢圏の設定

4-1-1 商勢感の捉え方

南勢圏つTib港北ニ--タウン 商業核の営業が及ぶ範臥 すなわち港北ニコ

利用する消費者の拡が 9を設定するVC際 して,次の ような作業手順を行な f:

1)商勢感を形成する基礎的な要因は,その商業核が提供する商品お上ぴウ

(資料編 参照 )

これは虚勢圏 を形成する機能的要因 と呼ぶ ことができるものである○消費毒

足させるために, この椴能 に向つて足を伸ばすのであ9,買回品,最寄品,

晶の分類は,商品の機能が 消費者の来筒す る範囲を大 きく左右す るもので凄

る○そ して一般的にいって,買回品,専 門品あるいは娯楽的サービス機能カ

の範囲は広ho

a)商勢圏の構成は多層的である○

商品やサ-t='スの機能 が, 消費者 の欲望vc対応する ものであるか ら,嬢着炭

専門品のそれ とは自ずから臭った ものとなるo実証的な研究事例vcよると,

品を販売している商業施設でtL それぞれ兼帯する顧客の範用が大 きく違 う

つている○表4- 1はそれをみた ものであP,買回品.専門品を中心に晶戚

貸店や盛 9場 商店債 では.電車やパスを利用する戚客が多いのK対 し,食料

表4-1 各業種の来店者 の所要時間の分布 (%)

育 スマI 盛 郊 レ′ス

普 1,<7 9商､場店 外商店 ト

店 ツート 備 衝 フン′

徒 10分以内 a3 31.5 &2 299 271

歩 30分以内 4.9 3aO 4.9 37.1 17.2

の場 30分以上 a5 - a4 -

.Atコ 小 計 &2 6&0 1a1 70.4 44.3

電 10分以内 &6 - &7 2.8 4.g

車の 30分以内30分以上 32.634 4.0 379 2.0 22.6

場A｡ 小 計 .974.1 4.0 芝al667 4.8 4.331.8

スの 10分以内 2.0 10.0 1.3 9.5 2.030分以内 62 160 74 74 182

場 30分以上 4.5 ー a7 68 &4

▲⊂】 小 計 12.7 260 174 2a7 1&6

そ の 他 50 ao 2,8 ー1∴1 巳台

計 100.0 lob.0 loco 10:0.=,D 100_0

ユータウン商業 核を

うことVCしたO

サー ビスである｡

者は彼等の欲望を充

専門品 といった商

あることを示 してい

;強いほど,商勢圏

晶の商勢幽 と買回品

それぞれ異 なる商

つ ことが明 らかとな

前えを行っている百

品や最寄品を中心



丁

∴

｢

･
･

-

ト

ー

∵

十

偶

成

忙販売 しているスー/て-マーケ ット,郊外商店萌では,徒歩 とパスが顧客動線の中心を

レ､るo

以上の2つのことから,商勢圏はその商業核が販売する商品構成によって一商勢圏

多層化 し, また商勢圏のあ9万がその商業核の性格 を規定 しその関係を図式化すると

および図 412の ようVCなる｡

図4-1 商菓核の性格区分

---一重)
(
季
節
)
中
心

(都
心
さ
か
り
場
)

･
月
〉
中
↓

(那‰
叩
新

開
)

･過〉
中
心

(踊

舶

綿
)

･日
〉
中
↓

(鯛
軸

踊
)

(時
)
中
心

(近
隣
商
店
)

図4-2 商勢館の構成

4-1-2 商勢圏の設定

1)商業感はつねVC補完,競合する商業核を持つo

従って南勢圏は同心円とはならず,競合関係にあるところでは浸蝕を受け,また補完

るところでは,その商品の消費性向および消費者行動VCエ9,多層化 した商勢圏を形成す
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南勢 四 地 区 世 帯数 人 口数

1次 93,750 300,000

2/A を除 く 港 北 区 169,690 543,伽

3次 大 和 市 〝町 E月 市 JI 384,690 1,231,(X氾



港北ニュークウ/周辺の商業核および南勢kglVEついての現状をみると,図4-3の ようVrなる.

すなわち,港北区は全体として横浜商業威 (横浜西口お よび伊勢佐木町 )の影響幽内vc人9な

がら.西部から原町田商業核の影響を受けている｡そ こで,昭和 60年次での港北 - ユ-クウ

y商英核の慮合および補完関係,さ らにはぜた,それによって形成される商勢威の/lターンを

宥念的忙図示すると,図4-4のようになるであろう｡

横浜商業核 とは補完関係に先立ち競合関係 としては.町田商業核 (′J､田急線新原町田駅から横

浜凄原町tfl駅間 )お よび,青葉台によって代表される田園都市線沿線の商業核があ9. この よ

うな関係から,港北 ニ ュータウン商業核の南勢圏を次のように分類する｡

第一次商勢幽 港北ニュータウン全域

第二次南勢圏 港北ニュータウンを除 く港北区

第三次商勢幽 相模原市,大和市.町田市の一部

証 ) 南勢圏分類の基準は,第一次が機能的には最寄品か ら買回品までの,原則 として

地域独占が可能な地域であD,販売高 も全体の 60%以上を占める地域O

第二次商勢圏は買回品を中心とした地域であ9, 第三次商勢圏では,特殊 な商品

等VC特化 した地域である｡

8)南勢感の意合veは,後背地の人口以外の要因が大きく働 く.商勢圏が独占市場 でない場合に

仇 - ほとんどの場合,商勢圏は解放的であり,独占状態があ9えないのであるが一交通上

の要因,すなわち,交通路線の集中度の大小,あるいは,魅力的要因 (業種構成.店舗構成,

商品構成およびこれ らの集積vEよって起る商業魅力 )に大 きく作開されることVCなる｡



4-2 港北-ユータウンの居住者 と港北ニユータウンの商業業務施設のあ9方

4~2-1 後背地人 口としての港北ニュータウンの居住者

港北ニュータウノ商業核の性格は.一 義 的 に は その南勢幽VC居住する人たちの生活様式を9

摘出者行助vE大きく左右 されることになるoそ こで, この地域に居住する人たちについての威

観を試み ようとす るのであるが (詳細は2章,2-1および2-2参照 ), これを図式化する

とつぎの ようになる｡

表4-2 価1直観の消費費 目VC及ぼす影響

食 ⑦ 楽しみ指向
物質生活.人並み指向

住 (宣 子S'U孟り⑮ 楽しみ指向
安定-の欲求.物資生
括.家庭生活

光 恕 芸進歩 -

熱 ㊦
楽しみ指向.家庭生活

被

服 ㊤
個性化.物質生活

雑戟秦 禦 wo%k.カDl #̂霊棚

女性役 割

班レジ■l 人並み指向楽しみ指向家庭生 活
教 育

雑そ

の他 (重) 簡 色 盲

一122-

註 ) o(D印は強 くなるもので.

(≡∋ はさ らに強力K
なるもの｡

o各 ワクの左下か ら右上に

及ぶ斜線は,時間的に左

下の ｢現在 ｣から右上の

｢昭和 60年 ｣-の消受

量を示 している.

o斜線の角度が大きいほど

増加の量の大 きいことを

表わす｡

o斜糠の上側の◎の教が価

値観の作開畳 と作用する

力の強さを示す.

o斜線の下側に列記 した伝

値親は,その領域の消費

を増加させる ようにとく

に働 くものであ9,斜痕

の上側に列記Lである項

目はその内容および生活

条件の頗著をものを示す̀

秦

このほフ

持ちこ-.



なDの威 表4-3 生活環境のパターン

郊 外 生 活

職 業 サラリーマ/(ホワイ トカラー)

ナるで.力に上に把左上の消費 個人営業 と一部経営者

年 令 若年層が支配的一部高年令層

所 得 中 堅 層所得一部高所得層

坐宿BR境 文化施設 .娯楽施設 利用に支障はなV,

通 勤 不便はない

人間慮外 . 環境 強 し

自 然 やや不足

価値戟 物JjE生活と精神生活 物質生活重視

マイホーム主義vE対する欲二求 関心強 し,反面少数 の

まど'=%･;価 家庭否定主義者 もある

人間回復に対する欲求 強 し

人並み意識か個性尊重か 人並み意識強 し

ス トックとフローの評価 社会的ス トックの充実に対する要求鎖 し

~る二価与党･くt宙項 個人生活 は フ ローの方 が強t,1

消餐坐宿 エンゲル係数(都市平均 28%) 26%その他の特色 住居費,文化生活盤の比塵高 し

このほか, この地域の居住者は,東京からの移住者が多Lnので (図4-5参照 ).その生活を



図 4-5 腎葉台地域転入者の前住地調べ

転入前の前住地

く中 田 町>

世帯主の勤務場所

<中 田 町>

<青 葉 台>

<青 葉 台>

資料 ,横浜市市民生活 自書

4-2-2 港北ニュータウンの商業施設のあ9万

1)市場 力決定上の問題

かよそいかなる市場 も, 後背人口の規模 とその流動を抜 きにしてはその消長 を論ずることはで

きない｡その意味では.人 口が市場力を決定す る第 1の条件であることはいうまでもないが.

人口の集積が直ちに市場の規虞 と性格を決定するとはいえない｡市場 力を決定す る要因はVtろ

い ろあるが, これ を大別す ると需要的側面 と供給的側面に分けることができよう0
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1)人口,お よびその流動一当該市場の立地条件, とくに住宅からの距離,都心, ター

ミナル-の交通導線との関係,および城門交通

2)住民の職業,学歴,年令,所得など

的側面

1)当該市場の伝統 と商業的蓄積,環境 (自然的環境,社会的場境 )お よび娯楽施設,

生活関連施設などの集稀の程度

2)哉争市場, とくに母都市既存商店街の影響カー規模 と性格,蛭力慶

3)境争市場, とくに先発上位市場 との時間的,経済的距離

そ,｢百貨店｣ の名のつ く程度の大型商業施設, あるいは大規模 ショッピングセ ン jZこ

う店,スーJ1-マーケット,量販店 などを含む )などが成 D立つためには,その背後vc

人程度の人口集積が必要である｡ しか しいかに百貨店あるいはンヨytゴングセンターを

る忙足る常住人口があるとして も,それが通勤,通学,あるいは生活用務 にエ9い くつか

から他地域に流動する交通尊者である場合には大きな市場力として結集 し,顧客 として動

ることは困難であろう｡

らろん,目的客につい十は域内交通事情 とモータl)ゼーションの藩透如何.および当該商業

力皮如何vEよi)相当程度勤邑できるVCちがいない. しかしこの場合も域内に転在する日

商店街との間に自ら機能分担が行なわれるであろうから,たとえ後背人口が 20万人を超

合でも,高級品,専門品,量販品などの購入を目的とする客のみで, この種の商英施設が

立ちうるか否かVCつtJlてはかなDの不安が存 しよう｡ この ような場合.その成否決するう

その地点がすでに商店横 としてどの程度の伝統 と者稀を もっているかが重要 なポイント

ろう｡

ころで.ショッt='/グセンクーが成 9立ちうるとした場合,その市場が どのような魅力.特

もつ市場 として成長するかけ.当該地域住民の年令構成,織種構成.あるtnは所得水準に

く依存しよう｡ この地域がどんな性格のどんな環境 となるかは,この地域にどんな住民が

かに依存するれ 商業施設を中心とする環境 も,どんな人が住むかに関連をもち,両者は

存の関係にあるといえ よう

,当該市場が特色あるショy ti'ノダセ/クーとして成 9たつためVEは.その地点の周辺VC

発市場 との関係が問題 となろう｡ 1つには母都市市場 との関係であ9. もう1つけ,当

上930Km盛に散在する市場 との関係である.

力ある業種 施設の組合わせが必要

威争 関係にある二つの市場の人口吸引力げ,両都市間の距離に反比例 し,人口の大 きさ

例するので,近 くに大 きな都市がある場合,顧客は当然その都市qc吸引され る｡ と9わ

薬施設 も.人口に応 じでよ9大きな施設があるのが普通であ9.商業施設以外の吸引力

サービス施設 も充実 しているので,人口は自然 この方向に流れるのが普通である. した
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:･つて.一定規模の魅力ある既存市場か ら少 くとも30分以内の地点VC.新たに商業施設を設
i

I-ようとする場合,それは当該地域の目的客の流出をくい止める忙足 る規模と特色をもった,ち

Irtである必要があるo Lか もそれは.周辺に散在す る既存の群/｣＼市場の顧客をも積櫨的に吸引

十るためにも必要 な条件 といえようO

産北ニュ-タウンの場合,60年には 30万人に連する可能性をもち.当該地域の周辺に原町

ヨがあるが.それほどに大 きなもので75:く.特集すべ き特色をもった市場 もない｡ したがって.

Fたに設けられる施設如何Kよっては. これ らの地域の顧客の動員も可能 であろう｡ただ問題

だ,この地域の交通導線と母都市 ｢横浜既存商業施設 ｣との関係である｡

着北ニュークウ/の鉄軌道の ロケイシ, /は図4-6vEみるように,田園都市線,横浜遜乱 東

切痕がニュータウンの外周をコの字型に走 9, これ らの駅 もそれぞれ, この地域の中心部から

卜 5Kznの地点に散在 し,商業核を形成 し得 るに足るターミナルは現在の ところ見あた らなV,0

したがって通過客vc大き72期待をかけることは困難であ9,遠か らず訪れるであろうモータt)

{'-シ,ン時代にふさわ しい目的客に焦点をしだることが賢明であろう｡ しか も横浜市内既存

碓 施設迄の距組はおおむね80分程度であ9.余程魅力参る思い切って大 きな商業鵜設. あ

るいけ7h'-1)ソク,スケー トセン-クーなど若者や夜の客をも動 員できるような･アミ干-ズメ

/ト施設などの併設が計画されないかぎD.顧客の横浜市への流出を防 ぐことは開銀であろう.

3)昭和60年次の価値観か らの編成

毒牝ニュータウンの建設が完了するのは,昭和 60年であD,いせか ら10数年の将来である.

当然のことなが ら.港北ニュータウンの衝づ くPは もちろん,施設計画VCおいて も.10数年

東の価値覇に立ってつ くられたものである必要がある｡経済的にも都市の構造の面か らも年々

急速を変化を遂げでいる現在にあっては,その必賓性はさらに強い もの となろう｡

t/ジャー志向の社会的風潮にあわせて

周休 2日制が一般化 した労働段境VCあわせて

3OOOドノレ経済の立場vc立った発想で

未来的思考方法vcよった

鳥設計面であることが.大切 な条件 としてあげ られるのである｡
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4~2-3 とくにモークリーゼ-シ ョン対策について

1) モータ リゼーションの進行

乗用車の普及は現在11世帯に1台の普及をみせ,わが国のモータリゼーションもようやく本

格化する動 きをみせ始めているO将来の乗羽車の普及については,道路お よび駐車場の確保と

い う二つの大 きな条件の変化によって左右され る部分が多いが,昭和 50年で 4世帯に1台,

昭和 60年には 1･5世帯に1台の普及 となることは.ほJ富まちがいのない ところであろう｡(由

註 .日本 リサーチセンターの予封tjに よる昭和 60年の栗 岡車の普及台数は世帯数の75%程度

の台数 とな9. 3.000万台の保有台数 となる0 日本 自助車工業会 お よび トヨタ自動車では.

昭和 60年 で2,700万台,113世帯に1台の普及率 と推定 しているC

卓の世帯普及率が50鍬 上 と在ると′ 当然車による買物 を意識 した商業施設の構成が,ひじょ

うVC重要 75:ものとなって くる0 7メ リカにおけるンヨツピンクセンターの成立は (駐車場が売

場面積の 3-4倍程度確保されている )モーク リゼイションの影響 を無視 しては語れないし,
I

わが国でも,昭和 50年代を意識 したショッt='/クセンターでは, 3,000台程度の駐車場を

もったショッピングセンターが次々と計画 されてお D.昭和 50年以降に,本格的 な ショッピ

ングセンクー時代が訪れると想像されるo (三井不動産がデベ ロツノく-とな9,三越を核店と

する浦安 ショッピングセンターなど )

2)車利悶着の増 加と駐車銀の現状

検浜西口への買物客で自家FFj車veよる来衝者が増加 しているという数字が あるO

横浜市丸山口教授の ｢横浜西口-の来･街者調査 ｣vEよる利 明交通機関のうち,乗FF]者によるも

のは,41年vc67%,42年 では95%と大きく増加, 日本 リサーチセンタ-が 44年に実

施 した結果 では65%となっているo rまた消密着がデ/1- トを利鞘する際に駐車場のあること

がそのデノI'- トに行 く功機になってL̂る事例が多 く, とくに生活程度が高いほ ど,その比率が

高いのは,将来 の カー ンヨツt='/クの先行事例を示す ものであるといえ よう｡ (朝 日新聞tデ

パー トに関する調査 "〔1968年 〕では生酒程度が ｢上 ｣の世帯では 382%が,同じく

｢中の上 ｣では16.6%が,駐車場が あることがデノ1- ト利岡の動機 となっている )

.一方 ,既成の商店席では,交通環境は悪化する一方で,深刻75=駐車坂難に陥入っているo

す食わち都円182の商店街について客嗣駐車場の有無 をみた ところ,店舗総数 16,161店

の うち,わずか 124店で全体の 08%にす ぎないO駐車場の不足を訴えている商店境は全体

の 80%以上 もあるのにもかかわらず,駐車場整術計画のあるものが 1割程度 で,土地の不足

と資金難を理由としている｡車の増加に対応 でき覆い既成商店街の悩み, しか も増加する一方

の車の利 鞘という今日的な状況の現出であるO (以上数字は東商調査 44年 1月による)

港北ユニータウンにおいで も,駐車 スペースを過大に確保 してお くことが,将来の都市横能を

強化する上でもぜったいに必要 なことといえるであろう｡
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4-2-4 戦略地域 としての ｢田園都市｣の考察

港北ニュータウンが, 田園都市線の居住者を吸引できるかどうかが港北ニュークウ/商業核の

形成に重要な影響を与える｡ ところがこの田園都市に対 しては,町田商美核,鶴ノロ商業核が

戦略活勤を閑始 しようとしてお9,また,田園都市内で,核を形成 して吸収 しようという計画

もある｡この可能性についての検討を行なうことVCLようo

I)田園都市腺の概覇

大井町(京浜東北線に接続 )をターミナルとして,旗の台で池上線 (五反田 一 蒲田間,東急
も鉄 )と,大岡山でEl蒲線 (E]黒 一 蒲田伺,東急電鉄 )と. 自由ケ丘 で東横本線 (渋谷 一

棟浜･桜木町.東急電鉄)と,蒔ノロで南武線(立川-川喝問,匡鉄 )と,長津出で横浜銀 (八王子 一

嶺浜F乱 国鉄 )といずれも交叉 し,つ くし野に至る主 として,多摩丘陵地を病断 して走る878

弘の鉄道である｡ (図4-7参照 )

図417田 園都 市 線 概 略 図

田園都市線が他の東京周辺の郊外電車 と比 して異なる点は,東京周辺の私鉄が,都心部に向っ

て求心的に走 9,いわゆる放射線状を示 しているに もかかわらず,田園都市線では. これが横断

状に走行してか9,従って他の線路と交叉す る形が多くなっていることである｡

2)多摩田園都市の概略 (その 1)

東京周辺の地形をみると,丘陵地帯が2ヶ所あることがわかる.-つれ 村山貯水池のある挟
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山丘陵であ9, もう一つは.八王子か ら頑浜にかけての多摩丘陵地帯である｡

多摩田園都市は,この多牌丘陵のうち,上記,田園都市線の沿線に開発され,

踊発を予定されてV,る地域を指 している｡

面析は,世田ケ谷区の大 きさに匹敵する4300万 m7,将 来 の居 住 人 口 は ,

宿区の人口に匹敵 )を計画 している｡ ところで. この多摩田園都市の開発VCは,

る

4

東

あ

が電鉄を中心 として.積極的vE頗発 して か9.これに土地分盛やアパー ト(東急では,

る高検中層7JI- トをRドイル "と呼んでお9. この他,高層7/,I- トも建築 している

意 を行なう不動産.住宅密度の高vlところVCは,東光ス ト7-を出品させるとい

進めてLnる｡

この地域の人口推移をみると

昭和 35年 10月 約 25.000人

昭和 39年 10月 約 3&000^

昭和 40年 10月 約 57,000人

昭和 41年 10月 約 6aOO0人

昭和 42年 10月 約 77,000人

となってお9,最近の7年間に 3倍以上の増加を示 し,

である｡

(東急電鉄調べ )

の皮程ンセ■103客年

しかし.この地域が,予定通940万人程度の人口を吸引することができるかどうかは,

疑問視されなければならないOその理由として考えられるものは,一つには,すでにj

騰 してきていることであるO (これについては,後ほ ど詳細vcみることにするが,釈;

ほどの地区で,坪 6万円位vEなっている )｡

また.地質的にいって, こ こでは大規模な集団住宅の建設が行 なわれ姓いという事情

現在まで建設されている集Efl住宅は, これを日本住宅公Ei]の場合を例にとってみ ると.

ブ ラー ザ ｣1.254戸,｢膏斐台団地 ｣ 821戸があ9.その他神名川県住宅公社の｢

地 ｣が あるが.今後このような大規模を団地が建設され ることは,あせ9期待で きなく

いる(註 )

以上の二つの理由か ら.この地域での住宅建設は,東急を中心とした民間の住宅建築

設忙せつか,あるいは,土地購入者の自力建築に頼 らざるを碍なくを9, 日標の計画

達することは.困難かあるいは非常な,長期間を要するということVCなるであろうO

3) 多摩田園都市のセ/ クー構成

図4-8吐多摩田園都市は概略図である｡土地の開発方法は,いわゆる区整理方式 (

地を出し合って.道路を造 P.整地する方式 )によって行なわれ,大 きく三つのブ

けら九 でいる｡
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S 第-ブロック (400万坪 ) 川崎市

このフ'.,ツクのIt / クーとして. ｢鷺沼｣が予定されてお9.都心および主要地-の交通

所要時尚は次の通 9である.

鷺沼 → 銀座 43分 (自由ケ丘経由 )

鹿沼 → 東京 49分 (大 井 町 経 由 )

鷺沼 → 渋谷 34分 (自由ケ丘経由 )

鷺沼 .一･.→ 横浜 43分 (長 津 田 経 由 )

鷺沼 -→ )川崎 30分 (購 ノ ロ 経 由 )

図4-8多摩田園都市の概略図
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§ 第二ブロック (300万坪 )横浜市港北区

このブロックでは ｢たせブラーザ｣がセンターとしての役割 9を果 してか 9.都心

主要地への交通所要時間は,次の通 9である.

たせブラーザ → 銀座

たせブラーザ ー→ 東京

たせブラーザ → 淡谷

たせ7-ラーゲ .一･.一･.う横浜

たまブラーザ 一一→ 川崎

45分 (自由ケ丘経由 )

51分 (大 井町 経 由 )

36分 (自由ケ丘経由 )

41分 (長 津 田経 由 )

38分 (膚 ノ ロ経 由)

せたこの地区のうち.江田地区を大規模

オ 7 イス衝にしようという計画がある｡

S 第三ブロック (400万坪 )横浜市港北区

このブロックのセソクー として ｢青葉台 ｣があ9.現在この青葉台が沿線でもっと

ヨツビ ングセンターとしての機能が充実 しているO青葉台か ら,都心および主要地

通所要時間は次の通 9である｡

背 葉 台 >銀座

青 葉 台 ン東京

青 葉 台 >渋谷

膏 壌 台 > 横浜

青 葉 台 > 川崎

その他.つ くし野を中心忙しで,

4)商業核形成の可能性

54分 (自由ケ丘経由 )

60分 (大 井 町 経 由 )

45分 (自由ケ丘経由 )

32分 (長 津 田経 由 )

41分 (溝 ノ ロ経 由 )

第四ブロックが形成されてきている.

田園都市での商業核の形成は,せいぜt̂ コミュニティ ･スタイルのものが限度で･さら

衣.大規模な商業壕の形成が不可能 とL̂った感が深V,｡

その理由の最大のものは,地価が高騰 しすぎたことと,人 口密 度 が それほど高くない
および車に上る動線計画がなされていないことによる｡港北ニュータウンが,車のアブ

を考慮 した大規模を施設 を建設するならば,かなり高vl密度で, ここの居住者を吸引す

が可能である｡

4-3 必要スペースの算定

4-3-1 算出方法概要

港北 ニュータウンは最終計画人口30万人で参9,従前の団地の様な感 じではなく,

都市的単位 としてみることが出来 ようOせた.港北ニュークウ/の位置が横浜市の中心
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10Knの地点にあ9,虜浜市の副都市的性格さえみられる｡

削 ヒニュータウンの商業 .業務施設の算定においでは,上記のことを考慮して行なう必要があ

る｡すなわち,通常の団地サイズで算定するのではなく,一つの人口30万の都市単位として

考え算定する｡

算定方法として仕次のよう75:ものがある0

1)家計消費支出をベースとして考える方法

港北ニュータウンの商勢圏の濡賓額を推定 し,港北ニュータウン商業咳の吸収率 (商業力)と

の関係を考慮 して必要商業供給級を推定する｡これ と供給観に対する原単位必宴売場面積との

内儀を用いて商業 業務施設のスペースを算定するO

")類似都市の商業 .業務施設の現況 エbのスペース算定

港北 二ェータウンと敷似の都市を選定 して,その施設の構成および規模を分析 し,頬似都市平

均を開いてスペースを安定する｡ これは,海外の調査研究.た とえば, カ ンJ,'-ノール r.ニ

ューダウ/の施設計画vc例を見ることができる｡

ここでは,事業所統計,商業統計にエ9,類似都市の施設の現況を分析するとともに,過去の

調査結果を参考 とし,総合的 な観点から商業 ･業務施設の-基準を設定する｡それをもってス

ペースを算定する｡

川) 都市比教法

港北ニュークウ/の地理的位置 と都市間の経済関係 と似通った都市を選定する｡ これは上記と

は多少異な9.二都市間の類似を見出して行 なうOたとえば.港北ニュータウンと横浜市の繁

華萌あるV,け東京の二都 市間関係 と類似 しているものとして.立 川市 と新宿区の二都市を選定

して.これの計量化を行をう｡ しか し,ここではこの手法を開いない｡他の節にで,商業核の

間の事例研究 として現況を分析する｡

他や方法.としては,タラビィティモデルによる商英核間の力関係■を計濃化 し施設スペースを算

定する方法がある. しか しこの手法は,品目別施設スペース7Eで詳細には分析することが田雌

である.と同時に経済関係を分析 し施設 スペースを算出するVCはモデル自体に問題がある｡

また 施設のスペースを決定する諸要因を見Vl出し.計量モデルを作成する方法 もあるo以上

の二つの手法はモデル自体vcも,またデータVCも諸問題がみ られるため. ここでは用いない｡
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図4-9港北ニュータウンの南勢腐分布図

4~3~2 家計消費支出をべ-スとしたス･i: ス算定

商業施設lt 大きく分けて卸売業関係と′｣､売業関係とに二分類される｡ ここではぜず

係の店舗施設の売場面積 と業務施設の必要面横を算出する｡この両者を含む港北ニュ

南勢幽内の潜在購買力を表わす ものとして,港北ニュータウン南勢圏の家計消費支出

よるものがあげ られ る｡

以下,この家計消費支出ベースによって小売業,業務関係のスペースを算定 しようo

おけ る業務関係 とは,洗濯業,理容業,病院,教育関係等のサービス業関係等を言 う.

消費支出分類を大きく,食料関係,住居関係,光熱関係.被服関係.雑費関係の五つ
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スペース算定する｡

I)南勢圏人口

蜘 60年の交 通網お よび現在の商業核,たとえば二俣川.横浜西口,川胤 東京等の規模を

考慮すると,川崎市.鶴見区,保土 ヶ谷区等は港北ニュー タウンの商業地域外灯とられるであ

ろう｡

その結果.港北ニュータウンの商勢圏は,次の通Dである｡

第 1次鮭卜 -･ ･･･港北 ニュークウy内

第 2次圏･.･･･ =･･港北区全域

第 3次臥 ･ ･････相模原市,大和市,町田市の港北ニューダウ/の中心 よ

915Km圏域 (それぞれ.全市域の七分の二,十分の

七.五分の四VCあたる｡)(図4-9参照 )

過去の趨勢 よb昭和60年の商勢層別人口と世帯数を推定すると.第 1次商勢圏は,人口30

万人,世帯数 9万4千世帯であ9,第 8次南勢圏は,人口54万人,世帯数 17万世帯,第3

次南勢圏は,人口55万人,世帯数 17万 2千世帯である.

表4-5 商勢幽別人 口

昭 和 4 0 年 昭 和 60 年

世 帯 数 人 口 世 帯 数 人 口

第 1 次 商 勢 圏港北ニュークウ/ (世帯) (人) (世帯) (人)93.7■50 30(1000

第 2 次 商 勢 圏横 浜 市 港 北 区 6a355. .､も35,046 169,690 54aOOO

第 3 次 商 勢 圏 48391. 184,518 -172,780 552,870

相模原 市 の 1部 12.188 46.680 2臥470 31,110

大 和 市 の 1部 la464 45.494 ~3◆.4,ヱ130 1O9,200

町 田 市 の 1 部 4≡i73.9. 92,344 110.180 352,560

(註 ) ① 第 3次商勢圏は港北ニュータウン中心地 よ915Kmの地域

② 昭和 60年の世帯数は 1世帯当 9人鼻3_20人をもって推計
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一乗 4- 6 80年 後 の三 市 の 人 口 田市商の対比町田

昭和 35年 昭和40年 昭和 45年 昭和 50年 昭和60年

東 実 数 9.683.8 1u86q2 ll,42a7 】ユ,685.1 ll,850.1

京 (千^)Q)前 期 比 i.128 1.052 1.022 1.0】4 してい和40昭和(
町 実 数 71,269 115,916 181,000 300,000 440.700

田市 (人)㊨ 前 期 比il ].626 1_561 1.657 1.469 相模可田市なるで20∠

(野/ G) 1.449* i.484 1.621 1.449●

秤 実 数 3.443.2 4}430.7 5,179.6 6,134,6 6.988.5

秦川 (千人)⑨ 前 期 比 i.887 】.169 1.184- 1,ー39 】56.ii)潤ll)店
棉撲 実 数 101,655 ]6637.7 833,000 880.000 318.980

顔市 (人)④ 前 期 比 1.637 ].4.00 1,802 1.139 このる前にも含む

大 実 数(人) 40.975 6も99] 99,000 137.000 156.043

和市 !1(参前 期 比 1.586 】.523 1.384 1.139 の検討表 4てみた@ /@ 1.272 i.198 1.015 1.000

◎ / ㊨ 1.238 ユ,303 1.151 1.000 88.9(店しかし
証)① 昭和 35年,昭和 40年は ｢匡】勢調査｣に上る○

⑧ 東京,神奈川の将来値は厚生省入F)問題研究所の推定VEよる-.- (mlni]

⑨ 町田市,相模原市,大和市の昭和45年,昭和 50年の人口は町田市 (店舗

商工会議所の推定VCよるo昭和60年は 日本 1)サーチセ/クーの推定に上る. 考えらる○このl第 3次商勢圏の^口,世席数の推定は,次の三段牌をもって行なった○

第 1段階-- .-東京都,神奈川県の人口を推定する○ 経費は

第 2段階...-...20年後の東京都,神奈川県の人口から町田市,相模原市,大和市の人口を 少する

推定するo と予怒

第 3段階-- -20年後の町田市,相模原市,大和市の人口と,商勢圏域の市域に占める割合

とをもって,南勢幽人口を推定するo

第 1段階の東京都,神奈川県の20年後の人口は,厚生省人口問題研究所の推定値を開いた○

窮乏段将の町田市,相模原市,大和市の将来人口につV,てれ 周 和 50年の 10年後までは,町
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二

二
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‥

上る｡

)人口を

める割合

-た｡

Iは,町

貝市商工会議所の推定値をF円い,20年後推定には,昭和 50年までの県と市の人口増加傾向

の対比と,人口密度の趨勢を用いて行なった｡

町田市人口推定- 各 5年間の東京都の人口増加率 と町田市のそれ との比率の傾向は年々増加

しているが,昭和 60年には:,人口密度か ら考え減少す るものと思われるO都 と市の比率は昭

和40年 1.449となると推定され ようO

昭和60年の町田市の人口,世帯数帆 440,700人, 137.780世帯 となろう｡

相模原市,大和市の人口推定 - 各 5年間の県 と市の人口増加率の比茎の傾向は,両市とも

町田市と異な9,減少傾向にある｡ この趨勢vc従って減少すれば,昭和 60年には 1.000と

なるであろう｡つまD,県平均と両市との増加傾向は同程度になるであろう｡

20年後の相模原市,大和市の人口,世帯数は,それぞれ 318.900人, 99.660世帯 と

156.000人. 48.750世帯となるであろう｡

而)消費支出の変化

1)店舗関係消費支出

この南勢園円の 648,130世帯 (a,074.000人 )が,どのような消費行動をするかをみ

る前K:.まず,家計消費支出のうち, どれほ どが店舗関係 (小売業関係のほかVC兵務施設関係

も含む)の消費支出であるか, せた時系列的観察を行なうならば,その変化がみ られるか否か

の検討を試みる必要があろう｡

表 4-7は , これを ｢家計調査 ｣総理府統計局vcよ9人口5万以上の都市の全世帯につい

てみたものである｡昭和4.1年の店舗関係消費支出総額 と店舗関係外消穀支出との比率は,

68.9対311であ9, これを年次別VCみると, 2年 間 に店 舗 関係 消費 支 出 総額 が

(店舗関係+店舗鯛係外 )に対 して2ポイン ト程度づつの減少傾向を示 している｡

しかし.昭和 60年までこの趨勢が継続するものとは考えられず, ミニマム 1)ミッ ト

(mnlm｡mllmit)が存在するであろう｡店舗関係消費支出総額係数〔(店舗関係消費支出総額-

日吉舗関係消費支出総意+店舗関係外消費支出総額 )下 のミニマム .)ミyトは60%程度と

考えられる｡昭和 60年はその時点に相当し,店舗関係消費支出総額係数 579%と推定され

る｡

この円訳の食料乱 被服費は,現在と変 らず.すべてが店舗で買い求められるであろうO光熱饗

確費はかな9店舗関係支出が減少 し.それぞれ. 280%と之00%となる.住居幾 もやや碗

少するが. この中vc自助車購入費 も含入されていることもあ960%の ラインは割 らないもの

と予想されるO (図 4-10参照 )

-137-



下

郎

｢

軒

招

踊

位

卜

.

輔

…

半

図4-10店舗関係消費支出係数

食料費

被服費

消雪支出総額

●-ー

一･二- - - 亡 二 二二 二- 二- ･==.
光熱費

雑費

35年 37年 39年 41年



表4I7 店舗関係消費支出構成

単位 帝 人口5万以上の都市 (全世帯 )-世帯当た 9家計

項 目 昭 35 昭 37 昭 39 昭 41 昭 60

蛋関係A発展 消 費 支 出 総 額 2.5.g 2&9 288 81,1 42.1

内 訳 食 料 費 I..aO nO uO nO QO

住 居 費 3;L6 315 318 aa3 4uO

光 熱 費 5-&8 64.0 674 6aO 7之0

被 服 費 nO nO uO nO nO

雑 費 64.1 67p2 699 71.7 8nO

蛋肇也係数(那 消 糞 支 出 総 額 750 7a1 71.2 6&9 579

内 訳 食 料 費 loco loco loco loco loco

住 居 費 684 6&5 B&2 667 6nO

光 熱 費 4L2 360 3之6 3之0 2-&0

被 服 費 10(10 10(10 loco loco loco

証1. 店舗関係消費支出係数

-店舗関係消費支出額 丁(店舗関係消費支出額+店舗朗係外消費支出額 )

之 各項の店舗関係外消費項 目は

光熱費･ ･電気,ガス代 住居費-･-家賃,地代,水道料

雑 費-- 診療代,交通通信R.教育幾,教科書代,聴取観覧料,補習塾月謝代,

その他の月謝代,旅行費.信仰幾.冠婚葬祭幾,仕送金,負趣金,損

害保険料,贈与金,女中給料, こづかレ㍉ つきあい糞

3 昭和60年は 日本 リサーチセ ン ター推定

賢科 ;｢家計調査 ｣総理府統計局

(2)20年後にかける家計消蛍支出

すでに1-2でふれたように,一人当b 国民所得は昭和 40年の26万円から, 10年後には45

万円に,さらV(C20年後には 78万円と成長するであろう｡このような中で,さらに経済的安

臥 社会的要因および価値観の変化が伴い,消費支出の伸びとその構造は大きく変化すると思

わTLる｡昭和 50年, 55年, 60年の哨虫支出総額は,昭和 4.0年の 51.832円に対し,

それぞれ, 78.600札 103,500円, 128,040円 (昭和410年価格 )となるであろ

う｡これ仇 20年間に約25倍の増加であるD昭和60年の消費郁進の変化をみると,エン

ゲル係数は所得増大等の影響によ9,昭和 40年の 381帝か ら10多減少 して28.9多と恵
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る｡住居費係数はモー タリゼーショ/の進展等によ9, 6飾増加 して 157多となる｡推史郎

数は,価値観の変化に よるところが大 きくて, 5%増加の410多と75:るであろ う｡ (表4-

8参照 )

表 4- 8 -世帯あた91カ月の家計消費支出

人 口 5万以上の都市 (全世帯 ) (円

辛 消 費 支 出 (内 訳 ) l
揺 ,顔 食 料 費 住 居 費 光 熱 費 被 服 費 # *

昭 51,832 18738 5157 2,389 昆916 1a632

4-0 (loco) (SKI) (.9.9) (4.6) (ll.4) (360)

42 61.091 22,8.56 6,424 2,730 6.725 2乙858

(1080) (366) (1Q5) (4.7) (ll-0) (374)

50 7a600 25545 1q847 a380 8174 3q654

(1080) (3之5) (la8) (4.3) (lQ4) (390)

55 10三1500 31.775 15215 4,451 1(1661 41.400

(loco) (3G7) (14.7) (4.3) (1n3) (4M )

60 12&040 37004 2〔1102 5378 laO60 52,496

註 ,昭和 60年は日本 リサー チセ/クー推計

資料 ,｢家計調査 ｣総埋府統計局

で凪 昭和 60年の店舗関係消費支出は, どれほどになるであろ うかo

これを20年後の店舗関係消兜支出係数 と家計消受支出係数 とを用いて導 き出すと表4-9の

通 D.店舗関係消費支出総額 で 74,1.30円とな り,現在の店舗関係外 も含んだ全体の消費支

出総額に相当する｡ これ らより,商勢圏全体の 1カ月あた b店舗関係消費支出を推定すると,

第 1次商勢圏-- - (月間 ) 6.949.7首万円

第 2次商勢匪卜-･ -(月間 )12.579.1

第 3次商勢圏-- ･(月間 )12.808.2

であれ 港北ニュータウン商勢圏全体 で.383億円になる｡ これはあくまで,商勢圏人口全き

の店舗関係消費支出総数である｡
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経費償鼓

&41

全体

表4-9 昭和 60年の一世帯 あた b店舗関係家計消費支出

1カ月 (円)

店舗関係 消 (内 訳 )

費支出総額 食 料 受 住 居 教 光 熱 費 被 服 費 雑 費

昭 74.130 37:004 12,061 1.506 laO60 1q499

証) 日本 ))サ-チセンター推計

店舗関係家計消費支出=家計消費支出×店舗関係消喪支出係数

表4- 10 20年後の店舗関係消費支出

(全世帯あた bの ]カ月 )(百万円 )

消費 別 勢 観 第 ユ 次 第 8 次 第 3 次 計

食 料 関 係 3.46al &2792 &89a6 la141.9

住 居 関 係 1.130_7 2.046,6 2.08a9 a261_2

光 熱 関 係 141.2 2556 26u2 6570

頓 服 関 係 1.224.4 2,2162 2.25&5 邑697'1

教育 .娯楽 .雑用品関係 984.3 1.781.6 1.814.0 4.5799

註) 商勢圏別店舗関係消費支出-商勢簡別世帯数×1世帯あたb店舗関係消単支出

‖)スペース算定

(1) 港北ニュータウンでの購入係数

この商勢圏別店舗関係消費支出総額がすJiて港北ミ--クウ/での潜在購買力となるかと言え
ば,決 してそ うでは声い｡た とえは,食料関係お よび光熱関係の購買は,圧倒的に住居地周辺

で行7Eわれるであろ うか ら,第 3次商勢圏の相模原葡:大和 市,町田市の食料関係お よび光熱関

係の消費支出仕,港北-1-クウy での潜在購買力と直接結びつかないであろ うO.これに対し

て住居関係および教養 ･娯楽関係は,商業核 の特性に大 きく左右され,遠 くでも購買行動がみ

られるであろうか ら,第 3次南勢圏の消費支出は,港北ニュークウ/での潜在購買力に,それ

ほど大きく壮ないであろ うが多少影響を及ぼすもの と思われる｡ この よう75:影響奉をあらわす

のが葬 4- 1 1の ｢港北ニュークウ/での購入係数 ｣である｡

いわゆる,これは第 1次南勢圏においては,近隣消費率 (ある商品あるいはサービスに対する

全消費の うちで近隣地で消費される割合 )であ9,第 2･3次商勢圏において姓,近隣消費外

のうち港北ニュークウンのショッピングセンタ-で消費する割合である｡

買入係数昧 商勢圏人口とともに港北ニ1-タウンの商業力を大 きく左右するoつま り,商業
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施設の成立を決定する要因でもあるO

で比 購入係数に,言い換えれば近隣消費零に影響を及ぼす諸因子はどのようなものであろうか｡

(a) 住居 と商業地の関係位置

置

賛

市

置

位

消

T

･

=

=

古田
中

中
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隣

郡
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地

近

消

商

近

外

A

B

C

コ
〓

↑

(t)) 交通機関

(鉄道網,道路網 )

(C) 住民の収入階層の位怒

(収入階層が家計消費の内容に変化をもた らす )

(a) 住民の家族構成

(家事適当者の外出自由度の差 )

(e) 主婦の職業の有無

(ど) 地方的憤習や個人の晴好や性格等

これらの5つがあげ られるが (C)～(I)を分析 し,港北ニュータウ/の購入係数を算定するととは

困難であるため,主 として住居と商業地の関係位置を分析 して,購入係数を算定する｡また.

他の商業地は将来 どの程度のショyビングセンタ-に発展するか.近隣中心は どこにどの程度

成立するか,ニュータウンに設け られる商業施設の南勢圏 とそれはいかに競合するかの開港も

考慮に入れ算定するo

ここにおいては最高値と最低値 とをもたせ,幅のある分析 を進めている｡それは購入係数を一

つに決定する理由がきわめて少なく,段階をもたせた方が誤差の大売る危険性が少 くないため
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あろ うか

とは

良,

臣鹿

砦も

r一･･

二め

であるO具体的な数値算定には,横浜西口と伊勢佐木町における買い物調査 (3- 2 港北区

D消費行動参照 )と千里ニュータウンの近隣消費率 (資料編参照 )を基礎 として行なったもので

あるo

表4--11 港北ニュータウンでの購入係数
(%)

最 高 最 低 最 高 最 低 最 高 最 低

食 料 関 係 100 90 5 0 0 0

住 居 関 係 70 60 60 50 10 5

光 熱 関 係 100 95 5 0 0 0

凄 服 関 係 80 75 55 40 0 0

註)日本 リサーチセンクーの推計

12)売場面横 と販売高

店舗関係消費支出額 と港北ニュータウンでの購入係数によD,商勢幽内の住民の港北ニュ-メ

ウンでの年間潜在購買力が推定されるO これは供給側の観点に立てば,年間販売緬にあたるo

その年間販売額に対する商店の売場両横はどれほど必要であるかを,検討するにあた り･まず･

売場面積178･あた りの年間販売の推移を分析 しようO ここでは･ ゾ ヨツ t='ン グ セ ンターの商業

力を大きく左右する盲貸店の単位面積あたb販売額の推移を代表 としてみ ようo

地域別のこの売場面積あたDの能率は,表 4-12のどとくであるO昭和41年における六大

各市首貨店 の1 m2あ た Dの販売横は47万2千円であ9,,これに対 して地方都市首貸店の

それは26万 8千円であって,前者は後者の 1.8倍 とい う大きさになっているO両地域間にか

けるこうした売場面積あたりの販売能率格差は概ね 1.8対 1ぐらいで, ここ数年来推移 してい

る｡ これ比,売:/li面郡 lwLlあた b販売額の伸びの動向が

表4-12 売場面横 1秒･あたDの販売額 (首貸店 )
(千円,%)

()の数値虹前年比,
資料 ;百貨店販売統計 (通産省 )
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六大都市百貨店 と地方都市百貨店 との間において基本的に大同小異であることVCよるものであ (31

る○

地方都市百貨店と六大都市百貨店 との間における販売格差の生 じる要因は,窮 ユ忙規模の差異

(大規模化利益 ),第 2に常襲密度の差異 (^口の桐密さ,所得の高さ ),第3に売場面鎌の

資本回転率の差異等である○

地域間格差杜,六大都市内において もみ られる(表 4 - 1 3 ), この ように,単位面鏡あた

9販売旗は,時系列的にも,地域間にも,大きな格差がみ られるo これに加え, ここで推定し

ようとするもの品目別の単位面積あたDの販売額であるO

品目別の時系列データ吐 分類上の変動 (｢商業統計 ｣通産省の分類 )がみ られるため,推定

が非常vE困難である◇

hわ吟る,時系列分析 も.,クロス分析 も,以上の事柄V'Cよ9行なわれがたい. 蘇用内なる表4-]3 売場面横 ln'あた9販売額 (百貨店 )

(六大都市 ) 万円

地域月【昭和 36年 37年 38年 39年 4.0* 4]年 店電○

東 京 39.6 43.9 47.8 49.】 46.3 48.8

大 阪 31.9 37,8 413_I 47.9 49.4 53.4

京 都 24,7 29.4 32.5 33,2 33.】 36.8

神 戸 28.6 34.3 40.1 41.5 413_9 47.4

名 古 屋 23.5 26,9 29.8 33_5 34-.8 之7_3

横 浜 27_a 28,4 30.9 36.3 36,7 38.3

計 33.6 35.9 42,2 44.7 44.1 49.2

資料 通産省よ9

港北ユニ-クウ/商業施設内の単位面積あた 9販売敵は.現在の東京都の従業員のある小売

の単位面積あた 9版売練を開いた○この理由は次の通 Pであるo

第1.れ 流通変革にエ9,港北 ニユ-クウ /の商業施設は,現在の横浜市よ9東京都の版元

率に近 くなると思われる○
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表4-14 港北ニュータウンの売場面横1秒あたDの年間版元額

項 B= 売場面積 1wtJあた9年間販売額

食 料 関 係 590.7 千円

住 居 幽 係 468.1

光 熱 関 係 392.8

被 服 関 係 513.a

雑 費 関 係 551.5

資料 ;昭和4.1年 ｢東京の商業統計｣よ9作成

･31売場面積の推定

南勢圏別店舗関係消費支出.購入係数お よび売場面積 1m'あた 9年間販売観を用いて,商勢

表内住民の港北ニュークウ/での年間潜在耕買力とその必要売場面横を推定すると次の結果 と

なる｡ (表 4-14参照 )

表4-15 20年後の港北-ユ-タウンの年間潜在購買力

*塵】 消 費 別 最 高 最 低

第 食 料 関 係 盲万円 首万 吋

4.1.629_忠 41.066,4

住 居 関 係 9,498.0 8.140.8

光 熱 関 係 1.694.4 1.609.2

破 服 関 係 ll.754.0 ll.019.6

吹 教 箆.娯 楽維 弔 品 関係 8,858_4. 7.677.6

｣､ 73.434̀.0 69_513.6

第 食 料.関 係 3,768,0 0住 居 蘭 係 ]4..736.0 12.879_6

光 熱 儲 係 153.6 0
被 服 関 係 14,626.■8 10,638.0

吹 教 藍.娯 楽雑 開 品 関係 ll.758.8 10.689.6

小 計 45,043,a 33.607.2

第 食 料 関 係 0 0住 居 関 係 2,500.8 1.乏50,4

光 熱 関 係 0 0
被 服 関 係 0 0

吹 悪 貨晶 贋 2,176.8 1.088.4.

′J､ 計 4.677.6 2,338.8

註) 潜在購買力-港北 二 一一ダウ/ての邦人係数×南勢鰯別店舗関係家計消炎支出
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表4-16 昭和 60年における港北ニュータウンの必要売場面析

年間潜在購買力 百万円 必 要 売場 面 積 仰

最 局 最 低 最 高 最 低

食 料 関 係 45,397.2 4.I.066,4. 76,853,2 695之1.6

住 居 関 係 26,734.8 21,670,8 57.113.4 46.295.2

光 熱 関 係 1,848,0 1,609.2 4,704.7 4,096.7

被 服 関 係 26,380,8 21.657,6 51.404,5 42,乏01.1

蓬 晶 R% 蕎 28,794.,0 19′455.6 41,330.9 35,277.6

(荏 ) 算出方法

･ 年間潜在- カニ商勢馴 ｣店舗関係消費支出 (年 間 )×落語二又~還り芸での

② 必要売場面横-年間潜在購買力÷売場面較ユ卿あた 9年間販売額

港北二ュ-タウンでの必要売場面積は次の通 Dであるo

年間港在購買力

最高値- ･･･123.15弓禿 円

必要売場面積

231.407

( 23i ha )

巌 1_N,A......105.45言霊円 1｡7,39a mZ

( 197 ha )

(売場面積推定のフローチ ャー トと計算式 図4-11, 表4-17参照 )

港北ニュ-タウンの必要営業面紡,すなわち非営利面積+売場面街は:

超高値 ･-･ -･289,258 が (延289ha)

最低値 -- ･･･24.6,74.0 材 (延 247ha)

となるo ここでは非営利面横が売場面積の四分の-必要であるという前提に立って推定されて

しハるO
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表4-17

スペース算定の計算式

rx,〕-〔EDりコ｢去,]1

〔ED.,〕- 〔Eli〕 〔C;:〕+ 〔E2】〕〔 C;'2コ+ 〔 E,, 〕 〔 C r,〕1

Cc;;]-rpl]lC;]

〔C;〕-⊂C】〕⊂8,コ

行列説明

〔XJ〕 )列ベク トル

Lf Dl,〕 '列ベク トル

〔去コ 対角要素去Jの[･3･,〕 対角行列
〔EIJ〕 】列ベク トル

〔C;;j l列目が韓 であ9.他の列が0ベク トルである〔 ,,.〕行列

〔Cで'N〕 ｢ 1,'〕行列

〔p.〕 対角要素がPl である正方対角行列

〔C;〕 '列がC; である〔 1,']行列
〔cJ〕 】列ベク トル

〔8】コ 対角零素がBJである正方対角行列

1 南勢圏第 1次,第 a決.第3次をあらわす

】 消費分類,食料費,住居焚,被服費,光熱費,雑穀をあらわす

記号は図4-11参照

4- 3-3 /J､売関係施設のスペース算定

以上は家計調査 ベースによる港北ニュータウンの商業 業務施設の必要スペースを推定

のである｡ ここでは,商業施設,特に小売業関係の中分類別施設のスペースを類似都市

法によb推定 しよう｡

類似都市の選定基準 として,人口規模 (10-30万人 ) および都市立地の面,すな

浜繁華街 ,あるい性東京 と港北ニュータウンの経済関係面の二基準を設けた. この二面

て類似 している都市を東京都市圏,中京都市雌,京阪神都市圏か ら33都市'を選び,

の都市の商業施設.中でも′｣＼売関係の施設の現況を分析する｡それをもとに人口30万

港北ニュータウンの小売業関係施設スペースを推定する｡
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(lI類似都市の′J､売薬の現状分析

33の焼似都市を東京,中京,京阪神の三圏に分類 し,各都市圏BrJrの人口1万人あた9年間販売

要の動きをみると表4- i8
･類似都市 (各都市の経済的性格は資料編参照 )

三したも

f原単位

わち稚

iKilVt

それら

｢都市の

東京都市圏 -･ -川越 川口 浦和 大宮 市川 船橋 八王子 府中 調布 町田

(15都市 ) 平壌 鎌倉 藤沢 小田原 相模原

中京都市臨-- =-･大垣 豊橋 岡崎 一宮 豊EEl

(5都市 )

京阪神都市圏･･--大津 岸和田 豊中 吹田 高槻 守口 枚方 茨木 八尾 寝屋川

(】3都市 ) 明石 西宮 伊丹

の通 Dである｡

東京都市圏の人口一万人あた9年間販売額が,他の中京,京阪神都市圏 よb大きな紬を全体を通

して示している｡ たとえば,小売業総平均では,東京都市幽 1.2ユ9盲万円,中京都市圏

Ll47盲万円,京阪神都市圏876百万円である｡

各業種内の各都市圏の動触 ,それほど変 らない｡特にB立つところをあげれば,東京都市圏

においては,野菜,果物小売業,燃料小売業,酒 ･調味料の販売額が高 く,中京都市幽では,

各種商品′j＼売業の販売額が高いO京阪神都市圏では,他の都市幽よb特に大きい業種はな く,

むしろ低い業種がある｡たとえば,呉服,服地,寝具′ト売薬の人口一万人あた936百万円,潤 .

調味料′｣＼売業の30盲万円の年間販売徹である

時系列の動 きをみる際には,版売額を人口でデフレ- トし,人 口一万人あたbVこ直 したのみでな

く.物価指数でデフ レー トする必要がある｡ しか しその相互の業種分類が不一致のため,ここ

ではデフレー トされていない名目値のませで使用 した.

まk.中分類の業種 (たとえば,洋服′J､売業,鮮魚小売業の分類 )は,調査時によD多少分類

基準が異なるため,時系列的には捉え られない.

三都市曲の大分類別業種の人口一万人あた9年間版売額の動 きをみると,大背な増加傾向にある業

種は各種商品′J＼売薬 (衣,負,住にわたる商品を′J､売 している薬種 ),家具什器小売業 (中で

大き叫申びを示 しているのが,家庭用機械器具小売業 )であるO織物.衣服身のまわ9品小売

秦.飲食料品小売業 も増加は示 しているけれども,それほど大 き75:増加率ではをhoその他の

小売業 (医薬品,化粧品/｣､売業,燃料小売業等 )紘,増減傾向不明である｡
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黄 4- 18 人 ロ 一万人 あた りの年 間版 元窺 Nul

(百 万円)

項 目 昭 和 東京 都 市 圏 中京 都 市 圏 京 阪 神都 市 圏 平 均 lト-

総 計 87年 1,603 3.024 1.240 1.675 454鮮 魚39年 2.122 a609 1.220 1.992

41年 2.704 4.692 1.850 2.503 455物

卸 売 業 37年 801 2324 501 914 .荘
39年 1.119 2.932 653 1.210 456野菜.=
41年 1.485 a546 975 1596

40一41 37年 772 2,340 501 903 457美 子 .
一 般 卸 売 薬 39年 1,137 2.935 653 1.218

41年 1.485 a546 974 1.596 一 ････.458米 や +

小 売 英 37年 793 701 540 679

39年 9421.219 949 670 836 459その他の41年 1.147 876 1,073

ll.･.･.-■一一･･.･.･.･.･.･.･.･.-畠も車+43 37年 20 18 1 ll

各 種 商 品 ′ト売 薬 39年 17 76 5 21

41年 83 117 53 88

トー一一一一･.4844 37年 173 164 83 136

放 物 .衣 服 .身の ま 39年 208 211 102- 167 家具.建
わ り品 小 売 業 41年 215 246 126 184

ト.･.ll.一･一･･.4817家具一越441 39年 61 75 33 52

呉服服 地J寝 A.小 売業 41年 65 88 36 57

482.a442 39年 45 33 15 32

洋 服 ′J､ 売 薬 41年 36 38 20 30 金物 万

483在器443 39年 23 41 15 28

hJTf人 子 供 服 ,｣､売 薬 41年 45 49 20 36 的

444 39年 18 20 ll 15 4841
くつ .履 物 小 売 業 41年 22 26 12 19 家庭用

●48gその他449他 ●､物 一服 39年 63 42 26 45
そ の 也の織 .衣身の まわ り最′ト売 菜 41年 63 45 39 51

49

45飲 食 料 品 ′｣､売 薬 37年 364 252 282 31439年 443 336 327 381 そ の

41年 554 400 433 483

一 一･･.491医薬品.トー-.一一一･一一
451 39年 42 57 26 38

各 種食 料 品 ′J､売 薬 41年 66 63 42 56

452_ 39年 100 57 63 79 ;493必科
酒 .調 味 料 小 Tt;莱 41年 108 69 30 90

i‰4.453 39年 24 12 17 19

食 肉 ′ト 売 薬 41年 38 28 37 36

註 )3店 舗 以上 を有 す る都 市 が極 め て 少 ない.

項目の欄の数字は分類番号であるo



_(百万円)

昭和:東京都市圏 中京都市圏 京阪神都市圏 平均
454 39年㌻ 24 12F 17 19
#魚/｣､冗業 41狂】 29 16 24 24
455 39年 9 14 13 lO
=長物小売業 41年 9 6 16 ll
456 39年 49 40 31l 41

457 39年 62 49 39 51
‡子,-ソ′J､売薬 41年: 68 59 53 61
458 39年 79 59 65 70
米穀類′J､売薬 41年 91 84 79 85
459 39年 75 29 48 5868その他の飲食料品'トDrE=菜 41年 85 37 63

昌も車 .荷車小 売業 37年 5 i 7 4 588

39年 8 l 15 5

41年 .8 : 13 7

37年 95 97 70 86114126
48家具.建具ー什器′J､売薬 39年 ; 130 127 92

41年 134 151 108

･家具.建具.丑 小 ji=英 41年 ヰo t 45 27 36

482 39年 27 18 18 22

金物L荒 物 小 71: 莱 41年 27 i 19 18 22

483 39年 3 l 2 2 34純良器-ガラス具小刀薬 41年 5 l 4 2

484 39年 43 72 32 43

家庭用機械器 具/｣､元糞 41年 62 66 70 64

●489その他の什器′ト売薬 39年41年 XX x2 XX XX

37年 131 140 96 11988181

49そ の 他 の ′ト 読三共 39年 79 136 79

41年 195 220 150

49ー1 39年 34 37 33 34

医薬品.化粧ロE3'トJE英l 41年 39 47 40 40

493 39年 25 14 ll 18

患 科 小 DT= 英 41年 34 19 ll ; 23

494 39年 37 35 28 33



ロ) スペース算定

これらの類似都市の′｣､売薬の規模と動向をもとに.港北ニューダウyの小売業施設必要

スを算定 しよう｡

スベ-ス算定を行をうにあたって 以下の三点を前提条件 とすることが出来 よう｡

l)年間版売額は.商勢幽人口に基づ く｡

1都市の年間版売額は,その行政区域人口にのみ基づ くものでなく.その商勢圏人

基づ く広範囲をものである.

よって,行政区域人口でデフレー トした年間販売額の大 きさは,その都市の需要力

らT,商勢歯の広さも物語っている.

lF)昭和 60年の人口-万人あた9年間販売額は,現在の3.470倍 となる｡

本来 をらば,過去の趨勢 と20年後の価値観および物的生活の豊かさを考慮 して,年間

の伸びを予測すべきである｡ しか し,過去 の趨勢が,菜種によっては,はっきりと増滅

示 してVlるが,大半は,特に中分類 となると分類基準 も問題化 して,増減傾向が不明確

そのため,4-3lで行った家計消費支出の 20年後の伸び,いわゆる現在の 24･70

いたdその伸びを用いた理由は,小売業の年間販売額の源泉が,家計消費支出の店舗関

する消発支出にあることによるo

lll)港北ニュータウンの人口一万人あた り年間販売額は,類似都市の総平均である｡

類似都市の選定を,港北 ニュークウ ノの人口規模と経済的都市立地 とに基づいたことに

その類似都市の総平均は港北ニュータウンの平均的をものを表わ していると言っても良

ろうO上って,港北ニュークウ/の人口一万人あた9年間販売額比,類似都市の総平均

され よう｡

これをもとに,港北ニュータウンの/｣＼売関係施設のスペースを算定する･その算定方法

通Dである｡

港北ニュークウyの小売関係 港北ニュータウンの年間販売額

必要売場面頼 (が ) 売場面横InZあたDの年間販売額

港北ニュータウン (30万人口 )年間版売額

-類似都市の昭和 60年人口一万人あた9年間版売振x30

類似都市の昭和 60年人口一万人あた9年間版売額

-昭和 41年人口一万人あた9年間販売額 x2470
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要スベ-

gl版売手

或傾向を

在である.

〕倍を用

唱係に卵

〔よD,

ihでも

うで代表

E壮次の

これを用いた結果は

小売関係全体

各種商品ノ｣＼売関係-I

秩物 衣服 身のまわ9品関係･

飲食料品′J､売関係 -

自転車 ･荷車′｣＼売関係･--

家具 ･建具 ･什器′｣､売関係--

(自動車関係 )-･･

その他の/｣､売業関係 -

年間竿雲驚 円 ) 必要売場馬琴

ユ56,041

6510

13.680

････ 35,790

600

9.330

13.41n

ll.383

26.539

60.589

2,94.3

19.938

10000)

24'.655

(表4-20参照 )

証 ()内の数値は,商業統計ベースに含まれない/ト売業の自動董販売関係である｡

家計消費支出ベースと上記の商共統計ベ-スとの間め住居関係の大きな差異は

現在地元外購入が多いことによる｡今後は地元購入が増加するであろうO

(例 ) 品物買物先 (地元 ) (デノミ- ト) (その他 )

大型買物先 -一一一一一31.詩 203 48.6%

洋服 ･洋品 一一一一一一408 537 55%

である｡非営利両横を含めると,すなわち必要営業面横は 195,051.3779(20ha)である∩

この港北-ユータウンの′ト売関係必要売場面積は,ただ単に住民人tjB0万人に対 して必要を

スペースでなく,前提条件 (i)で述べたととく,全商勢歯を考慮 しての昭和 60年時点での

スペースである｡(表4-20参照 )

-153-



表4 -20 港 北 二 -- タウ ンの 年 間販 売 額 と必 要 売場 両横 売;A-b!ナ

連 発 分 赦 人口1万人当Dの年間販売額 売場両所 1m)当bの年間版元数@ 北ニ ュークウ/ (人口30万八昭和.ll 昭和 60(ガ 間 版 売鶴 必要売場両横

百 万円 盲 万円 千円 盲万円 n

小 売 関 係 1070 2642 79260 146041

4 各種 商 品′ト売 関 係 88 217 571.9 6510 11383

44 軌物衣服身の鰭 晶療 184 454 513.2 13620 26539

ツt: ､ 57 141 54a3 4230 7786 た442洋 服 ′ト 売 30 74 46ag 2220 4786

443約 人 子 供 服 小 売 36 89 56a2 2670 4716 な

444く つ 履 物 小 売 19 47 502,3 1410 2807

449雪空管望讐 衣服身の 42 103 3090 6444 0_
45 飲 食 料 品 ′ト売関 係 483 1193 59QT 35790 60589

451各 種 食 料 品 小 売 56 138 523.3 4140 7911 症

452倍 調 味 料 ′｣＼売 90 2.22 65a2 6660 10103

453食 肉 ′ト 売 36 89 644.4 2670 4143 秦rq家1人

454鮮 魚 ′J､ 売 24 59 4869 1770 3635

455乾 物 ′ト 売 ll 27 5765 各lo 1405

456野 菜 果 物 小 売 48 119 5063 3570 7051

457英 子 /i / ′ト 売 61 151 48&5 4530 9331

458米 穀 類 ,)､ 売 85 210 893.4 6300 7052

459そのイめ 飲食料品′ト売 72 178 5340 9958

47 自転車 荷重′ト売関係 8 20 20a9 600 2943

48 家具建具什器′ト売関係 12636 311 46al 9330 19932

481家 具 辿 具 生 小 売 89 249,1 2670 10719 ′｣､482.金 物 荒 物 小 売 22 54 35一.4 1620. 4610

LL8a陶砂 器ガラス具′ト売 4 10 3654 300 821 ち

484家庭用機 械器 具小 売*489そ の他 の什 器 ′｣､売 64丈 158 77n5 4740 6152 哩良l

49 そ の他の 小 売 光関係 181 447 543.9 13410 24655

491医薬 品化 粧 品′｣､売 40 99 47aa 2970 6210

493燃 料 小 売 23 57 392.8 1710 4353

494朝 範 文 房 具 小 売 47 116 639.4 3480 5443

読 ) 0 20年 間 の伸 び 峯 を家 計 消 費 支 出の 伸び (之470倍 ) と同 - と仮定

(多昭和 4 1年 ｢商 業統 計表 ｣通 産 省

申)昭 和 4 1年 ｢東 京 の商 業 ｣東 京統 計協 会 よ 9作成



ここでスペース算定に使用 した売場面積 1n･あた 9年間販売額について検討 してみようO

小売業の年間版売額および版元能率と関係の深い家計消費支出総額 と単位面析あた りの年間販

売額とについて過去6年間の推移を考慮すると,昭和 35年から相和41年の6年間に家計消

兼支出総額(人口5万人以上の全世帯 )が実質 で 263% 増加したのに対して,単付面横あた

9年間販売額 (全国 )紘20.5%の増加であるO この両者の比率,すなわち家計消費支出に対

する単- 秩あた- 間販売額の- - 0779(-盟 であるC(表4-20-2参照 )

この弾性値が今後20年間においても一定であるとい う仮定に立って昭和60年の単位面横 あ

たbの年間販売額 (全国 )を推定すると,′J､売業平均で現在の 24万 円 に対 して51万円に

なる｡

その推定方法推,20年後の家計兜支出1乏8千円の之0年間の伸び,1.470と弾性値

0.779から,昭和 60年までの20年間の単位面横あた り年間販売額の伸び率114･5と推

定して求める｡

表 4120-a

家計消費支出総嶺 と売場面秩ImJあた9年間販売額

昭和 35年 昭和41年 昭35-4ユ年増 加 比 昭和60年 ao年後の増 加 比

家計消柴支出 (円_)1人口5万以上全世帯 負目 81.乞76 56,097
莱質 4-2.265 53.375 0_a63 128,04.0 1.470

小売業売場面析1秒あたり年間放元締(全国 )(■方円 ) 名目 lLL 24莱質 19 23 0_BO5 51 1.l45

読 )実質紘昭和 40年価格

- - 支出に対する単位- あた 作 間販売額の弾性- 豊 崇 -0779

である

20年後の港北ニュータウン商業施設の業種別売場面積 In･あた り年間販売額を推定するにあ

たb大きく二つの間短点があるo

I)業種別の単位面簡 あた9年間販売額を推定する際に必要な時系列分布が,統計上田舟であ

るO (時点ことに分類区分異なる )

ll)それと同時に,菓種別時系列推定方法が困難である｡(単位面積あた り年間販売額にかよぽ
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す各業種 ととの要因をみいだす ことが困難等による )

l") 港北ニュークウ/と類似 している都市を一つ選ぶことが困難である｡(頻似都市を

J
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批
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川

榔
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宕
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蓑

訂
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1

を

て

格

た
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で

サ

あ

圏

加

に

定

用

菜

の

と

人

挙げ.それを分析することはこの分析においてはあせb意味がない )

以上のことを考え合せ,落北-ユ-タウンの業種別単位面秩あたり年間販売額 として,

60年の全国ベ-スの単位面横あた 9年間販売額 51万円をやや上回 9,都心的

いる現存の都市の単位面横あたb年間販売額を用いた｡

その年間販売額 として東京都の従葵員のいる商店の平均を用いた｡ (東京都

家計調査ベースにかけるスペース算定の節を参照 )

性

い

港北ニュータウン商業施設の売場面積 1nJあた 9年間版元額は,小売業全体平均で5

となろ う｡

(なお.全国の単位両横あたb年PE'L]販売緬の推多については,資料編参照 )

4~3-4 審美所閑係施設のスペース算定

事業所幽係施設 (業務施設)のスペース算定 を,小売関係施設のスペース算定 と同

都市原単位法を用いるo

小売関係施設の業種等の基準が ｢商業統弛 総理府統計局であるのに対して,ここ

所統計 ｣総理府統計局 を基準 とした｡

事業所関係施設とは,金融保険業,不動産業,運輸通信業,電気 ･ガス ･水道業,

飲食店関係をい うo (詳細は表4- 22参照 )

類似都市原単位法に必要を類似都市の選定基準は,小売関係施設の際 と同 じ基準で

市を用いるoすなわち,人口規模および経済的都市立地を選定基準 とし,東京都市圏,

市闇,京阪神都市圏から頻似都市を33市設定するo

この33都市の事業所関係施設の現況と過去お よび将来の趨勢を分析する.それに

れまでの施設に関する種 々の調査 を考察するO このような総合的な分析を施 して按に,

関係施設のスペースを算定する｡

類似都市の33市の事業所施設の現況を分析する指数,いわゆる施設のス

なるものとしては,施設の規模を表示する従弟員数の人口でデフL/- トした

定基準 として,事業所数 も考えられるが,事某所関係施設では,同業種内で

算

を

草

ス

数

l

一

指

も

少の面積の大きさに格差があるため,事業所数は用いず,従業員数を用いる｡

業種別の人口10万人あたDの従業員数の現状をみると,一番大きL̂値を示 している

の佐賀上,医療保険業,対事業所サービス業,理髪理容業関係であるO三都市圏は

の値を示 し,いずれ も特に目立ったもの蛙ない｡

施設スペース算定の前提条件 として

l)従業員数は 商勢幽人口に対 して成 り立っている.

各業種の従業負数比 その都市の行政区域人口にのみ対 しての規模で浸く,南勢幽人口
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A.o程度

昭和

:もって

巨由は,

..8万円

に対し

てであるo

ll) 港北ニュークウメの人口10万人あた り従業員数は,類似都市の総平均であるO

これは,類似都市の33都市は,港北ニュータウンの人口規模お よび経済的都市立地 と類似 し

ているものを選定 したことによるO

これに基づいてスペース算定を行 なう｡その算定方法は,次の通 Dである｡

- ユニータウンの必要- - - .芸芸哀 話 ;三;三笠芸吉㌻

削 ヒニュータウンの従業員数 = 類似都市の 10万人あた b従美員数 ×80
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弄 4- 2 1 30万 人 あた.りの 店 舗必 要 施 設 面積 襲4H50I】冗L80

項 目 30万人当りの従業者数 (人 ー 従業員一人当りの平均施設面積(dー 必 要施設面凍(i)

H 金 敬 保 険 業 2,7552 &0 16531.2

l 不 動 産 業 824.7 60 4.9482

] 運 輸 通 信 業 4.0179 &0 24,1074

K 喝 気 .ガス .水 道 業 43a5 60 260LO

L サ ー ビ ス 業 82194 60 3.69548-0稚館.儲軌 下宿.その他の宿泊 6159 8

2.79n6 &0 1674且6 8188

83対 事 業 所 サービス業 74a1 aO 4.4586

84 自動車修理ガV-Lj薬 774.3 &0 4,6458

85そ の 他 の 修 理 業 2292 60 1.3752 88'

861映 画 館 101.7 380 aO51.0 ド

88医 療 保 健 薬 2.028.1 60 12.】680

89法 務 4&6 60 291.6

90教 育 1.424.7 60 85482 86

91宗 教 378.9 60 2.27a4 8(8792他に分類卓れないサ-ビス菜 52&6 60 a]71.6

93非 営 利 団 体 7092 60 4.2552 88

94そ の他 のサービス業 135.6 60 81a6 8と89909(90

46 飲 食 店 31977 a4 26.86Q7

証 ) 従弟員一人あた りの平均鳩設面積比.日本住宅公団｢多摩ニユータウン計画｣の事例を用いた.
項目の数字は, 分類番号であるo

その轄兵は,次の通 りであるb (表 4-21参照 ) 91921 9394

必 要施設 面横

金 融 保 険 業 関 係 - , ....16,531.2nJ

不 動 産 業 関 係 . - . 4.94&2 46464仁一●4e【 464646

;畢 特 通 信 業 関 係 ..L. .24,】074

喝気.ガス.水道兼関係 .一. . 2.601_0

サ - ビ ス 等 関 係 -.L ..75491_2

飲 食 店 関 係 .... .26,86(17

詳細の■常種については,表4-22を参照のこと



I(Jー 表4-22 人 口 10万人あた りの 従 薬 員 数 (昭和 41年 )

(人 )

I 項 目 東京都市圏 - 中京都市圏 京阪神都市圏 平 均

日 金 敵 保 険 英 8854 1.18n3 8558 918_4

L282741.0 50 銀 行 信 託 業 2355 24a9 164_6 20a9

Ⅰ 不 動 産 業 2550 16&6 3396 274.9

い 運 輸 通 信 業 I.2la8 1,682.0 1.352.3 1.3393

K 問 気 .ガス .水 道 業 1373 2464 lla6 144.5

L サ ー ビ ス 業 a77a6 4.23&8 3.50a7 a7398

54 80 警 ego,意 思,言 霊 16nO 164.1 27a5̀ 205_3801旅 館 998 141.3 1877 14n7

&6 81 対 個 人 サ ー ビス業 89&8 1.121_5 8952 93u2

86 811洗 潤 菜 2399 221.0 212.9 22&4

58 813写 真 業 74.2 32,9 29.1 582

52LOaO 814理 髪 理 容 業 4779 5796 4369 4771

815浴 場 業 752 64.0 92.4 8u3

83 羽 車 渠 所 サービス業 1966 5292 19&4 2477

84 自助専修甥ガレ-ジ業 221.2 3752 2556 25al

1.6 85 そ の 他 の 修 PPi貰 71,3 9aO 758 1&4

82 86 映 画 業 1995 470 3Q4 1098

l4 862映 画 錆 34,9 470 276 aa9

I.6 87 娯額業 (映画を除 くー 4267 30aO 2788 349.7

52 88 医 療 保 健 業 6677 6270 704.5 67&0

a6 881病 院 352.0 272.6 38al 3561

｢ 89 法 務 153 2aO 14.5 162

1 90 教 育 562.2 34&4107.0 384.359.3 474.9

906特 殊 学 校 (2.7) (1.8)

907各 種 学 校 84.5 7aO

9】 宗 教 10Q6 1957 1292 12&3

92 管 に今 等 幸 三 表芸 182.2 19&2 161.5 17&2

93 非 営 利 ntTEB 体 26al 13ul 24&5 2364

94 そ の 他 のサービス業 556 8a6 laヰ 4息2

46 飲 食 店 1.183.3 1.1475 8958 1.065_9

24a2 304.2 28之9 27n6

461料 理 か つ ほ う店 1367 1457 698 111.7

462中 毒 料 理 店 164.8 452 34.5 954

463そ ば . う ど ん 店 104.5 84,7 763 9(12

464す し 屋 111,3 1 1062 lOa1 107r3

465酒 場 968 89.9 6之7 82.3

468喫 茶 店 9n8 10&3 111.EI 101.3



4-.-3L-5 卸売業の施設面積 (2)

港北‥--タウンの商業施設として卸売業をみる場合, 3-1に記 述 した通 D.生 鮮 食:料

晶卸売美が中心 となるであろう. 要を

(‖ ニュータウン内の仕入れ年間販売額 卸

ここでは.生鮮食料品卸売業 と生鮮食料品以外 の卸売業とに二分類 して,施設面頓を推定 しエ). 調査

港北ニュー.39-ウソ内の小売業の年間版売額 793億円に対 して, どれ性 どの卸売業が必要であ なる産

ろ うかo言い換えれば,小売業年間販売額 100の うち,港北-3_-タウン内の卸売業｢地元

の卸売業 )か ら何/I-セン ト仕入れ,他 の卸売業から何,I-セン ト仕入れるであろうO横浜市

の/J＼売業を事例にとってみると,生鮮食料品につV,て払 県内 (地元 )仕入れが80車,生鮮

食 料品以外のものについて払 県内 (地元 )仕入れが46.2感であるo 生 】生餌餐16あるo摩ニユ港]ウン卓ここであjであj上b轟)仮忘症)音吐

秦.'4-23 横浜市/｣､売薬の商品別仕入れ先の割合

産 業 分 類 年 間 版 売 額 県 内 県 外

生 鮮 食 料 品(重 菜 .果 蓋)生 鮮 食 料 品以 外非 生鮮 食 料 品(Ef英司註 ) 法人および'常時 locoloco雇用従弟者を使用 してい 79_14&2る個人商店 について 2895a8の県内仕入れ比孝と

港北 ニュータウンの′ト売業が,ニュータウン内セ仕入れる比率を横浜同値 ある 仮定する

I_で とこの仕入れ比率は.流通変革,政策的をものにより,今後かなb変化 してい くものと思われる.

横浜市の卸売業が,現行のまま進め られてVlくとするならば,上記の仮定は成立するギあろう.

これを用いて,港北ニュータウンの/ト売薬のニュータウン内で仕入れる年間販売額は,次表の通 り あ

て るo表4-24 港北ニュータウンの/J､売菜のニュータウン内仕入れ年間販売額

産 業 分 類 年 間 販 売 額 ニュー クウ/内仕入れ

生 鮮 食 料 品 &010 百万円 q335 91百万 円
生 鮮 食 料 品 以 外 71.250 3 2,917 50



蝉.食こ和宣し上9. ¢)施設面横の算定

ニュータウン内仕入れ年間販売額,生鮮食料品63.4億円,生鮮食料品以外 329.2億円の需

頁をみたすためには, どれほどの商店数 と施設面席が必要であろ うかO

卸売業 1商苫あた9年間販売総敏且東京都の従業員のいる商店の状況を用いたo これは,家計

調査ベースの際 と同様 の理 由,つまり20年後の港北こ,_-タウンの卸売業程度の販売能奉 と

～要であ なると仮定されるであろうことによるo

蔓r地元横浜市;,生鼓 表4-25 1商店あた9年間販売板 (卸売業 )
産 業 分 類 商 店 数 年 間 販 売額 基軸 富農 等 )蛋

生 鮮 食 料 品 店 百万下] 百万円2.993 59q814 19740

生鮮食 料 品以 外 14,085資料 .,｢東京の商業 ｣ 東京都1商店あたb面積を産業分類別に算出するこ 4.883､407 346.71と杖,過去のデ-クが不足してい るため不可能で

外

a七率とうれる｡

ある○ここでは.卸売業全体の平均を用いた0 1店舗あた り面横を 122.1mBと推定 した(多摩ニュータウンの事例 よb推計 )O港北ニユークウ/内の仕入れ年間販売板 と1商店あた9年間販売額 ,面横より,港北-ユ-メ

ウy卸売業の施設面桁を算 出 した結果が表4-26である.

ここで一つの問題がある○それは,小売業の年間販売額 と卸売業の年間販売額との一致の問題

であるO小売業の年間販売額は,卸売美のそれに, さらに商業マージ ンと運賃が加算された値

であるo商業マージ ンと運賃とは,非常に推計が困難であると同時 に.それは今後流通変革に

よb減少してい くものであろ うことによ9,面積の推定では両者の年間販売額が一致するという仮定に立って行を1たO表4-26 港北ニュータウンの卸売業施設面積

産 業 分 類 商 店 数 面 横

店 〝㌔
生 鮮 食 料 品 32 3.907

らろう.(表のれ 生 鮮 食 料 品 以 外 95 11.600

証) 駐車場を含んでL̂夜いため,やや/｣＼さく推定されている○

現状のせせ続 くと仮定した数字であり.流通変革により今後大 きく変化するものと思わ

れるムまた.卸売業は政策に よ9,か75:b変化する要因を含んでいる.

汚行｢ 算出-A-汰

施設面積-商店数 × 1商店あたb施設面積



商 店 数-港北ニ1-タウ ン内仕入れ年間販売額÷卸売業の1商店あたり年間販≡

港北ニュータウン内仕入年間販売額-港北ニュ-タウンの′J､売薬年間版売額×地

比奉

4-4 施設別の穿定

4-4-1 買物動線 と商品分類

買物動線は次の ように考えることができる｡

買物動線

〔参 考 〕

最 寄 品

買 廻 晶

日常買物動線 基礎的消費財

非日常的異物動線 - 随意的消硬財

消費者行制 に着 目しての分類

専門品 ･その他 - 供給条件に着 Elしての分類

4-4-2 商品分類 と関連 して考察すべき店舗形態

商業核を構成する要素 としての店舗がどんを形態であるかは,広 義の立地因子によって

れる.レ､わゆる自然発生的な商業集積において.その法則性 士が見出される｡ ところで,

計画,ないし,地域計画の一項 として,港北ニュークウy の場合のように,政策的に立

をある程度,変え うるような場合には,その法則性を活用 して,商業核を構成すべき主要

舗の形態 とその構成 を事前 に決定,実施することが可能である｡ この ような観点から,こ

払 要素としての店舗形態について,次の分類基準を採用することとする｡

要素 としての店舗形態-

巨

首 貸 店 書.

量 販 店

専 門 店

そ の 他 (主 としての生業店1

'類似都市における商業, とくに,｣､売業の形態別店舗数参照 rdataで実証 )
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巨額己仕人定さ 表4-27都市類型別シコツビ/グー

市名SD 市名SD市名SD市名SD
古山12旭川52姫路4121辛都貫22静岡I2千乗33倉敷高知2

+_蘇223253323145I2新潟33福山112大分21
亀田区七島区中野区-新宿区熊谷区El黒区台東区鞍 区 金沢岐阜清水西宮岡山呉徳 島高 恰大牟Rl73123112212I1四日市鹿児島13
小吉十17 ユーlII 8I6 76

(読) S :ショッピングセンタ- D :チ

都市 S//℃ :ヂJ{- ト1店に対するシヨ ツ t='

因子 都市類型 :Aお よびBは一般的結合部

夜店 サービス業.Gは観光に,

こて に1店の割 りで百貨店が あ

- いわゆる月賦 百貨店 といわれるもの壮

その理由は ｢月韓｣は電するに店舗形態ではを

した分類であるからである○ したがって, 月就

首貨店か,(専門店か )のいずれかに分類され

またⅤ.C (7k.ランクリー.チエ-ン), F .
ギエラー.チエ-ン)等のいわゆるチェーン組織

烏合組級であるため,この分類 には表面に出て

4-4-3 商品分類に関 して考察すべ き. そ

商品そのものに着 目した分類基準と して :-

イ ) 流通経路

ロ) 商品の素材

- ) 商品の生産方式

巨額己仕人定さ 表4-27都市類型別シコツビ/グセンク-とデ/,'-トとの関係r単位 は 実 教 l

市名SD 市名SD市名SD市名SD市名SD市名らD市名らDS D

古山12旭川52姫路4121辛都貫2函館12福島131宮崎22

静岡I2千乗337312311332212I1倉敷高知22秋田32浦和3+_蘇亀田区七島区中野区-新宿区熊谷区El黒区台東区鞍 区223253323145I2新潟金沢岐阜清水西宮岡山呉徳 島高 恰大牟Rl 福山四日市112大分鹿児島2113長野吹田下関大宮小偉1221213佐世保

小吉十17 23II18I6 76 Iン′lO 44 22 87 62(読) S :ショッピングセンタ- D :デパー ト クーの店数都市 S//℃ :ヂJ{- ト1店に対するショッピングセ

因子 都市類型 :Aお よびBは一般的総合都市,CはI業, Dは商業,Eは交通, Fは公

夜店 サービス業.Gは観光に,それぞれ特化 している都市oおおむね 10万

こて に1店の割 りで百貨店が ある○

= いわゆる月賦 百貨店 といわれるもの姓, この分額 では表面化 しない.

その理由は ｢月韓｣は電するに店舗形態ではな く,｢売 り方 ｣とくに｢代金回収方式 ｣に着

した分類であるからである○ したがって, 月就販売首貸店 とh われるよ うなものは実質的に

首貨店か,(専門店か )のいずれかに分類され ることとなるo

またⅤ.C (7k.ランクリー.チエ-ン), F .C (フランチャイズ .チエ-ン),R.C(
ギエラー.チエ-ン)等のいわゆるチェーン組織は,要素 としての各店舗 の組み合せ, ないし

烏合組級であるため,この分類 には表面に出てこないのは当然 である○

4-4-3 商品分類に関 して考察すべ き. その他 の分類基準

商品そのものに着 目した分類基準と して :-

イ ) 流通経路

ロ) 商品の素材

- ) 商品の生産方式

巨額己仕人定さ 表4-27都市類型別シコツビ/グセンク-とデ/,'-トとの関係r単位 は 実 教 l

市名SD 市名SD市名SD市名SD市名SD市名らD市名らDS D

古山12旭川52姫路4121辛都貫2函館12福島131宮崎22

静岡I2千乗337312311332212I1倉敷高知22秋田32浦和3+_蘇亀田区七島区中野区-新宿区熊谷区El黒区台東区鞍 区223253323145I2新潟金沢岐阜清水西宮岡山呉徳 島高 恰大牟Rl 福山四日市112大分鹿児島2113長野吹田下関大宮小偉1221213佐世保

小吉十17 23II18I6 76 Iン′lO 44 22 87 62 1.4(読) S :ショッピングセンタ- D :デパー ト クーの店数都市 S//℃ :ヂJ{- ト1店に対するショッピングセ

因子 都市類型 :Aお よびBは一般的総合都市,CはI業, Dは商業,Eは交通, Fは公務

夜店 サービス業.Gは観光に,それぞれ特化 している都市oおおむね 10万人

こて に1店の割 りで百貨店が ある〇日 いわゆる月賦 百貨店 といわれるもの姓, この分額 では表面化 しない.

その理由は ｢月韓｣は電するに店舗形態ではな く,｢売 り方 ｣とくに｢代金回収方式 ｣に着 目

した分類であるからである○ したがって, 月就販売首貸店 とh われるよ うなものは実質的に払

首貨店か,(専門店か )のいずれかに分類され ることとなるo

またⅤ.C (7k.ランクリー.チエ-ン), F .C (フランチャイズ .チエ-ン),R.C(レ
ギエラー.チエ-ン)等のいわゆるチェーン組織は,要素 としての各店舗 の組み合せ, ないしは

烏合組級であるため,この分類 には表面に出てこないのは当然 である○
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ニ l ブラン ド

硝安聖者の ど-イビアに着Eした分類基準 として :

イ 1 購買動機

ロ) 購買距離

- ) 購入主体 と購入対象 (Jl'-ソナル商品 と7 7 ミ1)イ商品 )

ri L ｢
購入 者 - 需要 者 購入 者 -主 婦

(家族の為に買う)

ニ ) のれん (店格, ス トア ロイヤ リティ)

ホ ) ブ ラン ド

これらのうち ｢のれん｣ ｢ブラン ド｣については店舗形態 と消費支出のバ ターンとの間

ほほ下表のどとき関係が経験的に成立 している｡ このことは｢政策的 ｣見地か ら計画され

英核の成立条件を考慮する際に重要であると思われる｡

*

表 4-28 三つの基準による商品分類の組み合せ

@ ①消焚支出に関連した分類 ③のれん .ブランド有意性

基礎的梢懲財 随意的消費財 のれん有意 ブランド有意 冒,11>極 細

首 班 店 ◎○
墓 販 店 払 坊 ◎
専 門 店 +㊨○
潔 前段参照 ①消貿支出に関連した分類

②店舗形態

(参のれん･ブランド◎-極めて有意
○ -やや有意

EZZZl ･･･適合 した領域
E3 -適合 させ うる領域

⊂コ ･適 合 しない領域
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lt商 4-4-4 商品別にみた施設別の販売比率

わが国の商業施設の動向は.さきにみた通 D.大規模化 大企業化の方向を辿ってお 9,従つ

てそれを象徴す る2つの傾向についての考慮を払 う必要があるo

(A) 商業施設が大規模店,チェーン店によって占め られるシェア-は急激 に拡大 し,貴重品

規格品はス-,,I-アイテムと在 り,趣味的商品,.のれん商品 は専門店およびデノ,'- トによって

廉売されるようになる○

現在のわが国では大企業 と呼ばれる′｣＼売薬で販売される比率は20%弱に過 ぎないo rデJL

ト10車, ス-ノて-など大型店 10藤一残 bの 80啓が零細店によって販売されてt̂るが,栄

国で技小売総額の70感がシアーズロバック(42年販売額.2兆 6300億円 )を頂点 とす

るビッグチェーンによ1て,売上げ られているOわがEEJも趨勢 として.急敵に, このような大

規模化の方向をとっているO

(b) わが国の消費者はデパー トおよびスーパーでの商品鮮人が中心である. デノ,.- トの持〔て

V,る｢豊かさ ｣のイメ-ジと, スーパ-の持っている｢合理性,低価格政策 ｣が消費者の価値

感と合致するからであ り, この傾向はさ らに強化され ようO 同時に,小売業が宣伝機能,仕入

版元機能などで,完全 に規模 メ1)ツ トを受け られる状態 とを〔てお り, 消費者の選択 と相まJ,

て,寡占化,集中化は進行 しようo横浜市の′J＼売業の年間版売旗 をみると,つ ぎの ようにをふ

昭和 27年 昭和 41年 増 加 率

/J＼ 売 業 全 体 . 84.294百万円 261.920盲万円 76%

盲 管 店 の 売 上 げ 1.235 30.157 24.4

以上のことから各種の消費者調査の結果 を勘案 しなが ら,港北ニュータウンにおける商業販売

額を販売施設によって配分すると, 表 4-29の ようになるもの と想定されるo

表 4-29 品 目別の商業施設別 .版元比率 (%)

盲 貸 店 竜 版 店 専 門 店 一般/j＼売店 言十

飲 食 料 店 - 35 5 60 1080

住 居 関 係 50 10 40 - 10nO

被 服 関 係 3∩ 30 40 - loo.0

教 確 .文 化 用 品 6ー) - 30 10 一oo.0

これを各品目で必要 としたスペースに通用 して配分すると乗 4-30のようにをるo

表 4 - 3 0 各 施 設 別 の ス ペ ース
(mZ)

百 貨 店 竜 販 店 専 門 店 一般′j､売店 計

飲 食 料 品 - 24,500 a500 42.ロoo 7(一.000

住 居 関 係 25.00() 邑000 2qOOO - 5qOOO

被 服 関 係 12.600 12,600 16.800 - 42.000

数 泰 .文 化 用 品 12.000 - &000 2.000 20.000

計 49.600 42.100 ≡ 46.300 44,000 182.000

lt商 4-4-4 商品別にみた施設別の販売比率

わが国の商業施設の動向は.さきにみた通 D.大規模化 大企業化の方向を辿ってお 9,従つ

てそれを象徴す る2つの傾向についての考慮を払 う必要があるo

(A) 商業施設が大規模店,チェーン店によって占め られるシェア-は急激 に拡大 し,貴重品

規格品はス-,,I-アイテムと在 り,趣味的商品,.のれん商品 は専門店およびデノ,'- トによって

廉売されるようになる○

現在のわが国では大企業 と呼ばれる′｣＼売薬で販売される比率は20%弱に過 ぎないo rデJL

ト10車, ス-ノて-など大型店 10藤一残 bの 80啓が零細店によって販売されてt̂るが,栄

国で技小売総額の70感がシアーズロバック(42年販売額.2兆 6300億円 )を頂点 とす

るビッグチェーンによ1て,売上げ られているOわがEEJも趨勢 として.急敵に, このような大

規模化の方向をとっているO

(b) わが国の消費者はデパー トおよびスーパーでの商品鮮人が中心である. デノ,.- トの持〔て

V,る｢豊かさ ｣のイメ-ジと, スーパ-の持っている｢合理性,低価格政策 ｣が消費者の価値

感と合致するからであ り, この傾向はさ らに強化され ようO 同時に,小売業が宣伝機能,仕入

版元機能などで,完全 に規模 メ1)ツ トを受け られる状態 とを〔てお り, 消費者の選択 と相まJ,

て,寡占化,集中化は進行 しようo横浜市の′J＼売業の年間版売旗 をみると,つ ぎの ようにをふ

昭和 27年 昭和 41年 増 加 率

/J＼ 売 業 全 体 . 84.294百万円 261.920盲万円 76%

盲 管 店 の 売 上 げ 1.235 30.157 24.4

以上のことから各種の消費者調査の結果 を勘案 しなが ら,港北ニュータウンにおける商業販売

額を販売施設によって配分すると, 表 4-29の ようになるもの と想定されるo

表 4-29 品 目別の商業施設別 .版元比率 (%)

盲 貸 店 竜 版 店 専 門 店 一般/j＼売店 言十

飲 食 料 店 - 35 5 60 1080

住 居 関 係 50 10 40 - 10nO

被 服 関 係 3∩ 30 40 - loo.0

教 確 .文 化 用 品 6ー) - 30 10 一oo.0

これを各品目で必要 としたスペースに通用 して配分すると乗 4-30のようにをるo

表 4 - 3 0 各 施 設 別 の ス ペ ース
(mZ)

百 貨 店 竜 販 店 専 門 店 一般′j､売店 計

飲 食 料 品 - 24,500 a500 42.ロoo 7(一.000

住 居 関 係 25.00() 邑000 2qOOO - 5qOOO

被 服 関 係 12.600 12,600 16.800 - 42.000

数 泰 .文 化 用 品 12.000 - &000 2.000 20.000

計 49.600 42.100 ≡ 46.300 44,000 182.000

lt商 4-4-4 商品別にみた施設別の販売比率

わが国の商業施設の動向は.さきにみた通 D.大規模化 大企業化の方向を辿ってお 9,

てそれを象徴す る2つの傾向についての考慮を払 う必要があるo

(A) 商業施設が大規模店,チェーン店によって占め られるシェア-は急激 に拡大 し,貴重

規格品はス-,,I-アイテムと在 り,趣味的商品,.のれん商品 は専門店およびデノ,'- トにエ

廉売されるようになる○

現在のわが国では大企業 と呼ばれる′｣＼売薬で販売される比率は20%弱に過 ぎないo rデ

ト10車, ス-ノて-など大型店 10藤一残 bの 80啓が零細店によって販売されてt̂るが,

国で技小売総額の70感がシアーズロバック(42年販売額.2兆 6300億円 )を頂点

るビッグチェーンによ1て,売上げ られているOわがEEJも趨勢 として.急敵に, このよう;

規模化の方向をとっているO

(b) わが国の消費者はデパー トおよびスーパーでの商品鮮人が中心である. デノ,.- トの絡

V,る｢豊かさ ｣のイメ-ジと, スーパ-の持っている｢合理性,低価格政策 ｣が消費者のノ

感と合致するからであ り, この傾向はさ らに強化され ようO 同時に,小売業が宣伝機能,

版元機能などで,完全 に規模 メ1)ツ トを受け られる状態 とを〔てお り, 消費者の選択 と相

て,寡占化,集中化は進行 しようo横浜市の′J＼売業の年間版売旗 をみると,つ ぎの ように

昭和 27年 昭和 41年 増 加 率

/J＼ 売 業 全 体 . 84.294百万円 261.920盲万円 76%

盲 管 店 の 売 上 げ 1.235 30.157 24.4

以上のことから各種の消費者調査の結果 を勘案 しなが ら,港北ニュータウンにおける商業1

額を販売施設によって配分すると, 表 4-29の ようになるもの と想定されるo

表 4-29 品 目別の商業施設別 .版元比率 (

盲 貸 店 竜 版 店 専 門 店 一般/j＼売店 言十

飲 食 料 店 - 35 5 60 100

住 居 関 係 50 10 40 - 100

被 服 関 係 3∩ 30 40 - loo

教 確 .文 化 用 品 6ー) - 30 10 一oo

これを各品目で必要 としたスペースに通用 して配分すると乗 4-30のようにをるo

表 4 - 3 0 各 施 設 別 の ス ペ ース
(

百 貨 店 竜 販 店 専 門 店 一般′j､売店 計

飲 食 料 品 - 24,500 a500 42.ロoo 7(一.0

住 居 関 係 25.00() 邑000 2qOOO - 5qO

被 服 関 係 12.600 12,600 16.800 - 42.0

数 泰 .文 化 用 品 12.000 - &000 2.000 20.0

計 49.600 42.100 ≡ 46.300 44,000 182.0



すなわち,以上のス--スか ら現在の商業施設の標準的を規模をみると,

営業 面 積

中規模~百貨店 25,000m2

量販店 大型 a000

竜販店 中塑 2,000

専 門 店 150

- 般 小 売店 70

に よb店数 を求めると次のようにをるo

百 貨 店 2店

蒐販店 大型 3店

量販店 中型 14店

専 門 店 3lo盾

一 蝦 ′｣､売店 630店

4-5 スポーツ施設のスペ ー ス算定

(2葦サービス業の成立条件参照 )

4-5-1 ス~ボーッ施設のタイプと設置基準

スポーツ施設の タイプを,立地因子 と関連させをが ら考察す ると, 次の 3つ となる○

タイプⅠ 大量輸送機関立地型

遠距離立地型

大規模施設塑

タイプJT パ ーソナル交通手段立地型

中間立地型

タイプⅦ 徒歩立地型

近隣立地型

各 タイプに応 じて,次のような設置基準 を考え るo

タイプⅠ

施設円容 としては,テニスコー トなど,各種のスポ ーツ施設を収容 した総合運動場 として

10万人, 10住区程度に1カ所, したがって, ニュータウン内に3カ 所程度の設置を考

る. な お, タイプIでは,外部地域か らの兼帯 を期待できるようを"人集め施設 〝の役割

たせ,同時に =みるスポーツ‥- テニス, バスケッ ト, サッカ-など, あ らゆるスポーツ

野 での7●ロフェッショナルの技 を観 ようとい う≠み るスポーツ 〝は依然 として, 多くの人
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l】~え, めることになるであろ うか- を行 うための施設 として も転用が可能 をように設計 されてV,る○

タイプⅡ

3ないし4住区 (35.000人～40.000人程度 )を単位として設 置されるO

タイプⅧ

住区単位に設置 されるこ_とが好 ましい.なれ 住区の単位人口は 1u600人程度 とL/ 港北

ニュー タ ウ ン内には28住 区が稗成されるとみな している○

■住区-′J､学校区 とする

′ト学校区-24ク ラス×40人-960人

人口研推計に よれば6-11才の.人 口比 全人 口対比9車であるので,従って, lL住区当 b

10.600人 と売るO

以上の基準に従って.スポーツ施設の必要面積についての試策 を行 うと表4-31の ようになる○

表4 -3 1 ス ポ ー ツ施 設 必 要 面 積 (試 算 )

メ? 施 設 施 設 内 容 設置数 単位面積 必要面積 備基

Ⅰ(逮臣 総 合 運 動 場 テニス コー ト牙 球 場 1 ¶㌔800,000内訳 附属

i立也i (含 体 育 飴) サ ッカー場ラグ ビー場- ン ドポール場ホッケー場陸上競技場 施設を令む

Ⅱ 総 合 ブ ー ル総 A 体 育 館 (急 呈.-:三二;こ 23) 33 TTi8 0.00027n7000 nf240.0 00〝72 1000 馬車雷雲考

辛 t.ロ求- リン ク 場 ポ ー リング 4 mL1.600 Tn,6400

問立 ゴルフ練 習 場 (200ydx 50yd) 7 77il aOOO 〝㌔9 1,000

也坐ヽーノ 馬 il/.2そ の 他 1 2m200.000 けf200.000

価 トレ- ニノ ダ-セニ/クー Ⅰ慧 芸芸 ;4;*0: 500d 1 2 828 m.1.000 2TIJ28.000-チ 近 i璽 動 ク ラ ブ nF500 Im1 4.000
持 噂立 ブ ー ル ( 簡易施設ブー ル)(25×10仇 )

分輿 也塾. テ ニ ス コー ト (3 面 ) 28 nil2 qOOO m2560.000
必要面横合言十 1.960,400〝㌔



4-6 開発戦略お よび開発主体

4-6-1 横浜市と港北ニュータウン建設専業

港北-ユータウン建設が,横浜市六大事業の一 つであ り,かつ,首都圏の今後の 会社

向にそ った 大規模都市建設事業であることから, この事業の推進については. とくに

の

次

経
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.

享

は

て

の

で

二

転
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こ

市

に

完

業

に

を

体

は

ブ

入

る

こ

あ

うな諸点が留意され るべ きであろ う｡すをわち I-

① 単 なる大規模団地開発でをく.都市開発であるべきこと.

② 計画-実施のプロセスにおいて必要な調整がとくに綿密に行 なわれるべ きこと｡

⑨ 事 業計画者たる市.および事業実施主体の双方にとって事業実施による利益

る条件を整備すべきこと｡

(丑については,とくに説明する書でもないが,従来構想され.実施された大住宅EZl

がいかに大規模をものであったとしても.つまるところ萌づ くりのレベルにとど

決 して,都市建設ない し都市開発 とい うようをものではをか-1た｡千里ニューク

寸
-

｣ソ

を

地

つ

ン

おいて も,高蔵寺ニュータウンの計画においても,意図としては,都市開発的を方向で

られようとしているが,tJqろいろと問題が少 くないようであるo

しかし夜がら,港北ニュータウンの場合 においても, また,今後計画されるいか走る

ウンにおいても,原則的にみて,大団地づ くDから,都市建設へ とLnう基本的態度の

要とそることは明 らかであ り, かつまたそれは時代 と人び との要請であろう｡ したが

によっては,既成都市機能の劣弱化を補いつつ,その再開発を容易をらしめる任務を

り/が持った _b,諸環境の変化によ りよい適応をするための核 としての役割を,新都

もったりすることは,む しろ必然の方向であろう｡港北ニュータウンに,母都市横浜

副都心 としての機能を持たせるとい うマスタープランの構想は, この方向 と考え方に

致するものであれ 困難は少 くないにしてもその実硯には最大の努力を傾注すべ き事

人口30万を擁 し,東京,横浜の二つの巨大都市をひかえた有利を立地条件を

既成諸都市や隣接地域 との諸関係を保ちつつ,それ自身一つの完結 した都市シ

ことは,すでに｢理想 ｣ではなく｢現実 ｣の開頭 と食っている.現実化 した間

限

ム

具

大

テ

を

最

ス

箆

ために,副都心的榊想を実現するとV)う姿勢は強 く貫かれていなければならぬ｡

@Kついては,いろいろ多岐にわたった 検討が夜されていることと思われ るが, ここで

して都市唾設の一つのカナメである商業 .英務施設の建設. とくにその望 ましL̂展開の

を考慮 しつつ,若干の程案をこころみたLho

自然発生的な都市にあっては,街路ぞV'に,′｣､さをマ トマ1)のある店舗群が発生し,

横 と.交通体係の変化 とに よって影噂を うけつつ,主 として,鉄道, バス等のいわゆ

送機関のターミナルや,停車場に,次第に大 きな商業,娯楽施設を形成 していった｡

な, いわば, 自然 的 成 長 の プロセス に お い て も,商店街は消長をく_b返 し,そのあ

姓幾度にもわたる再開発をへて,次第に高次の商業集積を実現 したのである0
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このような樺験か ら学ぶ ことは多いが,われわれの問題 に即 して重宴をものをあげれば,お

上そ次の二点であろ うoすなわち :

○都市はそれ自身,時代の変化に適応 して変貌をとげて行き,商業,娯楽施設払 それをもっとも

鏡敏に反映している｡したが って,か9に,完結 した計画やプログラムがあ｡ても都市樺済, 也

域経済構造などの変化があれば,商業 ･業務施設や娯楽施設は,計画とは別個の方向に発展するo

O長期 にわたってみれば, 必 ず スクラップ ･ア ン ド･ビル ドがあるO道路,鉄道,住

宅.公共施設,商業業務施設,公園,緑地,医療施設等 とすべてのものは,時代の技

術 進歩 と人びとの欲求に対応すべ く｢とりかえ ｣が必賓 であるO

こういった事実ない し見方は,港北ニュータウンの建設にとって. どの ように受けとめるべ き

であろ うかOわれわれの考え方で蛙,第- に,計画それ 自体のプロセスが.昭和 60年 までに

わたるとい うことか ら.その変化 に対応すべ く調整可能を計画がつ くられるべ きことであり,

第二に,それにもかかわ らず, スクラップ ･アン ド･ビル ドを予定 しつつも,昭和 60年にお

ける望 ましV,都市システムを明確にして,事業 をその方向に誘導するとい うことであるO

このため, プロセスにつV,ては.さまざまな提案の中か ら合 目的を いくつかの提案を. 代替

案として用意す る必要があろ うし, 3-5年 ととくらいにマスタープランそのものの再検討を

行ない,必要 を限度においてサブ ･ンステムを調整することがスケノユールに組み こすれる必要

があろ う ぐ

商業施設の場合 (,C即 して言 う75:らば,参入する私企業が きまる過程 において団地の選定,規模

の決定をどが行 なわれたとして も,実現す る壇での期間,望 ま しい 状 態 で その田地を有効に

利用することなどが積極的に考え られるべ きであろ う｡

1 ⑳については,横浜市 自体 として開発 による利益 を娃得することは当然 であるれ そのために

る｡ も民間企業の横棒的導入をL̂ し.市,胤 国を どの公共部門 と企英,住民 をど民間部門との役

る の見込みが多い ことである｡企業経営 の原則か ら考えて.人口のは りつ く以前 か ら商業施設が

る 立地することは全 くあ りえない し,人口増加の t=･ッチ よ りもややお くれて.商業施設の進出が

みられるとL̂ うのが常識である｡ とすれば, 自然発生的な商業を 9,開発初期の小規模な^口

をせかを うに足 るほ どの′ト規模商業がすず立地することが考え られ, 30万の人口を想定 した

大型商業施 設の 進 出 は ニュータウン完成期に見 られると考えてかかわはならぬO

もし.少 しでも早 く商業集郡 を雫現す るのであれば,早期進出を容易かつ安全 ならしめ る何等

かの具体的方法が とられる必要 がある｡ せた,開発のテ/ポを早 めるために,住宅公団だけで

貴く, 住 宅 や 都 市的確設の建設活動に. もへ と民間企業 を参加させることは港北-ユ -タウ

ンにとって極め て重要を課題 であると考え られるが, この場合 に も, それ らのいわゆる開発参

加企業 (ディベ ロ ソ/く- 1が, よい利潤 をあげ うる機会を造出することが不可 欠であり,その

ブE,-t=スにかいて,喝争原理 にもとづく民間企業経営の効率の高さを都市建設に役立てること
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ができるであろう｡要するに, よい利潤の見込がないところには民間資本の進Lbはあ

ので,港北ニュータウン建設のような長期にわたる大規模事業については, とくに,

と民間部門 との滴切を役割分麹 と相互補完関係の確立,およびそれにもとづ く当事者

保が,極めて電賓を課題であるといえ よう｡

4-612 民間企業の活用

前項で明らかにしたように,単に商業施設.業務施設についてのみならず,よ b総 合 的

業実施主体として民間開発企業, いわゆる民間ディベ ロッパーの活用が望 ましい｡港北二

タウン机 基本構想 どお り.副都心 としての機能をもつためには.開発の速度ははやいは

ず しい.少 くとも人口10万の集積を3年以内に実現 しうるならば,副都心的構想は,75=

実現 したと考えてよいであろ うO このためにも開発段階におV,て,民間ディベ ロッ,i

とも5社以上参加させ,それぞれ マスター･プランにしたがって.その枠の範囲内で.

産 自由を活動を展開させること払 横浜市の意図と利益に直結するものであるO

高蔵寺ニユータウンの場合に積極的に考えられた ような開発 銀 行 資 金の導入払 他

行や,生保をどの資金を導入す る場合に極めて戦略的に重要であわ, この点は特に留

審項であるO

また,計画の実施に当っても.基本的な梯想や思想 にかかわ りのをLh変更は, もしそ

ディベ.,･y/:一にとって苦るしく有利 とを9, かつ全体システムに倭端に悪影響 を及ぼさ

ぎ り,寛大に対処するとい う弾力的な態度が,民間ディベロッJ1-の活用に当ってと

すべきであろ う｡ このようを見地からみて,主として副都心的な機能を早 く整備する

民間ディベロッパーの活経の余地をできる限 り拡大することが望せLho以下に記■L

は, こうL̂1た考え方にもづす くものであり,網羅的では7Ehが,重賓をい くつかの

として考えるべきであろ ら ｢

〔提 案 〕

A 土地利用に関すること'.-

用途地域の指定,建築規制,容積制限等について払 後に進出する商業施設を想定 し,

す るまでの期間中, いつでも進出に対応 しうるような,弾力的な土地利用を考えるべきで

た とえば,商業立地上の戦略的な地点については,用地の先行取得はもちろん,その利用

いても,当分の間運動場 とか廟易駐車場 とか,催 しもの場とかの形で利用 しておき,進出

点で,本来の用途にもどるをどの方法は.積極的に考慮されるべきである｡

B 開発地点の選択 とその規模および願序に関すること .-

どの地点か ら どの程度の規模で開発を十すめるかは,事業の進行 を円滑にするために.

7E研究を必要とするであろう.地下鉄建設 と,住宅増加 とを矛盾な く同時並行審美として

め るためには,いかをる方策が必要か, とい うような問題についても同様である.

たとえば,現存の鉄道を有効に活用 しつつ 出来るだけ早い時期にかなDの人口集積

-170-



て蕃

ど好

かば

少く

る巷

中銀

<!

蔓が

ねか

留意

こ,

蔓案

/I

≡現

)るo

三つ･

)時

るには,人口規模 5万 くらいまでならば,横浜線の増車,増発と,パスの利用 とでやれるので

はをかろうか｡ もし技術的にも経済的にもこれが成立つのであれば.開発地点は,主 として横

浜線に近い方から選択するとい うのが実際的であるか もしれないO また閑発願序 としては,将

来の公共用地取得75:D,民間の用地の買収を考慮 し,地価の上昇を相対的に低めるようを開発

巌序が考えられるべきであろう｡開発の規模についてもまた同様 である｡

C 多数地点の同時開発に関すること

大阪市の地下鉄大増設経験を参考にするならば,数 カ所以上 (できれば 5つ以上 )の地点にお

いてほとん ど同時並行的に事業が実施された場合,地価の上昇は,単一地点の事業が一つだけ

進行する場合に くらべて,苦るしく低いとtnう事実が見られている｡すなわち,大阪市では,

過去,地下鉄建設に件って,その沿俵の地価は,きまって異常な高騰を示した｡ しか し,近年

における膨大な事業が,市内のあらゆる地点で同時並行的に実施されたときには,沿線地価の

上昇は,過去のどの場合 よDも非常に′J､さかったと言われているOおそ らく,そのすべての沿

線に買出動する土地 ブローカーの資金は事業量が大きく,かつ分散 してtnたために,相対的に

非常に少ない畳であったため,スベキレ-ソ ヨンは起 らなかったのであろうといわれている｡

もちろん,大阪市内の土地事情 と,港北ニュータウン区域内のそれ と,同一に論ずることはで

きないが,いずれにせ よ,地価の上昇をもた らすのは,本来的には,特定地点の土地に対する

需要と供給 との関係であb,需給関係を極度に逼迫させなければ,地価の異常な上昇は回避で

きるとい うのがわれわれの基本的な考え方である｡ したがって,少 くとも数 カ所において.同

時に事業を実施することは望ましいことであD,道路建設,住宅建設についてこの考え方を応

用することは充分考慮されてよい｡

D 吏員失禰塀制度に関すること

これについては二つの側面がある｡- つ は 公 共 部 門 対民間部門の役割分担に応 じて発生する

問題であb,その最 も重要夜形態は,公共部門の取得用地の低価払下げに よる公共部門の損失

補填である｡

今一つは,民間の早期出店による リスクないし初期損失の補項である｡その主賓な形態はバス

運賃体係の期限つき低運賃政筒と,未利用遊休施設の金利補助でS'ろ う｡

前者について姓,その補項方法としていろいろなものが考えられ ようカモ,長期にわたる法人税

咲,地方税収 と同時耽,施設 .)-ス科による補塀を併せ考えることカ ビは.その一例であろう.

後者については,これまたいろいろな方法が考えられようが,前者 との相殺形式を基本 とし.

かつそれに加えて,低利融資や産業教育の引きうけ,集団福利施設句一建設.従業員住宅確保へ

の優先的配慮など,多角的な,かつ進出企業の関心 i:必要度のたかいサービスを考慮すること

など,その一つの行 きかたであろう｡
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図 4-12 商 業 ･ 業 務 施 設 の 総 括 固

く 両 横 >

家 計 消 印支 出ベ ース 小 売 業 ベ ー ス

各 種 商 品′)､売関 係 11.383TJ

飲 食 料 品′｣､売 関係 60589"㌔

自転車 ･荷車小売関係 2,943ナーF

家具･磯臭 ･什器′｣､売関係 19.9･32Trt

自動 車 関係 10.0007㌔

織 物 衣服 一身まわ り品関係 26,539TI戸

そのイ也の′｣､売英関係 24,655TTl

飲 食 店 26.86n71Tl

対 個 人 サ ー-Lビス美 川 74a6,J

旅館,簡閲,下宿
その他の宿泊

対事業所サ-ビス英

日劫車修理ガレージ業

その他の修理業

映 画 館

医療保建業

法 務

教 育

宗 教

他に分類され{=いサービス業

非営利団体

その他のサービス業

サ

ー

ビ

ス

業

金 融保 険 業 165312m2

不 動産 業 4,94a2m?:

運 輸 通 信 業 24.1074㌦

電気 ガス 水道英 之601DTTiE

尊 某 所 ベ - メ



ス ポ ー ツ 施 設 必 要 面 棟

q5391

Ⅰ (遠 距 離 立地 型 )

総 合遅 効 場 (含 体 育 館 )

80n00Onl

Ⅱ (中 間立 地型 )

総 合 †̀7' - ル 24(1000ITi'

総 合 体 育 鎗 21.000IJ

ポ - リ ン ク 場 6400TTl

ゴ ル フ 練 習 場 91,000d

馬 場 20〔1000IJ

そ の 他

Ⅷ 〔近隣立 地型 )

トレ ー ニ ング七yク-

運 動 ク ラ フ
28000〝～

ブ ル 14,000TTl

テ ニ ス コ ー ト 56(1000†TZ

′J､売 店 関 係 の 店 舗 数

(l店当b営業面頼 )

百 貨 店 2店･･･････-･･･25.00077i一

俵 販 店 大型 3店 ‥.=…… aO00

丑 販 店 t中型14店 - ･･.････12.000

専 門 店 310店 ･･- ･15O

-般′j､売店 630店 -･･ -70

1.960.400



表4-32 店舗関係施設面横の総括

家計消費支出ぺ-ス 事業所 .小売業ベース

食料関係 69.522が(こづかい等による食費が含まれていをい ) _飲食料品関係 60.589秒飲 食 店 26.861･j＼ 計 87,450(17.928)

住居関係 46,295 自転車 .荷.車′J､売関係 2.94.3

光熱関係 4,O争ワ 自動車関係 10.000家具 ,建具 .什器/｣＼売 19,932関係燃料小売関係 4,353

50.392 37.乞88

(13.164) (地元消費増大が考慮外 と在ってV,る)

被服関係 42,201 放物 ,衣服.身のまわ9 26.539品/｣＼売関係

各種商品小売関係 11.383

(4..279) 37,982p

教奉 .娯楽 一雄 汚5,278 その他の小売業 20,BO芝

用品関係 (燃料関係のぞ く)対個人サー ビス 16L744-

37.046(1,768)
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1牽 1- 1 関 イ系ft科
職 種 別 就 業 者 数

横 須 賀 市 川 崎 市 平 壌 市 鎌 倉 市 昭 和 4.0年 I藤 沢 市

乗 数 糾 構成比(初 実 数 い) 構成比仰 実 数 (～ 構成比(初 実 数 (～ 構成比(i) 実 数 (～ 構成比(初

総 数 150.835 loco 426292 loco 6a493 loco 52,631 100二0 78467 100_0

ホ ワ イ ト カ ラ ー 35.527 2a6 103.377 24.3 16422 259 21.195 4n3 27252 34.3

農 林 漁 業 5591 a7 &469 2.0 6675 lu5 1.514 2.9 5823 73

販 売 サ ー ビ ス 28.745 191 74ー781 175 ll,618 183 l1,178 21.2 15.575 1色6

7● ノレ - カ ラ ー 80.961 53.7 239.484 562 28766 453 la725 3a6 3q790 3&1

小 田 原 市 茅 ヶ 崎 市 逗 子 市 相 模 原 市 三 浦 市

実 数 (～ 構成比(初 実 数 い) 構成比(i) 実 数 (～ 構成比紳 実 数 (～ 構成比(i) 実 数 (八 構 成比㈲

総 数 6&379 100.0 44,882 1080 1&741 loco 74.873 loco 18349 10QO

ホ ワ イ ト カ ラ ー 15.494 22.7 14,599 32.5 7705 41.1 19.5179 2&1 2,690 lag

農 林 漁 業 7250 146 a468 77 385 之1 6909 92 8116 419

販 売 サ ー ビ ス 13.668 2QO 7824 lt4 a927 210 12,301 16.4 a99l 2n6

ブ ル ー カ ラ ー 31.951 467 la974 42.3 6,723 35_9 36069 4&2 4.550 2a5

秦 粁 市 厚 木 市 大 和 市

実 数(～ 構成比㈲ 実 数 (～ 構成比(i) 実 敬 (～ 構成比(初

総 数 27:707 loco 30.688 loco 3q891 loco

ホ ワ イ ト カ ラ ー 5.853 21.1 6194 282 7340 2a8

蕗 林 漁 業 6323 22.8 7018 2之9 1.900 &2

販 売 サ ー ビ ス 4.141 14.9 4,615 lSO 5894 191

資料 ;｢国勢調査｣総斬 統計局



産 業 別 就 業 者 数

横 須 賀 市 川 崎 市 平 壌 市 鎌 倉 市 藤 沢 市

実 数(～ 偶成比㈱ 実 数 帥 構成 比(i) 実 数(ベ 構成比(i) 実 数 い) 構成比(i) 実 数帥 l練成比(i)
総 数 15(1835 1080 426292 10uO 63.493 loco 5乙631 10uO 7q467 1080

第 一 次 産 業 5827 a9 &358 2.0 6708 lu6 1.609 al 5.908 74

第 二 次 産 業 5乙981 ヨal 23&412 55.9 2&620 451 2q542 390 33.839 42.6

第 三 次 産 業 9之012 61.0 178324 42.1 2al51 44,3 3q458 579 3乳689 489

′J､ 日 原 市 茅 ヶ 崎 市 逗 子 市 相 模 原 市 三 清 市

実 数 (八 構成比(初 実 数 (～ 構 成比(%ー 実 数 (～ 構 成比㈲ 実 数 くべ 構成比㈲ 実 数 (～ 構 成比(i)

総 裁 6a379 1080 44,882 loco 1a741 lOaO 74.873 loco 18349 loco

第 一 次 産 業 7361 10.8 la474 77 429 之3 6,955 93 8641 44.7

第 二 次 産 業 28532 41.7 2(1009 44.6 6,721 85,9 34.012 454 2,639 la6

第 三 次 産 業 3乙470 475 21,382 47,6 ll.588 61.8 33,888 453 8067 417

秦 粁 市 _厚 木 市 大 和 市

実 数 (～ 柄成比(A 実 数 くべ 構成 比(初 実 数 (～ 構成 比(i)

総 数 27707 1080 3q688 loco 3CL891 10uO

第 一 次 産 業 6342 22.9 6.987 22.8 I,923 62

第 二 次 産 業 9923 358 12.147 396 14.644 474

第 三 次 産 菜 lL437 4L3 ll,552 376 14.322 4&4

ft 科 . ｢国勢調査｣総理府放言†局

臣 居 水 準 の 比 較



住 居 水 準 の 上ヒ 牧

昭 和 3 5 年 昭 和 4 0 年

普通 世 帯 数 同 構 成 比 !1世 帯 当 り人 員 1峯ー当 b世 帯 人 員 1人当b畳数 普通 世 帯 数 同 構 成 比 1世 帯 当 9人 員 1室 当 り世 帯 人 員 1人当リ畳数

横 総 数 千世帯 ヰ 人 餐 千 世帯45&2 i10uO 人a65 人 壁住 宅 3435 10uO 4_00 a60 45aQ 993 a65 134_ 4.03

蘇 持 家 172.8 583-- ･.4-70 2.70 211,7 4&4 4,35 1,19 4_66

借 家 10Q4 29㌢ - -/.a43 a22 18&写 41.3 之92 1.6与 a12

請 給 与 住 宅 2ul' &8-.- :a96 之54 417 91 a62 1.40 a83

間 借 b 3&0 1.1.1 乞lo Il阜 2.5 3_03 之16 2.52

住 宅 2.174.7 99_6- 4.03 2.88a9 978 a46

育 持 家 1.0371 475 4.82 387 1,14之4 39.4 4.41 i 502
借 家 75u3 .34,4 a35 2.67 1.4413 498 2.71 162 aOG

都 増 与 住 宅 1476 68 &87 a41 2214 76 a57 1.37 4.03

間 借 b 2387 110∴ 之88 え08 7&8 之7 2.97 2.ll 2.58

全国 教 数 lq571.3 1080 4.56 4.27 23,1171 10uO 4_05 1_l3 509

住 宅 19.524.7 9a8 4.57 2､3,02a3 996 4.05

持 家 12,73之8 6a1 505 4.71 1la732.9 594 4.62 103 576

借 家 453al 2&2 a66 aO8 71653 31.0 all ⊥43 a53

給 与 住 宅 1.29al 66 4.08 a61 1,6795 73 367 1_29 429

-間 借 少. 96声L7 4.9 aO5 2.39 4456 19 aO7 1.92 2.97

資料;国勢調査 l東抽出岩泉 横浜市の35年のみ 市勢 要 覧(1967年版 )に上る



神 奈 川県 の横 浜 市 と東 京 都へ の通 勤 .通学 依 存率 (昭和 35年 ) 也

当地1,C常住する就葉音かエTj涌 学 者 放 -通 学 す る 者 の放 同 比 率 通学する者 の教 回 Lt.鴇

横 浜 市 人 人 ヰ 人 +68a-618 512.628 750 10(1399 14,7

横 須 賀 市 139,937 lて110 la2 &245 5.9

川 崎 市 328188 20.418 6_3 72.614 2之3 中 一

平 塚 市 52,913 4.024 7_6 a763 71 西
鎌 倉 市 4&392 6.995 14_5 ll.995 24.8

藤 沢 市 58994 6446 1(17 ll.204 la1 中

′ト 田 原 市 61,662 2,169 a5 a215 52 南
茅 ヶ 崎 市 31,986 3,325 10.4 ら419 169

逗 子 市 1&880 a548 1&8 4,065 2L5 保 士

相 模 原 市 4て860 4.272 89 8378 1色6 磨
三 清 市 lq386 121 n6 198 LO

秦 粁 市 18604 445 2.3 1.323 G7 金

厚 木 市 23,688 953 4.0 I.472 62 #

大 和 市 18840 a303 175 乙706 14_4

葉 山 町 7557 1.170 155 1,325 175 戸 f鶴神 `

カミ 川 町 5,953 335 56 265 4.5

海 老 名 町 8326 798 &6 487 52

座 間 町 7628 459 &0 1.134 14.9

綾 瀬 町 4.276 405 95 134 al

大 概 町 10.308 920 &9 1.395 la5

二 宮 町 6,329 619 98 660 ln4

伊 勢 原 町 13.794 426 al 964 70

西 粟 野 町 5,849 117 之0 369 &3

中 井 町 a263 94 2.6 76 2.I

大 井 町 3,628 94 2,6 154 4.2

松 EE) 町 5.427 163 aO 300 55

山 北 町 7814 291 a7 345 4.4

南 足 柄 町 1q287 169 16 211 之1

開 成 町 2,807 57 2,0 95 a4 育

捕 町 3,223 16510 al 181 56 中箱 根 町 13,272 ul 121 n9

其 旬 町 4.014 81 2.0 145 a6 南

油 河 .原 町 1q244 97 89 288 之8 保±
雫 JlI 町 7521 28 84 102 14

譜 川 村 1,344 0 0 14 1.0 忠

城 山 町 2,540 120 4.7 358 14.1 金

津 久 井 町 6,998 69 1.0 236 a4

相 模 湖 町 a800 10 n3 1,055 278 #

藤 野 町 4,076 0 0 846 2n8 戸 萱資料 ;｢国勢調査｣榔 統計局



横 浜市の市円へ と東京都- の通勤 ･通学依存率 (相和 35年 )

当地に常住する就業者および通学者数 うち横 浜市に従業 ⊥■ に' -通学 す る 者 の 数 同 比 率 通学 す る 者 の 数 同 比 率

他 見 区 人 人 ¢ 人 ¢118381 7a533 672 2q680 175

神 奈 川 区 86,,345 63.894 74.0 14.340 1&6

西 区 52.444 42,445 8Q9 a126, lL7

中 区 65.286 55455 84.9 7107pL ln9

両 区 94.827 79842 84.2 8860 9.3

保土 ヶ谷 区 66905 4包365 7a8 lq622 159

頭 子 区 36,126 2a405 814 4.088 ll.3

金 釈 区 34,150 24,601 7之0 a590 1n5

港 北 区 74.046 48785 6a9 16.525!. 2え8

資料;｢国勢調査｣総理府統計局

横 浜市の市円へ と東 京都- の通 勤 ･通学 依存妾 (昭和 4.0年 )

Il71 当地に常住する就業者お上ぴ通学者 教 に -

通学-す る 者 の数 同 比 率 通学 す る者 の敷 同 比 客

塊 見 区 人 人 i 人 東145273 95.869 660 27968 laョ

神 奈 川 区 108225 78.913 72,2 18678 la0

酋 区 58966 47180 8nO 7359 la5

中 区 78636 67249 84.4 a992 ll.3

南 区 133,58~7 10邑281 7&8 16851 12.6

保土 ヶ谷 区 112,812 78081 692 2q632 1&3

虚 子 区 52,364 4q789 779 6814 laO

金 釈 区 4&334 33.335 690 5894 12.2

港 北 区 127454 77:012 6n4 84.804 273

戸 塚 区 11q807 7a207 661 18420 175

資料 ;｢国勢調査｣総量府統計局
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神 奈 川県 の桝 浜市 と東 京 都 - の通 勤 .通学 依 存審 (昭和 4.0年) i1｣iI】)

lI 当地に常住する就葉書および通 学 背教 浜 ⊥ に`業通 学 す る者 の 教 同 比 率 通 学 す る 者 の 教 同 比 峯

横 浜 市 人 人 + 人 年gTa458 69ー6 71.2 16a407 172

横 須 賀 市 17ら059 5,262 14.4 ll.102 63

川 崎 市 484,174 2,379 aT 12&521 265

平 壌 市 74,386 4.685 63 5.103 6g

鎌 倉 市 6a268 8105 14.4 15.928 2a2

藤 沢 市 9a265 9,725 lQ4 1q532 289

′｣､ 田 原 市 19.143 2.600 a3 4,047 51

茅 ヶ 崎 市 5乙225 4.985 95 lq975 21:0

逗 子 市 22,959 4.299 194 5.279 2aO

相 模 原 市 87215 5.095 5.8 18127 21.9

三 浦 市 21,792 390 1.8 329 I.ゝ5

秦 粁 市 32,242 713 2.2 a567 80

厚 木 市 34,988 1410 4.0 2,795 &0

大 和 市 35325 4,610 13_1 5.463 155

東 山 町 9299 1.411 152 1.855 199

寒 川 町 ql31 574 63 386 4.2

海 老 名 町 16973 1,215 72 1.383 81

座 間 町 16730 952 57 aO37 1g2

綾 瀬 町 7287 684 94 502 69

大 成 町 1a116 1.125 &6 i.759 la4

二 宮 町 &152 734 急0 818 180

伊 勢 原 町 la436 649 a5 1.509 &2

中 井 町 a424 87 之5 74 22

大 井 町 4,442 127 2.9 199 4,5

松 田 町 6.508 206 a2 392 . I.A..0
山 北 町 &476 299 a5 362 14;宮

南 足 柄 町 13.027 228 18 312 之4

開 成 町 3,839 63 1.6 129 a4

柿 町 3,932 182 4.6 215 55

箱 横 町 15.605 23 n1 144 49

真 鶴 町 4,992 120 之4 238 4,8

務 河 原 町 12,704 172 1_4 398 ま1

費 川 町 8533 61 u7 237 之8

冊 川 村 1,420 0 0 26 118

城 山 町 a921 101 之6 481 1之3

津 久 井 町 7243 76 1.■0 280 a9

相 模 湖 町 4,374 10 2.3 1,354 31r.0

藤 野 町 4.391 0 0 1.218 277

資料 ;｢国勢調査｣総理府統計局
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横 浜 都 心 4区 に就 l東京 都 心 3区 に就 I横浜都心4区と東京､3区 ~し ､Jg 横浜都心4 東京都心3
菜 通学 す る者 の 数 菜 通 学 す る者 の 数 都JLJ に就業通子す る:て者 の 数 区との比率 区との比率

横 浜 市横 須 賀 市 人12,938 人8乙9155715 人18.65354.814 4694 ヰ3Q6川 崎 市 ll.487 43,327 21.0 790

平 塚 市 2,854 2,841 &695 5nl 499

鎌 倉 市 4,384 10.389 4,773 297 7u3

藤 沢 市 5,478 ll.'/80 7:258 31.7 683

′｣､田 原 市 1,758 2,144 a902 451 54.9

茅 ヶ 崎 市 a122 6769 8891 316 6&4

逗 子 市 2.150 a281 5.43l 396 6n4

相 †矢 原 市 2,810 5274 &084 34.8 652

三 浦 市 203 217 420 4&3 51.7

要 野 市 450 642 1.092 41.2 5&8

厚 木 市 861 815 1.676 51.4 4&6

大 和 市 2.307 1.845 4,152 5&6 44.4

竜 山 町 694 1,096 1.790 3&8 61.2

寒 川 町 332 200 532 62.4 376

海 老 名 町 666 403 1,069 62.3 377

座 間 町 526 903 1.429 368 6a2

綾 瀬 町 333 129 462 72.1 279

大 鏡 町 694 1,093 L787 3&8 61.2

二 宮 町 409 500 909 450 550

伊 勢 原 町 403 389 792 589 4al

中 井 町 43 17 60 71.7 28_3

大 井 町 61 95 156 391 6u9

松 田 町 143 162 305 469 5al

山 北 町 226 171 397 5&9 ヰal

南 足 柄 町 157 148 305 5L5 4&5

開 成 町 52 48 100 52.0 4&0

橘 町 109 118 227 4&O 52.0

箱 根 町 23 60 83 277 72.3
其 鞍 町 86 123 209 41.1 5&9

埠 河 原 町 129 203 332 3&9 6Ll

変 JH 町 41 25 66 62.1 379

沖 川 村 0 0 0 0 0
城 山 町 61 29 90 678 3之2

津 久 井 町 43 10 53 81.1 1&9

相 模 湖 町 10 85 95 185 8a5

資料,｢国勢調査｣総理府統計局
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神 奈川 県の横 浜都心 と東京 都 ′トへ の通 勤 ー通学 比率 (昭 和 40年 )

横浜都 心 4区 に就 i東京都 心 3区 に就 横浜都心4区と東京 横浜都心4 東京都心3

業通学 す る者の数 業通学 す る者 の数 戟,Lz3区に就業通子す る 者 の 数 区との比革 区との比寒

鶴 見 区 人 人 人 ヰ 令8376 12,528 2L904 42.8 572

神 奈 川 区 64.448 9,900 74,343 867 laョ

西 区 3a848 a943 4a792 91.0 90

中 区 61.641 5234 66,875 92.2 78

甫 区 8a384 8473 97857 91.3 &7

保 土 ヶ谷 区 26433 ll.294 3て727 781 29.9

磯 子 区 14,764 a808 18572 7a5 2u5

金 釈 区 8664 乙987 ll.651 74.4 256

港 北 区 17102 14,287 31,389 54.5 455

戸 塚 区 13.488 10,461 Za949 563 43.7

資料 ;｢国勢調査｣総理府統計局

註 ) 横浜都心4区とは,神奈川区,西区,中区涌 茎であ9,東京bJ心3区とh,千代田区,中央区,蒔区であるo横 浜 市 - の 転 出 入 超 過 人 口_の 推 移

(A)

年 別 北海道 】東 北 開 閉(嘉%f<*)東 京 神奈川 中 部 近 畿 中 国四 国 九 州 計

昭和36年 2.450 9372 4,624 15962 5035 6.567 1.246 2,376 6181 5a813

37 2,590 1q985 ら370 22,384 1.572 27.604 7627 a537 7348 8qO17

38 a264 &577 3,708 20.087 5,740 6.956 2.085 aO75 7:054 6q546

39 2.826 8730 4,123 28054 1.408 7:663 a960 2.884 8656 68304

40 2.610 8,944 4,179 22.025 i.095 7860 a407 2.443 6431 5&994

41 2.155 7460 2,106 2a175 1.526 6.934 之908 1.186 4.797 52.247

資料 ;横浜市

神 奈川 県の横 浜都心 と東京 都 ′トへ の通 勤 ー通学 比率 (昭 和 40年 )

横浜都 心 4区 に就 i東京都 心 3区 に就 横浜都心4区と東京 横浜都心4 東京都心3

業通学 す る者の数 業通学 す る者 の数 戟,Lz3区に就業通子す る 者 の 数 区との比革 区との比寒

鶴 見 区 人 人 人 ヰ 令8376 12,528 2L904 42.8 572

神 奈 川 区 64.448 9,900 74,343 867 laョ

西 区 3a848 a943 4a792 91.0 90

中 区 61.641 5234 66,875 92.2 78

甫 区 8a384 8473 97857 91.3 &7

保 土 ヶ谷 区 26433 ll.294 3て727 781 29.9

磯 子 区 14,764 a808 18572 7a5 2u5

金 釈 区 8664 乙987 ll.651 74.4 256

港 北 区 17102 14,287 31,389 54.5 455

戸 塚 区 13.488 10,461 Za949 563 43.7

資料 ;｢国勢調査｣総理府統計局

註 ) 横浜都心4区とは,神奈川区,西区,中区涌 茎であ9,東京bJ心3区とh,千代田区,中央区,蒔区であるo横 浜 市 - の 転 出 入 超 過 人 口_の 推 移

(A)

年 別 北海道 】東 北 開 閉(嘉%f<*)東 京 神奈川 中 部 近 畿 中 国四 国 九 州 計

昭和36年 2.450 9372 4,624 15962 5035 6.567 1.246 2,376 6181 5a813

37 2,590 1q985 ら370 22,384 1.572 27.604 7627 a537 7348 8qO17

38 a264 &577 3,708 20.087 5,740 6.956 2.085 aO75 7:054 6q546

39 2.826 8730 4,123 28054 1.408 7:663 a960 2.884 8656 68304

40 2.610 8,944 4,179 22.025 i.095 7860 a407 2.443 6431 5&994

41 2.155 7460 2,106 2a175 1.526 6.934 之908 1.186 4.797 52.247

資料 ;横浜市



-1 U} Ul りIl a) o w N

敦 地 _面 秩 別 住 宅 数 の 比 較

( 市 部 ー 敷 地 面 積 1戸 あ た り平 均 敷 地
住 宅 総 数 64_4TTt以下 32&9-6594ml 65a5TrF以上

(～19坪) (20～49坪 ) (5D--99坪 ) (100-ー99坪 ) (200坪～ ) 面 積

棉浜市 一 戸建長尾建住宅ギ忠敬 多千戸- 卓 ¢ 東 東 虜 7㌔

100 (267ー 262 385 24.9 76 2.8 163

持 家 (専用住宅 1 100 (155) 14.1 3a3 34_0 97 2.8 190

持 家 (併用住宅 ) loo ( 30) 195 369 2之0 la1 96 960

借家(公EEl.公営.公社.民営.給与ー 100 〔82ー 5L5 375 &9 1.8 84 84

秤 一 戸建長屋建住宅総数 100 r621ー 22.3 376 280 93 4_8 195

育 持 家 (専用住宅 ー 100 (351) ln3 368 34.8 1之4 58 235

川 持 家 (併用住宅 ー 100 ( 70) la3 355 24.8 14.2 1之3 1,047

県 借家｢公EB.公営.公社.民営.槍与l loo (200) 487 395 ll.1 之1 n7 94

東 ■-戸越長尾唾住宅総徴 3al 41.6 171 61 之l 140
持 家 ぐ専用住宅 ー 100 ( 625ー 212 44.3 22.8 &8 え9 173

京 持 家 (併用住宅 ー 100 ( 212ー 276 49.2 162 52 之0 139
借家(■公E]].公営.公社.民営.給与ー 100 (370) 565 3之5 al 2.1 u7 85

全 - 戸唾長尾唾住宅総数 100(ll.386ー 265 352 21.9 ll.3 51 192
持 家 (専用住宅 ー 100(.5399ー 14,8 36.0 2&8 14.2 al 232

国 持 家 (併用住宅 ー 100( 乙202ー ll.3 3u7 276 2nO ln4 293

借家(公団.公営.公社.民営.給与ー 100｢3.785) 5L9 36_6 aTl 2,0 n8 89

資料 ;住宅硫計調香 (昭和 38年 1



横 浜 市 区 別 人 口 と 増 加 率

区 別 25 年 30 年 35 年 4 0 年 42 年 30/25 3530 40/35 42/40

横 浜 市 951.189 1.143.687 1,375100 1,78&915 . 1.945.272 Ca7Sl282 (a75)2n2 ( 54ー3nl (4,25)&7

鶴 見 区 17q868 201.028 23(1377 255755 258698 177 14,6 ll..0 L2

神 奈 川 区 107068 142.797 172,068 19(主258 201,008 3a3 285 14.1 2.4

両 区 85.292 10q446 104.173 104,255 101,171 178 a7 0 aO

中 区 89.813 105925 123,624 136882 13a481 179 1aT ln7 1_2

南 区 142,763 171,525 194,558 24&108 26&416 2C1 lad 275 &2

保 土 ヶ 谷 区 74,156 96822 143.804 223,038 25q422 346 392 551 12.3

磯 子 区 62.343 67991 74.458 95716 10a249 a1 95A 2&6 79

金 釈 区 5&040 63,974 71,446 86251 91.825 14.2 ll,7 287 65

港 北 区 9a421 111,095 147688 235046 277118 1&9 32.9 5a2 179

註 ) カタコ内は年平均増加客

数科 ;｢国勢調査｣総理府統計局

1 番 1_I) 巳貝,L玄 拓 也 -.



1章 1-2 関係資料 ~･ 横 浜 市 の 所 得 雑 成

生 産 所 得 構 成 比 ㈲ 個 人 所 得 梢 成 焚 (i)

第一 次 産業 第 二 次産 業 (建 設 業) (製 造 業) (第 三 次 産 業) (卸 .′J､売 薬) (サ ー ビス 業 ) 勤 労 所 得 個人業主所得

由利1 横 浜 市 1.6 5之8 60 4&8 45.6 1之1 188 61.3 94
神 奈 川 県 4,0 5a2 60 470 42.8 1之3 ll.6 61,1 115

十五辛 東 京 都 n8 3aT 4_9 3a7 6n5 24.8 96 Sa2 158
全 国 14.3 375 a7 3n3 4&3 1&8 156 5n6 2a5

昭和 横 浜 市 1.0 496 79 41.7 49こ4 la4 1n3 71.4 ln3
神 奈 川 県 2.5 5ag &9 44.7 4a6 12.2 188〉 6之1 ll,8

十九午 東 京 都 n4 488 &3 3之4 5&8 24_8 &8-: 5&7 14.4全 Eg 1u5 3a4 74 31.1 50_1 170 166■ 54.0 2昆2

昭刺四十午 横 浜 市 Q9 469 &0 389 5之2 1a8 ll,2､ 71.2 98

神 奈 川 県 之3 51.0 &4 4之4 467 lag ll,5:1 6a8 1n9

東 京 都 83 375 G7 388 62.2 2巳8 92l 583 la6

資料 ,｢県民所得統計｣経済企画庁および横浜市より



人 口 1 人 当 9 小 売 業 販 売 後 と 製 造 品 出 荷 額 の 比 戟

小売 業 年 間販売 額 同 格 差 指 数 百貨店 年 間 販売 額 同 格 差 指 数 製 造 品 出 荷 額 同 格 差 指 数 ー

35年 39年 35年 39年 35年 39年 35年 39年 35年 41年 35年 41年

港 北 区 千円3a1 千円6u8 72 71 千円61 千円lag 130 143111 千円41&7 千円348.6 250 101

横 浜 市 679 115.8 147 135 59a9 174

神 奈 川 県 61.1 1062 132 124 50 10.8 106 40&2 749.4 245 217

練 馬 区 34.6 550 75 64 1a5 34.8 415 359 26aO 97pO 161 28東 京 都 区 部 987 15a3 196 185 46nO 133

東 京 都 851 1474 184 172 169 29.5 360 304 252.5 431.8 151 125

資料 ;横浜市および東京都



国 電 中 央 線 主 要 駅 年 間 乗 車 人 員 ( 株 数 )

2章 2-5 関 係 資 料

駅名 年 35 年 36 年 37 :年 t8'-8 1年 39 年 40 年 41 年 42 年

1新 宿 lOa338 108.306 115.750 121.610 13a297 142,241 152,636 15a993

2中 野 2て482 27.469 27:723 28523 28713 28688 3q740 31,845

3荻 窪 22,648 2a720 2a436 2己646 27343 2a122 29967 3q845

4吉 祥 寺 25734 27636 2曳320 3(1765 32.049 31,946 32,455 33.204

5武 蔵 ′｣､金 井 ll,611 lq869 l亀875 19073 21,551 22,191 23.630 24,035

6匡l 分 寺 12,366 1a235 14,666 16.2O4 17130 17970 19337 19.624

7国 立 &850 9.691 10.614 ll,944 12,800 la772 15,248 16,123

8立 川 19.292 2q574 2a266 26,449 28.015 28155 30.017 31,190

9鹿 田 a525 4.189 4,580 己237 5832 6226 6.523 6,657

10八 王 子 ll,182 ll,635 12,727 14.024 15.178 15.851 16909 17:333

ll.拝 島 2.014 乙319 2,826 a280 a428 a614 a832

12青 梅 2,497 乙580 乙719 乙793 2,869 え895 2,955

資料 ;国鉄(東京 )



立 川 周 辺 地 域 の 商 業 指 数 川

昭 和 3 5 年 昭 和 3 7 年

′｣､売菜 (》 世 帯 数 世帯当b 年間店舗関係⑳ C 里 小売業 ① 世 帯 数- 世帯当り 年間店舗関係㊤ C_ 里
売上高ぐ首万円ー 消焚支出(盲万円)家計支出(百万円) ② 売｣こ高 (盲万円) 消費支出(育:万円) 家計支出(盲万円) (a

新 宿 区 64､899 113.121 4,2464 35.516.4 1_83 87:995 125852 5.86&5 47:464.8 1.85

中 野 区 18.956 9&672 a704.0 3(198n4 u61 26584 10&155 504a3 4q79u4 n65

杉 並 区 25.797 137598 516a3 4a202.4 n60 34.882 155.987 727a7 5883QO u59

武 蔵野 市 9.569 3a622 1262,1 10.55&4 n91 la239 37865 1,7656 14,28QO 1.07

三 ,% 市 4.318 26.764 1,004.7し &40a6 0.51 5.957 31,968 1.4987 12.0564 849

小 金 井 市 2,173 ll.891 4464 3.73a2 858 a187 15.407 7184 5.81n4 n55

国 分寺 市

立 川 市 8435 2q246 76nO 63564 1_33 1a153 22.893 1.0675 8634_0 1.52

昭 島 市 1.627 10,603 39&0 a82&8 n49 a407 13.019 607rl 4,9184 0.69

日 野 市 lq461 12,821

八 王 子 市 10.618 34.316 1.2882 18774.8 n99 15415 37790 1,762.1 14.2524 I.08

(註) 1世帯当り支出鎮 37.539円/月 (証) 1世帯当り支出翫 46,630円/月

店舗支出係数 6a7東 店舗支出係数 674東

資料 ,｢海兵統計｣通産省
｢家計調査｣総j翌肘競針局



立 川 周 辺 地 域 の 商 業 指 数 "=

昭 和 3 9 年 昭 和 4 1 年

小売業 ① 世 帯 数 世帯当b 年間店舗関係 ② C _ 壁 小売業 ① 世 帯 数 世帯当b 年間店舗関係② ①
売｣二高(育万円) 消費支出(盲万円) 家計支出(胡 円) ② 売上高(育万円〕 消懲支出(~召万円) 家計支出(盲万円l C三二-､ニ

新 宿 区 127:803 143.942 8,399.0 65,51之8 1.95 142,595 lBa687 色049O 6a410.8 2.O8

中 野 区 46,87ケ 119.642 6,981.1 54.452.4 n86 37:868 12&451 8381.2 6a362_4 α60

杉 並 区 3%689 176139 10,2777 80,16&0 n50 48,526 175,708 ll,464.6 86,672.4 856

武 蔵 野 市 21,527 39,308 2,293_6 17:88a6 120 25,452 41,423 2,702.8 2r143a6 1.25

三 鷹 市 9.357 39,299 2.29al 178860 852 12,609 41.198 2,68&1 20.322.0 n62

小 金井 市 4,563 2q160 1.1763 9.17a2 n50 &336 24,622 1,6065 12,1452 869

国 分寺 市 16.366 5206 20,130 1.313.4 a92&8 n52

立 川 市 22,014 26.892 1,569.1 12,23&8 1.80 24,622 28505 1.859.9 14,0684 1.75

昭 島 市 3.656 15.440 90ag 7:0272 0.52 4,634 15.972 1,04之1 787&0 u59

日 野 市 3.146 16,408 9574 7467r6 a42 5.108 19,542 1.2751 9,639,6 α53

八 王子 市 21,435 4a837 2.5579 19.951.2 1.07 29,573 52,321 a41a8 25,80&4 1,15

商業統計

世帯数は東京都統計年銘

世帯当り支出は東京都統 計年鑑

店舗支出係数は家計調査

(註1 1世帯当り支出額 58350円/月 (註) 1世帯当り支出額 65248円/月

店舗支出係数 65･0虜 店舗支出係数 630蕗



立 川 市 の 諸 指 標

分 類 項 目 昭 35 昭 .37 昭 39 - 昭 4.1 昭 43

人∩ 総 人 口 . 67.949 87:223 9q576 101.794≡芸 (≡ 期 : 12.70a633 1534&192 1902&895 2(176q3566,58a125 7917573 &986338 9258785

(立川駅) 計 18291.758 26.26年765 2&01民233 30.017141

商莱 卸売業販売額 ( 1a18巳061 26.03qOOO 2&512.000 40.575.000

早年 ′絹 業販売額 筆問) 飲食店販売額 e &435278 la24(1000 2u80aOOO 24.516000I.14a777 1.728530 2.737:000 3.37aOOO

卸売書集従兼員数 2.101 2.541 a363 3.779

小売業従業員数 4.898 5.663 &378 &942

飲食店従業員数 乙831 2.890 a120 a627

都 事 菜 所 数総 数 a732 5.266鉱 業 3 0
柿 建 設 某 177 297

~7 製 造 梁 229 406

クチ 卸 売 ′｣､売 薬 2.086 2.847

イ 金 融 保 険 業 lo空 135

どチ 不 助 産 菓 45 223

イ 連 輸 通 信 業電気ガス水道業サ ー ビ ス 業 3051.055 7581.275

市 市 面 概 4.64&891 4.572.900 15.57&200 15531,000 15.361.000

境 早宅 地 面 横 位 a20&891 3.26瓦800 6.61(1900 721uOOO 7.247.000

化 が商 業 地 面 郡 ) 295.917 296500 611.900 61乙000 608.000

資 料 ; 東 京 都 統 計 年 鑑
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立 川 市 周 辺 地 域 人 口 分 布 状 況

i 昭 和 3 5 年 昭 和 4 0 年

(A) 人 口 (D)DLD̂ Ej 申L7A) (C)人 口 (qDlD人口 pL7C)

新 宿 区 人 人 10uO% 人 人 %413,690 41a690 413.‥190 4la910 10nOO

中 野 区 351360 351.360 loco 37&697 37&691 10uO

杉 並 区 487210 487210 10(10 53&792 53&792 loco

武 蔵 野 市 120′337 120.337 loco 13a516 13a516 loco

三 鷹 市 98038 84.261 859 135.873 12(1629 8&8

･j＼金 井 市 45.734 34.8α2 761 T&323 71.176 933

匡】分 等 市 3色098 2a665 6a5 64.645 54.381 84.1

国 立 市 32.609 2&112 8nl 4a477 84,396 7a1

立 川 市 81.951 66369 810 10(1719 87:089 865

昭 島 市 44.805 31.147 6a5 5q655 48,082 8n6

日 野 市 43.394 la332 4al 67979 36.544 5a8

八 王 子 市 164.622 9a464 568 207753 118282 574

資料;｢国勢調査｣総理府統計局

臣 ) DID人口とは人口集中地区(Densely lnhabltCdDIStrlCtS)人口である.
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立 川 市 の 人 口 推 移

人口 (10/ 1) (10/ 1)

総 数 115.353 100,719 81,951

男 5a312 50,590 40,598

女年 令 別0-14才 57:041 50,129 41,35326.833 233,345 21,690

15-.64 84.036 733,335 57,395

65.} 4.484 44,039 2,866

職業別就業者数総 数 4&573 36,575

T専門的技術的職業従事者 2.703 2.347

Jl管理的職業従事者 I.563 990

EI事 務 従 事 者 9.552 5_767

Ⅳ販 売 従 事 者 7.258 5,603

V曲林漁 業 従 事 者 1.713 1.915

Ⅵ採 鉱 採 石従 事 者 4 56

Ⅷ連 綿 通 信 従事者 2.807 1.785

Ⅷ技能工生産工程従容老単純労働者 16､321 12.214

Ⅸ保安サービス従事者 1.358 0
Ⅹサービス職業従事者 5.289 5.895

Ⅹ分 類 不 能の職 業 5 3

資料 ,昭和44年 -･･r東京の人口｣ (住民基本台帳にi:る東京都の世帯と人口 )東京都

昭和40, 35年I.I...r国勢調査｣総理府統言十局
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｢

店舗関係外消費支出構成- 1世帯当9年間消費額一

人口5万人以上の都市 (全世帯 )

項 目 昭 35 昭 37 昭 39 昭 41

消 敦 支 出 37巳659円 465359円 57 4.003円 97a158円

食 料 難 16a427 189.619 22&612 262.807

+斗 tt 廿 ll.323 14.386 la279 21.565

住 居 焚 3a544 4包114 57F.234 68078

書家 貸 .地 代 &746 13.299 15,675 19.596

*水 道 料 1,83919.290 2.168 2.540 3,373

*自 動 車 276 658 2,842

光 熱 資 22,979 26060 3q656

*電 気 ーガ ス 代 1,335 14.701 17.554 20.847

被 服 難 46.828 62.040 71.245 77867

*洗 濯 代 a309 4.114 5155 5.801

# # 112.570 141.607 190.852 232.750

*診 療 代 4.457 6.148 &308 lq102

*入 浴 料 2.868 a134 a191 a113

*理 髪 料 1.155 1.529 1.979 2.206

i.0467.647 1.304 1.729 1.866

*セ ツ 代 597 930 1.274
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ノ佑 2

項 目 昭 35 昭 37 昭 39 昭 41

+叔 円 円 円 円10,786 12.962 19.341 24.513

*教 科 弓iF 代 1.219 1.044 950 650

+聴 取 観 覧 料*補 習 塾 月 謝 代+そ の他 の 月謝代 a176 a670 4.029 4,118I.4095.588

2.2373.402 a720 5677

*採 行 政 a266 4.803 6.425

+信 仰 致 1.645 I.899 2.339

事冠 婚 葬 祭 焚 L297 I.781 2.285

･仕 送 金 5.015 5930 826.3

*負 担 金 2.LIB 2.679 a381 4.004

･損 害 保 険 料 1.006 L151 1.492 2.326

*肘 与 金 7.246 10.300 16.219 19.858

+女 中 給 料 492 664 858 760

+ こ づ か レ､ 26663 3q406 42_180 52.513

暮つ き あ い 兜 I.656 2.116 2.377 2.663

(* の 合 計 ) 113.726 151.616 201.123 24a260

店舗関係外消亜支出 吻 (3n3) (32,6) (350) (37rO)

店舗関係消穀支出の比 率 (%) I 6a7 674 65.0I 6aO

註 :店 舗 関 係 消費 支 出 と ｢商業 歳 計 ｣の ′ト売美 との概 念 不 一 致 は 凸 耕 用 品 ′ト売 薬 (商 業歳 計)
で あ る

'の 項 目は店 舗 関 係 外 消穀 支 出項 Elある いは ,商 業 統 計 との 不一 致 の項 目で あ る



3 葦 関 係

横浜 駅 西 口及び 伊勢 佐木 町 に かけ る消 敢行 動 調 査

(日本 リサーチセンクー実施)

- 日 次-

(題 ) (主要 項 目 とのク ロス ) (頁 )

日 時 目的 ,買物 の 内容 ,/､- トナ ー ,職業 ,住 所

場 所 目的 ,買物 の内容 ,レ y ヤーの内容 ,年令 ,住 所

月平均回数 所要時 間 ,職 業 ,年 令 ,住 所

所要時 間--･員的 .交通機 関

職 業- - 日時 ,場 所 ,東京 への買物 ,東京 への レ ジ ャー-- ･H

年 令- -月平均 ,El的 ,レジ 十一の 内容 ,買物 の 内容 ,

東 京へ の 異物 ,東京へ の レ ジ ャー ,東京 での買物 の

場 所 ,東京 での レジ ャーの場 所 ,J{- トナ ー･･-･･. {

住 所 -A-繁華街 の場 所 ,下着 類 ,洋 服 ,食料 品 ,家具類 ,

月平均 回数 ,東京 -の 異物 ,東京 - の レジ ーY- ,

所要時 間･-
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実 数 人

(構成比)東

寺が竺 I/ .) ヤ ー 買 物 散 歩 通 過 経 路 そ の 他 無 回 答 対 象者数

6月 1日 65 377 57 55 75 I. 583
(ll.1) (64.7) ( 88) ( 94) (12.9) ( u2) (loo.0)

6月 2日 75 383 51 95 99 662
(lL3) (579) ( 77) (14.4) (150) (- ) (10-O/0)

合 計 140 760 108 150 174 J甘 1245

盲 管 食 料 品 下 着 類 洋 服 耐久消費財 そ の 他 無 回 答 対 象者教

6月 1日 34 8 211 19 133 33 377
( aO) ( 2.1) (5&0) ( aO) (353) ( aB) (10QO)

6月 2日 28 ll 175 8 146 35 383
( 73) ( 2.9) (457) ( 之1) (3&1) ( 91) (100.0)

合 計 62 19 386 27 279 68 760
( &2) ( 2.5) (5u8) ( a6) (367) ( 89) (lou.0)

ー詣てこ 一 人 で 家族連れで 友 人 と そ の 他 無 回 答 対 象 者 激

6月 1日 110 318 129 12 14 583
(lag) く54,5) (芦乙1) ( ユⅠ) ( 2,4) (100.0_)

6月 2日 .140 341 158 7 21 662
(21.1) (5~1.5) (?al) ( 1.1) ( a2) (loo.由一

合 計 250 659 282 19 35 1245
(Znl) (52.9): (722.7) ( 15) ( 2.8) (loo.0)

凍 ■勅 溌東 京 % # 慧遜 教務地無回答 自 営 主 壁 主 婦 主 婦その他 主 婦 その他 無回答 対 ♀横 浜 東 夙 横 浜 舌 か

6月1日 47 80 27 8 29 87 154 47 ll 85 8 583
( al)(la†) ( 16)(14)(aO)(14.9)(2&4)( 81)(1.9)(14.6)( 1.4)(10U{))

6月2日 18 100 9 5 34 105 204 44 20 110 13 662
( 乙7)(151) ( 14)( 88)( al)(159)(3n8)( &6)( aO)(186)( 2.0)(loo.0)

合 計 65 180 36 13 63 192 358 91 31 195 21 1245
( 52)(14,5) ( 2.9)I( 1,0)( 51)(laヰ)(288)( 73)(2.5)(la†)( 1,7)(100.0)

=T港北区 鶴見区 奈川区 一.中区 保土ヶ谷窒贋 孟1川崎市 神奈川県 東 京 その他 無回答 対 象者 数
6月1日 58 33 61 70 133 96 17 62 40 6 7 583
( 9.9)( a7) (ln5)(1之0)(2乞8)(165)( 2.9)(10.6)(&9)( 1.0)( 1.2)(loo.0)

6月2日 68 19 50 97 164 137 14 68 37 5 3 662
(ln3)(之9) ( 76)(14.7)(24,8)(2uT)( 2.1)(183)( 56)( 88)( 0.5)(100.0)

合 計 126 52 111 167 297 233 31 130 77 ll 10 1245
(181)( 4.2) ( 89)(13.4)(2a9)(la†)( 2.5)(1n4)(62)(0.9)( n8)(lou.0)
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く場 所>

実 数 人

目 的 (構成比)飾

横浜駅西口 108 526 58 105 156 899
(12.0) (5a5) ( &5) (ll.7) (174) (- ) (100.0)

( a2) (676) (14.5) (laO) ( 52) ( 83) (100.0)

合 計 140 760 108 150 174 1 1245

内容場所 食 料 品 下 着 類 洋 服 耐久消費財 そ の 他 無 回 答 対 象者 数

横浜駅西口 49 15 284 20 180 42 526
( 9_3) ( 之9) (54.0) ( a8) (34.2) ( 8.0) (10α0)

伊勢佐木町 13 4 102 7 99 26 234
( 5,6) ( 1.7) (43.6) ( aO) (42.3) (ll_1) (loco)

合 言十 62 19 386 27 279 68 760

レジ ャーの内容

内容場所 飲 食 映 画 J{チ / コ林 ー1 そ の 他 無 回 答 対 象者 赦

析浜駅西口 8 12 1 67 21 108
( 74) (1,1.1) ( 0.9) (62.0) (19.4) (100こ0)

伊勢佐木町 5 ∵ 1 16 8 32
(15.6) ( 63) ( al) (50.0) (2&0) (1080)

合 計 13 14 2 83 29 140

忘 で 才 才 才 才 才 才 51才以 上 無 回 答 対象者教18-20 21-25 26～30 31-35 36～40 41～50

横浜駅西口 144 130 154 124 130 146 65 6 899
(1aO) (14,5) (171) (la8) (14.5) (1&2) ( 72) ( G7) (loco)

伊勢佐木町 37 50 50 56 70 54 29 346
(187) (14.5) (14,5) (162) (20.2) (156) ( 8.4) (-:) (100_0)

合 計 181 180 240 180 200 200 94 6 1245

∴ 節港北区 鶴見区 ネ樹 l区 西.ER亘 保土ヶ谷戸塚区亀も際 川崎市 顎轡 東 京 その他 無回答 対 象者 数

横浜駅 102 43 86 79 L246 112 28 116 69 10 8 899
西 口 (ll,3)( 4.8)( 9.6)( &8)(27'4)(12.5)( a1:)(12.9)( 77)(1.1)(n9) I(loo.0)
伊勢佐 24 9 25 88 51 121 3 14 8 1 2 346
木町 ( 69)(之6)(7;り (254)(14,7)(3,u )( n9)( 4.0)(2.3)( n3)(n6) (100.0)

合 計 126 52 Ill 167 297 L33 31 130 77 1Ⅰ 10 1245
(1C1)( 4.2)(&9)(laヰ)(2a9)(1aT)( 2.5)(1u4)( a2)(0.9)( 88) (100.0)



<月平 均 回数 >

実数 人

所 要 時 間 (柵成比 ) 妬

6-10 11～20 21～30 3トー45 46-60 61～90

I 5 ( 拓 (2ま22) 67 (1邑者) 24 3 1 3 189( 2.6) (354) (12.7) ( 1.6) ( Q5) ( 1_6) (lOOD)

2 7 21 67 47 (l星室) ( 1封) 3 3 (1'W)( a3) (日10) (3L8)(2之3) ( 1.4) ( 1_4)( -)
3 15( al) (1㍍ ) (35L 茸 ) (35u§) ( 描 ) (㍍)( 二) 1( u5) ( -)(lb8ne)

-4.5 12 37 (37.早) (2隻8) 26 14 5 1 ∫ -ヽ(12oaC)( 息2) (161) ( lL3) ( al) ( 2.2) ( C4)

6匝似 上 25 53 (2hT)(2星竜) 30 16 8 2 ( L喜) (1%aO4)a8) (la7) (186) ( 56) ( 2.8) ( nT)

0 2 9 31 (2g皇) 22 (1銅) 7 5 1 1421.4) ( 63) (218) (156) ( 4,9) ( a5) ( u7) (10(刀)

合 計 66 156 (描 )吊 等92) 159 127 26 (砧 9 (11%&05)

煤回放 戟 勤 務 勤 務 勤諌地 自 営 i 主 婦 主 嫡 漸 その他 無回答 市 史東京 横 浜 その他 無回答 東 京 横 浜 その他 無 回 答 者 赦

I 9 20 8 2 10 37 55 12 7 25 4 189
( 4.8)(1n6)( 4-2)( 1_I)( 53)(196)(芝al)( 63)( a7)(La乞)( 2-1)(lO∝I)

2 15( 7rl) 24(ll.4) 5( 之4) ( -) 16( 76) 31(14.7) 69(32.7 22(lu4) 6( 2.8) 23(1Q9) ( -) 211(10(め)

3 8 22 3 2 13 29 54 16 7 28 3 185
( 4.3)(ll.9)( 1.6)( 1.1)( 7rO)(157)(292)( aG)( aB)(lal)( 1.6)(1000)

4.5 ゝ(a5) 28 rf( aO) 3 lU( 4.3) 38 82 16 3 30 5 230(12.2) ( 1.3) (165)(357)( 70)( 1.3)(laO)( 2.2)(10nO)

6臥 上 15 75 9 5 9 29 56 6 4 69 7 284
( 5.3)(2&4)( a2)( 1.8)(a2)(lu2)(la7)( 2.1)( 1.4)(24.3)( 之5)(low)

0 10 9 4 ( -) 5 27 42 19 .I 20 2 142( 7'0)( a3)( 2.8) (a5)(19.0)(296)(lad)( 2.8)(14_1)( 1.4)(10uO)
合 計 65 180 36 13 63 192 358 91 31 195 21 1245

画致 18-20才 21-25 -26～30 31-35才 36～40 41--50 51才以上 無 回 答 対象者数

I 15 28 42 32 33 27 10 2 189
( 79) (14.8) (22.2) (lag) (175) (14.3) ( 53) ( 1,1) (10(め)

2 Zl(1uO) 32(152) 33(156) 38(laO) 28(la3) 45(21_3) 14( &6) ( -) -Zlrl(lou))

3 25(la5) 26(14.1) 31(la8) 37(2nO) 26(14.1) 27(14,6) 13( 70) ( -) 185(10(刀)

4ー5 23 3U 47 30 42 38 19 l 230
(luO) (laO) (2n4) (laO) (1&3) (165) ( aa) ( n4) (10(D)

職 しヒ SU 50 31 25 45 37 14 2 284
(2&2) (176) (lu9) ( a8) (158) (1aO) ( 4.9) ( nT) (10(刀)

0 17 13 17 18 26 26 24 I 142
(12.0) ( 92) (12.0) (la†) く183) (1&3) (169) ( Q7ー (lou))

合 計 181 180 204 180 200 ZOO 94 6 1245

忘竺港北区 鶴見区 神奈川区 中.酉区 保土ヶ谷戸塚区 宿.政子金釈区 川崎市 E認 諾 ',東 京 その他 無回答 対 象者 教

I (1f.i ) 6 15 ( 描 ) 41 34 8 27 15 2 3 189( a2)(79) (21.7)(1aO)( 4_2) (14.3)( 79)( 1.1)( 1,6)(low)
2 (1邑弓) 8( a8) 16( 76)(12u萱)(2星亨)( 256g) 3( 1.4) ( 92.05)( u ) ( -.)(二)(foluも)
3 ( 頼 9( 4.9) 14( 76) 27(14.6) 48(25.9)(pl星雲) 9( 4.9) し 頼 ぐ 粒 1( 85) ( 二)(壬oBJ)
4.5 (1邑8) 4( 1.7) 18( 7rB) 38(1&5)(2良き)(2星g)( i.a) 12( 5L2) 10( 4.3) ( 二)( nS)(宇03J)
軌 上 24( 8.5) ( 左.言) 38(13.4) 59(20.8) 70(24.6) 83(ll.6) 3( 1.1) ( 1P.23) 9( a2) ( 二)( i.i)(fo8Qa)
0 (1もi) 12 9 4 25 2 1 4 24 18 8 2 142( a5)( &3)( 乙8)(176)(14.8)( 2,8) (lag)(1之7)( 56)( 1.4)(100D)

合 計 (11㍍ ) 52( 4.2) 111( 8.9) l67(lad) 297(2a9)(誓星亨) 31( 之5) 130(1(14)(拓 ll( u9) 10( 88)(1号04J)



<所 要 時 間>

実 数 人

B 的 (構成比)啓

目的時間冊 レジJr- 買 物 散 歩 通過経路 その他 無 回 答 対象者数

1～10 18 147 17 24 34 222
( 8.I) (662) ( 77) (lQ8) (153) ( -l (loco)

ll-20 33 226 33 42 34 1 350
( 9.4) (662) ( 94) (la0) ( a7) ( u3) (loco)

21～45 64 307 39 54 64 ( -) 498(12.9) (616) ( 78) (ln8) (la9) (loco)

46-60 16 61 17 21 30 127
(la6) (4aO) (134) (1G5) (2aG) ( -) (10uO)

61分以上 7 16 2 8 9 39
(179) (41.0) ( a1) (2Q5) (芝al) ( -) (loco)

合 計 140 760 108 150 174 I 1245

# 馬 車 ノて _ス 来 由車 徒 歩 その他 無回 答 対象者数

1～10 106 29 31 34 24 222
(47r7) (lal) (14.0) (15.3) (1u8) ( -) (1080)

ll～ 20 207 91 36 14 15 350
(591) (260) (ln3) ( 4.0) (. 4.3) ( -) (1080)

21-45 348 153 33 6 5 1( n2) 498(もag) (3Q7) ( 66) ( L2) ( 10) (10uO)

46-60 106 34 4 2 127
(8a5) (2&8) ( al) ( - ) ( L6) ( -) (10uO)

61分以上 3こさ 8 5 1 2 39
(82.1) (2n5) (12.8) ( 之6) ( 51) ( -) (10uO)

合 計 (.So4.35) 315 110 56 48 4 1245

･-I.=J.Jl=-.港北区 鶴見区 神弟l区 西一年区 保土ヶ谷戸塚区 南一磯子金釈区 ･.t崎市鹿 波j)東 京 その他 無回答 対 象者 数
1 24 5 39 84 31 29 2 3■ 2 ( 二 ) 3 222～10 (1u8)( 2,3)(176ー(378)(14.0)(lil)( 89)( 1.4)(u9) ( 1.4)(10(め)

ll 42 18 46 53 90 72 7 12 6 2 2 350
～芝O (12.0)( 51)(lil)(lal)(257)(2uG)( 2.0)(a4)(I.7)(u6) (n6)(10(p)
21 47 25 24 26 144 108 18 70 33 1 2 498
～45 ( a4)( 50)( 4_8)( 52)(2&9)(21.7)( a6)(14ー1)(66)( Q2) ( n4)(1(榔))

46 10 2 1 2 27 22 3 35 23 2 ( -) 127･.ー60 ( 79)( 1.6)( u8)( 1.6)(2L3)(173)( 2.4)(276) (1&l)( 1.6) (10(刀)

61分 3 1 l 2 5 2 1 8 ll 5 39
以 上 ( 77)( 2.6)( 之6)(-51)(1之8)( ≡ll)(之6)(Zu5) (2&2)(12.8) ( -)(10∝り

合 計 126 52 Ill 167 297 233 31 130 77 tl 10 1245
(ln1)( 4.2)( 8.9)(13.4)(2a9)(-la†)( 2.5)(1(14) ( 82)( n9) ( u8)(loco)



場 所 (志諾 ,｢

忘で 6月 1日 6月 2日 対 象者 数

勤務 東京 47 18 65
(72.3) (277) (loco)

勤務 横浜 ( 448_P4) loo 180(556) (10uO)

勤務その他 35 14 49
(71.4) (2a6) (10uO)

主婦 東京 87 105 192
(453) (54.7) (loco)

主婦 横浜 154 204 358
(4aO) (570) (10(lO)

主婦その他 58 64 122
(475) (52.5) (low )

自営その他 114 144 258
(44_2) (558) (10nO)

合 計 583 662 1245
(468) (5aZ) l(loco) l

東京への買物

忘-管 あ る 夜 レヽ 無回答 対象者故

執務 束京 39 18 8 65
(60こ0) (277) (12.3) (10(カ)

勤務 横浜 62 106 12 180
(34.4) (5&9) ( &7) (loco)

勤癌その他 19 27 3 49
(3&8) (551) ( &l) (1000)

主婦 東京 109 75 8 192
(5(18) (39.1) ( 4.2) (100.0)

主婦 横浜 112 240 6 358
(31.3) (670) ( 1.7) (1000)

主婦その他 46 73 3 122
(377) (598) ( 之5) (1000)

自営その他 114 124 20 258
(44.2) (ヰal) ( 78) (loco)

合 計 509 672 64 1245

一㌧横浜駅西口 伊勢佐木町 対 旗者教
勤務 東京 53 12 65

(81_5) (185) (loco)

勤務 横浜 124 56 180
(6&9) (311) (loco)

勤務その他 38 ll 49
(77r6) (22.4) (1080)

主婦 東京 156 36 192
(81.2) (la†) (loco)

主婦 横浜 1250 ー08 358
(698) (3C2) (loco)

主婦その他 87 35 122
(71.3) (2&7) (10uO)

自営その他 176 82 258
(6&2) (31.8) (loco)

合 計 899!ー 346 1245
(72.2) (278) (loco)

東京へのレジャー

忘-管 あ る な レヽ 無回答 対象者叡

助務 東京 32 24 9 65
(49_2) (3&9) (13,8) (1000)

勤務 横浜 66 (ig§) 8 180(367) ( 4_4) (loco)

勤務その他 16 32 1 49
(32.7) (653) ( 2.0) (10QD)

主婦 東京 71 104 17 192
(370) (54.2) ( a9) (ー008)

主婦 横浜 99 (Sall) 8 358(277) ( 2,2) (1000)

主婦その他 38 (6邑3.) 1 122(31.1) ( u8) (10QO)

自営その他 112 133 13 258
(45.4) (51_6) ( 5.0) (loco)

合 計 444 742 59 1245
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■ 劇

実 数 人

(構成比)蕗

言 右京 竺 0 1 2 3 4 5 6～9 10回以 上 無回答 対象者数

18-25 30 43 53 51 26 27 23 107 1( 0.3) 361( 8.3) (ll.9) (14.7) (14_1) ( 72} ( 7'5) ( &4) (29-6) (100)

26～35 35 74 71 68 36 41 ll 45 3 384
( 9.1) (19_3) (la5) (17r7) ( 9.4) (1n7) ( 2.9) (ll.7) ( n8) (10(め)

36才以上 76 70 87 66 57 42 26 70 ( -) 494(15.4) (14.2) (17r6) (13-4) (ll.5) ( 8.5) ( a3) (14.2) (10α))

合 言十 142 189 211 185 119 Ill 61 223 4 1245

忘南-ミ竺 レ ジ ャ ー 男 物 散 歩 通 過 経 路 そ の 他 無 回 答 対 象者 教

18-25 57 185 85 43 67 1 361
(15.8) (51.2) ( 9.7) (ll-9) (186) ( n3) (100.0)

26-35 46 249 35 43 38 ( -) 384(12,0) (64.8) ( 9.1) (lL2) ( 9.9) (1080)

36才以上 36 325 38 64 65 494
( 73) (658) ( 77) (laO) (1a2) ( -) (10α0)

合 計 140 760 108 150 174 1 1245
(ll.2) (61.0) ( &7) (12.0) (14.0) ( n1) (100.0)

レ ノJ,-の内容

忘計竺 飲 食 映 画 -べ チ / コ麻 雀 そ の 他 無 回 答 対 壊者 数

18-25 3 10 2 28 15 57
( E3) (175) ( a5) (491) (Za3) (loco)

26-35 7 2 ( -) 28 9 46(152) ( 4.3) (6n9) (19.6) (10(10)

36才以上 3 2 26 5(lag) 36( &3) ( 56) ( -) (72.2) (10(10)

合 計 13 14 2 83 29 140

18～25 5 6 115 4 46 21 185
( 2,7) ( a2) (62.2) ( 2.2) (24.9) (ll.4) (loo.0)

26-35 24 4 112 ll 108 22 249
( 9.6) ( 1.6) (450) ( 4.4) (4a4) ( 8.8ー (lO(10)

36才以上 33 9 159 12 124 25 325
(lnZ) ( 2.5) (48.9) ( a7) (3&2) ( 77) (1080)

合 計 62 19 386 27 279 68 760
( a2) ( 2.5) (5(L8) ( a6) (367) ( 8.9) (1080)
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<年 令 (】Ⅰ)>

東京-の買物

誌 ｢竺 ､ あ る な レヽ 無回答 対象者叡
18～25 189 147 25 361

(52_4) (487) ( 69) (一ow)

26-85 142 225 17 384
(370) (58,6) ( 4.4) (10(め)

36才以上 176 (297 21 494
(3a6) (6C1) ( 4.3) (loco)

合 計 509 672 64 1245

三冠｢竺 あ る 浸 しハ 無回答 対象者故

18-25 182 161 18 361
(50.4) (44.6) ( 5.0) (10(め)

26-35 125 245 14 384
(32.6) (63,8) ( a6) (10〔p)

36才以上 137 331 26 494
(277) (670) ( 53) (10(め)

合 計 444 742 59 1245

急 かで 窟京慧 銀 座 日本 橋 新 宿 浅 草 渋 谷 そ の他 無 回 答 対象者数

18-25 7 77 12 49 3 55 25 12 189(a7) (40.7) ( 63) (25,9) ( 1.6) (29.1) (1a2) ( 63) (low)
26-.35 8 50 23 16 2 28 18 18 142

( 5.6) (352) (162) (ll.3) ( 1,4) (19.7) (12.7) (12.7) (10010)

36才以上 12 52 43 26 3 28 24 20 176
( I.8) (2a5) (24.4) (14.8) ( 1,7) (159) (la6) (ll.4) (loco)

合 計 27 180 78 91 8 111 68 50 509
( 53) (35.4) (15.3) (179) ( 1.6) (21.8) (laヰ) ( 9.8) (100,0)

東京でのVジャーの場所

忘 計 警 東京駅周 辺 銀 座 日本 橋 新 宿 浅 草 渋 谷 そ の他 無 回 答 対象者数

18～25 3 63 ( -) 40 ( -) 41(22-5) 42 27 182( 1.6) (34.6) (22.0) (とal) (14.8) (10nO)

26～35 4 33 1 12 ∵ 16 31 35 125
( a2) (26.4) ( 0.8) ( 9_6) ( 1_6) (12.8) (24.8) (28.0) (loco)

36才以上 5 32 5 lO 5 15 38 38 137
( a6) (2a4) ( a6) ( 73) ( a6) (10.9) (277) (277) (10〔P)

合 計 12 ー28 6 62 7 72 111 lO() 444

;志二二 一 人 で 家 族 連れ で 友 人 と そ の 他 無 回 答 対 象 者 赦

18～25 96 57 196 3 9 361
(Za6) (158) (54,3) ( 0.8) ( 2.5) (1080)

26-35 52 275 42 3 12 384
(13.5) (71.6) (1〔19) ( n8) ( a1) (10m0)

36才以上 100 327 43 13 ll 494
(2n2) ( 662) ( 8_7) ( 2.6) ( 2.2) (loco)

合 計 250 659 282 19 35 1245
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英 数 人

(柵成比)i

<住 所 (I)>

繁華街の場所

･H H 横浜 駅西 口 元 町 伊 勢 佐木町 南京 衝 野毛山 鶴 見 そ の 他 無 回 答 対象者数

港 北 区 ユlo 29 40 6( 4.8) 2 5 2( 16) 126(873) (2aO) (31_7) ( 1.6) ( -) ( 4_0) (10【め)
鴇 見 区 146 21 56 1 2 9 6 1 163
神 奈川 区 (89.6) (12.9) (34.4) ( n6) ( I,2) ( 55) ( aT) ( u6) (lou))
伊ミ駅 mの 509 138 401 33 25 4 24 4 697
その他の区 (7aO) (la8) (575) ( 4.7) ( a6) ( 86) ( a4) ( 86) (lou))

川 崎 市 23 5 13 1 1 2 2 1 31
(74.2) (la1) (41.9) ( a2) ( a2) ( 65) ( 65) ( a2) (10(p)

神 奈川 県 108 24 38 3 2 ( -) 6 1 130(上記を除 く) (8a1) (1&5) (2a2) ( 之3) ( L5) ( 4_6) ( n8) (loco)

東 京 55 15 18 5 1 1 7 3 77
(71.4) (1a5) (2a4) ( 65) ( 1.3) ( 1.3) ( al) ( a9) (lo∝))

そ の 他 6. 3 1 1 1 1 ll
(54,5) (273) ( 9.1) ( a1) ( -) ( -) ( 9.1) ( al) (loop)

合 吾十 962 237■ 571 51 33 ー6 52 14 1245

近 くの商(衝) 横 浜繁華街 東 京 その他 無回答 対 象者 数
7 99 15 5 ー26

( a6)(7&6) (ll.9) ( 4.0) ( -)(100.0)
19 113 10 21 163
(ll_7)(69-3) ( &1) (12.9)( -)(10(カ)
59 549 51 32 6 697

( &5)(T&8) ( 73) ( 4,6)( u9)(lou))

3( 97) 14(4aZ) 4(la9) 10(32.3) ( -) 31(10(刀)

26 81 13 8 'Z( 1.5) 130(2uO)(62.3) (10.0) ( a2) (low)
8 22 38 8 1 77

(lQ4)(2&6) (49.4) (ln4)( 1.3)(loop)

( -) 2 a(455) 3 1 ll(1aZ) (273)( 91)(low )

123 887 136 89 10 1245

重 く甲 横 浜繁華街 東 京 その他 無回答 対象故老 故商店研

24 67 10 lil 4 126
(190)(5a2) ( 79)(la7) ( a2) (10(カ)
52 64 12 33 2 163
く3L9)(3a3) ( 74)(2n2) ( 1.2) (low))
129 424 29 91 24 697
(la5)(6a8) ( 4.2)く13.1) ( a4) (loco)
8 4 2 15 2 31

(2a8)(12.9) ( aS)(484) ( a5) (loco)

45(34.6) 37 ll 31 6 130(2&5) ( &5)(2a8) ( 4_6) (loco)
15 12 30 17 3 77
(195)(156) (39.0)(2之1) ( 39) (loco)

5 ( 二) 1 4 I ll(45.5) ( a1)(3&4) ( 9.I) (loco)
283 610 95 215 42 1245

派 近くの商店鞠 横 浜繁華街 その他 無回答 対 象者 数

港 北 区 43 71 1∵ 126(34.1) (563)( a5)( -)(100.0)

鶴 見 区 72 64 26 1 163
神 奈川 区 (44,2ー (3a3)(leo)( u6)(lou))

横浜 市 の 227 12 50 8 697
その他の区 (3乙6) (581)( 72)( 1.I)(lou))

川 崎 市 ll 9 lU 1 31
(355) (280)(3乙3)( aZ)(lo∝))

神 奈川県 63 47 18 2 130
(上記を除 く)(48_5) (3a2)(lab)( 1.5)(1000)

東 京 29 16 30 2 77
(377) (2n8)(3aO)( 2.6)(lou))

そ の 他 6 ウ(1a2) 3 ll(54,5) (273)( -)(lo∝))

合 計 454 624 153 14 1245

読-｣竺 近 くの商店 桝 その他 無 回 答 対象者数
港 北 区 106 20 - 126

(84.1) (ー59) (10【カ)
甥 見 区 128 34 I 163
神 奈川 区 (78.5) ('Zu9) ( n6) (loop)
械浜 市 の 574 117 6 697
その他の区 (82,4) (168) ( 89) (loco)

川 崎 市 27 4 31
(87:1) (12.9) ( -) (loco)
101 27 2 130
(777) (20_8) ( 1.5) (1000)

東 京 55 20 2 77
(71,4) (280) ( 2.6) (1000)

そ の 他 8 2 I( 91) ll(72.7) (18_2) (loon)

合 計 1006 227 12 1245
(8(18) (1&2) ( 1.0) (loco)
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< 住 所 (Ⅱ)>

月平均 回 数…忘--讐 0 1 2 3 4 5 6.-9 10回以上 (#無 Lgl答 比)i対象者敢

港 北 区 15(11qー 22(17fIヽ 23( 1只_ql 16′197ヽ 9r 71ヽ 16√197ヽ 8∴ F.:1ヽ 16(1?_71 1r n只ヽ 126(1080ー

鶴 見 区 21 21 24 23 12 10 16 35 1 163
神 奈 川 区 (.12.9) (12.9) (14.7) (14.1) ( 74l t t=十 ( a8) (21,5) ( 86)(1(氾0)

横 浜 市 の 50 91 27 111 84 71 28 134 1( nlー 697その他の区 ( 72) (lil) (1&2) (159ー (1之1) (10二2) ( 4.0ー (1a2ー (loco)

川 崎 市 4 8 3 9 3 1 1 2 ( 一一 31(1之9) (25.8) ( 97) (2aO) ( 97) く ま2) ( a2) ( 65) (1080)

神 奈川 県 24 27 20 15 6 6 4 28 ( 二) 130(1&5) (2Q8) (154ー (ll.5ー ( 4,6) ( 4_6) ( al一 (21,5ー (loon)

東 京 18 15 14 10 4 6 3 6 1 77
(23.4ー (195ー (la2) (laO1 ( 52ー ( 78ー ( a9) ( 78) ( 1.3)(lOQO)

そ の 他 8 2 1 ( -) ( -) ( -) ( -) ll(7乙71 (1a2) ( -) ( al一 ( -) (lCnO)

合 計 142 189 乏11 185 119 111 61 223 4 1245
(ll.4) (152) (L&9) (14.9) ( 9■6) ( &9) ( 4.リ) (17.9) ( n3)(1仙0)

忘 -モミ あ る な い 無回答 対象者数

港 北 区 63 60 3 126
(58り) (47r61 ( 2.4) 〔10(10)

鶴 見 区 69 87 7 163
神奈川 区 (4之3) (5a4) ( 4.3) (10(lO)
横 浜 蒲 の 234 434 29 697
その他の区 (33月) (62.3) ( 4.2) (loco)

川 崎 市 20 ll 31
(64,5) (355) ( - (10QOー

神 奈 川 県 62 64 4 130
(上云己を除 く)(477) (4a2) ( al) (loco)

東 京 tI2(675) 6( 78ー 19(24.7ー 77flo(10ー

そ の 他 7 3 I ll(1008(6a6) (273) ( 9.I)

合 計 509 672 64 1245(100J))

育 -そ 竺 あ る な レヽ 無回答 対象者款

粘 北 区 51 72 3 126(4n3) (571) ( 乙4) (lo仙))

鶴 見 区 71 87 5 163
神 奈 川 区 (4a6) (5a4) ( al) (loco)

横 浜 市 の 217 457 23 697
その他の区 (31.1) (656) ( a3) (loco)

川 崎 市 16 15 ( -ヽ 31(51_6ー (4&4ー (1(氾0ー
手甲奈 川 県 44 81 5 130
(上記を除 く (3a8) (6之3) ( a8) (lCnO)

東 京 40(519ヽ 17(22_ll 20(クLi01 77(lrnOヽ

そ の 他 4 5 2 71(3a4ヽ (4.55ヽ (lR2 ｣⊥地 ⊥_

合 計 444 742 59 1245

所要時 間時間任所 1-5分 6-lo介 ll- 21J- 3 1- 46一一 61■一 71分 無回答 対象者数20分 30分 45分. 60分 9吟 以上

港 北 区 4 20 42 34 13 10 2 1 126( a2ー (15.9ヽ (3a3) (270ー (183ー ( 79ー ( 1_6ー ( Q8ー ( -)(10uO)

鶴 見 区 12 32 64 39 10 3 1 1 1r ǹミヽ 163神奈川区 ( 74ー (19_61 (3q31 (2a91 ( 良ll ( 1.81 ( n6ヽ ( n6ー (loco)

横 供 rbの 4q 95 215(3n8ー 203 75 51 5 4 697その他の区 ( 70) (la6) (芝al) (1Q8) ( 73) ( Q7) ( n6) ( -)(loco)

川 崎 市 2( G5) 7(92_6ー 10 8 3 1 ( -) ( =) 31( -) (3之31 (25.8) r 9_7ー ( a2) (loco)

神 奈 川 県 3 12 35 35 3.5(2&9) 6 2 2 130(上記を除 く ( -) ( 2.3) ( 92ー (269ー (269) ( 4.6) ( 1.5) ( 1.5)(l帆0)

東 京 2 6 16 17 23 9 2 2 77
( -) ( 2,6) ( 78ー (20.8ー (22.1) (2a9) (ll.7) ( 2.6) ( 2.6)(loco)

そ の 他 ( -) ( =) 2 l ( 二) 2 2 3 1 lT～(1a21 ( al一 (la2ー (1&2) (273) ( 色1)(loco)

合 計 66 156 350 339 159 127 26 13 9 1245
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(4葦関係 資料 )

店舗 関係外 消費支 出構 成 -1世帯当9年間 消費額 -

人口 5万人以上の都市 (全世帯 )

項 且 昭 35 l 昭 37 昭 39 昭 41

消 戟 支 出 375.659 465.359 .574.003 67a158

食 料 喪 163.427 189.619 22a612 262.807

住 居 費 33.544 49.114 57:234 68078

書家 貿 地 代 &746 13.299 15.675 19596

■水 道 料 1.839 2.168 2.540 a373

光 熱 費 18290 22.979 2&060 3(1656

*電 気 ガ ス 代 ll.335 14.701 17554 2u847

被 服 穀 46828 62.040 71.245 77867

雑 費 112.570 141.607 198852 232,750

*診 療 代 4.457 6148 &308 ln102

*交 通 .通 信 費 7.647 10.025 14.208 18.961

*数 字7- 兜 10.786 12,962 19.341 24.513

*教l 科 胃LF 代 1.219 I,044 950 650

+聴 取 磯 覧 科+補 習 塾 月 謝 代 a176 a670 4.029 4.1181,409

乙237a402 3,720 5677 5.588

*旅 行 載 3.266 4.803 &425

*信 仰 穀 I.645 i.899 2.339

*冠 婚 葬 祭 費 1.297 1.781 2.285

*仕 送 金 5.015 5.930 &063

*負 担 金 2.118 2.679 a381 4.004

*絹 菩 保 険 料 1.006 I.151 1.492 2.326

*贈 与 金 7:246 】q300 16.219 19.858

+女 中 給 料 492 664 858 760

* こ づ か レヽ 26663 3q406 42.180 52.513

*つ き あ い 焚 1.656 2.116 2.377 2.663

ト.) の 合 計 94.025 125276 165.202 2ln593

店舗 関係外 消費支 出 250 2&9 288 31_1

碧 諾 漂 隻 哨 穀 支 出 75.0 Ta1 71.2 6&9

資 料;｢家 計調 査 ｣総 理 府 統 計 局
註 )*店矧対係外の消費支出項目である｡
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都 市 県 別 人 口 お よ び 事 業 所 数

一 項 白 東京名β市田 ヰ京都市圏 京阪平愉 市田 平 均

面 秩 (Knf) 4 0年 7652 17710 72.60 9Q22

人Lj密盤(1Kn1.当り) 4 0年 2,721.2 139aO 4.010_2 3,02&6

世 帯 数 (件) 4 0年 53.366 43.581 58,658 51,998

^- □ N 30年 105516 129.938 95.099 105.112

35年 124.171 15(1534 11&096 125,772

36年 126222 146567 121.475 127:433

37年 132,843 15q641 13q410 134.581

38年 142,460 154.474 146524 145.881

39年 151.62で 161.433 15q897 152,825

40年 】68912 171,590 166699 168901

4 1年 174,302 174,793 169.810 172,607

^ 口 増 加 率 悌) 30年-40年 674 5u9 69｣5 6&8

人口集中地区^uN 35年二40年 375 171 47.5 SAD

40年 lla923 78980 13(1056 114,984

年 令 別 人 □(40年 ) 総 数 168912 171,590 166.699 168901

実 0-14才 4q876 41.485 38262 4q333

数 15-64才 121,428 120.844 12(1082 117256

CN 65才以上 7603 24.776 7355 lq107

棉 0-14才 24.0 2a9 2a7 2a9

成也 15--64才 71_4' 7n8 71.9 71.5

(i) 65才以上 39 &3 4,4 4_3

孟 嘉 嘉 蓋 遠州 40年 78140 92.299 77234 8q383

産 業 別 人 口(40* ) 莱 l 次 6341 14.220 3.395 尽374

数 2 次 33.306 44.860 34,462 35512

外) 日 次 38440 33,195 38358 3&461

* 1 次 ll.1 153 aO 93

成比 2 次 41.4 49.4 455 44.2
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ノ拡2

項 目 東京都市圏 中京都市Efl 京阪神都市圏 平 均

耽 美 別 人 □ iR # 実 数レヾ 6,347 14.173 3,368 6359

漁 英 構成比併) 82 152 4.9 &0

生 産 t̀ it㈹ 32.762 45726 32.927 34.792

運 輪 構成比駆) 41.0 5u3 360 4n4

版 元 実 赦… 16369 16227 16626 16449

サー-ビス 構戒比併) 2Q6 171 21,0 20.2

解凍技 実 数UJ 23,613 16.152 24.297 22.752

術管理 構成比併) 2a5 174 3u4 253

合詣 嘉会議 絢 41年 334 526 307 352

合蒜 墓釜嘉 川 41年 al57 4.829 之927 3,320

撃 某 所 数 莱 38年 4,752 &394 a994 5.005

数 41年 5,684 8314 4,985 5.959

伶 38-41増滅 1,599 920 992 954

横 38年 a8 4.8 之6 a5

成也 41年 a9 4.9 28 3_6

Lb) 38-41増渡 2之6 12.8 296 2a9

産 英 別邸 某 所 表文(鵬利41年 ) 実 2 次 1,172 2.977 775 1.289

戟件) 3 次 4.512 6337 4,210 4,670

慧 2 次 191 296 153 la23 次 889 7C4 84.7 8u8

焚 料,｢国勢調査報告者 ｣ 総理府統計局

｢邸茶所統計｣ 総理肘統計局
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年 間 販 売後 JWl

単位 首万円

碩 日 年 東京都市圏 中京都市圏 京阪神都市圏 平 均

総 膏十 37 21,8ln7 52,212.0 16.754.5 24,425139 32,75al 6840nO 20,522.4 33,6369

41 472778 8a61a6 31.8765 47:6251

卸 売 共 37 ll.3560 42,0470 73060 14,411.039 16,38&0 53,37&0 10.31aO 2q2070

4 1 26561_0 6a55(10 1699&0 283070

40.41- 殻 卸 売 英 37 ll,35&4 42,0474 73064 14.411.1
39 17:72(19 53,3778 10.31&2 20.2073

41 26.562.0 6855aO 1699&0 2830&0

37 lq45&0 lq164.0 714nO 9.1060

39 1503&0 1昆022,0 lq204_0 13.131_0

4 1 2q7160 2(1064.0 14.879.0 la31&0

43各種 商 品小 売 典 37 2170 3695 22.1 16a4
39 392.8 9896 1078 3697

4 1 1,3857 1,76a8 1.281.0 1,4974

44 37 2,27之0 之4760 1,0990 1,84LO

板物 .衣触 .身のま 39 a12nO a411_0 1,54&0 2.544.0

わ り品小売菜 4 1 a8970 4,314.0 2,10之0 325aO

44ユ 呉服 39 89nO 1,1860 50aO 782.0

･月艮地 ー家具小売業 4 1 1,08&0 1,50&0 614.0 9650

442 39 661_0 52(10 212.0 46aO

洋 服 ′｣､ 売 薬 41 664.0 6450 80&0 521.0

443 39 3350 6790 2190 341.0

抽入子 供 服小 売英 4 1 7770 8880 3650 63nO

444 39 271.0 334.0 15aO 235.0

くつ .履 物 小 売業 4 1 3690 4760 19aO 3160

449 39 96LO 692.0 42aO 7090

ての他の枕物,衣服.身のまわ り晶小売英 4 1 1,0780 8050 622.0 85aO

45飲 食 料 品小 売 菜 37 4,7850 a74aO a7660 4,222.0
39 66790 5.3550 5065.0 瓦84之0

41 950nO 71260 7:34QO 82890

451 39 60nO 7970 45aO 57之0

各種食料 品′｣､売菜 4 1 1,1270 I,06&0 77之0 I.00&0

452 39 1,521.2 9278 96nO I.21n2

酒 .調味 料′1＼売菜 4 1 1,981.0 1.24&0 1,2880 1.594.0

453 39 4292 354,9 37L7 3953



年 間 販 売 額 J%a 単位 ,百万円

項 呂 年 東 京 都 市 圏 中京 都 市圏 京 阪 神都 市 圏 平 均

454 39 340.9 21&6 2558 28a6

鮮 魚 ノ｣＼ 売 業 41 46之4 304.9 354.4 39&0

456 39 13a9 144.2 1877 15&6

乾 物 /J､ 売 薬 41 161.9 94.9 2655 192.6

456 39 731.6 63a8 491.8 622.8

野 菜 果 物 ′｣､売 薬 41 1011.3 70a7 672.4 831.2

457 39 90&7 80a9 591.0 767rT

英 子,/,' ン ′j､.売 菜 41 117a8 107m2 87a3 1041.1

458 39 113a4 1024.6 990.3 106n5

米 親 類 小 売 業 41 157a9 166&3 1347r2 1498_6

459 39 1062.4 4494 762.2 851.3

その他の飲食料品小売業 41 1389.5 68aO 1177r5 1199.2

47自転 車 .荷 車 ′｣､売菜 37 72_7 112.9 50_0 699

39 1171 232.7 850 122.3

41 1372 22a7 100.4 1358

48家具 ー建具 .什器小売英 37 1269_1 141&0 920r3 1154.3

39 1752.5 2034.2 1410.7 1660.5

.ll 23078 2661.I 193&4 22150

481 39 441,8 50&9 27&8 386.9

家具 .建具 .畳小売業 41 657p3 771.4 4350 5870

482 39 41a5 284.5 2652 3378

金 物 .荒 物 小 売 巣 41 487r9 330_0 2971 38&8

483 39 4a9 375 24.5 375

陶政器 .ガラス具/｣､売英 41 94.8 94.2 30.2 6a2

484 39 675.5 1171.5 56&2 70a4

家庭用機械器具 小売業 41 1049.0 144(19 1162.8 115a2

489 39 4.5 14.8 8.4 4.3そ の 他 の 什 器 小 売英 41 la7 4260 leo

49 37 177a6 1774.6 1292.8 158a6
39 142&3 239&3 1132.6 145&6

そ の 他 の 小 売 菜 41 331&8 39786 2504.4 30958

491 39 5356 61&4 532.6 54(17

医薬品 ー化粧品小売業 41 68Q3 832.1 679.I 702.8

493 39 387r9 228.0 1596 27a7

燃 料 小 売 業 41 4778 33a1 171,4 33a5

494 39 604.1 535.7 4272 524.0

苓籍 .文 房 具 ′｣＼売薬 41 79之5 724.3 704.0 7473

賀料 ;『商業統計』 通産省
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人口 10万人当Dの店舗数 (昭和 41年 )

項 目 東 京 都 市圏 中京 都 市圏 京 阪 神都 市 圏 単 位 :店平 均

TI 金 融 保 険 業 4&6 6a8 4&1 490

50 銀 行 信 託 菜 &l 4.4 63 68
J 不 敵 産 業 122.7 102.0 11n4 114,7

J 逓 輸 通 信 共 38.8 72.1 473 472

R 電 気 .ガ ス.水 道 業 2,5 4,9 3,7 a3

L サ ー ビ ス 業 72aO 101&0 70a3 760.0

80 旅館.賃 間.下宿その他の宿 泊 4&8 573 5al 5q9

801旅 館 24.4 42.3 lR2 24_7

81 対 個 人 サ ー ビ ス 業 28n7 381▲6 2675 29n8

811洗 濯 業 5&1 6Q 3 465 52.9

813写 其 菜 ll.0 1a8 lL7 ll.8

814理 髪 理 容 業 1477 1813 13之7 14&9

815浴 場 英 151 152 31.6 21.6

83 対 事 業 所 サ ー ビ ス 業 20.6 471 2乙1 25.2

84 自 動 車 修 理.ガ レ - ジ 業 355 4a5 31_3 3&0

85 そ の 他 の 修 理 菜 2u2 39.7 172 22.0

86 映 画 英 aO 4.4 之8 a2

862映 画 館 2,3 4.4 2.7 之8

87 娯 楽 業 (映 画 を除 く) 276 539 2且3 2a9

88 医 療 保 健 薬 1171 12Q2 llu5 1151

88l病 院 5.9 15.6 ll.4 a5

89 法 務 57 &6 50 58

90 教 育 238 21_8 la§ 194

906特 殊 学 校 nl aO nl nl

907各 種 学 校 53 12.9 4,4 al

91宗 教 4&6 136.1 674 6a3

92 他 に分 類されないサービス業 64_3 72.4 370 55.6

93 非 営 利 的 団 体 150 19.2 183 lal

94 そ の 他 の サ ー ビ ス 業 a9 58 aG 4.1

46 飲 食 店 2671 322_1 2569 271.4

460食 堂 t/ ス ト ラ ン 489 7Q7 779 64.1

461料 理 か つ ほ う 店 24,3 41.7 la1 2a7

462中 華 料 理 店 ヰal ll.7 aO 24.9

463そ ば う ど ん 店 22.1 2&0 34.7 2&0

4糾 す し 屋 279 2a8 387 2&4

465酒 場 455 4&1 3&6 4al

資 料;｢串 某 所統 計 ｣通 産 省
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団 地 にお け る 近 隣 消 費 率

薬 種 主 な 取 壊 商■晶 一世帯当 り 近隣消費輩 帝 位 あー唯 一世帯当りiL rz'Tll ー2】 (5) 年 間 推 定(4)

支 出金 熟 ) (S ) 回/刀 近隣棚 故(Fq

衣 呉 JJti 呉 服 . 附 属 品 3,635 (4.2) n45 〔153)

洋 服 洋 反 .既 成 nuD.毛 糸 14,049 (41.3) 878 (4,955).

仕 立 仕 立 - BJj 1.082 (373) n41 (408)

料 洋 DE. 下 浩 , 洋 品 - i:)) 7098 254 2.34 1,803
小 物 袋 物 ー装 身具 .小 間物 1.369 273 2.18 374

品 フ 卜 一/靴 フ ト ン . 蚊 帳 1,973 (loco) uO8 1.973靴 阿 修 理 2.688 (784) n79 (%107)

履 物 .雨 具 下 駄 . 傘 . 雨 具 2,092 (5a6) n50 (i,121)

食 米 徴 栄 .麦 .破 斐貞 . 粉 .併 3q350028 993a a7414 30,1384

ン'鮮 魚 鮮 魚 月 ち7:768 8 69a7 ,79ll_93 ,4557;279

副 食 品 塩干 .乾物 .佃煮 .放 物 1a938 82.0 1945 ll,429

肉 鳥 獣 肉 .ヘット ラ ー ド 7.363 92.0 12.96 6,774

料口ロ 和午 卵 512966 9a5996 888 5.103

礼野 菜 牛 乳 . ヨ ー グ ル ト野 菜 a8ll,217 960 2且03 a8511(1768

果 物 果 物 .果 物 缶 詰 5896 75.1 ll.30 4,428

酒 . 彰司l耗 料 酒 調 味 料 .特 涼 飲 料 16971 91.6 ll.59 l与549

英 子 和 .祥 一 乾 薬 子 1(1192 54.9 1361 5,595

氷 汰 286 10(10 α41 286

衣 , 梅 吉 莱 . 海 苔 2.603 90.6 2_92 之358

豆 腐 豆 腐 . 同 加 工 品 之183 977 744 %133

飲 そ ば そ ば ーうどん ー井 物 a639 7之9 559 2.653す し す し 1,439 558 LO3 803

食 和 契 姦洋 もらが し.しるこ .今IJ焼 379 (250) Q17 95

店 契 茶中 華 由 埋 コ - ヒ - .シ′1 - ス 3681,251 QO4a3 1_561.56 0604
その他 の 料 理 和 食 . 洋 食 436 (260) n49 (113)

住 陶 砲 器 390 (54.7) 845 (213)金 物 家庭 用金 物 .大工 道具 681 (874) a58 (595)

捕E)O 荒 物家 庭 器 具 荒 物 .洗 感 右 脇電 気 器 具 . 資 産 衡 1,6312,141 7之8(72.2) 2.47u78 1.187(1､546)

家 具燃 料 家 具薪 一 族 一 石 拍 之555.-.5083 (10(10) nO4* (与083)

文 莱 医 薬 ロロ 3,900 64.9 之59 %531化 粧 品 化 粧 品 , 化 粧 石 鹸 4,156 474 522 1,970

化 文 房 具 文 房 具 1,279 4al 1.36 628
功 始 萄 頼 . 雑 誌 2.632 5a7 a38 1.334

品 玩 具 玩 具 750 374 1_15 280

花 花 674 44.2 1.03 282

サl 浴 場 a105 (loco) 2.68+ (a105)
埋 褒 1,077 (4n3) Q99 (434)

美 容 1,062 (5aO) n58 (595)

どス ク リーニ ング 2.097 988 2,42 1.904

医 凍 a935 Ba5 1.60 3482

註 )1, 総僅府統計局 19561-12.収入階層 2-4万円 .東京 2.a 近隣消炎実態調査結果 .都住宅鮎会規

地 1956.10 4-(1)×(2) 良 (数字 )は頻菱からみて信頼変の低いもの 6 浴場,燃料の頻鑑瓜

資料;調査研究報告無(日本住宅公団 )
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購 売 施 設 別 消 費 支 出 額 及 び 比 率 ( 一 世 帯 当 D 平 均 )

A 計 里地区内小 計 千里地区列･｣､ 碧十 沿 墳 職 場
自 住 区 自 住 区 他 住 区 千 里 岡地 配 達 移 動版 元

円 近陵と/クー サブセンター 近殿セノjL 区センター 御 用 聞 き 露 店 商 店 街 商 店 第

総 世 帯 金 額 61,915 24,977 13,955 998 2,528 4,257 2,079 1,149 8785 2,154 5.461 1.170
割 合 100序 4n3 2之5 1_6 4_1 &9 a4 1.9 14.2 a5 &8 L9

公 営 住 宅 総 世 帯 50,396 22.024 ll.798 2.385 2,432 a446 1,326 636 6457 2.425 2,883 1,150
100 4a7 2a4 4_7 4,8 68 之6 1.3 12.8 4.8 之8 1.8

公 団 公 社 /Y 65238 24,842 la639 45 之453 4,450 2,603 L652之5 q438 2,279 6198 960100 吉al 289 Q1 a8 68 4.0 14,5 a5 95 I.5

分 訣 85,873 34.433 21,709 0 3,062 6051 2,597 1,015 13,891 849 ll.111 1,932

購 売 施 設 別 生 鮮 食 料 品 消 費 支 出 額 及 び 比 審 ( 一 世 帯 当 9 平 均 )

∠ゝ 計 千里地区内′｣､ 計 千里地区外′J､ 冨十 沿 槻 職 場
自 住 区 自 住 区 他 住 区 千 里 両 地 配 達 移動 版 元

円 近降センター サブセンター 近隣七/クー 区 センター 御 用 開 き 妄冨 店 商 店 萌 商 店 街

総 世 帯 金 瓶 q841 8183 4,710 346 945 I,461 967 753 592 325 254 ll
SlI 合 100嘘 9a3 479 a5 a6 14_8 9.8 77 60 aa 2.6 nl

公 営 住 宅総 世 帯 7:945 7399 a498 842 982 1,122 665 291 507 379 125 4
100 9a2 44.0 1n6 12.4 14_1 84 a7 64 4.8 1_6 C1

公 B]公 社 /y 1(1148 8372 4.540 3 919 1.693 1,094 I,123 675 327 332 17
100 92.4 44.7 0 91 167 ln8 ll.1 69 a2 a3 n2

サ 14.432 13.908 &908 0 922 1,711 1,450 918 493 90 392 10

資料 ,調査研究報告免 (E]本住宅公団 )



売場 面積 l77La当 9の年 間 販売 額 の 推 移

売場面積 1m2当りの年間販売額 指 数 (昭和35年-100.0)

35年 37年 39年 4_1年 35年 37年 39年 41年

二万円14 万円 万円 万円14 21 24 loo.0 loco 15(10 171.4

43 各 種 商 ′1＼売 薬 24 5 37 40 10(10 2n8 154.2 16&7

44 慧驚 .詔 /.,＼智 美 15 19 22 24 10(10 1267 1467 160_0

441輿掛服地磁具′｣＼売薬 17 21 23 25 10nO 12a5 13.53 1471

442洋 服 小 売 業 18 22 23 25 100.0 122.2 127r8 13&9

443婦人 .子供服小売業 15 21 25 26 1080 140.0 1667 173.3

444くつ ,庵 物 ノ｣＼売薬 9 12 15 16 10nO 13a3 166.7 1778

449妄買讐o'4,警慧/i.＼憲実 14 19 21 23 1080 135.7 15nO 164.3

45 飲 食 料品 小 売業 13 17 20 23 100.0 13α8 153二8 1769

451各 種 食料品/｣､売 薬 ll 14 18 21 1080 1273 16a6 19(19

452滴 .調味 料小 売兼 17 22 25 28 10α0 1294 1471 164.7

453食 肉 小 売 業 22 ?9 34 36 1080 131.8 154.5 16a6

454鮮 魚 小 売 菜 12 16 18 20 loco 13aB 1580 1667

455乾 物 小 売 業 ll 15 18 21 10(10 1364 16a6 190.9

456野菜 .果 実 ′｣＼売 業 12 5 19 22 100_0 41.7 15&3 18a3

457英 子 .ノくン小 売 業 7 66 ll 12 loco 942.9 1571 171.4

458米 .栄達顛 /J＼売 菜 30 36 40 48 10〔10 120.0 1333 1680

459その他の食料pE'd｣､売業 ll 14 16 19 10(10 1273 1455 172.7

47 自転卓 .荷車小売業 6 6 9 9 10α0 1080 lらno 1580

48 家具嘘良.付品小 売菜 12 18 20 21 1080 15α0 16&7 1750

481家具一也具.宜小売業 6 9 10 ll 10(10 15QO 1667 18a3

482金 物 .尤物 小 売業 9 13 15 17 loco 144.4 1667 18&9

483禦磁 器 .ガラス 器売 某 8 10 13 16 10(10 1250 162.5 20QO

484家庭用機械執 J売薬 28 40 41 43 loco 142,9 1464 15&6

*489その他の什投小売業 9 15 20 21 10(10 1667 22之2 23aS

49 そ の 他 の 小 売 業 14 19 22 25 loco 1357 157'1 17&6

12 17 22 25 10α0 141.7 18a3 20aB

492燃 料 小 売 著書 12 16 16 20 10(10 13a3 13ま3 1667

493=-B籍 .文房具/｣＼売某 16 21 26 29 1080 131_3 162.5 181.3

資料;｢商業統計表｣通産省
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